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1．第 1 回渡航記録(2016 年 5 月 9 日～11 日) 

第 1 回渡航時の調査日程は以下のとおりである。各協議先との協議記録は次ページ以降に示

す。 

 

表 1.1 調査日程(2016 年 5 月 9 日～11 日) 

日時 協議先 協議内容 

5/9 
(月) 

14:10-
16:20 

プノンペン都 
都市開発局 

・都市開発局の役割、都市マスタープランについて都市開発

局より説明を受けた。 
・関係機関を集めた Inception Meeting を開催することになっ

た。 
16:20-
17:00 

プノンペン都 
計画投資局 ・計画投資局の役割について説明を受けた。 

5/10 
(火) 

9:30-
10:30 日本大使館 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・日本大使館より、プノンペン都の課題に関して説明を受け

た。 

11:00-
12:00 水道公社 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・水道公社より、給水状況、浄水場、既存の太陽光発電施設

に関して説明があった。 

11:00-
12:00 

鉱業・エネルギ

ー省 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・同省より、カンボジアで実施されている太陽光発電事業に

関して説明があった。 

16:10-
17:00 公共事業運輸省 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・同省より、汚水マスタープラン(JICA 支援)の作成状況、洪

水対策の現状について説明があった。 

5/11 
(水) 

9:10-
10:30 環境省 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・同省より、環境保全、下水道・廃棄物、交通に関すプノン

ペン都の課題について説明を受けた。 
14:00-
15:30 カルメット病院 ・調査団より、JCM 設備補助事業の説明を行った。 

・また、病院の設備に関してヒアリングを行った。 
16:30-
18:00 

クメール‐ソビ

エト友好病院 
・調査団より、JCM 設備補助事業の説明を行った。 
・また、病院の設備に関してヒアリングを行った。 

5/12 
(木) 

8:55-
13:00 

第 1 回ワークシ

ョップ 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・プノンペン都副知事より、本事業に対し賛意が示された。

また、本事業に、カンボジア企業、プノンペン都の市民、

学生も参加することの必要性が示された。 
16:00-
17:10 

水資源気象省 
プノンペン局 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・同局の役割についてヒアリングを行った。 

16:00-
17:00 JICA 

・調査団は、本事業の概要説明を行った。 
・JICA より、廃棄物やエネルギーに関するプノンペン都の

課題について説明を受けた。  
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打合せ記録(プノンペン都・都市開発局) 4枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月9日(月) 14:10～16:20 場  所：プノンペン都庁 

 プノンペン都 :Sin Boramey Director of Urban management、ワンナック (SENG VANNAK)Vice 

Director of Urbanization Division、総務副局長、国際交流課(2名) 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

【受領資料】 

・都組織図、Urbanization Davison(都市開発局)の役割(Page3、4のとおり) 

・プノンペン都マスタープラン 

 
【打合せ内容】 

1．都市開発局の役割・マスタープランについて 

・Urbanization Division(都市開発局)の前身は単なる技術当局であり(1991～2012年)、都市マスタープラン(土地

利用計画など)を策定するフランスの専門家を支援するために創設された。 

・2015年に都知事の指示のもと、当事務所によって都市マスタープランは完成した(2015年12月に承認済み)。

2005年から、内務省などの国の関係省の承認手続き、都市計画に関する法的な整備が行われ、2015年に完

成した。 

・2012年にプノンペン都の組織の再編成がなされ、都市開発局が創設され、都市開発局は、Urbanization 

Office(都市開発課)と、Development and Construction Management Office(開発建設管理課)からなる。 

・開発建設管理課は、1)土地利用管理、2)土地利用登録、3)建築審査・許可、4)公共事業・運輸省のプノンペ

ン局が計画した下水道、道路、公園、照明に関する開発ポテンシャルや問題の審査および知事への報告、5)

洪水管理(雨水排水)、公園管理等を行っている。 

・建築審査の許可権者については、3,000m2以上の建物は省、500m2～3,000m2の建物は知事、500m2未満の建物

は区となる(延床面積？)。 

・公共事業・運輸省のインフラ計画は、都市開発局の審査を経て知事に報告・許可される。 

・メガソーラーを建設するような適地は都内にあるか？→回答なし 

・JICAは、公共事業・運輸省をカウンターパートとして交通マスタープランを策定した。実際に交通マスタ

ープランを実行するときに、当局が関与することになる(都市開発局は協力、審査する)。 

 

2．Inception Meetingについて 

・関係機関を集めた会議を5月12日に開催し、都側のChairmanは副知事で調整する。 

 

参考‐3



4 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

 
3．データ・資料の提供について 

・JICAの下水道マスタープランを含めた必要資料・データについては、北九州市側より、Director of 

Administration宛にレターを提出してもらって、知事から了解を得られれば提供可能である(レターの提出窓

口は国際交流課)。 

・都市マスタープランの地図データは、北九州市側に提供する。 

    

以 上 
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4 枚の内  3枚目 

日建設計シビル 
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4 枚の内  4枚目 

日建設計シビル 
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打合せ記録(プノンペン都・計画投資局) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月9日(月) 16:20～17:00 場  所：プノンペン都庁 

 プノンペン都計画投資局 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

【受領資料】 

・なし 

 
【打合せ内容】 

1．計画投資局の役割について 

・当局は、局長、副局長にくわえ、計画課、地方支援課、投資課及び貧困地区開発課により構成されている。

よって、CO2削減に直接関わるような事業は実施していない。 

・対象事業は下水道、道路整備が主であり、5年毎に見直されるインフラ計画(5カ年計画)にもとづいて、3年

先を見通した年次の投資計画を策定している。 

 

   以 上 
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打合せ記録(日本大使館) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月10日(火) 9:30～10:30 場  所：日本大使館 

 日本大使館：隈丸特命全権大使、和田二等書記官 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

・Project to realize low carbonization in Phnom Penh Capital City, through Introduction of Saving energy technologies 

and renewable energies 

【受領資料】 

・なし 

 
【打合せ内容】 

1．石田理事より事業の概要(行動計画支援事業、エネルギー分野の省エネ・再生可能エネルギー利用)

について説明があった。また、廃棄物管理事業に関してJICA草の根技術協力事業に関して応募し

たとの報告を行った。それに対して、隈丸特命全権大使より以下の意見があった。 

・他の都市では条例などを制定する等、省エネの普及を進めようとしているが、プノンペン都では、

行政の指示やイニシアチブの動きが弱い。 

 →プノンペン都は電気代が高いので、ESCO事業が成立するのではないかと考えている 

・電力に関しては、乾季に水力発電が適切に動かない、シェリムアップで10数時間停電が発生するな

ど課題が多い(プノンペン都は、まだ停電が少ないが)。 

・JICA草の根技術協力事業による廃棄物管理の改善については、市民にとっては目に見える改善とな

り、与党、市民双方が喜ぶのではないか。 

 →JICA草の根技術協力事業については、シントリー社と協力して実施したいと考えている(シントリ

ー社はコンポストに興味を持っている)。 

・今後、計画策定等を進めるにあたり、大使館のご支援をお願いし、大使の了解が得られた。 

 

 

   以 上 
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打合せ記録(水道公社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月10日(火) 11:00～12:00 場  所：水道公社 

 水道公社：Ph.D SIM SITHA Director General, ROS KIMLEANG Deputy General Director, SAMRETH 

SOVITHIEA Deputy General Director, CHEA SATEPHOAT Director of Planning and Project Department, 

MA NORAVIN Director of Production and Distribution Department, ROEUN NARY Director of 

Administration and Human Resource Department、その他 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

・Project to realize low carbonization in Phnom Penh Capital City, through Introduction of Saving energy technologies 

and renewable energies 

【受領資料】 

・水道公社パンフレット 

 
【打合せ内容】 

1．石田理事より事業の概要(行動計画支援事業、エネルギー分野の省エネ・再生可能エネルギー利用)

について説明があった。それに対して、水道公社より以下の意見があった。 

・都の人口は200万人、都内の給水率は85％程度である。 

・都内4つの浄水場の供給量は45万m3／dayである。水需要量は、現在50万m3／day、2019年には80万

m3／day、2030年には100万m3／dayに達する見込みである。 

・現在、2030年までの水道マスタープランの更新を進めているところである。 

・ポンプ設備はエネルギーを消費するので、ポンプ設備の電力削減は重要である。Phum Prek浄水場に

おいて、ポンプ設備にインバーターを取り付ける検討が行われた(メタウォーター株式会社)が、実

施されていない。 

・Phum Prek浄水場には、JICA無償資金協力で777kVAの太陽光パネル(京セラ製)が設置され、浄水場

で使用している電力の5%分を賄っている。Niroth浄水場にもJICAの円借款により太陽光パネルが設

置された(4MW、2013年6月竣工)。 

・北部に新たに浄水場を建設する予定であり、8MW(4MW×2)の太陽光パネルを設置したい。調査会

社に太陽光パネルを設置するとどの程度のエネルギーが得られるか、調査を委託中である。 

・都としては、水供給率を上げたい。これ伴い、下水道の整備も進めたい。 

 

   以 上 
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打合せ記録(鉱業・エネルギー省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月10日(火) 11:00～12:00 場  所：鉱業エネルギー省 

 鉱業・エネルギー省：再生可能エネルギー局長 他2名 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

・Project to realize low carbonization in Phnom Penh Capital City, through Introduction of Saving energy technologies 

and renewable energies 

【受領資料】 

・なし 

 
【打合せ内容】 

1．石田理事より事業の概要(行動計画支援事業、エネルギー分野の省エネ・再生可能エネルギー利用)を説明

するとともに、本事業への協力、キックオフセミナー(5/12開催)への出席を要望した。それに対し、鉱

業・エネルギー省より以下の意見があった。 

・JCMを活用した太陽光発電(PV)の導入には興味がある(ルーフトップのPVの案件は過去に無い)。PVはコス

トが高いが、JCMにより50%補助が出れば良い。 

・現在、都は建設ラッシュであり、空調システムの省エネについては、関心が高い企業や市民が多いであろ

う(潜在的なポテンシャルは高い)。 

・PVで発電した電気を、家庭での照明や給湯に利用することの必要性も感じている。カンボジアは熱帯気

候だが、年配の方がいる家や厨房ではお湯の需要は大きい(局長の自宅もPVを導入している)。 

 

2．太陽光発電(PV)事業について 

・カンボジア国内では、浄水場に設置されたPVが最大規模になる。 

・鉱業・エネルギー省は、2015年12月に、PPSEZ付近の企業(企業名：コンポスプ)とタケオ州の企業の2社に

対して、PV事業を許可した(コンポスプにはSEZへの売電許可、タケオ州の企業には地方電力会社への売電

許可)。12MWの規模が計画されていたが、現在のところ1MWに留まっている。 

・鉱業・エネルギー省は、ADBと共同で2030年までのPVの整備計画の策定の最中である。 

・最近、ベトナム国境バベットにおける10MWのPV事業の落札が行われた。落札企業(IPP)は、PV施設の建

設・発電、電力公社(EDC)への売電の権利(事業権)を購入したことになる(事業方式：BOO。BOT方式の場合

もある)。EDCは、発電事業者から10セント/kWh以下で電気を購入し、消費者に対しては17セント/kWhの電

気代を徴収している。 

・鉱業・エネルギー省は落札者に対して特別に土地を提供することはしない。落札者が土地を調達し、PV施
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

設を調達・建設し、10セント/kWh以下で売却する。BOO方式の事業期間は建設期間を含んで25年である。

外国企業でも入札で可能である。 

・電力事業者は、SEZ＊、EDC、地方電力会社の3つのいずれかに売電しなくてはならない(小売事業は開放さ

れていない)。＊SEZ内の企業に直接売電できるかどうかは不明である。 

・入札は、PV事業に限られている。 

・カンボジア国の長期電源計画(マスタープラン)は策定されている(2006年に策定されているので、更新の必要

がある)。 

    

 

以 上 
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打合せ記録(公共事業運輸省) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月10日(水) 16:10～17:00 場  所：公共事業運輸省会議室 

 公共事業運輸省：下水道担当  

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

【受領資料】 

・なし 

 
【打合せ内容】 

1．石田理事より事業の概要(行動計画支援事業、エネルギー分野の省エネ・再生可能エネルギー利用)の説明

があった。それに対し、公共事業運輸省より以下の意見があった。 

・汚水処理マスタープラン(JICA支援)については、Final Draftは作成済みであり、今年の8月頃までには完成す

る予定である。さらに、JICA支援のもと、汚水処理場を整備する予定である。 

・ロシア通りを境界にして、南側はJICA支援によってマスタープランが策定され整備が進められている。一方、

北側については、中国よりマスタープラン策定および下水道整備に関する支援の申し出がある(整備事業は

中国のディベロッパー)。 

・大雨時に貯水池の役割を果たしていた自然湖が埋め立てられてしまったので、人工湖を設ける必要がある。 

・洪水対策の現状と課題については、次のとおりである。 

 ＋Wat Phnom Penh、王宮周辺など、大雨時に浸水していたエリアは、下水道整備が進み改善された。 

 ＋配水管にゴミが溜まるので、メンテナンスが必要である。 

 ＋雨水排水ポンプは能力が小さく、良く故障する。能力の増強が必要である。 

 ＋既存の下水道は合流式であるが、新設された下水道は分流式となっている。 

・汚水は、現在、未処理のまま、自然の湖に放流されている(自然浄化、ラグーンシステムにより浄化を期待し

ている)。 

・水源地の水質については、環境省により定期的に観測が行われている。 

    

 

以 上 
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打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月11日(水) 9:10～10:30 場  所：環境省会議室会議室 

 環境省：HENG NARETH 環境保護総局長 

水質担当、固体廃棄物担当の各副局長、大気・騒音担当者 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.18   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

【受領資料】 

・林田産業の提案資料(北九州市受領) 

 
【打合せ内容】 

1．環境省・環境保護総局長からプノンペン都の現状、課題について以下の説明があった。なお、この説明の

間に、石田理事より、本事業の概要(行動計画策定支援、省エネ・再生可能エネルギープロジェクト)に関す

る説明と、環境省に対する協力要請が行われた。 

 
(1)環境保全分野について 

・北九州市の提案は、プノンペン都の環境に関する主要課題を全て含んでおり、この北九州市の取り組みを支

援する。 

・最近2～3年で自動車台数が増大し著しい交通渋滞が発生しており、日常生活にも大きな支障が出ている。自

動車の排気ガス基準はあるが、モニタリングは実施されていない。 

・GIZ(ドイツ国際協力公社)の調査によれば、PM10、PM2.5が増大している。大気汚染を測定する設備が必要

であり、JICAに移動式観測機を申請したが結果は出ていない。 

 →移動式の観測機器の見積額は30万USDであった(堀場製作所の製品)。プノンペン都は、周辺地域との合併

によりエリアが拡大しており、実態把握のための移動式観測機器の導入が必要である。 

(2)下水道・廃棄物分野について 

・下水道、廃棄物に関する課題解決のためには、大きな投資が必要である。 

・汚水排水については、汚水処理場がないために自然池に未処理のまま放流され、将来問題となるであろう。 

・ゴミ収集は概ねできているが、処分方法に問題がある。処分場周辺の土壌・地下水汚染や、廃棄物発生量の

増大を危惧している(地下40mまでの地下水に悪影響を及ぼしているのではないかと危惧している)。 

・中国企業より、廃棄物の焼却炉の売込みがある。その中国企業の調査によれば、焼却炉を建設するためには、

1世帯あたり1USD、1tあたり40USDの費用負担が必要とのことであった。現在、廃棄物収集・運搬企業のシ

ントリー社に対しては、1tあたり0.75USDしか支払っていないので、市民に対して50倍の負担を負わせるこ

とになる。 

・廃棄物は、分別と3Rにより減量化を進めることが重要である。 
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

・日本企業(林田産業)、JETROから、生ゴミとセプティックタンクの汚泥を混ぜて50t/dayのコンポストを製造

するプラントを建設したいとの提案があった。 

 
(3)交通分野について 

・これまで、日本からプノンペン都に中古のバスが100台以上提供されている。プノンペン都のバス路線も3か

ら10に増えた。中国、韓国など他国のドナーによるバス導入の支援については、関知していない。 

・カンボジアでは、今後、バスと普通車の車線を区別していくことが必要である(バス専用レーンを設ける等)。 

・プノンペン都にもバス停や時刻表があるが、渋滞が発生するので定時運行はできていない。 

(4)その他 

・公共水域の水質データ、廃棄物収集量(固形廃棄物、産業廃棄物)のデータについて、提供頂けることになっ

た(廃棄物収集量のデータについては、5月11日中に受領した)。 

・JICAに対して2人の専門家派遣を要望し承諾された(環境アセスメント及び大気汚染の専門家。200万USD、

2年間)。 

・ノボック湖(面積：約2,000ha)は、国の法律により保護されている。 

    

 

以 上 
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JCM 都市間連携プノンペン 第一回現地調査 

カルメット国立病院 議事メモ 

 
日時: 2016 年 5 月 11 日 14:00～15:30 

訪問先: カルメット国立病院 

参加者（敬称略）： 

カルメット国立病院：Mao Reasey 氏 (Administration Manager), 他 1 名 

北九州市 アジア低炭素化センター：石田理事、長濱課長、原田係長 

株式会社日建設計シビル：福壽技術長、藤尾主管 

株式会社 NTT データ経営研究所：村岡、網代（記） 

 

写真 1: 打ち合わせの様子 (向かって右に座っている方が Reasey 氏) 
 

【打合せ内容】 
1. 事業の経緯、目的、概要の説明 

 石田理事より事業の経緯、目的、概要についてのご説明。 
 

2. JCM 設備補助事業の説明 
 村岡より JCM 設備補助事業について説明した。 
 JCM 制度を活用することで、対象機器の金額の最大で 50%の補助金が戻ってくる

旨の説明をした。→ 病院側は、「50%ではなく、100%補助してほしい」とのの反

応であった。 
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 省エネ型の設備を導入した方が、運営コストが下がることは分かっているが、予

算の承認が下りずに苦労しているとのこと。 
 設備導入にかかる費用を電気代削減分で賄う ESCO (Energy Service Company) 

事業を活用してはどうかと提案した。→ 病院側の反応はあまり良くなく、「やは

り全額補助してほしい」という回答であった。 
 カンボジア政府とフランスの支援金により設立した国立病院であり、補助金慣れ

している様子。 
 JCM 案件化には、補助金の負担が必要であり、資金調達調整が必要である。 
 
 

3. カルメット国立病院の設備概要と JCM 適用可能な技術のヒアリング 
 個別冷房を備えた施設と、チラーシステムによる全体冷房を備えた施設が混在し

ている。既設 5～6 施設が個別冷房。既設 3 施設がチラーシステムによる冷房であ

る。 
 チラーシステムを導入した施設の内もっとも古いものは、1997年に導入したCIAT

製のチラーシステムである。 

        
写真 2: 既設の CIAT 製チラーシステム(1997 年製) 

 
 現状導入しているチラーシステムの COP について伺ったが、把握されておらず、

要確認とのこと。今後の質問事項とする。 
 21 階建ての新規施設が 2016 年末に完成予定であり、こちらはチラーシステムに

よる冷房を採用している。残念ながら建設が既に進んでおり、公募のタイミング

上、この新設チラーを JCM 設備補助事業の対象とすることはできない。 
 これから新規に建設する施設があるか伺った。病院入口の左右の古いビルを取り

壊して新規施設を建てる案はあるが、まだ詳細まで詰めておらず、また、予算の

関係上、いつ実現するかわからないとのこと。 
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 電力消費量について伺ったところ、月に 500MWh ~700MWh 程消費し、電気料金

として、月額 100,000USD (≒1000 万円強)も支払っているとのこと。 
 消費電力の内訳は、空調が 1,727 kW と、他に比べて断トツの消費量である。 
 以下が入手した資料である。 

 
資料: カルメット国立病院の消費電力 

 
 

4. まとめ 
 消費電力が多く、電力コストが高いため、省エネや再エネ設備の導入による効果

は大いに期待できるが、前述のとおり、資金調達調整が課題であると言える。 
 

以上 
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JCM 都市間連携プノンペン 第一回現地調査 

クメール-ソビエト友好病院 議事メモ 

 
日時: 2016 年 5 月 11 日 16:30～18:00 

訪問先: クメール-ソビエト友好病院 

参加者（敬称略）： 

クメール-ソビエト友好病院：Mok Theavy 氏 (副院長), 他 3 名 

北九州市 アジア低炭素化センター：石田理事、長濱課長、原田係長 

株式会社日建設計シビル：福壽技術長、藤尾主管 

株式会社 NTT データ経営研究所：村岡、網代（記） 

 
写真 1: 打ち合わせの様子 

 
【打合せ内容】 
1. 事業の経緯、目的、概要の説明 

 石田理事より事業の経緯、目的、概要についてのご説明。 
 

2. JCM 設備補助事業の説明 
 村岡より JCM 設備補助事業について説明した。 
 JCM 制度を活用することで、対象機器の金額の最大で 50%の補助金が戻ってくる

旨の説明をした。→ 病院側の反応も良く、非常に興味ありとのこと。 
 ただし、予算確保は保健省が担当しており、事業の意思決定には、彼らへ説明が

不可欠であるとのこと。 
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3. クメール-ソビエト友好病院の設備概要と JCM 適用可能な技術のヒアリング 
【空調設備】 
 チラーシステムではなく、約 600 部屋にそれぞれに個別の冷房を備えている。 
 現在使用されている空調設備は、約 5 年前に導入したものである。Sharp 製や LG

製等を使用しているとのこと。今回の会議室のエアコンも Sharp 製であった。 
 室内機と室外機は同数設置されている。室外機の統合化による省エネも検討の余

地がある。 
 定期一斉交換等のメンテナンス思想はなく、故障したら修理、交換等、それぞれ

の機器で対応しているとのこと。高効率空調へ入れ替えを想定した場合、交換の

時期は要検討である。 
 修理、交換の予算確保も、保健省へ提案、交渉が必要であるとのこと。 
 新規施設の計画は保健省が担当する。新規施設への高効率な空調機器の導入によ

る省エネを提案する可能性は十分ある。ただし、JCM 公募のスケジュールと合う

かは要確認。 
 

【太陽光発電】 
 太陽光発電に興味があるが、初期費用が高く、導入はまだ検討していないとのこ

と。初期費用を抑える意味でも、JCM 制度を十分活用できる旨をアピールし、興

味を持ってもらった。 
 太陽光発電システム導入の候補地として、病院建屋の屋根を利用できないか伺っ

た。屋根には何もなく、強度が持てば利用可能であることが分かった。 
 屋根の面積は 1,800m2 (150m x 12m)である。この値と現地の照射量を元に、パネ

ル規模、発電量、初期投資額、電力コストの削減量等の概算を行う。(by NTT デ

ータ経営研究所) 
 
【その他】 
 電気代は月額 100,000USD (≒1000 万円強)も支払っているとのこと。そのうち、

半分くらいが空調によるものであるとのこと。 
 電力消費の内訳は、空調で一番で、他に CT スキャン、手術室照明、酸素輸送用ポ

ンプ、エレベーター、アイソレーター(放射線による無菌装置?) 等がある。 
 照明は、現状蛍光灯が多いが、LED は順次導入していく予定。 
 医療廃棄物は、イギリス製の処理設備を用いて自病院内で処理している。赤十字

社にある処理設備よりも高性能のものを使用していると、発言していた。 
 

4. まとめ 
 消費電力が多く、電力コストが高いため、省エネや再エネ設備の導入による効果
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は大いに期待できる。 
 既設の空調設備入れ替えには、保健省への説明・予算確保、交換時期の検討が課

題である。また、室外機の統合化による省エネも検討の余地がある。 
 新設への空調設備導入の検討には、建設時期の確認や、チラーの導入可能性等を、

保健省と協議していく必要がある。 
 太陽光発電に関しては、開示いただいた屋根面積を元に、パネル規模、発電量、

初期投資額、電力コストの削減量等の概算を行い、案件可能性を検討する。 
 

以上 
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打合せ記録(第1回ワークショップ) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月12日(木) 10:15～11:50 場  所：プノンペン都庁会議室

環境省：TRAC THAI SIENG副知事、関係部署代表者 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2016.5.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・都市間連携を通じたアジアのグリーンシティ創造

・JCM説明資料

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT

・Project to realize low carbonization in Phnom Penh Capital City, through Introduction of Saving energy technologies

and renewable energies

【受領資料】

・なし

【打合せ内容】

1．石田理事より事業の経緯、目的・概要について説明を行った。 

2．日建設計シビル・福壽より行動計画策定の手順とその内容について説明を行った。 

3．NTTデータ経営研究所・村岡本部長よりJCM設備補助事業および、省エネ・再生可能エネルギーに関する

案件調査について説明を行った。

4．プノンペン都側より廃棄物処理施設を建設して欲しいとの要望があった。これに対し、石田理事より下記

のとおり説明があった。

・現段階では、廃棄物の排出段階で、廃棄物を削減していくことが重要であると考えている。家庭レベルでの

コンポスト化普及、リサイクルを促進したインドネシア・スラバヤ市での実績がある。市民の廃棄物の分別、

減量化の意識を高め、さらに焼却施設などの中間処理場を設けることが効果的である。

・廃棄物に関する調査については、現在、JICA草の根技術協力事業に申請中である。現行では、固形廃棄物の

収集・運搬はシントリー社が実施しているが、道路が未整備のエリアなどでの収集が実施されておらず、収

集率は80%程度に留まっている。JICA草の根技術協力事業は、プノンペン都、シントリー社と協力して実施

していきたい。

・環境省からのヒアリングによれば、中国企業から廃棄物焼却施設の売込みがある。その中国企業の調査によ

れば、1世帯あたり1USD、1tあたり40USDの費用負担が必要とのことであった。我々も資金面も含めて提案

参考‐21



3 枚の内  3枚目 

日建設計シビル 

 

していきたい。 

・廃棄物については、プノンペン知事から緊急課題と聞いており、プロジェクトを実現したいと考えている。 

 
5．プノンペン都副知事より以下のとおり意見があった。 

・北九州市からの提案は、市民の生活向上、安心・安全に結びつくものであり賛成である。 

・廃棄物だけでなくエネルギー、交通分野の課題も解決する必要がある。資金調達方法を検討して、優先して

プロジェクトを立ち上げ実施したい。 

・セミナーでは、プノンペン都の担当者が色々な意見を出して実施すべきことを決めていく必要がある。 

・プノンペン都と北九州市が何も無いところからプロジェクトを実現していくことが重要である。 

・計画策定においては、北九州市側だけでなくプノンペン都側も参加していくことが重要である。日系企業だ

けでなく、カンボジア企業、プノンペン都の市民、学生の参加してもらい、プロジェクトに協力してもらう

必要がある。 

・カンボジア都政府の人間が参加すれば、一般市民もそれに倣い太陽光パネル(PV)を設置するなど、環境技術

の普及も進むであろう。学校の屋根にPVを設置すれば、学生がそれを学習し、自分の家にもPVを設置する

など普及が進むであろう(若い学生、先生の意識も高まる。将来のPVの普及に結びつく)。 

・環境保全といっても分野が広いので、優先順位をつけて施策を実施していく必要がある。 

・これまでも、プノンペン都は、道路、下水道建設等に関してJICAに支援を受けてきたが、北九州市の協力を

得てJICAにアプローチし、大きなプロジェクトを実施したい。 

・廃棄物に関して、環境大臣の主導のもと、コンポスト化事業を行ったことがあるが、コンポストが売れずに

失敗した(副知事自身もコンポストを購入した)。こういった、都の失敗の経験を計画づくりに活かしたい。 

 
4．プノンペン都副知事の意見を受けて石田理事より以下の発言があった。 

・プノンペン都の企業、市民を巻き込んで計画を策定しなければうまくいかないことは認識しているので、企

業・市民参加の計画づくりを実現したい。 

・プノンペン都には、この事業に関して主体的に参加して頂きたい。 

・次回セミナー（7月予定）では、行動計画骨子を作成しプノンペン都に示したいので、協力をお願いしたい。 

   

 

以 上 
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打合せ記録(水資源気象省・プノンペン局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月12日(木) 13:50～15:00 場  所：喫茶店

水資源気象省・プノンペン局：マウブントゥン氏

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2016.5.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT

【受領資料】

・なし

【打合せ内容】

1．石田理事より事業の経緯、目的・概要について説明があった。 

2．近年の気候・水資源気象省の役割について 

・通常、乾季の気温は38℃程度であるが、2016年は予測しなかったことが発生している。4月には42℃に達し

た。また、乾季でも、通常、スコールはあるが、今年は全く降らない状態が続いており深刻な水不足となっ

ている。

・一方、2015年では、降雨量が130mm(2時間)に達し、大きな洪水が発生するといった現象も起きている。

・(中央？)政府は、貯水池を整備するよう動き出したところである。また、都は洪水にならないよう、雨水排

水ポンプの増強、下水道の更新・新設を進めている。

・水資源気象局の役割は以下のとおりであり、GHG削減に関わるような業務は行っていない。

＋農業用水・工業用水の水資源開発

＋洪水対策としての排水路の整備

＋水利権の許認可

＋気象観測・予測 等

■水資源気象省・プノンペン局：マウブントゥン氏のメールアドレス

maobunthurn@gmail.com

以 上
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打合せ記録(JICAカンボジア事務所) 3枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年5月12日(木) 16:00～17:00 場  所：JICAカンボジア事務所 

 JICAカンボジア事務所：安達所長、内田Project Formulation Advisor (企画調査員) 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.5.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業・事業概要PPT 

・Project to realize low carbonization in Phnom Penh Capital City, through Introduction of Saving energy technologies 

and renewable energies 

【受領資料】 

・なし 

 
【打合せ内容】 

1．石田理事より事業の経緯、目的・概要の説明があった。さらに、JICAに対して廃棄物管理事業に対して協

力要請を行った。これらに対してJICAより下記の発言があった。 

 
(1)廃棄物 

・JICAは、10年ほど前に、プノンペン都に対して廃棄物に関する技術協力を行った。しかし、続く無償資金

協力(中間処理施設)については、シントリー社等との関係で、実施することが出来なかった(したがって、

JICAは、最近約10年間は廃棄物に関しては協力を行っていない)。 

・プノンペン都では、廃棄物は大きな社会問題となっており、他の都市と比べても深刻な状況にあることは

理解している。 

→シントリー社は、北九州市が提案する廃棄物管理事業に興味を示している。最終的には、中間処理施設、

最終処分場にも取組みたいと考えているが、まずは分別、減量化などに取組みたい。市民の意識向上も

考慮すると長期的に取組まないといけない課題である。(石田理事) 

→プノンペン都は、シントリー社を排除する方向に舵を切り始めている。具体的には、プノンペン都内の

区がそれぞれ廃棄物収集・運搬業者と契約を結ぶことになり、都とシントリー社との独占的な契約を骨

抜きにしようとしている(環境省がシントリー社を排除するようプノンペン都にもアドバイスしている

ようだ)。(内田企画調査員) 

→一方で、各区に廃棄物収集・運搬業者と契約を結べるような人材がいるのか疑問であり、混乱をきたす

のではないかと考えている。(安達所長) 

→リサイクル業(最資源化)は、シントリー社ではなく、複数の家族経営規模の小さな会社が行っている(そ

れぞれ収集範囲が決まっている)。現在、ある日系企業(幸和商事(確認要))が、他の小規模会社、シント

リー社と重ならないよう廃棄物分野で事業を行っている。(内田企画調査員) 
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・日本は、廃棄物管理は行政が行い、効率化するために民間に委託してきた経緯がある。一方、カンボジア

では、最初から廃棄物管理を民間企業に委託しているので、行政は具体的に何をして良いか分からない状

況にある(経験が少ない)。したがって、電気代(廃棄物収集料金を含む)を支払っていないスラムエリアな

どでは、廃棄物収集が行われていないなどの状況が生まれる。 

・フンセン首相は、廃棄物問題に対処するよう直接命令をしているが、選挙が近いため行政、民間ともに何

もできない状況にある。 

・シントリー社は、パッカー車を増やしたり、スタッフの給与を上げたりして、業務改善を政府にアピール

しているところである。 

・北九州市としては、日本ブランドを活かして、行政、民間、市民の中間に立ち、市民の建設的な要望に答

えていくようなワークショップを開催し、存在感を示してはどうか。 

・かつて、猛暑で市民たちが電気を利用し電気代が上がった際、各家庭の電力メーターがおかしいのではな

いか、とのデマが市民に広がった。また、市民からのクレームが上がった。そこで、カンボジアの電力公

社(EDC)総裁は、日本ブランド＝信頼であるので、各家庭の電力メーターを、一斉に日本製の電力メータ

ーに交換したことがある。また、第三者機関に、日本人が加わってくれないかとの要望がJICAにあった。

それだけ、日本ブランド、その信頼度は市民にも浸透している。なお、EDCは、各家庭からの廃棄物回収

料金の収集代行を止めると宣言している。現在、各家庭から電気料金に廃棄物の収集料金を加えた料金を

収集しているために、住民に電気代が高いと勘違いされていることから。 

・今回の北九州市業務では、既存の民間企業に日本企業が協力し、新しい企業を設立するか、新しいマネー

ジメントを行うといったスキームを構築するのが良いと思われる。 

・カンボジアの学校には、日本の海外協力隊が入っており、北九州市との連携も可能である。 

 

(2)エネルギー・廃棄物焼却発電について 

・EDC総裁は、規模の大きな電源開発(系統電力)を実施し電気代を下げたいと考えている。太陽光発電等の

再生可能エネルギーは、コスト面で全く貢献できていないと考えており、再生可能エネルギー事業者への

補助金は否定的である。 

・売電価格が14～19セント/kWhであるので、現在買い取り価格は10セント/kWhである。 

・中国企業が環境省に提出した廃棄物焼却発電施設の提案書を見たが、施設のCGが掲載されているばかり

で、廃棄物収集に関する手法などが全く記載されていなかった。環境省としても、どう反応して良いか分

からず警戒をしている(政府高官レベル)。 

・カンボジアの現政権はインフラの質の確保を重要視しており、これはJICAの方針と一致するものである。 

・環境省大臣、EDC総裁も若くて行動力がある。 

・JICAは、最近20年間程度、焼却施設の協力援助を行っていないため、JICA内に経験者が少ない。また、

JICAはタイ・バンコクにおいて、廃棄物焼却施設に関するマスタープランを策定したが、実行に移されな

かった苦い過去もあり、焼却施設自体に拒否反応を示すものもいる。 

・しかしながら、プノンペン都において、ニーズがあり用地の確保が容易なときに焼却施設建設の援助をす

ることの重要性は理解している(現在、プノンペン都内は開発が進み土地の値段が上昇していることから、

用地の確保も困難になる)。 

・タイにおいて、お寺の焼却施設(小規模レンガ積み)の周辺のダイオキシン濃度が高いことが問題になった
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ことがある(UNEPは公表していない)。日本式の焼却場を提案する際には、環境負荷が少ないことをアピ

ールすることが重要だ。 

以 上 
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2．第 2 回渡航記録(2016 年 7 月 19 日～22 日) 

第 2 回渡航時の調査日程は以下のとおりである。各協議先との協議記録は次ページ以降に示

す。 

 

表 2.1 調査日程(2016 年 7 月 19 日～22 日) 

日時 協議先 協議内容 

7/19 
(火) 

9:00-
11:20 

Golden Daun Keo 
Rice Mill(精米会

社) 

＜精米工場へのバイオマス発電設備導入プロジェクト＞ 
・精米工場の概要、稼働状況、電力、物流等についてヒアリ

ングを実施した。 

16:30-
18:30 

Sophnna Nun 氏 
(現コンサルタ

ント・旧気候変

動局職員) 

＜気候変動対策の組織体制の変更・気候変動局の紹介＞ 
・気候変動対策の組織体制が変更されていることの説明を

受けた。 

7/20 
(水) 

9:00-
11:00 気候変動局 

＜気候変動対策の組織体制の変更・GHG インベントリ＞ 
・気候変動対策の組織体制について説明を受けた。 
・GHG 削減目標に関する資料の提供を受けた。 

17:15-
18:10 Calmet 病院 

＜病院への浄化槽の導入＞ 
・現在、医療系液体廃棄物を含め、汚水は未処理のまま下水

に放流されている状況にある。 

7/21 
(木) 

8:55-
13:00 

テラモーターズ 
Tuk Tuk 協会 

＜電動三輪の導入プロジェクト＞ 
・電動三輪の性能、コストの説明を受けた。 
・プノンペン都で一般的に利用されているルモーモトの性

能、コスト、ルモーモトのドライバーの収入等について説

明を受けた。 

16:00-
17:10 

ソビエト‐クメ

ール友好病院 

＜病院への浄化槽の導入＞ 
・現在、医療系液体廃棄物を含め、汚水は未処理のまま下水

に放流されている状況にあることを確認した。 

7/22 
(金) 

10:00-
12:00 

Golden Rice 精米

工 場 (Kampong 
Speu 州) 

＜精米工場へのバイオマス発電設備導入プロジェクト＞ 
・精米工場の概要、稼働状況、電力、物流等についてヒアリ

ングを実施した。 
・2MW 規模×2 基のバイオマス発電設備の提案をすること

になった。 

14:25-
15:40 JICA・内田氏 

＜汚水マスタープラン・病院への浄化槽導入・環境モニタリ

ング設備の導入＞ 
・病院への浄化槽導入、環境モニタリング設備導入に対する

JICA 無償資金援助について意見交換をおこなった。  
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精米工場・ヒアリング結果(Golden Daun Keo Rice Mill Co.,LTD)(1/2) 

項目 内容 
ヒアリング実施日 2016 年 7 月 19 日(火) 9:00～11:20 

会社 
概要 

会社名 Golden Daun Keo Rice Mill Co.,LTD 

所在地/電話番号 

・精米工場は 2 箇所あり別々に事業登録を行っている 
工場 1:Takeo 州 
工場 2:Battambang 州＊1 

＊1；Battambang 州には 2 箇所あったが 1 箇所は稼動停止状態 
窓口担当者名 
電話番号 

Nen Nam 氏(財務部副部長、Mr.) 
012476328／069600595 

事業開始年 2012 年 

従業員数 ・Takeo 州：160 人 
・Battambang 州：100 人 

工場の敷地面積 ・Takeo 州：18ha(工場が所有する敷地は合計 45ha) 
・Battambang 州：5ha(工場が所有する敷地は合計 63ha) 

資本金 Takeo 州：14millionUSD、Battambang 州：12millionUSD 

稼動 
状況 

精米量 
(稲籾量) 

1)精米容量(設備の能力・24 時間稼動の場合) 
 Takeo

タ ケ オ

州：1,000t/day×1 機、100t/day×1 機 
Battambang
バ ッ タ ン バ ン

州：100t/day×1 機 
2)精米量(現状)＊2： 

Takeo 州：20,000t/year(平均 200t/day) 
Battambang 州：25,000t/year(平均 250t/day) 

＊2；10～12 月に買付けた米の精米は 11～2 月の 4 ヶ月間(100 日)に
終えてしまう(マリス米(ジャスミンライス)、ただしウィアール米

は 1～3 月に精米を実施) 

籾殻の発生量 
Takeo 州：4,900t/year(平均 49t/day) ＊3 
Battambang 州：6,125t/year(平均 613t/day) ＊3 

＊3；籾殻の発生量は精米量(稲籾量)の約 24.5％ 

籾殻の自家消費量 
(籾殻を何に利用し

ているか？) 

・Takeo 州：籾殻はそのままタイへ輸出＊4 
・Battambang 州：炭化して中国へ輸出(1 個 3kg)＊4、5 
＊4；一部は籾を乾燥機の燃料として利用(電気も利用) 
＊5；籾殻炭化装置はベトナム製で最近導入した。 

余剰籾殻の販売先・

売却価格 
Takeo 州：籾殻を 15～20USD/t でタイに輸出 
Battambang 州：炭を 70USD/t で中国に輸出 

稼働時間・日数 10 時間/日(AM7:30～PM5:00)  100 日/年 
(月 25 日×4 ヶ月、1～2 月が特に忙しい) 

電力 
消費電力量(kWh) 

・繁忙期 11～2 月；平均 25,000USD/月(ピーク時：60,000USD/月)→
平均 150,000kWh/月(ピーク時：358,000kWh /月) 

・その他の期間：平均 8,000USD/月→平均 48,000kWh/月 
・精米機の消費電力が最も大きい(精米機は台湾の Yongxion 製)。稲籾

乾燥機の消費電力も大きい(籾殻の燃焼熱も利用)。 

電源構成 
基本は系統電力で、3 ヶ月 1 回程度発生する停電時にはディーゼル発

電機を利用 
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精米工場・ヒアリング結果(Golden Daun Keo Rice Mill Co.,LTD)(2/2) 

項目 内容 

電力 

自家発電設備 
(ディーゼル発電機) 

1)燃料：軽油(単価：0.98USD/L) 
2)出力：Takeo 州：2,250kVA、Battambang 州：1,000kVA 
3)メーカー：日本製(新品) 

系統電力の電力価格 0.1675USD／kWh 

自家発電設備の発電

コスト (燃料消費量

と年間コスト) 

燃料消費量；3,000L/year 
→2,940USD( Takeo 州と Battambang 州の合計) 

物流 

稲籾の調達先 

・Takeo 州： 
Prey
プ レ イ

EVengE 
ヴェーン

A州、AEKampongE

コ ン ポ ン

A AESpeuE

ス プ ー

A州、Takeo 州の農家から買付けた中間

業者から調達＊6 
・Battambang 州： 

AEPursatE

ポ ー サ ッ ト

A州、Battambang 州、AEBanteayE

ボ ン テ ィ ア イ

A A EMeancheyE

ミ ア ン チ ェ イ

A州の農家から買付

けた中間業者から調達＊6 
＊6：250～312.5USD/t(1,000～1,250 リエル/kg)で購入 

米の販売先 

・中国(最大輸出先)、カナダ、アメリカ、ブルガリア、 
フランス＊7、＊8 

＊7：今年：780USD/t、2 年前は高く 920USD/t で販売 
＊8：高品質の米は輸出、それ以外は国内で販売 

備考 

・マリス米は 6 月に種を撒き、10～12 月に収穫、買い付け 
・カンボジアでは、主にマリス米(＝ジャスミン米、11～2 月に精米)と

ウィアール米(1～3 月に精米)が作られている。 
・色彩選別機(米の中に混じった被害粒(虫などの被害で変色した粒)や

ガラスなどの異物を色によって見分けて選別)は日本のサタケ製 
・過去にバッタンバン工場(現在、操業停止の工場)において、籾殻・直

接燃焼発電施設を導入したが失敗した(様々な設備を自ら組み合わ

せて発電施設を建設)。 
・現在、CAVAC(Cambodia Agricultural Value Chain. Program、オー

ストラリア国際開発庁が支援した支援プログラム)がカンボジアに適

した種子の開発を行っている。 

写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 打合せの様子 

 

参考‐29



打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年7月19日(火)16:00～18:30 場  所：都内カフェ 

 Green Move Consulting：Sophnna Nun氏(現コンサルタント・旧気候変動局職員) 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.8.1  

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 

 
【打合せ内容】 
1．気候変動対策の組織体制の変更について 

・現在、鉱業・エネルギー省の再生可能エネルギー導入(太陽光発電)に関してコンサルテーションを実施し

ているSophnna Nun氏(現コンサルタント・旧気候変動局職員)より、気候変動対策の組織体制が変更され

ていることの説明を受けた。 

 →詳細は、2016年7月20日に実施した気候変動局との打合せ記録を参照。 

・気候変動局は、持続可能な開発評議会事務局 GSSD(General Secretariat of the National Council for Sustainable 

Development)にある。また、気候変動局のGHG Inventory and Mitigation Officeの課長を紹介して頂いた。 

・現在、14のプロジェクトが実施されているので、詳細は、気候変動局に確認すること。 

・2015年12月にフランスで開催されたCOP21におけるシハモニ国王のスピーチに関する文書を受領した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 

以 上 
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打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年7月20日(水) 9:00～11:00 場  所：環境省会議室会議室 

 気候変動局：Mr.Thuy Sum 気候変動局CCD(Climate Change Department) 局長(Director) 

      Mr.Leang Sophai GHG Inventory and Mitigation Office of CCD 課長(Chief) 

      Mr.Sum Cheat GHG Inventory and Mitigation Office of CCD 副課長(Vice Chief) 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.8.1   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 

【受領資料】 

・Cambodia’s Second National Communication  2015年11月 

・Cambodia’s Intended Nationally Determined Contribution 

 
【打合せ内容】 

1．気候変動対策の組織体制の変更について 

・2013年の総選挙を受けて新たに就任した環境大臣の提言により、気候変動に関わる組織の体制が変更にな

った。 

・組織体制の変更は図-1に示すとおりであり、国家気候変動局NCCD(National Climate Change Committee)は、

他の関係機関と合併し、持続可能な開発評議会事務局 GSSD(General Secretariat of the National Council for 

Sustainable Development)となった。 

・GSSDの委員長は環境大臣、副委員長は環境省官房長、国家評議会官房長、農水省官房長の3名である。ま

た、GSSDは、財務計画局、気候変動局(CCD)、グリーン経済局、科学技術局、生物多様性局の5局からなる。 

 
2．GHGインベントリ・GHG削減目標について 

・国連気候変動枠組み条約（UNFCCC）へ提出された国別報告書（National Communications）のGHGインベン

トリの対象年は表-1に示すとおりである。現在公表されている最新のGHGインベントリ(2015年発行)は、

2000年を対象としたものである。 

・なお、現在、気候変動局CCDにより、2005、2010、2015年を対象に、データの収集およびインベントリの

算定が行われているところである。結果は2年後に出る予定である。 

表-1 国別報告書のGHGインベントリ対象年 
国別報告書(National Communication) 

GHGインベントリの対象年 
回数 国連気候変動枠組み条約（UNFCCC）への提出年 
第1回 2002年 1994年 

第2回 2015年 2000年 

第3回 2016年？ 2005年、2010年、2015年 
(データ収集・インベントリ算定中) 
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

持続可能な開発評議会 
National Council for Sustainable Development 

 

・カンボジアのGHG削減目標については、COP21に先立って国連気候変動枠組条約UNFCCC(United Nations 

Framework Convention on Climate Change)に提出されたカンボジアの約束草案(Cambodia’s Intended Nationally 

Determined Contribution)を確認して欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 気候変動対策の組織体制の変更 

 

 

 

 

持続可能な開発評議会事務局 GSSD 
General Secretariat of the National Council for 

Sustainable Development 
委員長：環境大臣 
副委員長(3名)： 

環境省官房長、国家評議会官房長、農水省官房長 
 

〇〇省 
 

〇〇省 
 

〇〇省 
 

気候変動に関係する21省庁 
 

財務計画局 
Department of Finance and Planning 
 

気候変動局 
Climate Change Department 
 

グリーン経済局 
Green Economy Department 
 
科学技術局 
Department of Science and Technology 
  
 生物多様性局 
Biodiversity Development 
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2 枚の内  3枚目 

日建設計シビル 

 

3．その他 

・現在、実施中の14のプロジェクトは、いずれも規模が小さいものであり、地方で展開されている。例えば、

NPOによるゴミのコンポスト化といった取り組みが行われている。詳細については、CCDのホームページ

を確認して欲しい。 

・2016年6月に上記パイロットプロジェクトの活動報告会があった。プノンペン都におけるファンドの活用

方法の具体例などの説明があった。 

・カンボジア気候変動戦略計画2014-2023(CCCSP)に基づいて策定された行動計画は省庁別の計画であり、地

方を対象としたものではないことから、北九州市によるプノンペン都気候変動戦略行動計画は、各州の見

本となることを期待するとの、気候変動局の発言があった。 

・気候変動局CCDに対して、プノンペン都気候変動戦略行動計画策定のためのワークショップ(10月開催予

定)への参加を依頼した。  

・次回以降、気候変動局CCDとの協議を希望する場合には、直接、気候変動局に連絡をすれば良い、とのコ

メントを頂いた。 

 
以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子(中央が気候変動局長) 
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打合せ記録(環境省) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年7月20日(水) 17:15～18:10 場  所：Calmette病院近くのカフェ 

 Calmette Hospital：Mao Reasey(Assistant Director General, Deputy Administration Manager)、 

他1名(設備担当) 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.8.1   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

 
【打合せ内容】 

1．日建設計シビルより、JICAの無償資金協力などを活用して都内の複数の病院へ浄化槽導入を検討する予定

であることを伝えるとともに、既存の汚水処理の状況について確認した。 

・現状、医療系廃水も含めて汚水は、汚水貯留槽で溜めた後、下水道に放流している。汚水貯留槽に溜まっ

た汚泥は、年に1回程度は除去している。 

・水の使用量は、毎月、保健省に報告を行っている。水の使用量は、11,300m3/月程度である。 

・JICAの無償資金協力によって、浄化槽を導入してもらえればありがたい。 

・プノンペン都内に、大規模病院は6つ程度ある。 

・浄化槽導入のプロジェクトを検討するにあたり相談すべき行政の担当者の名前、連絡先等は、以下のとお

りである。 

1) Dr. Sok Srum 役職：Director 所属：Hospital Department, Ministry of Health 012-212-122 soksrun@gmail.com 

2) H.E.OR Vandine 役職：Director General  所属：Technical Health, Ministry of Health 

3) Chhoun Sawrith  役職：Director 所属：Department of Cooperate and Debt Management, Ministry of Finance 

and Economy 012-946-997 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年7月21日(木) 8:55～13:00 場  所：テラモーターズ販売代理店 

 テラモーターズ：野呂氏、 
Ly Brothers Motors Co.,Ltd(テラモーターズ販売代理店)：Chea Sam Ath Managing Director 

Cambodia for Confederation Development Association(Tuk Tuk協会)：E Sophors President 
出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.8.1   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 

・JCM説明資料 

【受領資料】 

・EV Tuk Tuk 仕様書類(打合せ後) 

 
【打合せ内容】 

1．EV TukTuk導入プロジェクトについて 

・日建設計シビルより、交通に関するパイロットプロジェクトとして、代表事業者：テラモーターズ(日本法

人)、共同事業者：現地・販売代理店の体制で、EV TukTukを現地ドライバーにリースする構想を説明した。

併せて、ソーラー充電ステーションを導入する案についても検討する方針であることを説明した。 

・テラモーターズは、カンボジアに代理店を開設したばかりであり、JCMプロジェクトを契機に販路を開拓し

たい。→JCMプロジェクトに対し協力して頂けることになった。 

・日建設計シビルがプロジェクト、体制、ソーラー充電ステーションの導入について具体的に検討を行い、再

度、協議を行うこととなった。その上で、テラモーターズが代表事業者、販売代理店が共同事業者としてJCM

設備補助事業に応募するか検討して頂くことになった。 

    

2．EV TukTukのコスト・仕様について 

・カンボジアで、現在販売しているEV Tuk Tuk (Y-6：カンボジア向けに開発したモデル)の販売価格は、

3,000USDである。関税が補助の対象となれば、メリットは大きい。 

・EV Tuk Tukは、バッテリー(鉛蓄電池、電圧12V、容量140Ah)を5つ搭載し(60V、140Ah)、1回の充電で100km

程度走行することが可能である。バッテリーは、1.5年に1回交換する必要がある。 

・1ヶ月のメンテナンス費用は、20USD以下である。 

 
3．現地のTukTuk事情について 

・プノンペン都で一般的に使われているのは、バイクにかごを取り付けたものである。トータルで、1000～

1,500USD程度である(かご：600～800USD、バイク：300～1,000USD)。 

・ドライバーの収入は、300USD/月程度である。経費は、ガソリン代、メンテ代等を含めて150USD/月程度で

ある(儲けは150USD/月程度である)。 

・TukTuk協会会長は、プノンペン都内のTukTukの台数は2～3万台程度と推定している(2012、2013年の調査で
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

プノンペン都内に2万台あったことから、現在、3万台程度はあるのではないか)。 

→テラモーターズの市場調査では1万台とのことであり、食い違いがある。 

・2万台での総売り上げは、72,000USD/year(＝1台当たり300USD/月)である(TukTuk協会会長)。 

・提案に対して、協会として応援する(TukTuk協会会長)。 

 

4．EV TukTukの普及に向けた協議 

・EV Tuk Tukの普及のためには、充電ステーションを整備することが重要である。イオンモール、セントラル

マーケット、ロシアンマーケットなど人が集まる場所に充電ステーションを設けるのが良い。セントラルマ

ーケット、ロシアンマーケットの代表者は、行政(区)が任命しているので、区に相談する必要がある。 

・TukTukのドライバーの8割程度は地方出身者であることから、ドライバーは家族とTukTukで帰省する＊。し

たがって、Tuk Tukの走行距離として、最低100(～150)km以上走ることができないと、ドライバーは興味を

持たないであろう(TukTuk協会会長)。 

 ＊通訳のSavin Yun氏によると、一般的にカンボジアでは1年に5回程度は帰省する機会があるとのこと。 

・プロジェクト実施前に、観光地やイオンモールを対象として、試験的にEV Tuk Tukを導入してはどうか。か

つて、環境大臣からの指示を受け、オーストラリアメーカー・スターエイトのEV Tuk Tuk(屋根に太陽光パ

ネルを搭載)を試験的に5台導入したが、太陽光発電設備は全く発電せず、失敗に終わった(TukTuk協会会長)。 

・また、EV Tuk Tukの安全性の確保(現在、カンボジアには安全基準がない)、導入後に問題が発生した場合の

対応が必要である(TukTuk協会会長)。 

→EV Tuk Tukの走行距離を含めた性能や安全性に対して懸念があり、信頼が得られていない。 

 

5．その他 

・最近では、インド製のTukTuk(燃料はLPG)が売れている(TukTuk協会会長)。 

・CO2排出量の定量化のために、EV Tuk Tukの走行距離を測定する必要がある。このためのGPS装置は1万円

程度である。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年7月21日(木) 16:00～17:10 場  所：ソビエト‐クメール友好病院 

 ソビエト‐クメール友好病院：Dr.Tan Phally、他3名 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.8.1   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【打合せ内容】 

1．日建設計シビルより、JICAの無償資金協力などを活用して都内の複数の病院へ浄化槽導入を検討する予定

であることを伝えるとともに、既存の汚水処理の状況について確認した。 

・病院の概要は以下のとおりである。 

‐職員：900人、病院敷地面積：2ha、病床数：600床(使用率：100%) 

‐ソビエト連邦の支援により設立された病院である。 

・現状、医療系廃水も含めて汚水は、汚水槽で溜めた後、下水道に放流している。かつては、消毒した後に下

水道に放流していたが、現在は未処理のまま放流を行っている。なお、医療系固形廃棄物は、病院内で焼却

処理している。 

・ソビエト連邦からの支援が終了した後は、下水管の閉塞や故障が発生している。 

・下水量は、20,000m3/月程度である(≒水の使用量30m3/hour×24hour×30day＝21,600m3/月)。 

・JICAの無償資金協力によって、浄化槽を導入してもらえればありがたい。既存設備で利用することはできな

いか？→汚水の調整槽としての利用が考えられると回答した。また、既存設備を見学したが、老朽化が進ん

でおり、既存設備を利用して、適切に汚水処理することは難しいと回答した。 

・プノンペン都内に、大規模病院は6つ程度ある 

・今年の3～4月頃に、環境省、保健省、病院の担当者が集まり会議が行われ、医療系液体廃棄物の対策が必要

であること、また、汚水処理の必要性を協議した。少なくとも消毒を行ってから下水道に放流するよう指示

があった。 

・浄化槽や、省エネ・再生可能エネルギー設備の導入に関する窓口は、Dr.Tan Phally副院長が担当されること

になった。                                      

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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写真 下水施設(左：汚水槽、右：ポンプ施設) 
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精米工場・ヒアリング結果(Golden Rice Co.,LTD)(1/2) 

項目 内容 
ヒアリング実施日 2016 年 7 月 22 日(金) 10:00～12:00 

会社 
概要 

会社名 Golden Rice Co.,LTD 

所在地/電話番号 
工場：NR.51, Oudong District, Kampong Speu Province 
本社： #2012 ABC, NR5, Tuol Sangke, Khan Russei Keo, P.O. 

Box:1018. Phnom Penh 
窓口担当者名 
電話番号 

Eang Daret 氏(Milling Supervisor Processing Department、Mr.) 
Mobile: (+855)92 650 671  daret.eang@goldenricecambodia.com 

事業開始年 2009 年 

従業員数 300 人 
工場の敷地面積 20ha (内、稼動分：3ha) 
資本金  

稼動 
状況 

精米量 
(稲籾量) 

1)精米機の能力：40t/h 
2)精米量(現状)： 
 繁忙期(9～1 月)：800t/day 程度 
 閑散期(2～8 月)：480t/week 程度＊1 
※1：稲籾買付け後、一部、玄米の状態でサイロにストック。ストック

したものを注文に応じて精米する。 
籾殻の発生量 200t/day 
籾殻の自家消費量 
(籾殻の利用目的) 

80t/day 
乾燥機やバイオガス発電施設の燃料として利用 

余剰籾殻の販売先・

売却価格 
100～120t/day 
セメント工場・レンガ工場に売却 12.5USD/t 

稼働時間・日数 
・繁忙期(9～1 月)：24h×140 日(3 交代) 

(水掛祭り、盆以外休日なし、150 日中 140 日程度稼動) 
・閑散期(2～8 月)：16h×7 ヶ月(2 交代) 

電力 

消費電力量(kWh) 650,000kWh/month 
電源構成 自家発電：100%(ディーゼル発電機およびバイオマスガス発電機) 

自家発電設備 
(ディーゼル発電機) 

1)燃料：軽油  
2)ディーゼル発電機 500kVA×10 台 
3)メーカー：Cummin 製(中国)、新品 

系統電力の電力価格 系統電力は使用していない 

自家発電設備の発燃

料消費量とコスト 
燃料消費量；9,000L/day(ディーゼル発電機 10 台分) 
燃料コスト：5,400USD/day(1L あたり 2400 リエル程度) 

バイオマス発電 

・ガス化発電(1MW 規模) 
・中国の会社により設置された。 
・10 日に 1 回程度、エンジン等に溜まるタールを洗浄する(タールは

無処理のまま排水)。 
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精米工場・ヒアリング結果(Golden Rice Co.,LTD)(2/2) 

項目 内容 

物流 
稲籾の調達先 ・全国から 300USD/t 程度で調達(未乾燥の稲籾)。 

米の販売先 ・高品質な米(全体の 80～90%)：海外輸出 
・割れた米など(全体の 10～20%)：国内で販売 

備考 
・稲籾の乾燥機：能力 30t×6 機（2014 年導入、ベトナム製） 
・2MW 規模×2 基のバイオマス発電設備の提案をして欲しいとの要望

を受けた(10 月渡航前に提案し、必要となれば打合せを実施する)。 

写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真 打合せの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ガス発電施設・銘板(400kW×2台) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ガス発電施設・銘板(500kVA×10台) 
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打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年7月22日(金) 14:25～15:40 場  所：JICAカンボジア事務所 

 JICAカンボジア事務所：内田Project Formulation Advisor (企画調査員) 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.8.1   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【打合せ内容】 

1．JICAプノンペン都下水・排水改善プロジェクトの報告書(汚水マスタープラン)について 

・昨年度、JICA内田氏より、プノンペン都より了解が得られれば、JICAより標記報告書を提供するとの話を頂

いていた。これを受けて、北九州市を通じて、プノンペン都に、標記報告書提供の了解(知事の了解)のお願

いをしているところであるが、返事のない状況であることを日建設計シビルより説明した。 

・標記プロジェクトの報告書に関し、来月8月にプノンペン都と協議(Public Consultation)することになっている

ので、Draft Finalを共有することは可能であると思う。 

 

2．都内病院への浄化槽導入について 

・JICA無償資金援助の活用は難しい。 

・病院から無処理のまま汚水が放流されていることは、非常に問題であることは理解しているが、汚水マスタ

ープランで検討されているプロジェクトなど、その他にも実施しなくてはならないプロジェクトがあること

から、採択は難しいであろう(優先順位は低い)。 

・浄化槽については、導入後の維持管理が重要である。現状、医療系有害廃棄物の焼却もまともにできていな

い状況であり、維持管理が適正に行えるとは思えない。また、維持管理費をどのように捻出するかも課題で

ある。他国において実施されている浄化槽導入も、うまく行っていないのではないか。 

・カルメット病院、ソビエト‐クメール友好病院などの公的病院よりも、プノンペン都に進出する外資(日系

もある)の民間病院の方が、コンプライアンスを重視しており、導入・管理しやすいのではないか(民間資金

の活用の検討)。 

 

3．環境モニタリング設備の導入について 

・JICA無償資金援助の活用は難しい。 

・増加する自動車の排気ガス等によって、大気汚染が進んでいることは理解しているが(PM2.5も含めて福岡よ

り悪い状況である)、現状では、大気汚染を引き起こすような大きな工場は少ないため(レンガ工場の排気ガ

スについては問題と認識している)、大気汚染より水質汚染対策の方が優先度は高い。 

・また、仮にモニタリングを実施したとしても、行政が観測結果を効果的に活用し、対策を実施できるとは思

えない。 

・水質観測については、観測方法、データ整理の方法も統一されておらず課題が多い。また、カンボジアでは、

環境工学を専攻する学生が少なく、専門家が少ないことも問題である。 
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

 
4．JICAのとりくみ・その他 

・JICAは、カンボジアの諸課題に対して、計画的・長期的に取り組んでおりスポット的な支援はしない(設備

導入は難しい)。JICAでは、現在、下水、廃棄物、交通分野の優先順位が高いと考えており、これらに長期

的に支援していく予定である。環境分野は、今後、優先順位が高くなっていくであろう。 

・交通分野では、JICAは、信号システムの導入(無償資金協力：プノンペン交通管制システム計画、2015年3月

30日～2018年2月28日)、車検制度の導入(技術協力プロジェクト：車両登録・車検制度の行政制度改革プロジ

ェクト、2016年7月1日～2019年6月30日)に取り組んでいる。車検制度については、現状、車検制度の体を成

していないので、JICAとして支援する。 

・北九州市が関わったプノンペンの奇跡は、水道公社を作ったことで実現したと考えている。行政から独立し

た、特定の目標を達成するための公社を作ることで、外的な政治的影響等を排除し透明性を高めることで、

外国からの支援を受けやすくなったと理解している。現在では、環境管理の分野に予算をつけても、環境管

理に関わる部局が複数あるため(プノンペン都には環境管理を専門とする部局はない)、目的が曖昧となり、

予算が適切に執行されないのではないか(カンボジアの財務省としても、プノンペン都に予算をつけたくな

いのではないか)。→環境管理を担当する公社を設けるなど、体制づくりに関して支援をしてはどうか。 

・タイにおいても、下水処理は、工業団地や観光地から改善が進んだ(行政は時間がかかる)。民間連携事業ス

キームを活用するのが良いのではないか。 

・カンボジアでは、外観だけトヨタ(レクサス等)である改造車が多く走っている状況に対し、問題であると認

識したトヨタは、カンボジアに車両の修理工場を建設した。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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3．第 3 回渡航記録(2016 年 9 月 26 日～29 日) 

第 3 回渡航時の調査日程は以下のとおりである。各協議先との協議記録は次ページ以降に示

す。 

 

表 3.1 調査日程(2016 年 9 月 26 日～29 日) 

日時 協議先 協議内容 

9/26 
(月) 

14:10-
17:00 第 2 回ワークショップ 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・主に北九州市での廃棄物の収集方法や、クリーナー

プロダクション等に関して質疑を行った。 

9/27 
(火) 

9:00-
10:30 保健省プノンペン局 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同局とパイロットプロジェクト(病院への浄化槽導

入)について協議した。 

10:55-
12:30 農水省プノンペン局 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同局とパイロットプロジェクト(グリーン農業)につ

いて協議した。 

14:40-
16:00 

プノンペン都廃棄物

管理局 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同局とパイロットプロジェクト(廃棄物の減量化、

焼却発電)について協議した。 

16:30-
17:30 公共事業運輸省 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同省より、雨水排水マスタープラン、汚水マスター

プランに関して説明を受けた。 

9/28 
(水) 

9:10-
11:30 

公共事業運輸省プノ

ンペン局 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同省より、交通マスタープランに関して説明を受け

た。 
・同局とパイロットプロジェクト(電動三輪、病院へ

の浄化槽導入)について協議した。 

13:30-
14:30 環境省気候変動局 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同省より、過去の JCM 事業、GHG インベントリの

作成状況等に関して説明を受けた。 

15:30-
16:30 水道公社 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・水道公社より、上水マスタープラン、日本企業(メ

タウォーター)により昨年度に実施された JCM 実現

可能性調査について説明を受けた。 

16:50-
18:00 

環境省大気騒音管理

局 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・同省とパイロットプロジェクト(廃棄物、環境モニ

タリング)について協議した。 

9/29 
(木) 

9:00-
10:00 CINTRI 社 

・調査団より計画骨子案の説明を行った。 
・プノンペン都における廃棄物の分別・収集の課題に

関して説明を受けた。 
14:00-
15:30 

Golden Rice 精米工場

(Kampong Speu 州) 
・調査団よりバイオマス発電(4MW)のシステム、コス

ト、工期について説明を行った。  
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打合せ記録(第2回ワークショップ) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月26日(月) 14:10～17:00 場  所：プノンペン都市庁舎

Mr. Huot Hay Deputy Director of Administration，Phnom Penh City Hall 

保健省プノンペン部局局長、環境省プノンペン部局局長、環境省プノンペン部局副局長、農業省

プノンペン部局、工業手工業省プノンペン部局、クメール・ロシア友好病院、廃棄物管理局局長、

計画投資局、鉱業・エネルギー省プノンペン部局、公共事業運輸省プノンペン部局（下水道）、

建設省プノンペン部局副局長、水道局財務部、都市開発局、

日本大使館：堀二等書記官

北九州市：石田理事、原田係長、坂東氏

NTTデータ経営研究所：村岡本部長、網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2016.10.11  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案(北九州市・日建設計シビル)

・JCM設備補助制度のご説明(NTTデータ経営研究所)

【打合せ内容】

1．日本側よりプノンペン都気候変動戦略行動計画の計画骨子案およびJCM設備補助事業の説明を行った。 

2. プノンペン都側との協議の結果は以下のとおりである。

〇市民に対しては、家庭ごみを分別するよう指導は行っているが、結局は、収集・運搬業者が一緒に回

収してしまうので、分別の意味が無くなってしまう。北九州市の収集方法を教えて欲しい(環境省プノ

ンペン都部局)。

→北九州市の場合、家庭ごみは週2回、かん・びん・ペットボトルは、まとめて週1回、プラスチック類

は週1回、指定袋に入れて別々に出してもらうようにしている。分別・収集するためには、家庭ごみ

はパッカー車で、その他のごみは別の車で回収しており、ごみの種類ごとに回収ルートを作らないと

分別収集はできない。タイにおいても、(行政は)分別収集は指導しているが、結局は、回収ルートが

分かれていないため、ごみが一緒になってしまうという話しを良く聞く。市民には分別収集を指導し

ても、集める側が回収ルートを分けない限りは分別収集をすることはできない。その改善をやってい

く必要があると考えている。回収ルートを分けようとすると、収集車を多く配置しなければならない

ので、(短期的には)コスト増となるが、最終的には処分場に持ち込まれる廃棄物が減ることで、処分

場が延命化するので、トータルで見ると大幅なコスト増にはならない。トータルで考える必要があ

る。(北九州市・石田理事)

〇分別・収集のパイロットプロジェクトを実施して欲しい。実施することは可能か？(プノンペン都) 

→都全体としては、現在、(外国人も含めて)200万人程度いると聞いている。都全体で直ちに実施する

ことは難しいので、モデル地区を決めて、その中できちんとやっていく。その成功事例を徐々に広げ

ていくことを考えている。北九州市も分別・収集を開始したときには、まずはモデル地区の中で実施
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日建設計シビル 

 

し、それを少しずつ広げていった。プノンペン都においても時間をかけてやっていく必要があると考

えている。この事業は、JICAの草の根事業に提案してから実施していこうと考えている。(北九州市・

石田理事) 

→分別・収集だけでなく、生ごみを家庭でコンポスト化し、ごみの量を減らしていくという提案を行っ

ている。北九州市には、インドネシア・スラバヤ市で成功した実績と専門家がいる。(北九州市・石

田理事) 
 

  〇プノンペン都では、産業発展が重要であり、排気ガスが増加していくであろう。排気ガス抑制しよ

うとすると(対策が必要となり)、コスト増につながるのではないか？(プノンペン都) 

  →公害防止施設を設けると、確かにコスト増となるが、次のステップで、クリーナープロダクション 

を実施し生産工程を見直すことで、省エネにつながる。セメント、鉄鋼などの分野では実際にエネル

ギー消費を50%も削減したという効果をあげている。クリーナープロダクションによって、コスト削

減、汚染抑制に繋がるということで、企業にとっても大きなメリットとなる。公害防止施設をつけた

としても、クリーナープロダクションを実施すれば、トータルで見ればコストを削減することができ

る。(北九州市・石田理事) 

  →照明を普通の蛍光灯からLEDに代えるだけでも省エネになる。LEDは蛍光灯より費用は高いが、長期

的に見ればコスト削減ができる。工場の付帯設備についても、省エネを進めればコスト削減に繋がる

ので、排気ガス対策の実施についても、それほどコストをかけずにやっていける。(北九州市・石田

理事) 

  →日本でもこのような施設の改善については、行政に低利に融資を行ったりして企業をサポートして

いる。世界銀行などのメニューをうまく活用すれば、カンボジア企業の負担を抑えて環境改善に繋げ

ることができると考えている。(北九州市・石田理事)  

  〇市庁舎の西側の高いビルは、アメリカの認定機関よりグリーンビルディング の認定を受けた。カン

ボジア国内ではそのような基準は無いのでアメリカで認定を受けた。カンボジアでも必要ではない

かと考えている。古い建物に関して、照明のLED化以外に、省エネ化を図れないか？(プノンペン都) 

  →その事例は、アメリカの基準LEEDのことだと思う。現在、ASEAN地域において、アメリカのLEED

や日本のCASBEE等をベースにしながら、環境配慮型ビルの基準について議論され、決められたりし

ている。そういったものを参考しながら、カンボジア独自の基準について議論させて頂ければと考え

る。(NTTデータ経営研究所・村岡本部長) 

  →既存のビルについては、10、20年の建て替えのタイミングに合わせて、省エネ型にしてはどうか？例

えば、ビルの入り口でスイッチを押せば、1フロアしか利用していなくてもビル全体が冷えてしまう

ような空調の既存ビルに対して、フロア毎に制御できるような仕組みを導入するなどの色々な工夫

の余地がある。特にカンボジアは電気代が高いので、タイミングを合わせながら、省エネを行いコス

ト削減に繋げていけば良いのではないか。(NTTデータ経営研究所・村岡本部長) 

  →基準づくりについては、プノンペン都だけではなく、カンボジア国も巻き込んでいく必要がある。

我々も、日本政府の支援を受けて、色々なお手伝いをすることは可能であると考えている。(北九州

市・石田理事) 
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日建設計シビル 

 

  〇病院の廃水処理問題について、今年、保険省と環境省と病院が集まって話し合ったと聞いており、

緊急性が高いと考えている。日本政府にも訴えて頂ければ、我々も動きやすいが、如何でしょうか？

保険省とは個別に協議したい。(日建設計シビル・福壽) 

  →病院廃水に関しては問題であると認識しているが、解決するため予算が必要だ。ソビエト・クメール

友好病院に関しては、建設時には廃水処理システムがあったが、ポルポト時代から、国から維持管理

費用が下りてこなくなったため、維持管理ができなくなった。ソビエト･クメール病院の後に建設さ

れた病院についても、建設費だけで精一杯の状況であり廃水処理まで考えられなかった。ソビエト・

クメール友好病院だけでなく、その他の病院についても、廃水処理に関して支援があれば歓迎した

い。個別協議については了解した。(保険省) 

  〇病院への太陽光発電設備導入に関して、コストを下げることができないか。現在、省エネ設備が一

切整備されていない状態であるが、省エネ設備が高価で手が出せない。(病院担当者) 

  →太陽光パネルについては、OEM生産した製品も対象となる可能性があり、幅広い価格帯から製品を

選ぶことができる。さらに、太陽光パネルについては、ほぼ間違いなくJCM補助対象となりえるので、

初期投資はかなり負担軽減となる。 

   

  その他、翌日以降の関係部局との個別協議の日程調整を行った。 

   

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 

参考‐46



打合せ記録(保健省プノンペン部局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月27日(火) 9:00～10:30 場  所：保険省プノンペン部局 

 保険省プノンペン部局：Director NGY Mea-Heng 

北九州市：石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.11   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 

【受領資料】 
・廃棄物処理方針(カンボジア語) 受領 
【打合せ内容】 
1．協議の結果は以下のとおりである。 
・病院に対する固形、液体、医療系廃棄物処理の指導は、環境省主導で行われている。病院から出る廃棄物の

処理の方針がある。保健省も病院に対して、全ての廃棄物を処理するよう指示している（特に固形廃棄物）。 
・プノンペン都が企画する教育プログラムも実施されているが、病院はあまり実践していないようだ。 
・プノンペン都内の病院の数は以下のとおりである。Mea-Heng 局長より、保険省(国)、保険省プノンペン都、

規模の大きい病院(合計：27 箇所)のリスト(病院名、診療内容、ベッド数)をご提供頂けることになった。保

険省直轄(国)の病院については、Dr.ソルン（保健省病院局・局長）に協力を仰ぐ。 
‐保健省直轄(国)の病院：9 箇所 
‐保健省プノンペン部局が所管する病院：8 箇所(内 100 床を超える病院は 1 箇所) 
‐私立病院(規模が大きい病院)：10 箇所(最近、日本の合弁企業により Sunrise 病院が開院した) 
‐Polyclinic(私立の総合病院)：40 ヶ所 
‐保健所：39 ヶ所（国管理） 
‐クリニック（Polyclinic より小規模でベッド数少なく診療項目少ない病院）：102 ヶ所 

・日建設計シビルより、プノンペン都から、病院の廃水処理施設の設置に関して、日本政府に働きかけるよう

依頼した。 
・病院の廃水処理施設の設置は、年間の経費が決まっていて別途予算を確保することは難しい。パイロットプ

ロジェクトの検討については、浄化槽スペック、設置費、維持管理費の検討が必要である。 
 →提案している浄化槽は、汚水の BOD が 200mg/L の場合には、20mg/L まで浄化することが可能である。

(日建設計シビル・福壽) 
→病院リストを受領後、病院リストに基づいて、各病院に

設置する浄化槽スペック、設置費、維持管理費等を提案

するとともに、可能な限り、プノンペン都側に、初期費

用の負担が生じないようにしたい。また、浄化槽の運

用・維持管理の研修（キャパビル）も併せて実施したい。

(日建設計シビル・福壽) 
・病院の廃水処理施設の設置については、現在のところ、他

国のドナーからの提案はない。 
・廃水処理に関連して、感染症などの問題が発生していると

の認識はない(食中毒はある)。 

 

 

                            写真 打合せの様子 

以 上 
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打合せ記録(農林水産省プノンペン局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月27日(火) 10:55～12:30 場  所：農業省プノンペン部局 

 農水省プノンペン局：Sieng局長、副局長3名 農業事務所長等、総勢6名 

北九州市 石田理事、原田係長、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 SAVIN（通訳） 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.7  

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1．行動計画の内容について日建設計シビル・福壽より説明を行った。 
 
2．局長からの説明、質疑応答は以下のとおりである。  
・現在、稲作のわらなどは燃やしてしまっており、活用はできていない。焼却時に発生する黒い灰が汚染の原

因にもなっているが、農村部であるので人への健康被害は出ていないと思われる。 
・プノンペン都の人口は 180 万人であるが、観光客(2 泊 3 日)を加えると 200 万人にはなるであろう。出稼ぎ

労働者が別途 100 万人程度いる。 
・プノンペン都の水田、農地の面積は以下のとおりである。 

‐雨季：水田；1,251ha(収穫できる期間) 米の生産能力：2.8t/ha 
‐乾季：水田；896ha 米の生産能力：3.51t/ha 

野菜：206ha、トウモロコシ：116ha、いんげん豆：7 ha、キャッサバ：5 ha、イモ：12 ha 
ココビタ(イモの一種)：16 ha、ショウガ：2 ha、ゴマ：19 ha、砂糖：12 ha 
ロータス：15 ha、スイカ：18 ha 

・プノンペン都内 7 つの管理区があり、マスタープランでグリーン農業とエコツーリズムのエリアが設定さ

れている。 
・市場からもごみが発生しているが、コンポストはきていない。 
・農家は湖、川の水草を刈り取って肥料に利用している。 
・モデル地区を作って、そこから排出されるごみをコンポスト化すれば、関心を持ってくれるであろう。 
・牛、鶏の糞を燃やして肥料にしているが、ガスが発生し問題となっている。 
・行政により、肥料の作り方に関する教育プログラムも用意されている。 
・プノンペン都にも、日本にあるような家庭向けのコンポスト装置があると良い。プノンペン都の中間層は、

関心を持っている。 
・プノンペン都では、ハイドロポリステン？（肥料を混ぜた水を上から垂らす水耕栽培）が行われている。 
・カンボジアでは、化学肥料によって生産効率を上げることが重要であるが、有害な肥料を使用している場合

があり、危険と感じている。特に、プノンペン都の 2 地区では、野菜づくりが盛んに行われ、たくさん化学

肥料が使われている。農作物の販売先は都内である。 
・屠殺場から発生する残渣はそのまま埋立処分場に運搬されており、この残渣が活用できたら良いと思う。屠

殺の規模は以下のとおりである。 
豚：1 日 1,500 頭処分(複数の屠殺場の合計、大規模な屠殺場では 1 日 200 頭が処分されている。） 
牛：1 日 100 頭処分(複数の屠殺場の合計) 

・農村部においても CINTRI 社がゴミの収集を行っている。地区ごとにゴミ置き場が決まっている。 
・有機肥料を活用している農家もあるが、どの程度使用しているか分からない。ごみをコンポスト化して、農

業地域に販売することは可能である。 
・モデル地区として適切な地区は、センソククモーイ村、ダンコールコノーイ村、スナオ地区などである。 
・市場のゴミも分別してコンポスト化し、使用するのが良い。 
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

・北九州市が提案している各家庭に設置するコンポスト容器は匂いがするのではないか？ 
 →カンボジアは暑い気候であるので、生ごみはすぐに分解するので匂いはしない。(北九州市石田理事) 
・サンプルを使って技術の実証をする必要があるのではないか。 

→既にコンポスト化のマニュアルもあり実証済みである。コンポスト化事業については、JICA 草の根事業

で提案していきたい。(北九州市石田理事) 
・農業マスタープランは無いが、都市マスタープラン(土地利用基本計画)において農業に関する内容は示され

ている。 
・現在、バイオマスの利活用は実施されていないが、中国の支援によりダンコールの集落を対象に家庭レベル

での家畜の糞を用いたバイオガス化である。ガスは、家庭内の燃料として活用するといった事業であった。

中国からの補助が無くなったため、現在は終了している。 
 

 
以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(プノンペン都廃棄物管理局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月27日(火) 14:40～16:00 場  所：プノンペン都廃棄物管理局 

 プノンペン都廃棄物管理局：Mao Kolmardi局長、Kim Vathanak Thida副局長、 

Keo Channarith 埋立処分場マネージャーら4名 

北九州市 石田理事、坂東氏 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.9.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1．廃棄物分野に関する課題やパイロットプロジェクトに関して 
・廃棄物の発生量をどういった方法で減らすかが課題だ。プノンペン都においても、市民にごみを分別しても

らうような啓発活動はしていた。しかし、廃棄物収集・運搬業者のシントリー社がゴミを混ぜてしまう。プ

ノンペン都全体で取り組むような計画が必要である。また、廃棄物焼却炉を建設するためのパートナーを探

している。(プノンペン都) 
・現在でも、CSARO（Community Sanitation & Recycling Organization）がコンポスト化を実施している

が、うまくいっていない。また、ADB 支援によってごみ銀行が設けられ 3 年間実施されたが、根付かずう

まくいかなかった。 
 →パイロットプロジェクトでは、市民がコンポストを作ったり、有価物をごみ銀行に出したりするなど、市

民にインセンティブが働くような仕組みを作りたいと考えている(環境教育だけでは不十分である)。(北九

州市・石田理事) 
→コンポストについては、家庭から作られるコンポストだけでは少ないので、市場等から排出される廃棄物

を対象としたコンポストセンターを地域につくり、コンポストの量を確保したい。また、モデル地区とし

て、都市部に一地区、農村部に一地区を選定してはどうか。(北九州市・石田理事) 
→北九州市には、コンポストかに関して優れた人材、技術(高倉式)を有しているので問題はない。(北九州市・

石田理事) 
・パイロットプロジェクトに示されている廃棄物焼却施設の建設には、かなりの予算が必要となる。JCM に

よって、日本から 50％の予算頂いてもカンボジアは 50％さえも出すのも難しい。また、ODA 円借款であ

っても、ローンでありブレーキがかかる。 
・中国でも同様のプロジェクトがあったがうまくいかなかった。これまで、22 社が廃棄物発電にチャレンジ

したがうまくいかなかった。EDC より処理費に見合う売電価格が得られなかったことが原因となっている。

EDC は水力発電を行っているが、雨季には電力が余っており、買ってくれない。 
 →カンボジア国の問題であるが、諸外国では、自然由来の電力を固定価格で買い取る制度 FIT を導入され

ている。(北九州市・石田理事) 
・パイロットプロジェクトでは、既存の最終処分場から掘り起こして、それを廃棄物発電に利用する計画と

なっているが、廃棄物の選別にコストがかかるのではないか(韓国企業が検討したことがある)。 
→掘り起こした廃棄物を選別する機械(トロンメル)があり、そのコストは高くない。(北九州市・石田理事) 

・医療廃棄物の焼却炉については、プノンペン都が独自に建設した。 
 
 
2．プノンペン都の廃棄物管理マスタープランについて 
・プノンペン都の廃棄物管理に関するマスタープラン(MP)が更新されていないので、更新する必要がある(約

10 年更新されていない)。 
・JICA の支援によって、2003～2005 年に固形廃棄物マスタープランが作成され、2006、2007 年に取組み
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

が行われたが、それ以降、JICA からの支援が停止し、プロジェクトが保留となった。2007～2010 年に、

ODA 申請したが返事は無かった。 
・MP が無ければ、廃棄物管理の方向性が定まらないので、困っている。色々な企業によって、廃棄物に関す

るプロジェクトが実施されるが、単発で終わってしまっている状態だ。 
→JICA は、MP を作って収集・運搬に力を入れていこうという方針で取り組んでいたが、当時、CINTRI
社はカナダ資本であり、そのカナダサイドから JICA にクレームがあった。このため、JICA は事業を中

止せざるを得なかった。JICA は今でも廃棄物管理は重要と認識している。北九州市としては、パイロッ

トプロジェクトを、JICAの草の根技術協力事業によって進めたいと考えている（JICAも期待している）。

(北九州市・石田理事) 
 
3．廃棄物管理に関するシステム・能力について 
・民間、行政の仕組み、都の管理レベル、都の区の管理レベル・システムに問題がある。 
・ゴミ処理場に関して、2005 年に JICA による研修を受けたが、そのような高いレベルの研修が必要と考え

ている。 
・民間の処理技術にも限界があると考えている。民間企業に廃棄物処理に関するノウハウはない。 
→北九州市は、収集・運搬、中間処理、最終処分の一連のプロセスの能力アップが重要であると考えており、

それに係る行政、民間のキャパシティビルディングを実施していきたい。(北九州市・石田理事) 
 

 
4．廃棄物の運搬について 
・道路が整備されても、運搬技術に限界がある。運搬能力を上げていく必要がある。 

 
 

以 上 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(公共事業運輸省(国)) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月27日(火) 16:30～17:30 場  所：公共事業運輸省(国) 

 公共事業運輸省:〇〇副局長、LIM Soktay Deputy Chief 

北九州市 石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.11   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1．日建設計シビル・福壽が行動計画の概要やパイロットプロジェクトについて説明を行った。 
 
2．JICA の雨水排水 MP・汚水 MP について 
・MP の計画手順、内容について分からないことが多々ある。配管の大きさ、土地利用等、様々な細かな要素

を検討しないといけないが、そういった細かなものが検討されていない MP となっている。 
・雨水排水 MP が作成されても、街が浸水し問題は解決しないであろう。雨水貯留施設を設ける必要がある。 
・プノンペンの地形は低平地であり、かつて沢山あった湖が人口増加、都市開発によって埋め立てられてしま

った。このため、雨によって浸水し、道路は河川のようになってしまう。MP では、雨水管の直径が 1ｍと

なっているが、それでは排水するのは無理だと思う。もっと大きなもの必要であると考えている。 
・MP に従い、王宮の前の下水管を整備したが、浸水してしまった。このため、更に下に管を設けることにな

った。 
・汚水 MP については、年内に承認受けるであろう。処理場の位置は決まっている。関連行政機関の集まりで

意見しても回答してもらえなかった。カンボジア人の気持ちをもう少し汲んで、物事を決めるときには、コ

ストが最も重要である。処理場として最先端のものを導入しても、コストがかかる上に、キャパビルも必要

となるため、シンプルなものが良いと考えている。 
 
3．パイロットプロジェクト(病院への浄化槽導入)について 
・病院への浄化槽導入については、初期投資金額、維持管理費用を検討する必要がある(コストが重要)。実績

のある技術で、事例、コスト、効果をプレゼンして欲しい。 
 
4．工場廃水処理について 
・工場排水については、排水基準を守る必要がある。コスト面だけでなく法令順守の観点も重要である。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(公共事業運輸省プノンペン部局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月28日(水) 9:10～11:30 場  所：公共事業運輸省プノンペン部局 

 公共事業運輸省プノンペン部局：Chou Kimtry副局長、交通(4人）、下水道（3人）合計8人 

北九州市 石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.11   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
  
【打合せ内容】 

1．日建設計シビル・福壽より行動計画の説明を行った。 

 

2．公共交通MPの実施状況について(Chou Kimtry副局長より説明) 

・現在、プノンペン都は人口増、自動車増により、24時間交通渋滞が発生しており、対策を打ち出す必要

がある(副局長の通勤時間も15分から1時間15分に増え5倍もかかるようになった)。 

1)公共バス 

・MP作成にあたっては、JICAより無償援助を受け、MPが作成された。まだ、MPは承認されていない状

況にあるが、プノンペン都は、公共バス事業を第一ステップとして実行している。現在、公共バスは、

運行3ルートに過ぎないが、今後、日本政府から140台のバスを無償援助され公共バスの運行ルートは増

える予定である。2017年までには、少しは渋滞の問題を解決したい。 

2)鉄道 

・現在、セントラルマーケットと空港を結ぶ鉄道の検討を行っている（初期研究）。また、鉄道の南北線

については、フランスと路面電車の導入の話をしている。なお、鉄道の南北線計画については、既に検

討は済んでおり、予算確保の検討を行っているところである（マスタープランに基づいて)。 

3)信号システム(無償資金協力：プノンペン交通管制システム計画、2015年3月30日～2018年2月28日) 

・JICAの支援によって100ヶ所の交差点に信号を導入する計画であり、現在全体計画の5％程度、取り付け

を完了している。 

・現在の信号は、それぞれバラバラに動きリンクしていないので、都庁に中央コントロールセンターを置

き、一体的に管理する。現在、整備中であり2017年4月下旬までに完成する予定である。 

4)道路・道路標識・歩道・駐車場の整備・その他 

・道路標識、歩道の整備を行っている。また、路上駐車が増えないよう駐車場を計画している。 

・プノンペン中央駅に、駐車場を整備中である。 

・また、道路を一方通行とする計画も進めている（一部は実施中）。ドンピン区で実施済であり、西部に

拡げて行きたい。 

・都と外県を結ぶ道路を整備するとともに、郊外に2～3ヶ所の大型バス・トラック向けの駐車場を整備し、

大型バス・トラックを市内中心部にいれない計画である。この駐車場から市内までは、バス路線を導入

参考‐53



2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

する予定である。バスだけでなく、市内タクシー、乗合小型タクシー、TukTukを利用してもらう。1人

の客については、モトタクシー（バイク）を使ってもらう。 

・その他、環境に対する問題など、MPに基づいて実施していく予定である。 

・緊急性の高い環状道路の1、2、3号道路(3本)の道路整備は完了しており、あと4号を整備する。 

・JICAより、標識・バス標識・信号の整備、交通管理組織の人事、財務、管理、計画に関する技術協力・

キャパビルなどの支援や、公共交通関連ソフト事業として、バス停の整備方法の支援を受けている。 

 

3．パイロットプロジェクト(EVルモーモトプロジェクト)について 

・EVルモーモトのライセンスについては、性能検査に合格していれば良い。 

・環境配慮型であるので応援したい。 

・性能や初期費用が重要である。ガソリンTukTukは、500～700USD（高くても）である。 

・これまで使っていたガソリンTukTuk はどうするか？ 

・パイロットプロジェクトは、試験的に徐々に進めていくのが良い。 

・事業にあたっては、事業許可（省）事業登録（都）の許可が必要である。  

・(国際コンソーシアムの共同事業者として適当なタクシー会社はないか？の質問に対して)タクシー会社

については把握していないので、調査してほしい。 

 

4．汚水MP・パイロットプロジェクト(病院への浄化槽導入)について 

・汚水MPは、近々に完成する見込みである。汚水MPは、ロシア通り北と南に分けて処理する計画となっ

ており、北は人口少ないのでオフサイト、オンサイトにより処理し、南は人口多いので、オフサイトに

処理場を設けて処理する計画である(5,000 m3/dayの処理能力の汚水処理場を整備する)。 

・病院への浄化槽導入は良いと思うが、二重投資になる可能性があるので地域の選定が重要である。 

→下水道整備には時間がかかるので、設備の減価償却期間、稼働させることであれば二重投資とならな

いと考えている。(日建設計シビル・福壽) 

→下水道整備にはそれほど時間はかからないと考えている。(Chou Kimtry副局長) 

・工場廃水については、有害であり緊急課題かもしれ

ない。初期段階からこのような設備を導入できれば

良い。整備状況は、環境省、プノンペン都環境局に

聞けば良いのではないか。 

・(公共事業運輸省よりMPに関して、カンボジア側の

意見が反映されない、管径が小さいなどのJICAへの

不満が聞かれたとの日本側の話に対して)、皆で協議

した上でMPは作成している。整備した後で、いろい

ろ問題は出てくるものである。将来に予想される問

題の対策は、MPに入れており問題は無い。 

 

写真 打合せの様子 

以 上 
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打合せ記録(環境省気候変動局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月28日(水) 13:30～14:30 場  所：環境省気候変動局  

 環境省気候変動局：Khlok Vichet Ratha副局長, LEANG Sophal氏 

北九州市 石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.11   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1．石田理事より行動計画の概要の説明が行われた。Khlok Vichet Ratha 副局長より以下の意見があった。 
・パイロットプロジェクトに実現性を持たせることが重要である。 
・プロジェクト比較、選別が必要となるであろう。 
・過去の JCM プロジェクトでは、ミネビアの高効率 LED 街路灯の導入や、International School Phnom 

Penh への太陽光発電導入などがある。JCM プロジェクトに対し、カンボジア環境省は、全面的に協力した

い。 
→海外環境協力センター(OECC)により上水道セクターにおけるJCM案件化形成支援事業が実施されたが、

EDC による太陽光発電による電力の買い取り価格が低くて実現しなかった。(北九州市・石田理事) 
→分野別に実現できるプロジェクトから実施していく。JC(Joint Committee)へのプロジェクトの登録の際

にはご協力をお願いしたい。(北九州市・石田理事) 
・GHG イベントリーは、現在、作成中である(行政機関だけでなく関係機関と連携をとって情報収集を行って

いる)。GHG インベントリーは、2018 年頃までは作成が終わり、第 3 回カンボジアの約束草案(INDC：
Cambodia’s Intended Nationally Determined Contribution)に示す予定である。 

・また、カンボジアは、隔年更新報告書（BUR：Biennial Update Report）を 2 年に 1 度の頻度で作成する

ことになっている ＊。 
・また、現在、どれだけ GHG 排出したかを算出するプログラムの使用方法のキャパビルが行われている。 
・2011-2012 農業分野の GHG 排出量の算定についは、IGES より支援を受けた(精米工場の GHG 排出量も算

定された)。 
＊自国の GHG 排出吸収量及び、気候変動対策に関する情報を適時に把握・報告することは途上国においても

重要であることから、途上国が隔年更新報告書（BUR）を 2 年に 1 度の頻度で COP に提出することが、

2011 年、ダーバンで開催された UNFCCC の第 17 回締約国会議（COP17）の下で義務づけられた。 
 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(水道公社) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月28日(水) 15:30～16:30 場  所：水道公社 

 水道公社：Samreth Sovithiea Deputy General Director 

北九州市 石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.11   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1. 石田理事より行動計画・上水道分野の課題に関する説明とイオンモールでのJCM事例の紹介が行われた。 
 
2．協議内容 
・上水マスタープラン(MP)（2015～2030）において、新たに3つの浄水場を整備する計画となっている。 
  ①給水能力：52,000m3/day 2018年に供用開始予定。 
  ②給水能力：195,000m3/day 2021年に供用開始予定 
  ③給水能力：195,000m3/day 2025年に供用開始予定 
・また、MPには計画されていないが、日本政府の支援により タクマウ町（1号線沿い）に浄水場を整備し、

2021年までに供用を開始したいと考えている（給水能力：25,000～30,000m3/day） 
・上記②、③の浄水場は、省エネ型浄水場とする計画であり、太陽光発電施設を導入する(JICAに申請予定)。 

→この際に、JCMを活用してはどうか？JCM等のスキームを活用したPJ形成の可能性を探りたい。(北九

州市・石田氏) 
→JCMを活用することには問題はないが、かつてJCMを検討した際にはVATや関税は考慮されていなか

った。また、太陽光発電施設導入の場合にも、入札を行う必要がある。ただし、カンボジア政府より指

示があれば、入札を行う必要はないであろう(水道公社) 
・メタウォーター+水道公社により設備導入の検討が行われた(水道公社)。 
 ←平成26年度二国間クレジット制度の構築に係る実現可能性等調査委託業務(PS)(プノンペン水道公社に

おける浄水場設備の高効率化によるエネルギー削減、調査実施団体：メタウォーター株式会社・株式会

社松尾設計) 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(環境省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月28日(金) 16:50～18:00 場  所： 環境省会議室 

 環境省大気騒音管理局 Pak局長、他3名 

北九州市 石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.9.29   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1.北九州市側より計画骨子案の概略説明を行った。 
 
2.質疑応答 
・大気質、騒音モニタリング設備導入前に人材育成（使い方のトレーニング）が必要ではないか？人材育成

の予算の確保をお願いしたい。いつ開始する？（環境省） 
→JICAと協議、具体的検討してから提示する。（北九州市） 

・人材育成も含めたモニタリング設備の導入について、カンボジア側から日本政府に要望して欲しい。ODA
の無償資金協力には、二つの方法がある。一つは、外務省に直接訴える。二つ目はJICAを通して要望す

る。（北九州市） 
・北九州市より廃棄物分野のパイロットプロジェクトの説明を行った。第1ステップのコンポストに関して

は、北九州市側で複数の成功事例を有している。プノンペン都でもモデル地区を設定し実施したい。（北

九州市） 
・ステップ2の廃棄物発電に関しては、電力の買い取り価格が安いなどの課題がある。（北九州市） 
・日本JCM等のスキームを活用すれば事業実施可能ではないか？（環境省） 

→ 今後、可能性を検討したい。（北九州市） 
・ステップ1のコンポストはJICA草の根事業を活用して実施したい。プノンペン都委託のCINTRI社との連携

が重要と考えている。（北九州市） 
・CINTRI社は日数百tのコンポスト化施設を持っているが電気代が高額となる。一方、北九側の提案はプラ

スチック容器を利用すればできるので、安くて良いのではないか。（北九州市） 
・現行のコンポスト施設もうまく使っていく必要もある。（環境省） 
・コンポスト事業について、実際に実行できるかどうかこの国では難しい面がある。将来的に国が手当てし

なければ発電施設は実施できないのではないか。（環境省） 
・CINTRI社の収集、運搬に対する費用は非常に安価である。1人に対して20USD、職員にもっと支払うべき

である。市内中心部の家庭だとコンポストを家の中に置くことになるが、本当はすぐに外に出してしまい

たい。すなわち、業者にすぐに買い取りして収集してもらいたいと考える。（環境省） 
・提案しているコンポストは、すぐに微生物によって分解されるため匂いの問題はない。（北九州市） 
・コンポストは、モデル地区を都心部、農村部で1つずつ作って始めるのが良い。（環境省） 
・将来、下水道が普及すれば、汚泥の処理が問題となってくる。（環境省） 

 

以 上 
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(CINTRI社) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月29日(木) 9:00～10:00 場  所： CINTRI社3F会議室 

 CINTRI社 技術系2名 

北九州市 石田理事、坂東氏 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、SAVIN（通訳） 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.9.30   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画骨子案 
 
【打合せ内容】 
1.行動計画の概要、廃棄物プロジェクトについて北九州市石田理事より説明が行われた。 
 
2.質疑応答内容 
・統計上プノンペン都の人口は150万人だが、実際には出稼ぎを含めると500～600万人はいると予想してい

る。 
・コンポスト（家庭用）はしっかり管理すれば匂いや虫がわいたりしない。北九州市にコンポスト関する優

秀な人材がいる。インドネシア、タイにも広まっている。各家庭に併せ市場にもコンポストセンターを設

置できればと考えている。（北九州市補足） 
・ごみ銀行は、有価物を持ち込んだ人にポイントを与えるなどのインセンティブを付与するもので、これに

より分別回収、リサイクルを推進し地域に還元する仕組みである。（北九州市補足）。 
・本事業は、JICAの草の根事業で実施したい。コンポスト化してその肥料を有機栽培に活用したいと考え

ており、農水省のプノンペン都局も同様の考えを持っている。（北九州市） 
・ごみを分別収集する場合、ルートを分ける必要がありコストアップになる。北九州市ではどのように費用

を確保しているのか。（CINTRI） 
・北九州市では、曜日を決めてごみを分別して出している。また、回収ルートを分けている。市民にごみ専

用袋（2L）1枚、50円で購入してもらい、袋代に収集手数料含まれている。この費用だけでは、廃棄物処

理全体の費用を賄うことができないため不足分は税金を充当している。（北九州市） 
・プノンペン都の処分場は3つあり、それぞれ①サロン産廃処分場、②医療系焼却炉、③ダンコールの都市

生活ごみ処分場が稼働中である。（CINTRI） 
・北九州市がインドネシア等で取り組んでいるコンポスト製造では、ごみの処分量を30％削減することが

できた。（北九州市） 
・プノンペン都でもコンポストはCSARO(NGO)の支援で実施していたが、売り先が無く中止となった。場

所は、サンソック区クモイ村で、ダンコール市場からの野菜くず等を対象にしていた。コンポスト品質は

どのように考えるか。（CINTRI） 
・ベトナムの場合、行政の定めた基準がある。分析業者に分析してもらった。（北九州市） 
・コンポスト製造装置はタイから輸入し、1日200tのコンポストつくれる規模であった。（CINTRI） 
・機械式あっても投入するゴミによってコンポストの品質が変わってくる。（北九州市） 
・カンボジアは電気代高いので機械式はやめた方が良い。CINTRI社はコンポスト事業をやる気はないか？ 
（北九州市） 
・ゴミ分別、有価物リサイクル、3R…いろいろ研究している。コンポストを売れば利益が得られるし、ゴミ

処分場の寿命も延びる。（CINTRI） 
・ごみは区毎に管理することになり、区ごとに収集運搬を契約している。CINTIRは、エージェントを区毎

に配置し、エージェントは市民に対して、ゴミ収集の指導を行っている。 
・法令13,16号 ゴミ管理についての法律がある。法律の中身は、収集、運搬、料金、市場の管理、住民の義

務・責任等が記載されている。市民はゴミを分別（カン、ビン、台所のゴミ）しなくてはならないと記載

参考‐59



2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

されている。 
・市民の責任は以下のとおり。 

‐一般家庭から出る枝→しばって袋→CINTRI社は回収 
‐レストラン、台所から出るゴミに対して、必ず水を切らないといけない。 
‐収集時刻に市民は協力しないといけない。（CINTRI） 

・区毎に契約、エージェントを使って人材配置、分別の教育・指導して、分別しているかどうかのcheck、
将来、分別守らない市民に対して罰金をとることになる。（CINTRI） 

・CINTRI社の保有するパッカー車は当初30台、現在では200台となった。人員は、事務所スタッフ含めて

1,800人（うち収集作業員1,600人）である。（CINTRI） 
・都の処分場への支払いは、ごみ1トンあたり1USDである。（CINTRI） 
・都との契約額は、我々は技術の人間であり分からない（上の人はわかるだろうが…）。環境保護活動には

積極的に貢献していきたい。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(Golden Rice社) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年9月29日(木) 14:00～15:30 場  所：Golden Rice会社(精米工場) 

 Golden Rice社Processing Department：Eang Daret Milling Supervisor  他1名 

 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.10.11   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】 

・バイオマス発電設備4MWの提案書 
 
【打合せ内容】 
1．日建設計シビルより、バイオマス発電設備4MWのシステム概要、コスト、工期、プロジェクト体制等の

説明を行った。 
 
2．協議内容 
・精米会社より以下の要望を受けたので、速やかに対応する。 

1)より詳細なシステムフロー図を提供して欲しい。 
 2)施設平面図にある各設備のサイズを教えて欲しい。 
 3)通常の点検の項目、頻度、費用(オーバーホール以外で) 
 
・今回は精米会社の要望で4MWのバイオマス発電設備を提案したが、消費されている燃料から考えると、

4MWはオーバースペックではないかと伝えた。 
 →精米会社に対し、詳細な電気消費量データ(一日の電気消費量の変動)のご提供をお願いした。 
・上記事項を含めて、下記の情報提供を精米会社に依頼した。 

1) 繁忙期と閑散期の電気消費量の変化（1日でどのような変化があるか） 
2) 繁忙期と閑散期の維持管理費用 
3) 閑散期の燃料消費量（繁忙期には1日9000tの軽油を消費） 
4) 閑散期の籾殻の発生量（繁忙期には1日200t発生） 
5) 閑散期の籾殻の売却量（繁忙期には、200tのうち、1日120tを売却している） 
6) 現在所有しているバイオマス発電施設の発電量（kWh）(繁忙期と閑散期) 
7) 現在所有バイオマス発電施設を発電するのに消費する籾殻量（繁忙期と閑散期） 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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4．第 4 回渡航記録(2016 年 12 月 12 日～16 日) 

第 4 回渡航時の調査日程は以下のとおりである。各協議先との協議記録は次ページ以降に示

す。 

表 4.1 調査日程(2016 年 12 月 12 日～16 日) 

日時 協議先 協議内容 

12/12 
(月) 

9:15-
10:20 

プノンペン都 
広報国際協力課 

・第 3 回ワークショップの出席者、開催場所等を確認。 
・第 4 回ワークショップに関して協議した。 

10:45-
1:30 

プノンペン都 
都市開発局 

・都市開発局より、都市マスタープランに気候変動適応行動

計画を反映したいとの発言があった。 

10:45-
1:30 水道公社 

・調査団より、計画案について説明を行った。 
・公社より、日本企業(メタウォーター)により実施されてい

る JCM 設備補助事業について説明を受けた。 
・公社より、太陽光発電設備の設置状況、設置単価について

説明を受けた。 

12/13 
(火) 

9:00-
10:30 関西産業 

・調査団より関西産業に対しパイロットプロジェクト(グリ

ーン農業)への協力要請を行い、了解を得た。 
・関西産業のカンボジアでの活動について説明を受けた。 

13:20-
15:00 

Golden Rice 精米工場

(Kampong Speu 州) 
・調査団よりバイオマス発電(2MW 規模)のシステム、コス

トについて説明を行った。 

12/14 
(水) 

10:00-
11:10 保健省プノンペン局 ・調査団よりパイロットプロジェクト(病院への浄化槽導入)

について説明を行い、意見交換を行った。 
14:00-
15:10 

nrg solutions 社 
(太陽光発電設備会社) 

・調査団よりパイロットプロジェクト(電動三輪)の説明。 
・太陽光発電設備の設置費用ついてヒアリングした。 

14:00-
15:10 

公共事業運輸省 
プノンペン局 

・調査団より、計画案について説明を行い、パイロットプロ

ジェクト(電動三輪、病院への浄化槽導入)について協議。 

16:00-
17:40 農水省プノンペン局 ・調査団より計画案について説明を行い、同局とパイロッ

トプロジェクト(グリーン農業)について協議した。 

12/15 
(木) 

9:00-
13:00 第 3 回ワークショップ 

・調査団より、計画案について説明を行った結果、プノンペ

ン都より概ね賛成の意見が得られた。 
・プノンペン都・副知事より、プロジェクトを実現するため

の仕組みを検討する必要があるとの認識が示された。 
14:00-
15:20 環境省気候変動局 ・調査団より、計画案について説明を行う。 

・カンボジア国の気候変動戦略計画の実施状況を確認。 

15:45-
17:00 

環境省官房長・環境保

護総局 

・調査団より、計画案について説明を行った。 
・既に実施されている JCM 設備補助事業や、プノンペン都

の廃棄物管理に関して説明があった。 

12/16 
(金) 

9:30-
11:00 

プノンペン都廃棄物管

理局 

・調査団よりパイロットプロジェクト(都市廃棄物の減量化・

リサイクル)について説明し意見交換を行った。また、

CINTRI 社と同局の役割について確認を行った。 
14:00-
15:00 鉱業・エネルギー省 ・調査団より、計画案について説明を行い、パイロットプロ

ジェクト(エネルギー分野)に関して意見交換を行った。 
16:00-
17:00 工業・手工芸省 ・調査団より、計画案について説明を行い、パイロットプロ

ジェクトと計画案に関して意見交換を行った。 
10:00-
11:30 I.M.BGroup Co.,LTD 

＜太陽光発電設備 3 社へのヒアリングの実施＞ 
・調査団より、パイロットプロジェクト(電動三輪)の説明。 
・ソーラー充電スタンドに設置する太陽光発電設備の設置

費用ついてヒアリングした。 

12:20-
13:00 りょうしん電気株式会社 

14:00-
16:00 KAMWORKS  
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打合せ記録(プノンペン都・広報国際協力課) 4枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月12日(月) 9:15～10:20 場  所：プノンペン都庁 

 プノンペン都:広報国際協力課(2名) 

北九州市：長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・ワークショップ・アジェンダ 
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 

 
【打合せ内容】 

1．第3回ワークショップ(12月15日開催)の主席予定者について 

・Aunny IENG，PhD 副知事が出席される。 

・プノンペン都が招聘した出席予定者は以下のとおりである。 

都総務局(局長、副局長、庶務)、都市開発局(副局長)、廃棄物管理局、公共事業運輸省プノンペン部局、鉱

業・エネルギー省プノンペン部局、工芸・手工業省プノンペン部局、農林水産省プノンペン部局、環境省プ

ノンペン部局、保健省プノンペン部局、環境NGO・NPO5機関、プノンペン大学環境学部長、廃棄物関係NGO 

・北九州市側が招聘した出席予定者は以下のとおりである。 

関西産業、テラモーターズ、Chea氏、TukTuk協会会長 

2．ワークショップ開催準備について 

・ワークショップの開催場所、準備の開始日時(15日8:00頃から)を確認した。 

・出席予定者50名プラス10部の資料を準備する。 

3．その他 

・次回ワークショップ(第4回、2月12日の週開催予定)のアジェンダを提出して欲しい。 

・これまでの調査結果(各関係機関との打合せ概要)を提出して欲しい。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(プノンペン都・都市開発局) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月12日(月) 10:45～11:30 場  所：プノンペン都庁 

 プノンペン都：ワンナック(SENG VANNAK) Deputy-Chief of Urban Management Division、Phara Sor

都市開発局 開発・建設管理チーフ、都市管理チーフ、その他1名（合計4名） 

北九州市：長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・ワークショップ・アジェンダ 
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 

 
【打合せ内容】 

・プノンペン都には多くのドナーがおり、各ドナーの支援によって様々な計画が策定されている。各ド

ナーと調整していくことが必要だ。 

・都市マスタープラン策定については、フランスの支援を受けている。都市マスタープランに、気候変

動適応行動計画を反映したい。 

→都市マスタープランの策定を支援するフランスのコンサルタントもワークショップに参加すること

になった。 

・都市開発局として、気候変動適応行動計画に示されたプロジェクトに協力していきたい。 

 

    

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(プノンペン都・水道公社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月12日(月) 10:45～11:30 場  所：水道公社 

 水道公社：局長、副局長等  

北九州市：長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.20   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 

 
【打合せ内容】 

1．メタウォーターとのプロジェクト｢浄水場におけるインバータ導入による配水ポンプの省エネルギー

化｣について 

・現在、プロジェクト実施に向けてメタウォーターが日本の環境省と協議中であると思われる(具体的な

進捗状況について、メタウォーターから水道公社に連絡は無い)。 

・当プロジェクトをプノンペン都気候変動適応行動計画に盛り込むことに了解を得た。 

2．水道公社における太陽光発電施設(PV)の設置状況について 

・現在、Phum Prek浄水場に日本のODAにより777KWのPVが設置されている。日照条件が良いときに

は、500KW発電するが、悪いときには300KWにとどまっている。 

・北部に新たに浄水場を整備する計画である。2018～2019年に資金調達を行い、早くても2020年に建設

予定である。この浄水場には、最大6.0MWのPVを設置したい。 

・既存のNiroth浄水場には、4MWのPVを設置したい。 

3．カンボジアの太陽光発電施設(PV)の設置単価について 

・コカコーラの工場の屋根2haには、2.2MWのPVが設置された。設置コストは3.3millionUSDと聞いてお

り、設置単価は、1Wあたり1.5USD(1,500USD/kW)である。 

・水道公社が、ベルギー・ドラゴンキャピタルに見積りを行った結果、2.8USD/W(2,800USD/kW)であ

り、コカコーラと比べ高いので様子を見ている。資金調達よりも、どれだけコストを下げられるかが

課題となっている。 

4．E-TukTuk導入プロジェクトについて(浄水場へのソーラー充電スタンドの設置の可能性) 

・水道公社は、安心・安全な場所である必要があるので、TukTukの乗り入れを許可するのは困難である。 

・水道公社よりも、広場の日よけや学校に導入するのが良いのではないか。公共事業・運輸省プノンペン部

局、環境省に相談してみてはどうか。 

・E-TukTukの導入事例として、スターエイト社の電動車(カンボジア製造)がある。現在は、LPGのTukTuk(イ

ンド製)が増えている。 

 

以 上 

参考‐65



2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 

参考‐66



打合せ記録(プノンペン都・関西産業) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月13日(火) 9:00～10:30 場  所：関西産業プノンペンオフィス 

 関西産業：児島常務取締役 

北九州市：長濱課長 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 

 【打合せ内容】 

1．関西産業のカンボジアでの活動について 

・NEDOのプロジェクトで、タケオ州の精米会社に籾殻の炭化プラントを設置した。炭化プラントの熱で籾

殻の乾燥も行った。 

・JICAのプロジェクトで、籾殻くん炭(土壌改良材)の普及のためのODA案件化調査を実施した。実証試験に

ついて、JICAに二度応募したが外れた。プノンペン中心部から車で1時間のエリアで野菜づくりを行い、

農地でのくん炭利用の効果は確認された。 

・炭化プラント(3,000万円程度)の現地製造を検討するため、現地メーカーを5、6件回ったが、製造技術、メ

ンテナンス技術は未熟であった。カンボジア人を日本で教育する必要がある。 

・現在はくん炭器(コンパクトタイプ)をカンボジアで製造しながら販売しており順調である。このくん炭器

は、3～4個/week製造可能で、値段500USD(日本で製造すると21万円)である。くん炭器(型式：SMG-500)で

つくることができるくん炭量は350L(350kg)で、およそ35m2の農地に撒くことができる量である。 

・カンボジアの行政では、農林水産省・農業機械局のサルート氏と付き合いがある。サルート氏には、ADB

の支援のもと、当社製品(くん炭器)をコピーされ、200台ばら撒かれた苦い経験があるが、今後も当社製品

の販売に向けて付き合っていくつもりだ。 

2．パイロットプロジェクト(グリーン農業)について 

・カンボジアでは土づくりから始めなくてはならない。土づくりは、くん炭だけではなく、コンポストが必

要であり、グリーン農業に賛成である。 

3．カンボジアに進出する農業関連の日系企業について 

・Japan Farm Products(CEO：阿古氏)が5年ほど前から、カンボジアで野菜づくり(葉物、おくら等)を行ってい

る。2割はJapan Farm Products(JFP)が生産し、8割は農家に委託している。また、JFPは、日本郵船の敷地で

今月からドライフルーツの生産を開始した。なお、JFPには関西産業が25%出資し、JFPは関西産業の関連

会社となっている。 

・また、菜々屋ファーム(徳島県のJAを離脱した農家グループ)が野菜栽培を開始する。 

4．その他 

・籾殻バイオマス発電で発生する灰の農業利用について→経済産業局(中小企業庁)の支援で灰の農業利用を

検討したことがある。                                   以上 

参考‐67



打合せ記録(Golden Rice社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月13日(火) 13:20～15:00 場  所：Golden Rice社 

 Golden Rice社 Processing Department：Eang Daret Milling Supervisor  他1名 

北九州市：長濱課長 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 
・発電システム比較表(直接燃焼式vsガス化発電式) 
・バイオマス発電施設(2MW規模)のシステムフロー図 
・バイオマス発電施設(2MW規模)のレイアウト図 

 
 【打合せ内容】 

1．北九州市より本事業の目的や概要について説明を行った。 

2．日建設計シビルより発電システムとしてガス化発電式と比較して直接燃焼式が優位でることを説明

した。協議結果は以下のとおりである。 

・ガス発電施設はタールが発生するので、その処理が大きな課題となる。(日建設計シビル) 

 →ガス発電施設より発生するタールは日干しして乾燥させれば無害になると、中国企業から聞いている。

(Golden Rice社) 

 →乾燥させても有害なままであるので適切な処理が必要である。(日建設計シビル) 

→中国から過去に提案のあった既存のバイオマス発電施設(ガス化発電)の資料を提供する。 

・発電施設の出力としては、380Vである必要がある。(Golden Rice社) 

・バイオマス発電施設に利用する水源については、工場近くにある池(50m×50m規模)を使用すれば良い。

(Golden Rice社) 

・早期にGolden Riceの経営陣への説明資料を作成し、Golden Riceに提出する。 

 

                                   以 上 

参考‐68



打合せ記録(保健省プノンペン局) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月14日(水) 10:00～11:10 場  所：保健省プノンペン局 会議室 

 保健省プノンペン局：Director NGY Mea-Heng 他1名 

北九州市：長濱課長 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 福壽  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案（北九州市・日建設計シビル） 

 
【打合せ内容】 

1．協議内容 
・アクションプランで提案されているJICAの汚水マスタープランの処理区境界と病院の位置関係に誤りがあ

るように思う。提案で示す範囲は、ほとんどダンカール区に入っているように思える。再度、確認して提案

してほしい。 

・病院からの排水の処理については、1997年からその必要性を感じ、整備方法を考えていたが現状は何もでき

ていない。現時点でも早急に対応すべき課題と認識しており、その点からも正しい病院の位置を確認してほ

しい。保健省として、このパイロットプロジェクトは本当に必要であり、やるべきと考えている。 

→ 後日、病院位置とJICA汚水マスタープランの処理区境界の関係を再確認した結果、当方の病院位置は 

  ただしくプロットされていた。（局長は、資料に記載の対象エリアをダンカール地区のみと勘違いされ

た模様。 

→ 上記のような誤解を生じないよう、資料には区の名称等をいれるなどの配慮を行う。 

・資料中のSen Sok HospitalとCambodia‐Chines Friendship Sen Sok Referral Hospitalは同じ病院であり、前者を削

除すること。 

・浄化槽のラニングコストを、概算でも良いので記載してほしい。 

・保健省の次年度予算は、年内に決定される。本プノンペン局の年間予算は、400～500million USDである。 

 

2．その他 

・病院の位置を確認した結果をご連絡する。 

・また、引き続き、情報交換、協力することを確認した。 

 
以 上 

参考‐69



打合せ記録(nrg solutions社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月14日(水) 14:00～15:10 場  所：nrg solutions社オフィス 

 nrg solutions：Quentin Boch Project Manager(フランス人) 

テラモーターズ社：関根氏、Chuch Sokla General Manager 出 席 者 

 日建設計シビル：藤尾、Kosal氏(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 
・ソーラー充電スタンドの概算費用 

 
 【打合せ内容】 

1．日建設計シビルより交通分野のパイロットプロジェクト(E-TukTuk(電動三輪)導入)について説明を行

った。協議結果は以下のとおりである。 

・当社は、これまで、カンボジアでは、学校やホテルなどに太陽光発電施設を設置している最近は落ち着

いてきているが、カンボジアでの太陽光発電の需要は多い。(nrg solutions社) 

・アジアゲートウェイが、JCMを利用してインターナショナル小学校に太陽光発電施設を設置したことを

良く知っている。(nrg solutions社) 

・近々、シェムリアップ空港、衣料工場に太陽光発電施設を設置予定である。(nrg solutions社) 

・日建設計シビルより、ソーラー充電スタンドを設置する可能性のある企業の紹介、太陽光パネル(設置費

込み)の見積りを依頼し、nrg solutions社より了解を得た。 

 

＜その他＞ 

・オフィスに積まれていた太陽光パネルはカナダ企業のパネルであった。 

 

 

                                   以 上 

参考‐70



打合せ記録(公共事業運輸省プノンペン部局) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月14日(水) 14:00～15:10 場  所：公共事業運輸省プノンペン部局 

 公共事業運輸省プノンペン部局：Chou Kimtry副局長 

北九州市：長濱課長 出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 

 
 【打合せ内容】 

1．北九州市より本事業の目的や概要について説明を行った。 

 
2．日建設計シビルより交通分野のパイロットプロジェクト(E-TukTuk(電動三輪)導入)について説明を行

った。副局長からのコメントは以下のとおりである。 

・カンボジアでは、三輪車はランプラター、リヤカーをバイクで引く四輪車はルモーモトと呼ぶ。 

・プロジェクトについては、賛成し、応援する。 

・今後、ガソリン代は高騰するので、ガソリン車は厳しくなるであろう。 

・ルモーモトは運賃が高くなってきている。 

・電動三輪の普及は、ドライバーの収入アップや街の景観向上に繋がる。 

・現在提案されている充電スタンドの値段(70kW規模で30,000USD)は高い。 

・このプロジェクトを実施した場合、運賃はどの程度になるのか検討が必要だ。 

・プノンペン都が提供でいる公共スペースはあると思うが、都との合意が必要である。Old Marketの下に地

下駐車場があり、スペースがある。 

・最近、市内にLPGランプラターが50台程度走行している。LPGランプラターには、ドライバーが1人、乗客

が2～3人程度、乗車できる。LPGは高い。 

 

3．日建設計シビルより下水道分野のパイロットプロジェクト(病院排水処理事業)について説明を行っ

た。副局長からのコメントは以下のとおりである。 

・汚水処理オンサイトエリアに位置する病院への浄化槽導入の考え方は、二重投資にならないので、非常に

良い。 

 

                                   以 上 

参考‐71



打合せ記録(農林水産省プノンペン局) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月14日(水) 16:40～17:40 場  所：農水省プノンペン局 

 農水省プノンペン局：Sieng局長、副局長  

他4名（肥料加工、農作物、アグリインダストリ、水産関係） 

北九州市：長濱課長 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 福壽  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案（北九州市・日建設計シビル） 

 
【打合せ内容】 

1．協議内容 
・主にコンポストおよびそれを活用したグリーン農業に関するパイロットプロジェクトについて協議、意見交

換を行った。 

・コンポストの生産技術について、2回ほど専門家に相談したことがある。当局が所管している農家では家庭

菜園を行っているところが多い。 

・プノンペン都にはごみ資源はたくさんあり、余っている農地もたくさんある。 

・プノンペン都内には、コンポストを利用できる場所が7ヶ所ある。 

・現時点では、有機野菜のマーケット（市場）はほとんどない。これから開拓していく必要がある。また、GAP

（Good Agricultural Products）などの安全を証明する仕組みも必要となる。 

・現在、高所得者向けの高級花卉類の栽培を行っているところがある。このようなところに対しコンポストを

販売するといったやり方も考えられる。 

・内水面の魚に関し、加工の問題、保存の問題で困っている。もし可能であれば、これらの問題について検討

いただければありがたい。 

 

2．その他 

・引き続き、情報交換、協力することを確認した。 

 
以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写真 打合せの様子 

参考‐72



打合せ記録(第3回ワークショップ) 4枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月15日(木) 9:00～13:00 場  所：プノンペン都市庁舎

Aunny IENG，PhD 副知事 

都総務局(局長、副局長、庶務)、都市開発局(副局長)、廃棄物管理局、公共事業運輸省プノンペン

部局、鉱業・エネルギー省プノンペン部局、工芸・手工業省プノンペン部局、農林水産省プノン

ペン部局、環境省プノンペン部局、保健省プノンペン部局、環境NGO・NPO5機関、プノンペン

大学環境学部長、廃棄物関係NGO、都市マスタープラン策定支援を行っているフランスのコンサ

ルタント会社、TukTuk協会会長

関西産業：児島常務取締役、

テラモーターズ：後平氏(ベトナム法人責任者)、関根氏、Chuch氏、Chea氏

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2016.12.21 

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・ワークショップ・アジェンダ

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル)
・JCM設備補助制度のご説明(NTTデータ経営研究所)

【打合せ内容】

1．副知事より会議開催にあたっての挨拶があった。 

・カンボジアでも、雨季のずれなど、気候変動の影響が現れてきている。

・特に、洪水対策、下水処理、省エネルギーが重要な課題と考えている。

・本ワークショップをとおして、情報交換、最先端技術の導入が進み、カンボジアの環境が良くなることを期

待している。

2．石田理事より計画の概要について説明があった。 

・本計画は廃棄物管理、エネルギー等、6分野を対象としている。

・計画策定だけでなくプロジェクトを実施していくことが重要である。分野別にパイロットプロジェクトを盛

り込んでおり、短期的に実施したい。

・北九州市の経験を活かしていくため、本計画には、北九州市の取組みを盛り込んでいる。

・今回提示している計画案に不足があると思うので、意見を頂いてブラッシュアップしていきたい。

3．北九州市、日建設計シビル、NTTデータ経営研究所より各分野のパイロットプロジェクトや北九州市での

取り組みについて説明を行った。プノンペン都側との協議の結果は以下のとおりである。

(1)プノンペン大学からの意見

・日本と異なり廃棄物の管理に関する知識が無く、いきなりパイロットプロジェクトを実施するのは無理では
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日建設計シビル 

 

ないか。 

・廃棄物処理のプロセスの把握、トレーサビリティが重要である。 

・プノンペン大学では、一人当たりの産業廃棄物の排出量について、10年間調べている。全体計画を作成する

ためには、正確なデータを収集する必要がある。 

・グリーン生産については、プノンペン大学も農家と協力して実施している(農業用水の節約など)。 

・公園など緑地を増やしていくことも重要ではないか。 

＜北九州市からの回答＞ 

 ・廃棄物に関するデータは重要であるが、データが揃っていないのが現状であるので、現在あるデータを活

用していきたい。 

 ・廃棄物に関するパイロットプロジェクトについては、スラバヤでの成功事例がある。ごみ問題は、市民排

排出する段階でごみを減らしてリサイクルすることが重要である。スラバヤでは、家庭ごみのコンポスト化

を実施した結果、市民の意識が高まり分別が進んだ。コンポストをつくることが最終目的ではなく、市民の

意識向上が最終目的である。コンポストが売れれば収入になり、インセンティブが働く。また、町の景観に

もプラスとなった。 

 ・クリーナープロダクションによって、生産コストが下がるというインセンティブが働く。それによって、

汚濁物質の処理施設も整備され、環境が改善される。さらには、企業の環境への意識、CSRの向上にも繋が

る。 

 
(2)環境省プノンペン部局からの意見 

・緊急性が高いのは、廃棄物に関するプロジェクトであり、賛成するが、カンボジアの政策を考慮する必要が

ある。ただし、廃棄物管理に関しては、国家レベルの政策はあるが、準国家レベルの詳細な計画は無い。 

・協力する側(プノンペン都)を良く理解したうえで、どのようにプロジェクトを立ち上げるかを考えて欲しい。 

 
(3)都市開発局からの意見 

・本計画は、重要な計画であると考えている。 

・1つのプロジェクトを考える段階から、都市開発局として何が分担できるか、考えていきたい。 

・都市マスタープランは最終段階なので、課題に対する解決策を組み込んで行きたい。組み込んでいくことで、

都市マスタープランは総合的な計画となる。 

・特に、廃棄物、下水、交通については、きめ細かな対策を検討していく必要があり、プノンペン都としても

役割を果たしたい。 

・都市開発部局として、準備は万端であり、協力していきたい。 

＜北九州市からの回答＞ 

・北九州市では、洪水対策、美しい景観づくり、ヒートアイランド対策として、紫川の拡幅、掘削、水辺整備

等行った。 

・河川整備に併せて沿川の再開発を行い、河川水を利用したヒートポンプを導入し、ビルの空調の省エネを図

った（省エネ型都市の開発）。 

・洪水対策、再開発、省エネを一体的に考えていくことが良く、これが統合型の総合計画となる。 
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(4)TukTuk協会からの意見 

・E-TukTuk(電動車)のパイロットプロジェクトを実現するには、充電スタンドが必要である。ホテル、イオ

ンモールなどに充電スタンドを整備すれば、他のドライバーも興味を持つようになるのではないか。是

非実現して欲しい。 

・カンボジア環境省により導入されたスターエイトの電動車は、修理やバッテリーの交換で大きな費用が

必要となった。電動車で懸念されるのは走行距離である。 

・電動車を100台導入する場合には、100人のドライバーの協力が必要である。現在の多くのドライバー

は、運転マナーが悪いので訓練する必要がある。ちなみに、プノンペン都には、交通ルールを学ぶ学校

もある。 

＜テラモーターズからの回答＞ 

・自社の電動車は、適切にメンテナンスを実施すれば、1回の充電で100kmの走行は可能である。現在、バング

ラディシュで、自社の電動車は10,000台売れている。 

 
(5)農林水産省プノンペン部局からの意見 

・家庭ごみから製造したコンポストを使った有機野菜栽培のプロジェクトに賛成である。 

・カンボジアではこのような事業を実施している農家は少ない。 

・当局は、野菜栽培を増やしていく計画である。また、農家の収入をアップ、輸入野菜を減らしていく計画

である。 

・有機野菜は高くなるので売れるかどうか、マーケットの調査を実施して欲しい。現状を把握して、しっか

り計画して欲しい。当局としても協力していく。 

 
4．副知事より閉会にあたっての意見があった。 

・各プロジェクトの実施に当たっては、参加者皆様の協力が必要不可欠である。 

・石田理事から｢最終処分場を増やすよりも、ごみが排出されるところで減らしていくことが重要である｣との

説明があったが、これは実現性があると考える。 

・現在、都のごみが増えており、既存の最終処分場は満杯状態である。ごみが増え、ごみ収集車が増えること

で交通渋滞が発生するのではないかと懸念している。 

・TukTukドライバーのコミュニティーには色々な問題がある。カンボジアは自由経済であるので、どういう仕

組みで実施していくのか検討してもらいたい。 

・エネルギー分野で、JCMに採択されたことは喜ばしい。 

・環境分野では、家庭から排出されるごみの環境基準の設定が重要になるのではないか。 

・浄化槽の導入には賛成である。当計画では、オンサイトの地域での浄化槽導入が検討されているが、オフサ

イトの地域が心配である。 

・カンボジアは農業国家と呼ばれているが、実は、大半の野菜は輸入に頼っている。そういったことを考慮し

て計画して欲しい。円滑に計画を実行していくためには、国の政策や法律に準じないといけない。 

・プロジェクトを実現していくためには、北九州市とプノンペン都がどういう仕組みで実施していくかを検討

する必要があるのではないか。また、今回のワークショップに参加した組織の役割分担を検討することが重

要である。 
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以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 第3回ワークショップの様子 
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打合せ記録(環境省気候変動局) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月15日(木) 14:00～15:20 場  所：環境省気候変動局 

 気候変動局：Uy Kamal副局長、Leang Sophal GHGインベントリー課長 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 福壽  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案（北九州市・日建設計シビル） 

 
【打合せ内容】 

1．協議内容 
・石田理事より同日、午前中に行われたプノンペン都気候変動適応行動計画策定のセミナー開催状況や計画の

進捗状況について概略の説明を行われた。 

・副局長は、2014年度からJCMを担当している。 

・これまでJCMプロジェクトとしては、ミネベアの道路照明、アジアゲートウェイの国際学校の太陽光発電な

どの事業がある。 

・環境省の官房長がジョイントコミッティの審査委員長を担当している。 

・フンセン首相は、持続可能な開発のための計画やグリーンシティに興味を持っている。 

・カンボジア国が策定した気候変動の戦略計画、それにもとづく省庁別のアクションプランは、資金不足のた

め実行が進んでいない。 

・また、上記アクションプランは、現在、フランスの支援を得て策定しているプノンペン都の都市マスタープ

ランに判定できていない。 

 

2．その他 

・引き続き、情報交換、協力することを確認した。 

 
以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
写真 打合せの様子 
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打合せ記録(環境省官房長・環境保護総局) 2枚の内  1 枚目 

日  時 2016年12月15日(木) 15:45～17:00 場  所：環境省会議室 

 環境省：SAO SOPHEAP官房長、HENG NARETH総局長 他7名 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 福壽  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案（北九州市・日建設計シビル） 

 

【打合せ内容】 

1．協議内容 

・石田理事より同日、午前中に行われたプノンペン都気候変動適応行動計画策定のセミナーの開催状況や計画

の進捗状況について概略の説明が行われた。 

・本計画策定がうまくいくよう、お願いしたい。 

・環境省としては、環境保全のうち、生態系についても多様性の確保について考えている。 

・JCMに関し、官房長はカンボジア側のコミッティの委員長になった。計画には是非ともJCM事業を盛り込ん

でほしい。現在ミネベアの事業や国際学校での太陽光発電事業等が承認、実施されている。今後、JCM事業

に関しては、協力を強化していきたいと考えている。また、森林機能の活用に関する事業についても提案を

お願いしたい。 

・ごみ問題に関して、環境省は、”Waste to Energy”をキーワードとして、取り組もうとしている。 

・法令113番の固体廃棄物管理の一部区への移管に関し、Sankat（区）はごみを排出する側の事情をよく知って

いる。 

・都の12区のうち、8区においてすでにごみ収集事業者との契約が完了している。 

・メタウォーターが提案したJCM事業を評価している。お互いに協力し合って実施していきたい。 

・ただしJCM補助金に関し、50％をカンボジア側で負担することになるが、この財源の確保が大きな課題であ

る。この件に関して、カンボジアで2回ほどセミナーが開催され、意見交換を行ったところである。 

・下水処理に関しては、JICAの汚水マスタープランがほぼ完成している。この内容に従い、計画・整備を進め

ていく。 

 

2．その他 

・引き続き、情報交換、協力することを確認した。 

以 上 

 

 

 

 

参考‐78



2枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(プノンペン都廃棄物管理局) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月16日(金) 09:30～11:00 場  所：プノンペン都庁舎会議室 

 PPCC：Kim Vathanak Thida副局長、Keo Channarith 埋立処分場管理者 他4名 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 福壽  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 

 
【打合せ内容】 

1．協議内容 

・計画に掲載している廃棄物分野のパイロット事業のうち、コンポスト事業については、JICAの草の根事業に

応募する予定である。 

・法令113に従いごみの収集・搬送業務について、一部の権限が区に委譲された。また、8区ですでに契約が完

了しているが、CINTRI社以外で契約は可能か。 

 → CINTRI社は都と50年間の契約を締結し、まだ16年間しか経過していない。この契約はまだ生きている。 

 → 今は、12区すべての区と契約（合意書）の締結が完了している。 

 → 合意書には、ごみの収集、清掃、運搬に関する事項が記載されており、これらの実行のためのプログラ

ム、スケジュール、収集期間、人員、車両などが明記されている。 

 → 区に対してごみに関する権限は、段階的に移行していく。 

 → 現実的には、ごみ収集・運搬ができるのはCINTRI社のみである。 

 → ただし、法令113が施行されたことに、CINTRIとしてはメリットがないため協力してくれない。 

・区に権限を委譲した時の当管理局の役割は何か？ 

 → 管理局から明確な回答なし。 

・昨日のセミナーで、プノンペン大の先生より、ごみ量の統計データを整備することの重要性が指摘された。

データの提供をお願いする。 

・都とCINTRIの契約では、都全体を対象としているが、スタミンチャイのスーパーマーケット、と殺場およ

びダンコール市場は対象外となっている。ダンコール市場は、都と直接、ごみ収集・運搬の契約を交わして

いる。 

・カンダール州は都と合併したが、同州にあるプレイプラウ市場は、合併と同時にCINTRIの対象となった。 

・と殺場はCINTRIの対象であるが、場所が遠いため同社は収集を行っていない。このため、と殺場は自分で

対応しており、登録していない業者に委託している可能性がある。 

・なお、都営の市場は27ヶ所あり、このうちセントラル、オルセイマーケット、ダンコール市場がごみの収集

量（発生量）が多い。収集は、2回／日の頻度で行われている。 

・CINTRIとの契約では、経済力が低いところはごみの収集はしなくてよい内容になっている。 
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・コンセッションフィーに関し、都はCINTRIに支払うことになっている。2003年はきちんと支払ったが、そ

の後は、事業が赤字のため未払いである。都は処分場のチッピングフィー（0.75USD/t）をCINTRIから徴収

している。一方、不定期で道路の整備・補修などの費用を負担しいている（1,000、2,000USD）といった規

模で）。 

・なお、処分場のチッピングフィーは、他の周辺国の費用と比較してもかなり安価なものとなっている。 

・現状のごみ収集・運搬の状況を改善するためには、国が今のCINTRI社との契約を破棄して競争原理が働く

ようにするしかない。 

・チッピングフィーは5年ごとに10％増えるようになっている。 

・コンポストのモデル地区について、管理局が推薦することは困難である。北九州市が案を考えて、管理局が

審査する。 

・ごみ量に関し、都ではダンコール処分場に入ってくるものしかわからない。 

・ダンコール処分場は、2009年から運用を開始し

た。この時、都は７区で構成されていた。 

・今の区の構成は、右図のような形で増えていっ

た。 

・モデル地区は、商業地区を選んではどうか。ま

た、200～300世帯程度の規模をイメージする。 

・また、地区のニーズに合ったモデル地区を選定

してほしい。 

 

2．その他 

・区ごとの人口、面積、ごみの排出量が知りたい場合は、知事の合意が必要である。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 

４区 

４区 

４区 
拡大 

拡大 
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打合せ記録(工業・手工芸省) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月16日(金) 16:00～17:00 場  所：工業・手工芸省会議室 

 工業・手工芸省：官房長H.E. Dr.SAT SAMY、H.E. SOFM NARA工業総局長 他 名 

北九州市：石田理事、長濱課長、原田係長 

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

 日建設計シビル：福壽、Savin(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 福壽  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.12.22   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案（北九州市・日建設計シビル） 

 
【打合せ内容】 

1．協議内容 
・石田理事より昨日行われたプノンペン都気候変動適応行動計画策定のセミナーの開催状況や計画の進捗状

況について概略の説明が行われた。 

・計画策定には興味を持っており、計画は評価する。是非とも実行に移してほしい。 

・当省は、以前、鉱業・工業・エネルギー省であったが、分離して工業・手工芸省となった。工業に係るプロ

ジェクトは、以前よりJICA、NEDOの支援を受けてきた。 

・フンセン首相は、環境問題に大変興味を持っている。現時点では、工業は縫製、機器の組立などが主流であ

り、環境へ大きな影響を与えていない。 

・そもそも国家レベルの政策に関し、実施していくための資金が不足している。 

・現在、NEDOのPV規格を検討中である。地方でPVの導入計画が3,000件以上ある。 

・UNIDOと再生可能エネルギー（バイオマス）の利活用に取り組んでいる。 

・当省として、北九州市の取組みを応援したい。産業廃棄物（ごみ、排水、排ガス）は当省の管轄である。ど

うやってこれらの問題に取り組むかが大きなテーマである。 

・現在、2.6MWのPVを計画中であり、これを導入すれば電気代を削減することができる。 

・生産工程等の見直しなどにも取り組んでおり、コスト削減が実現できた。 

・フンセン首相から、レンガ工場での燃料としての木材（バイオマス）の利活用の話もあった。 

・技術の導入だけでなく、人材育成に関してもお願いしたい。 

 

2．その他 

・引き続き、情報交換、相互の協力を確認した。 

以 上 
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2枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 打合せの様子 
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打合せ記録(I.M.B Group社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月16日(金) 10:00～11:30 場  所：I.M.B Group社オフィス 

 I.M.B(Cambodia)Group Co.,LTD：Kong Pharith (カンボジア人) 

テラモーターズ社：関根氏、Chuch Sokla General Manager  出 席 者 

 日建設計シビル：藤尾、Kosal氏(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 
・ソーラー充電スタンドの概算費用 

 
 【打合せ内容】 

1．日建設計シビルより交通分野のパイロットプロジェクト(E-TukTuk(電動三輪)導入)について説明を行

った。協議結果は以下のとおりである。 

・当社は、Lorentz(ドイツの太陽光発電関連機器メーカー)と業務提携を行い、これまで、ADB、WBプロジ

ェクト(大規模農地、観光遺産、無電化農村)で、太陽光発電施設(PV)の設置を行ってきている。その他、

財閥が所有するコショウ畑、マレーシアのココナッツオイルメーカーのココナッツ畑、空港そばの工場な

どで実績がある。プノンペン都内では、財閥の個人の家にPVを設置した実績がある(ホテルや商業施設へ

の設置実績はない)。(I.M.B Group社) 

・ソーラー充電スタンドとしては、バス会社のバス停や学校が良いのではないか。 

・ダイヤモンドアイランド(東横INホテルの向かいの島)では、EVマイクロバスが走行している。 

・当社でもソーラーカーを試作中である。 

・インバーターを台湾製、ソーラーパネルをドイツ製とした場合、3,500～3,800USD/kWである。 

→100kWで3,500～3,800万円となり非常に高い(日本で3,000万円程度) 

 

 

                                   以 上 
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打合せ記録(りょうしん電気株式会社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月16日(金) 12:20～13:00 場  所：都内カフェ  

 りょうしん電気カンボジア：山野氏、Theav Chantry Chief of Cambodia branch  

出 席 者 

 日建設計シビル：藤尾、Kosal氏(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 
・ソーラー充電スタンドの概算費用 

 
 【打合せ内容】 

1．日建設計シビルより交通分野のパイロットプロジェクト(E-TukTuk(電動三輪)導入)について説明を行

った。協議結果は以下のとおりである。 

・株式会社りょうしん電気のカンボジア法人で、イオンモール2号店の太陽光発電設置の際に、京セラの下

請けとして工事に加わる予定である。(りょうしん電気カンボジア) 

・日建設計シビルより、ソーラー充電スタンドを設置する可能性のある企業の紹介、太陽光パネル(設置費

込み)の見積りを依頼し、りょうしん電気殿より了解を得た。 

 

                                   以 上 
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打合せ記録(KAMWORKS社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2016年12月16日(金) 14:00～16:00 場  所：KAMWORKS社オフィス 

 KAMWORKS：Arjen Luxwolda Managing Director(オランダ人) 

テラモーターズ社：関根氏、Chuch Sokla General Manager 出 席 者 

 日建設計シビル：藤尾、Kosal氏(通訳) 

 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏 

     日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾 

記   録 藤尾  確  認：福壽   発 行 者： 福壽  発 行2016.1.5   

キーワード   文書番号  保存ランク  A  

日建設計シビル 

【提出資料】   
・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル) 
・ソーラー充電スタンドの概算費用 

 
 【打合せ内容】 

1．日建設計シビルより交通分野のパイロットプロジェクト(E-TukTuk(電動三輪)導入)について説明を行

った。協議結果は以下のとおりである。 

・当社の太陽光発電は、1.2USD/WP＊であり、70kWの場合は、初期費用は84,000USD(840万円)、年間発電

量は1,380kWh/kWp/year×70kWp＝96,600kWhとなる。(KAMWORKS社)→非常に安価である。 

＊100Wp(ワットピーク)とは、日射量1000W/m2、25℃の条件下で100Wの発電があるということ。 

・当社はマイクロファイナンスにより個人へ融資し、個人宅へのソーラーホームシステムの販売を行って

いる。(KAMWORKS社) 

・日建設計シビルより、ソーラー充電スタンドを設置する可能性のある企業の紹介、太陽光パネル(設置費

込み)の見積りを依頼し、KAMWORKS社より了解を得た。 

 →ソーラー充電スタンドは、ガソリンスタンドに設置するのが良いのではないか(実際にGoogle Earthから

ガソリンスタンドの航空写真をキャプチャーし70kWの発電が可能であることをソフトによって確認し

た)。カンボジアのガソリンスタンド会社はフランス資本であり、マネージャーが友人なので、このプ

ロジェクトを紹介してみる。(KAMWORKS社) 

 

                                   以 上 
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5．第 5 回渡航記録(2017 年 2 月 13 日～15 日) 

第 5 回渡航時の調査日程は以下のとおりである。各協議先との協議記録は次ページ以降に示

す。 

表 5.1 調査日程(2017 年 2 月 13 日～15 日)

日時 協議先 協議内容

2/13 
(月) 

9:00-
10:00 

プノンペン都

広報国際協力課

・今後の取組みについて説明を行った。

・2 月 14 日開催のワークショップの出席者、開催場所等につ

いて確認した。

0:30-
11:30 日本大使館

・事業概要の説明を行い、大使館へ事業への協力を要望した

結果、了解を得られた。

2/14 
(火) 

14:00-
17:00 ワークショップ

・行動計画とパイロットプロジェクトの説明を行い、プノン

ペン都側より、概ね了解が得られた。

2/15 
(水) 

9:40-
10:30 

CamGo タクシー

会社 

・パイロットプロジェクト(電動三輪)に関して協議を行った。 
・CamGo 社より CamGo の事業、今後の事業展開、LPG-TukTuk

の価格について説明を受けた。

13:20-
15:00 

Golden Rice 精米

工 場 (Kampong 
Speu 州) 

・調査団より、パイロットプロジェクト(バイオマス発電)の経

済的メリット、コスト、維持管理について説明を行い、

Golden Rice 社と協議を行った。 
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打合せ記録(プノンペン都・広報国際協力課) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2017年2月13日(月) 9:00～10:00 場  所：プノンペン都庁

プノンペン都:広報国際協力課(2名) 

北九州市：石田理事、原田係長、坂東氏

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2017.2.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・ワークショップ・アジェンダ

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル)

【打合せ内容】

1．今後の予定に関する説明(北九州市・石田理事) 

・パイロットプロジェクトの実現に向けて、検討を続けて行きたい。熟度の高いパイロットプロジェクトにつ

いては、来年4月以降のJCM設備補助事業に申請する予定である。

・気候変動戦略行動計画についても、さらに熟度をあげていく。この行動計画については、公的な位置付けは

なされるか？

→まずは知事に行動計画を提出してから欲しい。特にプノンペン都は、廃棄物の問題を解決したいと考えて

いる(広報国際課)。

→北九州市とプノンペン都は姉妹都市であるので、成果を出したいと考えている。3月中には報告書として

仕上げたい。(石田理事)

・E-Wasteのリサイクル事業については、パイロットプロジェクトレベルにまで達していないが、熟度を高め

て実現したい。

2．ワークショップ(2月14日)開催のための事前協議 

・ワークショップの進め方、開催場所、開催時間について確認した。

・プノンペン都側からは、副知事含めて、40名程度が参加する予定である。

写真 打合せの様子

以 上 
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打合せ記録(プノンペン都・日本大使館) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2017年2月13日(月) 10:40～11:30 場  所：在カンボジア日本国大使館

日本大使館: 堀之内大使、他3名 

北九州市：石田理事、原田係長、坂東氏

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2017.2.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル)

【打合せ内容】

1．プロジェクトに関する説明(北九州市・石田理事) 

・プノンペン都気候変動戦略行動計画や、計画に位置付けられたパイロットプロジェクトについて、概要説明

を行うとともに、大使館に対し、パイロットプロジェクトへの支援を要望した。

2．堀之内大使からのコメント 

・マスタープラン(行動計画)に事業が明確に位置付けられれば、日本としても支援がしやすい。最近、カンボ

ジアからも事業に対する支援要請があるが、当該事業が国の全体計画の中でどのように位置付けられている

のか不明な場合が多く、支援がしにくい。

・廃棄物管理は、プノンペン都の喫緊の課題となっている。廃棄物処理施設の建設については、多くの企業が

プノンペン都に声をかけている状態である。また、JICAはかつて廃棄物マスタープランを策定しようとした

が、立ち消えになった過去があり、トラウマになっている。

・また、電力については、カンボジアは電気代が高いことから儲かるため、多くの外国企業が電力事業に参入

している。日本では、丸紅がカンボジアの南で電力事業を実施している。

・カンボジアに対する中国のODA拠出額は、日本より遥かに大きい。また、日本がODAを実施しても、受託者

が中国企業となる場合もある。現在、カンボジアは、インフラを含めて、中国任せの状態である。

・行動計画に位置付けられたパイロットプロジェクトは、民間の力を活用したものであり、非常に良いと考え

ている。大使館としても支援をしたい。

以 上 
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打合せ記録(プノンペン都・第4回ワークショップ) 2枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2017年2月14日(火) 14:00～17:40 場  所：プノンペン都庁

プノンペン都: Aunny Ieng副知事、関係部局、大学、NGO等40名 

北九州市：石田理事、原田係長、坂東氏

NTTデータ経営研究所：網代シニアコンサルタント 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2017.2.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・ワークショップ・アジェンダ

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル)

【打合せ内容】

1．行動計画・パイロットプロジェクトの説明 

・日本側より、プノンペン都気候変動戦略行動計画や、計画に位置付けられたパイロットプロジェクトについ

て、説明を行った。

2．プノンペン都側からの意見 

(1)環境省プノンペン局

・行動計画ではプノンペン都の問題を正確に取り上げられており非常に良い。パイロットプロジェクトについ

ては、大気・騒音モニタリングシステムの導入を応援したい。プノンペン都では、大気汚染や騒音が問題と

なっており、資金調達を行い、パイロットプロジェクトを実現してほしい。

・汚水処理に関するプロジェクトについて説明が欲しい。市民に対する意識改善に関する計画を加えて欲しい。 

→JICAの支援によって汚水処理のマスタープランが作成され、それが具体的に実施されるものと考えてい

る。しかし、医療系廃水は緊急性が高いことから、パイロットプロジェクトとして位置付けている。また、

環境教育に関しては、重要な視点であるので、ソフト対策として検討していきたい。

(2)廃棄物管理局

・都市廃棄物の減量化・リサイクル事業のパイロットプロジェクトについて。プロジェクトの実施エリア(モ

デル地区)について再検討をお願いしたい。モデル地区は、農村部のクモイ地区ではなく、情報発信という

観点から都市中心部が良い。

→家庭用コンポスト普及はクモイ地区を対象に、分別の徹底等の啓発活動は都市部のBKK3地区を対象と

してはどうか。2地区で成功させてプノンペン都全体に広げて行きたい。CINTRI社、市民、NGOとの連

携も重要と考えており、廃棄物管理局にお願いしたい。(北九州市・石田理事)

(3)プノンペン王立大学・環境学科

・大気・騒音のモニタリングシステムについて。大気観測の研究を行い、実験施設も有しているので、連携

は可能か？ また、雨水や下水に関するデータも有している。

→連携可能である。観測データ等の不足を行っているのでご指導頂きたい。(日建設計シビル・福壽)
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2 枚の内  2枚目 

日建設計シビル 

(4)NPO(ビニール袋のリサイクル事業を実施)

・廃棄物分野で協力できることはあるか？

→市民、NPO、NGOと協力していきたい。

(5)副知事

・今回は、環境汚染を考える場で、専門家に集まってもらった。行動計画は、現状にあった的確なテーマであ

り、パイロットプロジェクトの実施に繋がれば良いと考えている。

・環境問題は日常生活に影響しており、環境問題を引き起こす原因を特定して対策をとる必要がある。

・廃棄物に関するパイロットプロジェクトに賛成する。市民の意識を変えていく必要がある。

・資金不足でパイロットプロジェクトが打ち切りになる場合がある。長期にわたって実施していくことが重要

である。

・太陽光発電事業については、設備設置だけでなく、維持管理ができるような人材を育成していくこと、持続

性が重要である。

・公共交通を推進していく立場としては、電動三輪の導入には賛成できない。

→電動三輪については、既存のガソリン車(ルモーモト)から代替していくという考えである。(北九州市)

※公共交通を所管する公共事業運輸省プノンペン局・副部長から、公共交通を導入しても駅からそれぞれ

の住宅地への移動手段を考えると、将来も引き続きルモーモトは重要な交通機関であり、電動三輪の導

入に賛成するとの言葉を頂いている。

・市民から、大気、騒音に関して苦情が来ており、大気、騒音問題は重要である。

・土地利用計画を明確にすることが重要である。また、プノンペンには重要な2つの河川があり、そこにどん

な生態系が形成されているか、調査する必要がある。

・プノンペンにある未利用な土地を最大限活用して、グリーン産業を再生・発展させていく必要がある。その

グリーン産業を支える環境マスタープランが必要ではないか。

・ODA無償援助協力、JCMなどの支援が受けられるよう、カンボジア側としても教育が必要となる。

以 上

写真 ワークショップの様子
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打合せ記録(プノンペン都・CamGoタクシー会社) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2017年2月15日(月)9:40～10:30 場  所：CamGoタクシー会社オフィス 

CamGoタクシー会社: 社長 

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2017.2.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル)
・JCMを活用した電動三輪事業の説明資料

【打合せ内容】

1．JCMを活用した電動三輪導入事業に関する協議 

・日建設計シビルよりJCMを活用した電動三輪導入事業について説明を行った。

・事業規模はどれくらいか？（CamGo社）

→現在のところ、日本メーカーの製造能力から3年間で100台程度を想定しているが、メーカーやGECとも相

談したい。

・電動三輪を駐車し充電する用地の確保と充電設備の整備が必要となる。（CamGo社）

→今回提案している電動三輪は自宅での充電が可能である（コンセントとプラグで充電を行う(プラグイ

ン)）。初期費用を抑えたいので、各ドライバーの自宅で充電してはどうか？（日建設計シビル）

→充電をドライバーに任せると電動三輪を壊してしまう可能性があるので、会社で充電を行いたい。

(CamGo)

・当プロジェクトに興味があるので、引き続き協議を続けて行きたい。（CamGo社）

2．CamGoタクシー会社からの説明(事業概要・今後の事業展開、TukTuk価格等) 

・事業内容：UBER（ウーバー）を活用した配車サービス。収入は配車手数料。

・将来はタクシーライセンスを取得し、タクシー事業を実施したい（現在はタクシーライセンスを有していな

い）。タクシー事業を始めるには、投資家から資金を集める必要がある。

・現在は、インドの会社よりLPG TukTukを、新品、中古合わせて15台レンタルして、試験を行っている(半年

間試験を実施予定で、現在は2ヶ月経過している)。試験後、20～30台購入したい。

・LPG TukTukは、1台2,200USD（一般価格：2,400USD）である。

・中国製の電動車の導入も検討している。中国製は1台あたり600USDであり、デザインが良い。バッテリー交

換費用は200USD程度である。中国製が故障しやすいのは承知しているが、コストとデザインに魅力がある。

以 上 
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打合せ記録(プノンペン都・GoldenRice精米工場) 1枚の内  1 枚目 

件  名 環境省／プノンペン都気候変動適応行動計画策定支援事業 JOB No. D160105 

日  時 2017年2月15日(月)13:20～15:00 場  所：GoldenRice精米工場 
GoldenRice会社: Eang Daret Milling Supervisor  他2名 

プロマテリアル：斎藤社長

サン・シャイン：落合社長

出 席 者 

日建設計シビル：福壽、藤尾、Savin(通訳) 

配 布 先 北九州市 石田理事、長濱課長、原田係長、坂東氏

日建設計シビル：野中、福壽、雲、藤尾

記 録 藤尾 確  認：福壽 発 行 者： 福壽 発 行2017.2.20  

キーワード 文書番号 保存ランク  A 

日建設計シビル

【提出資料】

・プノンペン都気候変動戦略行動計画 計画案(北九州市・日建設計シビル)
・JCMを活用した籾殻発電事業の提案資料

【打合せ内容】

1．JCMを活用した籾殻発電事業に関する協議 

・日建設計シビルより事業実施による経済的メリット、設備のイニシャル・ランニングコスト、設備の概要に

ついて説明を行った。

・籾殻発電を導入する場合には、井戸水を利用することになる。井戸水の水質は良くろ過だけで良いのではな

いか？（ただし沸かすと白くなる）。

→ボイラーに適用水質基準がありそれを満たすよう浄水する必要がある。井戸水にはカルシウム等のミネラ

ルが含まれていると思われるので、物理的なろ過だけでは不十分である。(日建設計シビル、プロマテリ

アル)

・提案書に示されたランニングコストに、O＆Mの費用は全て含まれているのか？

→契約内容によっては、O＆Mの丸投げは可能であるが、コストは高くなる。しかし、自分たちでできるこ

とは、自分たちで実施した方が、コストが下がるので良いのではないか。提案書に示したランニングコス

トは、自分たちでできることは、自分たちで実施することを想定した一般的な金額である。(プロマテリ

アル)

・発電容量2MWは保証されるのか？ 既存のガス化発電施設(中国の会社によって設置)の実際の発電量は、発

電容量(設計能力)を大きく下回る。 

→蒸気、圧力、温度条件を満たせば、2.0MWをしっかり発電することは可能である。(プロマテリアル)

・稼動後の実際のCO2排出削減量と補助金額の関係は？

→JCM設備補助事業として採択される時点で補助金額は確定するので(排出削減量の推定値で補助金額は決

まる)、稼動後の排出削減量によって補助金額が変わることはない。設備導入後も、法定耐用年数の期間、

しっかりと稼動させることが重要である。

・籾殻発電設備の設置と維持管理は、日本によりしっかりと支援されるので、品質や性能は保証されたものと

なる。加えて初期費用は最大で50％も補助されるので、ゴールデンライス社にとっても非常に安心で有利で

ある。(日建設計シビル、プロマテリアル)

・引き続き交渉を続けていくことになった。

以 上 
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1

当
面

の
機

関

(2
01

3～
20

14
年
)

・
国

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

の
枠

組
み

の
確

立
と

と
も

に
、
CC

CS
P実

施
の

た
め

、
制

度
お

よ
び

財
務

と
の

整
合

性
を

適
切

に
図

る
。

・
こ

の
期

間
で

は
、

関
係

す
る

省
庁

や
機

関
に

よ
っ

て
、

詳
細

な
優

先
的

な
行

動
計

画
(2
01

5～
20

18
年
)の

整
備

が
行

わ
れ

る
。

こ
れ

に
は

、
戦

略
的

な
知

識
管

理
と

調
整

能
力

の
た

め
の

特
定

の
行

動
も

含
ま

れ
る

。

※
各

省
庁

に
よ

り
行

動
計

画
(2
01

5～
20
18
)の

策
定

が
進

め
ら

れ
た

。

フ
ェ

ー
ズ
2

中
期

(2
01

4～
20

18
年
)

・
こ

の
段

階
で

は
、

フ
ェ

ー
ズ
1で

計
画

さ
れ

た
行

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
①

国
か

ら
公

認
を

受
け

た
適

応
基

金
や

グ
リ

ー
ン

気
候

基
金

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
確

立
、

②
調

査
と

知
識

管
理

行
動

、
③

様
々

な
部

署
レ

ベ
ル

で
の

能
力

開
発

と
気

候
変

動
問

題
の

主
流

化
、

④
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

評
価

と
デ

ー
タ

管
理

シ
ス

テ
ム

の
運

用
、

⑤
各

主
要

機
関

で
設

定
さ

れ
た

非
常

に
優

先
度

の
高

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

立
ち

上
げ

な
ど

の
行

動
を

含
め

て
、

拡
張

し
て

い
く
。

・
ま

ず
は

、
適

応
活

動
を

最
重

視
し

て
い

る
が

、
緩

和
行

動
を

徐
々

に
拡

大
し

て
い

く
た

め
に

、
予

備
的

な
援

助
を

提
供

し
て

い
く
。

・
こ

の
段

階
で

は
、

国
や

準
国

家
の

計
画

や
財

源
、

実
施

の
た

め
の

気
候

変
動

の
財

源
を

徐
々

に
増

や
し

て
い

く
。

・
こ

れ
に

加
え

て
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
は

適
用

基
金

と
グ

リ
ー

ン
気

候
基

金
へ

直
接

利
用

す
る

の
に

十
分

な
能

力
と

信
頼

性
を

伴
っ

た
適

切
な

機
関

を
設

立
す

る
。

フ
ェ

ー
ズ
3

長
期

(2
01

9～
20

23
年
)

・
こ

の
段

階
に

お
い

て
は

、
調

査
と

学
問

に
焦

点
を

当
て

続
け

て
い

く
。

・
こ

の
段

階
の

主
な

目
的

は
、

成
功

し
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
し

、
国

家
的

、
準

国
家

的
な

レ
ベ

ル
で

気
候

変
動

問
題

の
主

流
化

を
図

る
。

・
準

国
家

的
な

運
営

機
関

に
よ

る
気

候
変

動
適

応
方

法
の

実
施

を
含

め
て

、
国

家
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
支

援
す

る
た

め
の

財
源

の
利

用
を

増
や

し
て

い
く
。

参考‐96



9

参
考

：
土

地
利

用
基

本
計

画
(目

標
年

次
：
2
0
3
5
年

)
(1
/2
)

計
画

名
Th
e
Im

pl
em

en
ta
tio

n
of

Ph
no

m
Ph

no
m

Pe
nh

La
nd

U
se

Ba
sic

 P
la
n

(A
pp

en
di
x 
of
 su

b 
de

cr
ee

 N
o.
18
1 
S.
P)

承
認

機
関

・年
月

日
Co

un
ci
lM

in
ist
er
sP

le
na
ry

M
ee
tin

g
on

De
ce
m
be

r2
3，

20
15

計
画

年
20
35

年

計
画

人
口

30
0万

人
(プ

ノ
ン

ペ
ン

を
中

心
と

す
る

半
径
10

0k
m

圏
内

の
人

口
は
60

0万
人
)

開
発

戦
略

方
針

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

は
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
、

環
境

、
国

際
基

準
を

守
り

、
東

南
ア

ジ
ア

の
社

会
経

済
開

発
の

中
心

的
な

都
市

と
な

る
。

1.
東

南
ア

ジ
ア

の
中

心
的

な
開

発
拠

点
(急

増
す

る
人

口
に

対
応

し
た

都
市

開
発
)

2.
国

際
品

質
規

格
の

都
市

3.
重

要
イ

ン
フ

ラ
の

整
備
(国

道
、

港
湾

、
鉄

道
、

空
港

、
ド

ラ
イ

ポ
ー

ト
)

4.
大

都
市

レ
ベ

ル
の

開
発

準
備
(公

共
空

間
・
道

路
・
緑

地
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
)

5.
特

別
な

ゾ
ー

ン
と

景
観

の
伝

承
(ゾ

ー
ン

別
の

開
発

方
針

、
汚

水
処

理
場

の
整

備
、

埋
立

処
分

場
・
廃

棄
物

焼
却

施
設

の
整

備
)

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

1.
計

画
内

容
の

普
及

2.
緊

急
の

承
認

を
要

す
る

重
大

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
郊

外
の

公
共

施
設

、
幹

線
道

路
、

鉄
道

、
雨

水
排

水
に

関
す

る
規

制
や

計
画

・
鉄

道
駅

、
ド

ラ
イ

ポ
ー

ト
の

配
置

・
国

際
鉄

道
の

整
備

（
ホ

ー
チ

ミ
ン

～
プ

ノ
ン

ペ
ン

）
・
国

際
空

港
の

拡
張

・
開

発
拠

点
と

な
る

バ
サ

ッ
ク

川
岸

の
強

化
・
高

層
ビ

ル
を

誘
導

す
る

エ
リ

ア
と

制
限

す
る

エ
リ

ア
の

設
定

・
埋

立
処

分
場

の
新

設
、

既
存

埋
立

処
分

場
の

改
善

・
生

態
系

保
全

エ
リ

ア
の

設
定

・
歴

史
的

な
中

心
エ

リ
ア

に
お

け
る

保
存

と
開

発
3.

地
区

別
の

都
市

開
発

規
制

4.
継

続
す

る
開

発
と

公
共

投
資

10

参
考

：
土

地
利

用
基

本
計

画
(目

標
年

次
：
2
0
3
5
年

)
(2
/2
)

11

戦
略

計
画

の
策

定
支

援
フ

ロ
ー

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

気
候

変
動

戦
略

行
動

計
画

策
定

支
援

事
業

(1
) 現

状
把

握

各
分

野
の

具
体

的
課

題
抽

出

(2
) 戦

略
策

定
ビ

ジ
ョ

ン
、

分
野

別
目

標
、

数
値

目
標

、
評

価
指

標
の

設
定

廃
棄

物
管

理
エ

ネ
ル

ギ
ー

(3
)具

体
的

施
策

G
H

G
削

減
効

果
、

環
境

等
改

善
効

果
の

検
討

、
概

算
事

業
費

の
算

出

北九州モデル（経験・ノウハウ等) 

交
通

コ
ン

ポ
ス

ト
施

設
、

廃
棄

物
発

電

省
エ

ネ
機

器
・

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

公
共

交
通

の
導

入
等

下
水

・
排

水
施

設
管

理
能

力
向

上

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
等

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
、

グ
リ

ー
ン

農
業

等

(5
) 発

注
・
資

金
調

達
方

法

(4
) 戦

略
・
施

策
の

検
証

方
法

施
策

の
実

現
可

能
性

・
妥

当
性

の
検

証
、

施
策

運
用

後
の

効
果

検
証

方
法

の
検

討

事
業

実
施

リ
ス

ク
、

資
金

調
達

、
発

注
方

法
、

事
業

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
検

討

(6
) 計

画
と

り
ま

と
め

低
炭

素
都

市
づ

く
り

推
進

へ
の

活
用

上
下

水
&
雨

水
排

水
環

境
保

全
グ

リ
ー

ン
生

産

既
存

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
将

来
予

測
法

規
制

の
確

認
既

存
産

業
の

状
況

市
場

構
造

の
把

握

廃
棄

物
管

理
エ

ネ
ル

ギ
ー

交
通

最
終
処
分
場
の
逼

迫
、
ご
み
の
分
別
,

資
源
化
,
適
正
な

処
理
の
遅
れ

電
力
の
安
定
供
給
、

の
た
め
の
多
様
な

電
源
の
確
保
,
効
率

的
な
利
用
の
推
進

深
刻
な
交
通
渋

滞
、
大
気
汚
染
、

騒
音
問
題
の
発

生
等

降
雨
時
の
浸
水
被

害
の
未
解
消
、
汚

水
処
理
の
遅
れ

水
質
汚
濁
、
悪
臭

の
発
生
、
大
気
汚

染
、
騒
音
等
生
活

環
境
の
悪
化

生
産
活
動
に
お
け

る
環
境
へ
の
配
慮

の
不
足
、
欠
如

上
下

水
&
雨

水
排

水
環

境
保

全
グ

リ
ー

ン
生

産

12

検
討

項
目

内
容

1)
現

状
把

握
・
GH

G 
排

出
に

係
る

分
野

ご
と

に
デ

ー
タ

や
資

料
を

収
集

し
現

状
を

把
握

す
る

と
と

も
に

抱
え

る
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

。
・
上

位
計

画
や

、
法

規
制

な
ど

考
慮

す
べ

き
事

項
を

把
握

す
る

。

2)
戦

略
策

定
・
国

の
気

候
変

動
戦

略
計

画
に

も
と

づ
き

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

持
続

可
能

な
発

展
を

目
指

す
た

め
の

ビ
ジ

ョ
ン

や
GH

G削
減

を
含

め
た

具
体

的
な

数
値

目
標

、
目

標
達

成
を

評
価

す
る

た
め

の
評

価
指

標
等

の
設

定
を

行
う

。

3)
具

体
的

施
策

の
検

討
・
上

記
の

ビ
ジ

ョ
ン

、
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
各

分
野

で
の

取
り

組
む

べ
き

具
体

的
な

施
策

を
検

討
し

、
短

・
中

・
長

期
の

優
先

度
を

検
討

す
る

。
・
短

期
に

実
施

す
べ

き
事

業
に

つ
て

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

検
討

し
、
JC
M

を
は

じ
め

と
し

た
適

用
事

業
、

実
施

体
制

、
GH

G 
排

出
削

減
効

果
、

環
境

改
善

効
果

、
概

算
費

用
、

事
業

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
を

検
討

す
る

。

4)
戦

略
・
施

策
の

検
証

方
法

の
検

討
・
具

体
的

施
策

に
つ

い
て

の
実

現
可

能
性

、
リ

ス
ク

、
妥

当
性

の
検

証
や

計
画

の
持

続
的

改
善

の
仕

組
み

作
り

を
検

討
す

る
。

5)
発

注
・
資

金
調

達
方

法
の

検
討

・
具

体
的

施
策

推
進

の
た

め
、

施
策

全
体

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
短

・
中

期
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
中

心
に

発
注

方
法

や
資

金
調

達
方

法
を

検
討

す
る

。

6)
計

画
の

と
り

ま
と

め
ビ

ジ
ュ

ア
ル

に
わ

か
り

や
す

い
計

画
書

と
し

て
と

り
ま

と
め

る
（
日

・
英

版
）

戦
略

計
画

の
策

定
支

援
フ

ロ
ー

参考‐97



現
状

把
握

13
14

自
然

条
件

/
気

温

Fi
g

M
ea
n
An

nu
al
Te
m
pe

ra
tu
re

du
rin

g 
19
51

‐2
00
1

in
 C
am

bo
di
a

U
pt
re
nd

 d
ur
in
g 
50

 y
ea
rs

So
ur
ce
: H

en
g
Ch

an
 T
ho

eu
n，

O
bs
er
ve
d 
an
d 
pr
oj
ec
te
d 
ch
an
ge
s i
n 
te
m
pe

ra
tu
re

an
d 
ra
in
fa
ll 
in
 C
am

bo
di
a，

W
ea
th
er
 a
nd

 C
lim

at
e 
Ex
tr
em

es
 7
 (2

01
5)
 6
1–
71

Fi
g

M
ea
n
An

nu
al
Te
m
pe

ra
tu
re

du
rin

g 
20
10

‐2
01
3

in
 P
hn

om
 P
en

h
So
ur
ce
: J
ap
an

 M
et
eo

ro
lo
gi
ca
l A

ge
nc
y，

ht
tp
:/
/w

w
w
.d
at
a.
jm

a.
go
.jp
/g
m
d/
cp
d/
m
on

ito
r/
cl
im

at
vi
ew

/f
ra
m
e.
ph

p

気
候

変
動

予
測
(C
CC

SP
)

・
月

の
平

均
気

温
は

、
20
99

年
ま

で
に
0.
01

3～
0.
03

6℃
/

年
の

割
合

で
上

昇
す

る
。

・
稲

の
成

長
時

期
の

夜
間

気
温

が
１
℃

上
昇

す
る

ご
と

に
、

米
の

生
産

量
は
10
%

減
少

す
る

。

CC
CS
P：

Ca
m
bo

di
a
Cl
im

at
e
Ch

an
ge

St
ra
te
gi
c
Pl
an

20
14

‐2
02

3

M
ea
n
An

nu
al
Te
m
pe

ra
tu
re
 (C

am
bo

di
a)

In
 re

ce
nt
 y
ea
rs

，
Te
m
pe

ra
tu
re
 is
 h
ig
he

r l
ev
el

co
m
pa
re
d 
w
ith

 b
ef
or
e 
in
 1
99
0 
's

15

自
然

条
件

/
降

雨
量

So
ur
ce
: H

en
g
Ch

an
 T
ho

eu
n，

O
bs
er
ve
d 
an
d 
pr
oj
ec
te
d 
ch
an
ge
s i
n 
te
m
pe

ra
tu
re
 a
nd

 ra
in
fa
ll 

in
 C
am

bo
di
a，

W
ea
th
er
 a
nd

 C
lim

at
e 
Ex
tr
em

es
 7
 (2

01
5)
 6
1–
71

Sl
ig
ht
ly
 d
ec
re
as
in
g 
tr
en

d

Fi
g

M
ea
n
An

nu
al
Ra

in
fa
ll
du

rin
g 
20
04

‐2
01
3 
in
 P
hn

om
 P
en

h
So
ur
ce
: J
ap
an

 M
et
eo

ro
lo
gi
ca
l A

ge
nc
y，

ht
tp
:/
/w

w
w
.d
at
a.
jm

a.
go
.jp
/g
m
d/
cp
d/
m
on

ito
r/
cl
im

at
vi
ew

/f
ra
m
e.
ph

p

Fi
g

An
nu

al
Ra

in
fa
ll
du

rin
g 
19
85

‐2
00
8 
in
 C
am

bo
di
a

気
候

変
動

予
測
(C
CC

SP
)

・
年

間
降

雨
量

は
増

加
す

る
。

・
海

抜
の

高
い

地
域

の
降

雨
量

は
雨

季
に

増
加

し
、

乾
季

に
低

下
す

る
。

・
沿

岸
沿

い
は

、
海

面
上

昇
や

、
頻

発
す

る
台

風
の

深
刻

な
衝

撃
の

影
響

を
受

け
や

す
い

。

・
海

岸
沿

い
は

、
熱

帯
低

気
圧

、
中

部
の

平
原

は
季

節
的

な
洪

水
の

影
響

を
受

け
る

CC
CS
P：

Ca
m
bo

di
a
Cl
im

at
e
Ch

an
ge

St
ra
te
gi
c
Pl
an

20
14

‐2
02

3

An
nu

al
Av
er
ag
e
Pr
ec
ip
ita

tio
n
of

PR
EC
IS
M
od

el
，
Ca
m
bo

di
a

16

自
然

条
件

/
潮

位

気
候

変
動

予
測
(C
CC

SP
)

海
面

上
昇

の
20
90

年
ま

で
の
3つ

の
シ

ナ
リ

オ
(1
98

0～
19
99

年
と

の
比

較
)

a.
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

少
な

い
場

合
：

0.
18

～
0.
43
m

の
上

昇
b.

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
中

程
度

の
場

合
：

0.
21

～
0.
52
m

の
上

昇
c.

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
大

き
い

場
合

：
0.
23

～
0.
56
m

の
上

昇
(こ

の
場

合
に

は
、
90

年
以

内
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
海

岸
部

の
約
25

,0
00

ha
の

永
久

的
な

浸
水

が
発

生
す

る
)

・
沿

岸
沿

い
は

、
海

面
上

昇
や

、
頻

発
す

る
台

風
の

深
刻

な
衝

撃
の

影
響

を
受

け
や

す
い

。

・
海

岸
沿

い
は

、
熱

帯
低

気
圧

、
中

部
の

平
原

は
季

節
的

な
洪

水
の

影
響

を
受

け
る

。

CC
CS
P：

Ca
m
bo

di
a
Cl
im

at
e
Ch

an
ge

St
ra
te
gi
c
Pl
an

20
14

‐2
02

3

Fi
g.

Ar
ea

of
Co

as
ta
lZ
on

e
be

in
g
in
un

da
te
d
du

e
to

Se
a
Le
ve
lr
ise

So
ur
ce
:
Ca

m
bo

di
a’
sS

ec
on

d
N
at
io
na
lC
om

m
un

ic
at
io
n
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自
然

条
件

/
河

川
水

位

So
ur
ce
: M

ek
on

g 
Ri
ve
r C

om
m
iss
io
n，

Gr
ap
h 
of
 W

at
er
 L
ev
el
s a

nd
 R
ep

or
ts

，
ht
tp
:/
/w

w
w
.m

rc
m
ek
on

g.
or
g/
 

Ze
ro

 g
au

ge
 P

hn
om

 P
en

h 
(B

as
sa

c)
 =

 -1
.0

2 
m

 a
bo

ve
 M

S
L

B
as

sa
c

Ph
no

m
 P

en
h 

Po
rt

Po
si

tio
ni

ng
  M

ap B
as

sa
c

Ze
ro

 g
au

ge
 P

hn
om

 P
en

h 
P

or
t =

 0
.0

7 
m

 a
bo

ve
 M

S
L

Ph
no

m
 P

en
h 

(B
as

sa
c)

Ph
no

m
 P

en
h 

Po
rt

Be
ca
us
e 
of
 th

e 
sh
or
t t
im

e 
pe

rio
d 
in
 w
hi
ch
 th

e 
da
ta
 w
as
 

co
lle
ct
ed

，
th
e 
tr
en

d 
of
 th

e 
w
at
er
 le
ve
l i
s n

ot
 se

en
.

18

自
然

条
件

/
洪

水
・
旱

魃

洪
水

・
旱

魃
の

農
業

へ
の

影
響

・
過

去
20

年
間

の
デ

ー
タ

に
よ

れ
ば

、
農

作
物

被
害

の
主

な
原

因
は

、
洪

水
(約

62
%
)、

旱
魃
(約

35
%
)で

あ
る

。

・
洪

水
は

、
必

ず
し

も
大

雨
と

と
も

に
発

生
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

洪
水

の
主

な
原

因
は

、
7月

か
ら
10

月

上
旬

に
発

生
す

る
メ

コ
ン

川
と

ト
ン

レ
サ

ッ
プ

湖
の

水
位

の
上

昇
で

あ
る

。

・
最

近
30

年
間

で
は

、
最

も
甚

大
な

被
害

を
及

ぼ
し

た
洪

水
は

、
19
84

、
19
96

、
20

00
年

に
発

生
し

た
。

19
84

、
20
00

年
の

洪
水

の
原

因
は

、
メ

コ
ン

川
の

水
位

上
昇

で
あ

っ
た

。

・
洪

水
は

、
灌

漑
設

備
な

ど
の

イ
ン

フ
ラ

設
備

を
破

壊
し

、
生

命
を

も
奪

う
。

Fi
g.
To
ta
lR
ic
e
Cu

lti
va
tio

n
ar
e 
de

st
ro
ye
d 
by
 fl
oo

d 
in
 C
am

bo
di
a

Fi
g.
To
ta
lR
ic
e
Cu

lti
va
tio

n
ar
e 
de

st
ro
ye
d 
by
 d
ro
ug
ht
 in

 C
am

bo
di
a

So
ur
ce
:
Ca
m
bo

di
a’
sS

ec
on

d
N
at
io
na
lC
om

m
un

ic
at
io
n

19

社
会

・
経

済
/
人

口

1,
50

2

【
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
総

合
交

通
計

画
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
将

来
人

口
予

測
】

・
20
16

 年
、
20
20

 年
、
20
35

 年
の

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
将

来
人

口
は

、
M
in
ist
ry
 o
f P

la
nn

in
g 
(M

O
P)

の
人

口
予

測
（
Ja
nu

ar
y，

20
11

）
を

基
に

設
定

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
M
O
P 

の
人

口
予

測
は

旧
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
エ

リ
ア

の
人

口
予

測
で

あ
る

の
で

、
20
08

 年
セ

ン
サ

ス
結

果
を

使
っ

て
補

正
を

行
い

、
新

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

エ
リ

ア
の

将
来

人
口

を
設

定
し

て
い

る
。

・
20
12

 年
基

準
年

で
の

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

（
新

都
域

）
の

人
口

を
18

5 
万

人
、

短
期

目
標

年
（2
01

6 
年

）
を
21
5 

万
人

、
中

期
目

標
年

（
20
20

 年
）
を

24
1 

万
人

、
最

終
目

標
年

（
20
35

 年
）
を

28
7 

万
人

と
設

定
し

た
。

20

社
会

・
経

済
／

G
D

P
・
経

済
成

長
率

So
ur
ce

：
In
te
rn
at
io
na
l M

on
et
ar
y 
Fu
nd

，
W
or
ld
 E
co
no

m
ic
 O
ut
lo
ok

 D
at
ab
as
e，

Ap
ril
 2
01
6

Es
tim

at
e 
va
lu
e

Es
tim

at
e 
va
lu
e

Es
tim

at
e 
va
lu
e

U
pt
re
nd

U
pt
re
nd

M
ai
nt
ai
ni
ng

 h
ig
h 
gr
ow

th
 ra

te
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社
会

イ
ン

フ
ラ

・
不

連
続

な
国

道
が

あ
る

、
郊

外
は

道
路

密
度

が
低

く
舗

装
さ

れ
て

い
な

い
等

、
道

路
整

備
は

不
十

分
で

あ
る

。
ま

た
、

公
共

交
通

は
バ

ス
３

路
線

の
み

で
あ

り
、

鉄
道

は
全

線
運

休
状

態
で

あ
る

。
こ

の
た

め
、

都
内

の
道

路
の

交
通

渋
滞

は
著

し
い

。
・
浄

水
所

は
4
箇

所
あ

り
、

都
内

の
給

水
人

口
は

8
5
％

程
度

で
あ

る
。

・
生

活
排

水
は

、
ほ

ぼ
未

処
理

の
ま

ま
水

路
や

池
に

放
流

さ
れ

て
お

り
環

境
汚

染
が

進
ん

で
い

る
。

・
電

力
は

、
主

に
ベ

ト
ナ

ム
や

都
内

の
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

施
設

か
ら

、
3
つ

の
変

電
所

を
通

じ
て

、
都

内
に

供
給

さ
れ

る
が

、
停

電
が

発
生

す
る

な
ど

不
安

定
で

あ
る

。
ま

た
、

電
気

料
金

は
近

隣
諸

国
と

比
べ

て
高

額
で

あ
る

。
・
都

内
に

は
、

埋
立

処
分

場
が

1
箇

所
し

か
な

い
。

急
速

な
人

口
増

加
と

経
済

発
展

に
よ

り
、

計
画

を
遥

か
に

超
え

る
ス

ピ
ー

ド
で

埋
立

が
進

ん
で

い
る

。

21
22

温
室

効
果

ガ
ス

(G
H

G
)

S
ou

rc
e：

th
e 

M
in

is
try

 o
f t

he
 E

nv
iro

nm
en

t，
Ja

pa
n，

20
16

. N
ew

M
ec

ha
ni

sm
s 

In
fo

rm
at

io
n 

P
la

tfo
rm

ht
tp

://
w

w
w.

m
m

ec
ha

ni
sm

s.
or

g/
in

iti
at

iv
es

/c
am

bo
di

a_
in

fo
.h

tm
l

Es
tim

at
ed

 G
HG

 e
m
iss
io
n 
fr
om

 E
ne

rg
y 
so
ur
ce
s (
ex
cl
ud

in
g 
bi
om

as
s)
(2
00

0‐
20

50
)

A 
sig

ni
fic
an
t i
nc
re
as
e 
is 
ex
pe

ct
ed

23

現
状

課
題

(1
)総

論
・
上

水
道

は
普

及
率

8
5
％

程
度

で
あ

り
、

一
部

の
エ

リ
ア

を
除

き
、

直
接

飲
用

が
可

能
で

あ
り

整
備

が
進

ん
で

い
る

。
一

方
、

道
路

、
下

水
道

、
廃

棄
物

管
理

な
ど

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
が

遅
れ

、
環

境
汚

染
や

公
衆

衛
生

の
悪

化
が

著
し

く
進

ん
で

い
る

。
都

民
生

活
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
に

は
、

イ
ン

フ
ラ

整
備

が
急

務
で

あ
る

。

・
電

力
供

給
は

停
電

の
発

生
、

電
圧

が
不

安
定

な
ど

課
題

を
抱

え
て

い
る

。
ま

た
、

電
気

料
金

が
高

額
で

あ
る

た
め

、
海

外
か

ら
の

企
業

進
出

や
、

企
業

の
経

済
活

動
に

影
響

が
及

ん
で

い
る

。
太

陽
光

発
電

や
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

な
ど

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
含

め
て

多
様

な
電

源
を

開
発

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

・
ま

た
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

は
沿

岸
低

平
地

で
あ

り
、

水
位

上
昇

の
影

響
を

受
け

や
す

い
こ

と
か

ら
も

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
積

極
的

に
導

入
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

を
抑

制
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

・
将

来
の

急
激

な
経

済
発

展
、

人
口

増
加

に
伴

っ
て

増
加

が
見

込
ま

れ
て

い
る

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
、

水
需

要
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
需

要
の

抑
制

が
求

め
ら

れ
る

。

・
甚

大
な

公
害

を
克

服
し

、
グ

リ
ー

ン
成

長
を

遂
げ

て
い

る
北

九
州

市
の

事
例

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

、
経

済
発

展
を

遂
げ

つ
つ

環
境

改
善

を
行

う
こ

と
は

可
能

で
あ

り
、

経
済

と
環

境
の

調
和

し
た

持
続

可
能

な
発

展
が

求
め

ら
れ

る
。

24

(2
)行

政
・
中

央
政

府
の

組
織

の
一

部
が

プ
ン

ン
ペ

ン
都

行
政

組
織

に
組

み
込

ま
れ

、
指

揮
命

令
系

統

が
複

雑
に

な
っ

て
お

り
、

ス
ピ

ー
デ

ィ
な

行
政

運
営

を
難

し
く
し

て
い

る
面

が
あ

る
。

・
都

市
の

課
題

解
決

に
あ

た
っ

て
は

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
方

式
に

加
え

、
担

当
者

レ
ベ

ル
か

ら
の

提

案
に

よ
る

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

方
式

も
重

要
で

あ
り

、
具

体
的

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

で
き

る
人

材

育
成

が
必

要
で

あ
る

。

(3
)企

業
・
現

在
は

軽
工

業
が

中
心

の
発

展
段

階
で

あ
る

が
、

今
後

は
、

産
業

の
高

度
化

に
向

け
て

地

場
産

業
の

育
成

と
外

資
系

企
業

の
誘

致
に

よ
る

技
術

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

導
入

が
求

め
ら

れ
る

。

・
特

に
、

軽
工

業
か

ら
重

工
業

へ
発

展
す

る
際

に
、

大
気

や
水

、
土

壌
な

ど
を

汚
染

す
る

こ
と

が

な
い

よ
う

に
公

害
防

止
対

策
や

ク
リ

ー
ナ

ー
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

に
努

め
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

(4
)都

民
・
廃

棄
物

問
題

が
深

刻
化

し
て

い
る

が
、

市
民

の
環

境
意

識
を

高
め

、
ご

み
の

分
別

・
リ

サ
イ

ク

ル
の

推
進

や
不

法
投

棄
の

防
止

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
自

動
車

や
ガ

ソ
リ

ン
バ

イ
ク

に
よ

る
交

通
渋

滞
の

た
め

に
、

大
気

汚
染

と
CO

2増
加

が
進

ん
で

お
り

、
公

共
交

通
へ

の
乗

り
換

え
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

現
状

課
題
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戦
略

策
定

25
26

計
画

の
ビ

ジ
ョ

ン

気
候

変
動

に
賢

く
対

応
し

、
ア

ジ
ア

の
環

境
首

都
と

し
て

模
範

と
な

る
持

続
的

発
展

を
実

現
す

る
首

都
プ

ノ
ン

ペ
ン

環
境

首
都

プ
ノ

ン
ペ

ン
を

実
現

す
る

た
め

に
重

要
な

要
素

で
あ

る
環

境
・
経

済
・
社

会
・
文

化
の

各
成

長
は

、
各

要
素

間
の

調
和

や
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

と
と

も
に

、
持

続
性

を
有

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

た
、

こ
れ

ら
の

成
長

を
支

え
て

い
く
た

め
の

人
材

の
育

成
を

図
っ

て
い

く
。

社
会

環
境

経
済

人
材

文
化

27

基
本

方
針

(1
/
3
)

■
廃

棄
物

分
野

：廃
棄

物
の

確
実

な
収

集
・適

正
処

理
と

資
源

循
環

型
社

会
・経

済
の

構
築

▸
廃

棄
物

を
確

実
に

収
集

し
適

正
に

処
理

す
る

。
ま

た
、

資
源

と
し

て
再

利
用

す
る

循
環

型

社
会

・
経

済
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

リ
サ

イ
ク

ル
ビ

ジ
ネ

ス
の

育
成

を
図

る
。

▸
廃

棄
物

に
よ

る
環

境
問

題
発

生
を

徹
底

的
に

防
止

・
抑

制
す

る
。

廃
棄

物
発

生
量

が
少

な

い
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

や
産

業
構

造
・
生

産
活

動
を

実
現

し
、

廃
棄

物
由

来
の

温
室

効
果

ガ
ス

を
削

減
す

る
。

■
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

：エ
ネ

ル
ギ

ー
の

効
率

的
利

用
と

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

積
極

的
活

用

▸
現

在
の

不
安

定
な

電
力

供
給

を
是

正
し

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
効

率
的

利
用

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー

を
積

極
的

に
推

進
し

、
今

後
増

大
が

予
測

さ
れ

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

を
図

る
。

▸
恵

ま
れ

た
太

陽
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
は

じ
め

バ
イ

オ
マ

ス
な

ど
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

積

極
的

に
利

用
す

る
と

と
も

に
、

太
陽

光
発

電
事

業
な

ど
経

済
と

環
境

が
両

立
で

き
る

仕
組

み

づ
く
り

を
行

う
。

28

基
本

方
針

(2
/
3
)

■
上

下
水

道
・雨

水
排

水
分

野
：飲

料
可

能
な

水
道

エ
リ

ア
の

拡
大

と
汚

水
・雨

水
の

徹
底

処
理

▸
直

接
飲

料
で

き
る

水
道

エ
リ

ア
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
家

庭
や

事
業

所
か

ら
排

出
さ

れ
る

汚
水

を
適

切
に

処
理

し
、

水
質

汚
染

の
な

い
良

好
な

水
辺

環
境

を
再

生
・
創

出
す

る
。

▸
都

民
が

安
全

に
暮

ら
せ

る
よ

う
い

ま
だ

浸
水

が
頻

繁
に

発
生

し
て

い
る

地
域

の
浸

水
を

解

消
す

る
。

さ
ら

に
、

首
都

と
し

て
の

機
能

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
気

候
変

動
に

伴
う

豪
雨

発
生

頻
度

の
増

加
等

浸
水

被
害

リ
ス

ク
を

軽
減

で
き

る
雨

水
排

水
施

設
等

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

推
進

す
る

。

■
交

通
分

野
：
利

便
性

の
高

い
低

炭
素

型
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム

▸
社

会
、

経
済

、
環

境
の

側
面

か
ら

大
き

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
道

路
渋

滞
、

大
気

汚
染

の

改
善

を
図

る
た

め
、

低
公

害
型

車
両

に
よ

る
利

便
性

の
高

い
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
を

整
備

す
る

。

▸
道

路
、

信
号

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
ハ

ー
ド

整
備

と
合

わ
せ

、
車

検
制

度
、

排
ガ

ス
規

制
等

ソ
フ

ト
対

策
の

充
実

、
確

実
な

履
行

を
図

り
、

道
路

渋
滞

を
緩

和
す

る
。
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29

基
本

方
針

(3
/
3
)

■
環

境
保

全
分

野
：環

境
首

都
に

ふ
さ

わ
し

い
環

境
レ

ベ
ル

の
確

保
と

自
然

環
境

と
の

共
存

▸
社

会
経

済
活

動
に

よ
っ

て
発

生
す

る
種

々
の

環
境

問
題

（
廃

棄
物

、
排

水
、

排
気

ガ
ス

、

騒
音

等
）
に

よ
る

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
を

軽
減

し
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

が
目

指
す

環
境

首
都

に
ふ

さ

わ
し

い
環

境
レ

ベ
ル

を
維

持
・
向

上
で

き
る

施
策

を
計

画
的

・
総

合
的

に
実

施
す

る
。

▸
都

内
の

森
林

、
緑

地
、

湿
地

な
ど

の
自

然
環

境
の

保
全

、
生

物
多

様
性

を
確

保
し

自
然

環

境
と

共
存

す
る

と
い

っ
た

本
来

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
文

化
で

大
切

し
て

き
た

価
値

観
を

醸
成

す

る
施

策
を

展
開

す
る

。

■
グ

リ
ー

ン
生

産
分

野
：
低

炭
素

化
・
環

境
配

慮
型

の
産

業
構

造
の

構
築

▸
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
（
原

料
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

効
率

的
使

用
、

環
境

負
荷

を
軽

減

す
る

生
産

工
程

）
の

導
入

な
ど

環
境

に
配

慮
し

た
生

産
活

動
を

積
極

的
に

推
進

し
、

低
炭

素
化

を
目

指
す

。

▸
農

業
を

は
じ

め
、

そ
の

他
の

産
業

に
お

い
て

も
環

境
に

配
慮

し
た

生
産

構
造

へ
と

転
換

を

図
る

。

▸
環

境
に

配
慮

し
た

社
会

・
経

済
活

動
を

積
極

的
に

推
進

し
て

い
く
た

め
の

人
材

を
育

成
す

る
。

30

数
値

目
標

（
案

）

目
標

年
項

目
20
17

‐2
02
3年

20
35

年

国 全 体
GH

G
排

出
量

7,
14
9G

gC
O
2 
(2
02
5年

)
(＝

Ba
U
9,
60
1－

2,
45
2)

1,
03
13
Gg

CO
2

(＝
Ba

U
14
,0
43

－
3,
73
0)

削
減

量
2,
45
2G

gC
O
2(
20
25

年
)

(2
6%

re
du

ct
io
n 
Co

m
pa
re
d 
to
 B
aU

) 
3,
73
0G

gC
O
2

(2
7%

re
du

ct
io
n 
Co

m
pa
re
d 
to
 B
aU

) 

プ ノ ン ペ ン 都

GH
G

排
出

量
3,
05
3G

gC
O
2 

4,
40
3G

gC
O
2 

削
減

量
1,
04
7G

gC
O
2

1,
59
3G

gC
O
2

評 価 指 標 値 （ 目 安 ）

廃
棄

物
収

集
率

都
市

固
体

ゴ
ミ

：
90
%

以
上

産
業

廃
棄

物
：
85
%

以
上

都
市

固
体

ゴ
ミ

：
10
0%

産
業

廃
棄

物
：
10
0%

廃
棄

物
資

源
化

率
都

市
固

体
ゴ

ミ
：
50
%

以
上

産
業

廃
棄

物
：
85
%

以
上

都
市

固
体

ゴ
ミ

：
95
%

以
上

産
業

廃
棄

物
：
95
%

以
上

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
に

よ
る
GH

G削
減

量
10
0.
8G

gC
O
2 
(2
02
5年

)
99
.9
Gg

CO
2

公
共

交
通

利
用

率
20
%

以
上

25
%

以
上

車
検

受
検

率
50
%

以
上

10
0%

車
等

排
ガ

ス
基

準
達

成
率

50
%

以
上

10
0%

C
am

bo
di

a’
s

S
e
c
o
n
d 

N
at

io
n
al

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
s(

M
o
E
、

N
o
v.

2
0
1
5
)、

各
種

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

設
定

さ
れ

て
い

る
数

値
目

標
や

、
他

都
市

の
指

標
を

参
考

に
し

て
、

数
値

目
標

を
設

定
し

た
。

31

数
値

目
標

（
案

）

目
標

年
項

目
20
17

‐2
02
3年

20
35

年

プ ノ ン ペ ン 都

評 価 指 標 値 （ 目 安 ）

大
気

質
環

境
基

準
達

成
率

50
%

以
上

10
0%

地
表

水
環

境
基

準
達

成
率

50
%

以
上

10
0%

水
道

普
及

率
90
%

(直
接

飲
料

可
率

：
8
0
%
以

上
)

10
0%

(直
接

飲
料

可
率

：
1
0
0
%
)

汚
水

処
理

率
生

活
系

：
5%

以
上

産
業

系
：
10
%

以
上

生
活

系
：
50
%

以
上

産
業

系
：
10
0%

緑
地

面
積

10
m

2 /
Pe
rs
on

(国
全

体
：
国

土
全

体
の
60
%
)

20
m

2 /
Pe
rs
on

(国
：
国

土
全

体
の
60
%
)

グ
リ

ー
ン

農
業

実
施

率
10
%

以
上

70
%

32

数
値

目
標

（
案

）
の

設
定

根
拠

(1
/
4
)

1
．

国
全

体
の

G
H

G
排

出
量

・
削

減
量

国
全

体
の

排
出

量
と

削
減

量
の

目
標

値
は

、
C

am
bo

di
a’

s
S
e
c
o
n
d 

N
at

io
n
al

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
s(

M
o
E
、

N
o
v.

2
0
1
5
)に

示
さ

れ
た

T
o
ta

l
B

as
e
lin

e
E
m

is
si

o
n
sと

T
o
ta

l
S
av

in
gs

を
用

い
て

求
め

た
。

2
．

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
G

H
G

排
出

量
・
削

減
量

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
G

H
G

排
出

量
・
削

減
量

＝
国

全
体

の
G

H
G

排
出

量
・
削

減
量

×
損

益
比

率
(4

2
.7

%
)*

1

こ
こ

で
、

損
益

比
率

(2
0
1
3
～

2
0
1
4
年

)は
次

式
に

よ
り

求
ま

る
。

損
益

比
率

(4
2
.7

%
)＝

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

全
体

の
事

業
所

の
損

益
合

計
(1

,6
1
4
m

ill
io

n
U

S
D

)
/
国

全
体

の
事

業
所

の
損

益
の

合
計

(3
,7

7
6
m

ill
io

n
U

S
D

)
＜

参
考

＞
-

国
全

体
に

対
す

る
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

人
口

の
割

合
(2

0
2
5
年

予
測

)＝
1
1
.5

%*
2

-
国

全
体

に
対

す
る

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
事

業
所

数
の

割
合

(2
0
1
4
年

)＝
1
4
.9

%*
1

-
国

全
体

に
対

す
る

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
従

業
者

数
の

割
合

(2
0
1
4
年

)＝
2
9
.5

%*
1

＊
1

カ
ン

ボ
ジ

ア
2
0
1
4
年

中
間

年
経

済
調

査
確

報
結

果
，

カ
ン

ボ
ジ

ア
計

画
省

h
tt

p:
/
/
w

w
w

.s
ta

t.
go

.jp
/
in

fo
/
m

e
e
ti
n
gs

/
c
am

bo
di

a/
c
1
4
f_

tb
1
.h

tm
＊

2
O

ve
rv

ie
w

o
f
U

rb
an

D
e
ve

lo
pm

e
n
t

in
P

h
n
o
m

P
h
e
n

C
ap

it
al

C
it
y，

U
rb

an
iz

at
io

n
D

iv
is

io
n
,
P

h
n
o
m

P
e
n
h

C
ap

it
al

H
al

l

G
H

G
排

出
量

(目
標

値
)＝

T
o
ta

l
B

as
e
lin

e
E
m

is
si

o
n
s-

T
o
ta

l
S
av

in
gs

G
H

G
削

減
量

(目
標

値
)＝

T
o
ta

l
S
av

in
gs
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事
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損
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年
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ノ

ン
ペ

ン
都

に
あ

る
事

業
所

全
体

の
事

業
所

利
益

は
、

他
の

州
と

比
較

し
て

飛
び

抜
け

て
い

る
。
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を
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数
値

目
標

（
案

）
の

設
定

根
拠

(2
/
4
)

3
．

廃
棄

物
収

集
率

・
廃

棄
物

資
源

化
率

2,
89

0
（
20

10
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2,
80

9
（
20

14
）

2,
70

2
（
20

14
）

2,
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So
ur
ce
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or
ld
 C
ou
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 C
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 D
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O
pe
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Da

ta
 P
or
ta
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n.
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4
．

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

C
am

bo
di

a’
s

S
e
c
o
n
d 

N
at

io
n
al

 C
o
m

m
u
n
ic

at
io

n
s(

M
o
E
、

N
o
v.

2
0
1
5
)に

は
、

国
全

体
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

G
H

G
削

減
量

が
示

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

国
全

体
の

G
H

G
削

減
量

に
、

国
全

体
に

占
め

る
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

損
益

比
率

(4
2
.7

%
)を

乗
じ

て
設

定
し

た
。

表
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

に
よ

る
G

H
G

削
減

量
(B

aU
比

)

項
目

国
全

体
C

O
2

削
減

量
(G

gC
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ノ
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Th
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Po

pu
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tio

n 
of
 e
ac
h 
ci
ty
 is
 sh

ow
n 
in
 b
lu
e
(t
ho

us
an
d 
pe

op
le
 )

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
将

来
人

口
(2

0
2
0
年

:2
,4

0
6
,0

0
0
人

, 
2
0
3
5

年
:2

,8
6
8
,0

0
0
人

)と
同

規
模

の
都

市
は

、
家

庭
系

固
形

廃
棄

物
の

収
集

率
は

、
概

ね
1
0
0
%
で

あ
る

。
※

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

も
、

2
0
3
5
年

に
、

都
市

固
形

廃
棄

物
の

収
集

率
が

1
0
0
%
を

達
成

で
き

る
よ

う
取

り
組

ん
で

い
く
。

廃
棄

物
資

源
化

率
に

つ
い

て
も

、
9
5
%
以

上
と

な
る

よ
う

に
取

り
組

む
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数
値

目
標

（
案

）
の

設
定

根
拠

(3
/
4
)

5
．

公
共

交
通

利
用

率

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

総
合

交
通

計
画

(D
e
c
.2

0
1
4
)

に
お

い
て

設
定

さ
れ

て
い

る
2
0
3
5
年

の
目

標
値

3
0
%
を

参
考

に
設

定
し

た
。

参
考

ま
で

に
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
将

来
人

口
(2

0
2
0

年
:2

,4
0
6
,0

0
0
人

, 
2
0
3
5
年

:2
,8

6
8
,0

0
0
人

)と
同

規
模

の
都

市
の

公
共

交
通

利
用

率
は

、
4
0
～

7
0
%
程

度
で

あ
る

。

6
．

水
道

水
直

接
飲

料
可

率

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
将

来
人

口
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0
2
0
年

:2
,4

0
6
,0

0
0
人

, 
2
0
3
5

年
:2

,8
6
8
,0

0
0
人

)と
同

規
模

の
都

市
の

水
道

普
及

率
（
飲

料
水

）
は

、
概

ね
1
0
0
%
で

あ
る

。
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
も

、
2
0
3
5
年

に
水

道
普

及
率

1
0
0
%
(直

接
飲
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可

率
1
0
0
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達
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で
き

る
よ
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で

い
く
。
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数
値

目
標

（
案

）
の

設
定

根
拠

(4
/
4
)

7
．

緑
地

面
積

プ
ノ

ン
ペ

ン
の

人
口

一
人

当
た

り
の

緑
地

面
積

は
1
.1

m
2
で

あ
り

、
世

界
の

主
要

都
市

と
比

較
し

て
非

常
に

小
さ

い
。

世
界

の
主

要
都

市
の

事
例

を
参

考
に

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

2
0
3
5
年

の
目

標
を

2
0
m

2
/
pe

rs
o
n
と

設
定

す
る

。
日

本
に

お
い

て
も

、
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0
m
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/
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と

い
う

数
値
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。
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推
進

体
制

1.
計

画
推

進
の

た
め

の
新

た
な

組
織

づ
く
り

本
計

画
は

テ
ー

マ
が

多
岐

に
わ

た
る

こ
と

、
ま

た
、

中
央

政
府

の
関

連
機

関
と

の
協

力
・
調

整
が

必
要

と
な

る
こ

と
か

ら
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

に
気

候
変

動
お

よ
び

本
計

画
推

進
の

た
め

の
新

た
な

組
織

（
新

部
局

）
を

立
ち

上
げ

、
一

元
的

に
本

計
画

の
推

進
を

所
管

し
、

計
画

の
着

実
な

実
行

で
き

る
組

織
づ

く
り

を
行

う
。

2
.環

境
首

都
実

現
を

見
据

え
た

人
材

の
育

成

本
計

画
の

着
実

な
履

行
の

た
め

に
は

環
境

行
政

に
精

通
し

た
人

材
が

多
数

必
要

と
な

る
。

本
計

画
が

目
指

す
環

境

首
都

の
実

現
の

た
め

、
ま

た
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

の
首

都
と

し
て

他
州

の
環

境
行

政
の

手
本

と
る

よ
う

、
環

境
行

政
の

プ

ロ
と

し
て

の
人

材
の

育
成

を
計

画
的

・
組

織
的

に
推

進
す

る
。

担
当

は
上

記
新

部
局

と
人

事
管

理
局

が
協

働
で

行
う

。

3
.計

画
推

進
に

重
要

な
財

源
の

確
保

計
画

推
進

に
重

要
な

財
源

に
つ

い
て

は
、

中
央

政
府

へ
の

要
望

の
み

な
ら

ず
、

環
境

ビ
ジ

ネ
ス

の
育

成
の

観
点

か

ら
も

P
P

P（
P

ub
lic

 P
riv

at
e 

P
ar

tn
er

sh
ip

）
等

の
手

法
に

よ
り

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
や

資
金

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

く

わ
え

て
、

本
計

画
を

都
の

正
式

な
計

画
と

し
て

承
認

す
る

こ
と

に
よ

り
、

様
々

な
国

際
機

関
か

ら
の

支
援

を
受

け
る

場

合
の

根
拠

と
し

て
活

用
す

る
。

本
課

題
は

、
財

政
局

が
主

担
当

と
な

り
、

新
部

局
と

協
力

し
て

財
源

の
確

保
に

努
め

る
。
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推
進

体
制

4
.関

連
最

新
技

術
の

動
向

把
握

と
適

用

各
セ

ク
タ

ー
で

抱
え

る
問

題
・
課

題
の

改
善

・
解

決
の

た
め

、
新

部
局

は
関

連
す

る
最

新
技

術
の

情
報

・
適

用
事

例

等
、

そ
の

動
向

を
把

握
す

る
。

ま
た

、
適

用
可

能
な

技
術

を
検

討
し

、
関

係
機

関
に

タ
イ

ム
リ

ー
に

情
報

を
提

供
す

る
。

5
.情

報
の

提
供

・
共

有

本
計

画
を

よ
り

効
果

的
・
効

率
的

に
遂

行
で

き
る

よ
う

、
企

業
、

都
民

、
N
GO

,N
PO

等
に

対
し

、
本

計
画

の
内

容
、

進

捗
状

況
を

新
聞

、
TV

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
様

々
な

媒
体

を
利

用
し

て
広

報
し

、
情

報
の

提
供

・
共

有
を

図
る

。
本

課

題
は

、
広

報
・
国

際
交

流
課

が
主

担
当

と
な

り
、

新
部

局
と

協
力

し
て

活
動

を
行

う
。

42

(1
)行

政
は

、
都

市
整

備
の

根
幹

と
な

る
廃

棄
物

、
下

水
道

、
道

路
等

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
を

推
進

す
る

と

と
も

に
、

本
計

画
に

基
づ

き
、

各
セ

ク
タ

ー
の

具
体

的
施

策
を

計
画

的
か

つ
着

実
に

実
施

し
、

持
続

的

発
展

を
実

現
す

る
環

境
首

都
の

実
現

を
目

指
す

。

(2
)行

政
は

、
環

境
に

対
す

る
配

慮
の

重
要

性
を

、
企

業
、

都
民

に
十

分
に

説
明

す
る

と
と

も
に

、
本

計

画
で

実
施

を
位

置
付

け
て

い
る

施
策

の
内

容
、

効
果

、
進

捗
状

況
の

周
知

を
図

り
、

企
業

、
都

民
等

の
積

極
的

な
協

力
・
参

加
を

促
す

。

(3
)ま

た
、

企
業

、
都

民
の

環
境

保
全

活
動

（
例

え
ば

都
内

の
清

掃
活

動
な

ど
）
、

環
境

学
習

に
対

す

る
場

所
、

機
会

、
資

金
等

の
支

援
を

行
う

。

(4
)企

業
、

都
民

が
関

連
す

る
施

策
の

環
境

改
善

効
果

を
、

実
際

の
取

組
み

実
績

を
例

と
し

て
企

業
、

都
民

に
広

報
し

理
解

を
促

す
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
協

力
を

得
ら

れ
る

環
境

づ
く
り

に
努

め
る

。

各
主

体
の

役
割

1.
行

政

43

各
主

体
の

役
割

2.
企

業

(1
)

企
業

は
、

自
ら

の
生

産
活

動
が

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

大
量

に
消

費
し

、
廃

棄
物

・
排

気
ガ

ス
・
廃

水
な

ど

を
排

出
す

る
こ

と
に

よ
り

都
民

の
生

活
環

境
や

自
然

環
境

の
悪

化
を

招
く
こ

と
を

正
し

く
理

解
す

る
必

要
が

あ
る

。

(2
)し

た
が

っ
て

、
企

業
は

、
生

産
活

動
に

お
い

て
経

済
性

や
効

率
性

の
み

を
追

求
す

る
の

で
は

な
く
、

法
令

に
従

い
生

産
過

程
を

見
直

し
、

極
力

環
境

に
負

荷
を

与
え

な
い

生
産

方
法

に
転

換
す

る
。

(3
)企

業
の

環
境

へ
の

配
慮

は
、

結
局

は
製

品
の

価
値

や
企

業
の

社
会

的
信

用
度

を
高

め
る

こ
と

に

な
り

、
企

業
自

身
の

持
続

的
発

展
に

つ
な

が
る

も
の

で
あ

る
。

44

各
主

体
の

役
割

3.
都

民

(1
)都

民
は

、
日

常
に

お
け

る
自

ら
の

生
活

・
行

動
が

自
分

自
身

の
生

活
環

境
や

自
然

環
境

に
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

こ
と

、
す

な
わ

ち
、

都
民

一
人

一
人

が
原

因
者

で
あ

る
こ

と
を

、
ま

ず
は

よ
く
理

解
す

る
必

要
が

あ
る

。

(2
)こ

の
自

覚
を

持
っ

て
、

環
境

首
都

の
都

民
と

し
て

公
衆

衛
生

や
生

活
環

境
の

改
善

に
つ

な
が

る
行

動
（
エ

コ
ラ

イ
フ

）
を

実
践

し
、

将
来

に
良

好
な

環
境

を
引

き
継

ぐ
責

務
が

あ
る

。

(3
)ま

た
、

都
民

は
公

共
機

関
が

行
う

ゴ
ミ

処
理

や
雨

水
・

生
活

排
水

対
策

等
に

係
る

応
分

の
費

用
(処

理
費

等
)

を
負

担
す

る
。

■
エ

コ
ラ

イ
フ

と
は

1
)ご

み
の

減
量

化
・
分

別
お

よ
び

資
源

化
(廃

棄
物

3
R

推
進

)

2
)エ

コ
製

品
、

省
エ

ネ
家

電
の

利
用

3
)省

エ
ネ

行
動

の
実

践
（
節

電
な

ど
）

4
)バ

ス
な

ど
公

共
交

通
機

関
の

利
用

5
)環

境
学

習
へ

の
参

加

6
)町

内
の

清
掃

活
動

7
)環

境
啓

発
等

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加

8
)マ

ナ
ー

向
上

な
ど
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45

各
主

体
の

役
割

4.
そ

の
他

（
観

光
客

等
）

(1
）
近

年
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

は
国

内
外

か
ら

の
観

光
客

や
ビ

ジ
ネ

ス
客

が
増

加
し

、
経

済
活

動
が

活
発

化
し

て
い

る
。

一
方

、
こ

れ
ら

の
活

動
に

伴
う

環
境

負
荷

も
増

大
し

て
お

り
、

そ
の

影
響

を
極

力
削

減
す

る
必

要
が

あ
る

。

(2
)プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

生
活

環
境

、
自

然
環

境
や

観
光

資
源

を
保

全
す

る
た

め
、

来
訪

者
に

も
施

設
利

用
料

や
観

光
税

と
い

っ
た

形
で

負
担

を
お

願
い

し
、

イ
ン

フ
ラ

整
備

等
の

財
源

に
充

て
る

。
分

野
別

課
題

・
具

体
的

施
策

46

47

具
体

的
施

策
の

構
成

分
野

具
体

的
施

策

廃
棄

物

1
.最

終
処

分
量

削
減

，
2
.業

者
へ

の
行

政
指

導
，

3
.分

別
・
資

源
化

の
た

め
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
実

施
，

4
.リ

サ
イ

ク
ル

の
た

め
の

｢ご
み

銀
行

｣の
創

設
，

5
.マ

ニ
ュ

フ
ェ

ス
ト

制
度

の
導

入
(産

業
廃

棄

物
)，

6
.エ

コ
タ

ウ
ン

事
業

の
展

開
(産

業
廃

棄
物

)，
7
.有

害
廃

棄
物

を
適

正
処

理
す

る
モ

デ
ル

事
業

の
実

施
+
適

正
処

理
普

及
の

た
め

の
人

材
育

成
(行

政
側

)，
8
.有

害
廃

棄
物

に
関

す
る

法
制

度
の

充
実

，
9
.埋

立
ご

み
の

焼
却

処
分

等
処

分
場

の
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

，
1
0
.啓

発
活

動
・
人

材

育
成

エ
ネ

ル
ギ

ー

1
.オ

フ
ィ

ス
・
商

業
施

設
を

対
象

に
し

た
省

エ
ネ

事
業

お
よ

び
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

導
入

事
業

，
2
.

公
共

施
設

を
対

象
に

し
た

省
エ

ネ
事

業
お

よ
び

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
事

業
，

3
.工

場
を

対

象
と

し
た

排
熱

回
収

発
電

事
業

，
4
.メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
発

電
事

業
，

5
.再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
固

定

価
格

買
取

制
度

の
導

入

交
通

1
.公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

導
入

と
交

通
結

節
点

の
開

発
，

2
.鉄

道
や

水
運

な
ど

の
既

存
公

共
交

通

の
有

効
利

用
，

3
.道

路
整

備
，

4
.交

通
管

理
施

設
の

導
入

，
5
.駐

車
場

整
備

，
6
.快

適
な

歩
行

者
空

間
の

整
備

，
7
.運

転
者

教
育

・
交

通
取

締
，

8
.モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
，

9
.物

流
の

効
率

化
，

1
0
.

大
気

汚
染

や
振

動
へ

の
対

策
及

び
C

O
2
 排

出
量

の
軽

減
な

ど
都

心
部

の
公

園
や

緑
地

の
整

備
，

1
1
.上

水
道

整
備

計
画

・
廃

棄
物

回
収

計
画

と
一

体
と

な
っ

た
道

路
計

画
，

1
2
.適

正
な

都
市

交
通

関

連
組

織
の

設
置

目
標

達
成

の
た

め
に

実
施

す
べ

き
施

策
を

、
つ

ぎ
の

と
お

り
提

案
す

る
。

48

具
体

的
施

策
の

構
成

分
野

具
体

的
施

策

上
下

水
・

雨
水

排
水

1
.民

営
水

道
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
計

測
機

器
の

導
入

(郊
外

部
)，

2
.水

源
の

確
保

・
水

質
保

全
，

3
.

上
水

道
設

備
の

省
エ

ネ
化

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
，

4
.現

在
と

り
ま

と
め

中
の

汚
水

処

理
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
も

と
づ

く
汚

水
収

集
の

た
め

の
下

水
道

の
面

整
備

と
下

水
処

理
場

の
早

期

建
設

，
5
.行

政
指

導
の

強
化

、
罰

則
規

定
の

明
確

化
と

適
正

な
運

用
，

6
.早

急
な

雨
水

排
水

施
設

の
整

備
・
改

善
，

7
.分

散
型

汚
水

処
理

シ
ス

テ
ム

整
備

事
業

環
境

保
全

1
.大

気
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
整

備
そ

れ
に

も
と

づ
く
実

態
把

握
，

2
.振

動
に

関
す

る
環

境

基
準

の
設

定
，

3
.排

気
ガ

ス
由

来
の

大
気

汚
染

改
善

の
た

め
の

法
制

度
の

充
実

，
4
.計

画
的

な

水
質

汚
濁

改
善

に
資

す
る

環
境

基
準

適
用

方
法

の
見

直
し

，
5
.下

水
処

理
場

の
整

備
，

6
.水

質

汚
濁

実
態

把
握

の
た

め
の

定
期

的
水

質
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

，
7
.貴

重
な

生
態

系
の

保
全

，
8
.

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

版
グ

リ
ー

ン
成

長
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

策
定

グ
リ

ー
ン

生
産

1
.工

業
発

展
の

た
め

の
人

材
育

成
，

2
.ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
の

推
進

，
3
.中

小
企

業
の

育

成
，

4
.環

境
に

配
慮

し
た

物
品

の
販

売
，

5
.グ

リ
ー

ン
農

業
の

展
開

，
6
.農

業
・
畜

産
業

か
ら

排
出

さ
れ

る
バ

イ
オ

マ
ス

の
有

効
活

用
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分
野

別
課

題
・
具

体
的

施
策

＜
廃

棄
物

分
野

＞

49
50

廃
棄

物
分

野
・
課

題

【
固

形
廃

棄
物
(家

庭
系

＋
事

業
系

廃
棄

物
)】

・
各

国
の

国
際

開
発

援
助

機
関

を
は

じ
め

様
々

な
ド

ナ
ー

に
よ

り
、

廃
棄

物
関

連
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

効
果

が
上

が
っ

て
い

な
い

。
廃

棄
物

管
理

に
つ

い
て

は
、

家
庭

に
お

け
る

排
出

段
階

で
の

分
別

・
減

量
化

、
収

集
・
運

搬
、

中
間

処
理

、
最

終
処

分
と

い
っ

た
全

体
シ

ス
テ

ム
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

部
分

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
で

は
抜

本
的

な
解

決
に

つ
な

が
ら

な
い

。
そ

の
た

め
に

は
、

廃
棄

物
管

理
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
づ

く
り

が
急

務
で

あ
る

。

◇
固

形
廃

棄
物

・
人

口
の

経
年

的
動

向

（
出

典
：
IT
C 
Re

po
rt

，
20
15

）

・
廃

棄
物

管
理

の
優

先
順

位
は

、
ま

ず
は

廃
棄

物
の

発
生

抑
制

、
次

に
再

利
用

・
再

資
源

化
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
し

て
の

利
用

、
最

後
の

手
段

が
埋

立
で

あ
り

、
こ

う
し

た
取

組
み

を
通

し
て

循
環

型
社

会
の

構
築

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

・
2
0
1
5
年

8
月

に
「
都

市
に

お
け

る
固

形
廃

棄
物

管
理

に
関

す
る

政
令

」
が

出
さ

れ
、

廃
棄

物
は

一
般

廃
棄

物
と

有
害

廃
棄

物
の

２
種

類
に

分
類

し
、

一
般

廃
棄

物
は

基
礎

自
治

体
で

あ
る

地
区

の
行

政
当

局
の

責
任

で
あ

る
こ

と
が

明
確

化
さ

れ
た

。
同

政
令

に
規

定
す

る
廃

棄
物

管
理

に
は

、
廃

棄
物

の
分

別
、

収
集

・
運

搬
、

リ
サ

イ
ク

ル
に

加
え

、
最

終
処

分
場

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ま

で
含

ん
で

い
る

。
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廃
棄

物
分

野
・
課

題

・
2
0
0
2
年

に
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
と

C
IN

T
R

I社
は

4
9
年

間
の

収
集

・
運

搬
の

コ
ン

セ
ッ

シ
ョ

ン
契

約
を

結
ぶ

。
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
と

し
て

は
、

未
収

地
区

や
収

集
サ

ー
ビ

ス
が

不
十

分
な

地
区

が
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
一

方
で

、
C

IN
T
R

I社
と

し
て

は
、

同
社

と
都

の
契

約
が

都
内

の
道

路
が

舗
装

さ
れ

た
地

区
の

み
で

あ
り

、
廃

棄
物

回
収

の
カ

バ
ー

率
は

概
ね

8
0
％

と
な

っ
て

お
り

、
残

り
2
0
％

は
都

に
新

し
く
吸

収
さ

れ
た

地
区

で
道

路
の

舗
装

化
も

な
さ

れ
て

お
ら

ず
、

収
集

の
対

象
地

区
で

は
な

い
と

主
張

し
て

い
る

。
こ

う
し

た
問

題
を

解
決

す
る

た
め

、
昨

年
末

に
は

、
法

令
1
1
3
号

に
基

づ
き

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

1
2
区

と
C

IN
T
R

Iと
の

間
で

書
面

を
交

わ
し

た
も

の
の

、
収

集
・
運

搬
契

約
そ

の
も

の
で

は
な

く
、

そ
の

内
容

は
ご

み
収

集
計

画
、

道
路

清
掃

、
運

搬
方

法
に

関
す

る
も

の
で

あ
り

、
区

に
対

し
て

は
一

部
の

権
限

委
譲

に
留

ま
る

。
・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

唯
一

の
最

終
処

分
場

で
あ

る
ダ

ン
コ

ー
ル

(D
an

gk
o
r)

処
分

場
で

の
処

分
量

か
ら

、
都

に
お

け
る

2
0
1
3
年

の
廃

棄
物

発
生

量
は

、
日

量
1
,5

5
0
t、

2
0
1
5
年

に
至

っ
て

は
、

カ
ン

ダ
ル

州
内

一
部

地
域

の
都

へ
の

編
入

な
ど

に
起

因
す

る
人

口
増

及
び

収
集

地
区

拡
大

も
あ

り
、

同
2
,0

0
0t

と
推

定
さ

れ
て

い
る

。
廃

棄
物

発
生

量
は

2
0
0
9
年

の
処

分
場

開
設

当
時

の
8
0
0
tか

ら
、

ほ
ぼ

2
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
こ

の
傾

向
は

今
後

も
継

続
す

る
と

予
測

さ
れ

て
お

り
、

廃
棄

物
発

生
量

の
削

減
及

び
に

処
分

場
へ

の
搬

入
量

削
減

が
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

・
廃

棄
物

の
分

別
は

行
わ

れ
て

い
な

い
が

、
各

家
庭

か
ら

家
の

前
の

道
路

に
出

さ
れ

る
家

庭
ご

み
の

中
か

ら
、

か
ん

・
び

ん
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

な
ど

は
エ

ッ
ジ

ャ
イ

(有
価

物
の

回
収

業
者

)が
有

料
回

収
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
処

分
場

に
持

ち
込

ま
れ

る
ご

み
を

確
認

す
る

限
り

、
生

ご
み

を
中

心
に

ビ
ニ

ー
ル

類
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

だ
け

で
な

く
、

か
ん

・
び

ん
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

な
ど

も
か

な
り

混
ざ

っ
た

状
態

に
な

っ
て

い
る

52

廃
棄

物
分

野
・
課

題

◇
産

業
廃

棄
物

処
理

量
の

推
移

（
サ

ロ
ム

取
り

扱
い

分
）

（
出

典
：
M
O
E資

料
、
20
10

）

【
有

害
廃

棄
物

（
産

業
廃

棄
物

を
含

む
）
】

・
「
都

市
に

お
け

る
固

形
廃

棄
物

管
理

に
関

す
る

政
令

」
で

は
一

般
廃

棄
物

と
有

害
廃

棄
物

に
区

分
さ

れ
、

有
害

廃
棄

物
は

医
療

廃
棄

物
を

除
き

、
サ

ロ
ム

・
ト

レ
ー

デ
ィ

ン
グ

社
が

環
境

省
の

許
可

を
受

け
て

一
手

に
引

き
受

け
て

い
る

。
産

業
廃

棄
物

の
処

理
、

処
分

の
実

態
把

握
が

で
き

て
お

ら
ず

、
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
制

度
な

ど
の

ト
レ

ー
サ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

重
要

で
あ

る
。

・
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
産

業
構

造
は

、
軽

工
業

を
中

心
と

す
る

段
階

で
あ

り
、

高
度

な
処

理
を

要
す

る
産

業
廃

棄
物

は
少

な
い

が
、

単
に

処
理

処
分

だ
け

で
な

く
、

排
出

さ
れ

る
産

業
廃

棄
物

を
活

用
し

て
、

セ
メ

ン
ト

工
場

へ
の

原
燃

料
化

な
ど

、
産

業
廃

棄
物

の
資

源
化

・
リ

サ
イ

ク
ル

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
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廃
棄

物
分

野
・
課

題

・
国

連
大

学
の

調
査

に
よ

る
と

、
2
0
1
5
年

に
お

け
る

東
ア

ジ
ア

及
び

東
南

ア
ジ

ア
地

域
の

電
気

電
子

廃
棄

物
(E

-
w

as
te

)の
１

人
当

た
り

の
発

生
量

は
約

1
0
㎏

で
あ

る
の

対
し

て
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
1.

1
0
㎏

、
ベ

ト
ナ

ム
1
.3

4
㎏

で
あ

る
。

カ
ン

ボ
ジ

ア
政

府
で

は
、

今
後

経
済

成
長

に
伴

い
急

増
が

予
想

さ
れ

て
お

り
、

E
-
w

as
te

に
関

す
る

法
令

の
整

備
に

着
手

す
る

と
と

も
に

、
E
-
w

as
te

の
輸

入
禁

止
及

び
中

古
電

気
電

子
機

器
の

輸
入

禁
止

を
措

置
し

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

セ
ク

タ
ー

に
よ

る
処

理
が

主
流

で
あ

り
、

適
正

処
理

に
は

程
遠

い
状

況
で

あ
る

。
・
2
0
0
8
年

に
「
医

療
廃

棄
物

管
理

に
関

す
る

省
令

」
が

出
さ

れ
、

病
院

・
ク

リ
ニ

ッ
ク

が
分

別
し

、
一

定
期

間
保

管
さ

れ
た

の
ち

、
赤

十
字

が
回

収
す

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

が
、

病
院

・
ク

リ
ニ

ッ
ク

で
一

般
の

ご
み

と
一

緒
に

廃
棄

さ
れ

る
な

ど
、

問
題

も
散

見
さ

れ
る

。
ま

た
、

水
銀

を
含

む
蛍

光
管

は
一

般
ご

み
と

分
別

し
て

回
収

す
る

仕
組

み
は

な
く
、

最
終

処
分

場
の

汚
染

も
懸

念
さ

れ
る

。

【
都

民
へ

の
啓

発
活

動
】

・
廃

棄
物

の
発

生
抑

制
や

再
利

用
・

再
資

源
化

な
ど

、
分

別
や

３
Ｒ

な
ど

の
推

進
に

あ
た

っ
て

は
、

都
民

の
協

力
は

不
可

欠
で

あ
る

が
、

都
民

へ
の

啓
発

活
動

が
不

足
し

て
い

る
。

◇
ダ

ン
コ

ー
ル

処
分

場

（
出

典
：
M
O
E資

料
、
20
10

）

◇
運

用
中

の
産

業
廃

棄
物

最
終

処
分

場

45
ℓ

15
円

45
 ℓ

50
 円

30
 ℓ

33
 円

20
 ℓ

22
 円

2.
 家

庭
ご

み
用

指
定

袋
（
有

料
制

）
の

値
上

げ

45
 ℓ
 家

庭
用

ご
み

袋
平

均
重

量
: 
6
 k

g/
袋

処
理

コ
ス

ト
: 
2
5
0
円

/
袋

（
収

集
・
運

搬
と

焼
却

）

50
 円

20
0円

25
0円

（
20

06
か

ら
）

（
20

06
ま

で
）

1.
 プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

の
分

別
収

集
を

実
施

＋

（
20

06
）

（
19

97
）

（
19

93
）

45
 ℓ

20
円

25
ℓ

12
円

廃
棄

物
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
家

庭
ご

み
の

減
量

化
の

取
組

み

2
0
0
6
年

か
ら

新
た

な
リ

サ
イ

ク
ル

シ
ス

テ
ム

を
導

入

54

25
3

25
0

25
5

25
4

25
3

25
2 

24
7

21
4

18
9

18
4

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

10
00

 t
北

九
州

市
に

お
け

る
一

般
廃

棄
物

排
出

量
の

変
化

2
6
%
  

減
量

化

実
施

前
実

施
後

50
0g

/日
69

0g
/日

67
0g

/日

■
ご

み
減

量
化

の
市

民
意

識
の

向
上

廃
棄

物
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

55

ス
ラ

バ
ヤ

市
は

、
人

口
3
0
0
万

人
を

抱
え

る
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
第

２
の

都
市

で
あ

る
が

、
廃

棄
物

発
生

量
の

大
幅

な
削

減
を

達
成

。
こ

れ
は

、
２

０
０

４
年

か
ら

北
九

州
市

の
協

力
に

よ
り

、
ス

ラ
バ

ヤ
市

が
市

内
で

発
生

す
る

廃
棄

物
総

量
の

半
分

以
上

を
占

め
る

生
ゴ

ミ
の

コ
ン

ポ
ス

ト
化

を
積

極
的

に
推

進
し

、
同

時
に

廃
棄

物
管

理
の

活
動

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

や
民

間
企

業
を

巻
き

込
む

こ
と

に
成

功
し

た
た

め
で

あ
る

。

廃
棄

物
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
ス

ラ
バ

ヤ
市

に
お

け
る

廃
棄

物
管

理
事

業
の

展
開

廃
棄

物
発

生
量

の
3
0
％

以
上

の
削

減
を

達
成

56

参考‐108



廃
棄

物
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
生

ゴ
ミ

の
コ

ン
ポ

ス
ト

化
推

進
に

よ
る

社
会

環
境

効
果

57

家
庭

用
コ

ン
ポ

ス
ト

・
バ

ス
ケ

ッ
ト

の
普

及
に

よ
り

家
庭

の
衛

生
環

境
が

き
れ

い
に

。

コ
ン

ポ
ス

ト
の

利
用

に
よ

り
通

り
が

緑
に

。

コ
ン

ポ
ス

ト
の

販
売

や
コ

ン
ポ

ス
ト

を
利

用
し

た
植

物
や

野
菜

の
生

産
が

住
民

の
収

入
減

に
、

コ
ン

ポ
ス

ト
セ

ン
タ

ー
が

雇
用

を
創

出
。

58

廃
棄

物
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
北

九
州

エ
コ

タ
ウ

ン
事

業
～

循
環

型
社

会
へ

の
挑

戦
～

1
9
9
7
年

認
定

1
9
9
8
年

事
業

開
始

事
業

者
施

設
2
4

研
究

施
設

1
0

【
レ

ア
メ

タ
ル

の
回

収
処

理
】

【
自

動
車

リ
サ

イ
ク

ル
】

【
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

の
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

を
研

究
開

発
】

【
蛍

光
管

リ
サ

イ
ク

ル
】

・
視

察
者

約
１
５
２
万

人

(
1
9
9
8
～

2
0
1
6
年

1
１
月

)

・
投

資
額

約
7
1
4
億

円

・
従

業
員

数
約

9
5
5
人

日
本

で
最

大
規

模
の

エ
コ

タ
ウ

ン
（
リ

サ
イ

ク
ル

団
地

）

59

廃
棄

物
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
電

気
電

子
機

器
廃

棄
物

リ
サ

イ
ク

ル
（
日

本
磁

力
選

鉱
㈱

）

現
地

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
者

メ
ー

カ
ー

、
事

業
者

等

廃
製

品
回

収
一

次
解

体

ア
ジ

ア
諸

国
日

本

現
地

企
業

日
本

企
業

輸
出

（
廃

基
板

等
）

回
収

磁
力

選
鉱

製
錬

・
貴

金
属

回
収

微
粉

砕
・

濃
縮

ビ
ジ

ネ
ス

ス
キ

ー
ム

イ
ン

ド
か

ら
バ

ー
ゼ

ル
条

約
に

基
づ

く
、

世
界

初
の

輸
入

。
ベ

ト
ナ

ム
も

同
様

。

廃
家

電
基

板
、

携
帯

電
話

や
小

型
電

子
機

器
等

か
ら

レ
ア

メ
タ

ル
・
貴

金
属

を
濃

縮
回

収
（
二

次
処

理
）

す
る

技
術

を
開

発
し

、
2
0
1
2
年

５
月

か
ら

北
九

州
エ

コ
タ

ウ
ン

内
の

工
場

で
プ

ラ
ン

ト
の

運
転

開
始

。
こ

の
事

業
の

一
環

と
し

て
、

国
内

分
と

併
せ

て
処

理
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

海
外

か
ら

廃
電

子
基

板
等

を
輸

入

イ
ン

ド

健
康

や
環

境
に

悪
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
不

適
切

な
レ

ア
メ

タ
ル

回
収

を
防

ぐ
た

め
、

パ
ソ

コ
ン

な
ど

の
廃

電
子

基
板

に
つ

い
て

高
度

な
回

収
技

術
を

持
つ

日
本

へ
輸

入
開

始
（
2
0
1
3
年

６
月

）

ベ
ト

ナ
ム

新
製

品
投

入
の

ス
ピ

ー
ド

が

速
く
、

買
換

え
等

に
よ

り
大

量

の
廃

棄
物

が
発

生
す

る
携

帯

電
話

や
パ

ソ
コ

ン
な

ど
の

電

気
電

子
機

器
廃

棄
物

の
リ

サ

イ
ク

ル
事

業
を

横
展

開

フ
ィ

リ
ピ

ン

携
帯

電
話

の
小

型
家

電
廃

棄
物

を
中

心
に

、
セ

ブ
市

及

び
マ

ニ
ラ

市
内

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

や
大

型
商

業
施

設
に

回
収

ボ
ッ

ク
ス

を
設

置
し

、
市

民
啓

発
型

の
回

収
事

業
を

実
施

60

廃
棄

物
分

野
・
具

体
的

施
策

（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

1.
廃

棄
物

管

理
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
作

成

家
庭

に
お

け
る

排
出

段
階

で
の

分
別

・
減

量
化

、
収

集
・
運

搬
、

中
間

処
理

、
最

終
処

分
と

い
っ

た
廃

棄
物

管
理

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
総

合
的

な
観

点
か

ら
廃

棄
物

の
適

正
管

理
を

推
進

す
る

た
め

、
廃

棄
物

管
理

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

作
成

す
る

。

都
廃

棄
物

管
理

局
中

長
期

2.
収

集
・
運

搬
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

収
集

・
運

搬
業

者
へ

の
管

理
・
監

督
を

適
正

に
行

う
た

め
、

区
へ

の
権

限
委

譲
を

進
め

る
と

と
も

に
、

収
集

・
運

搬
サ

ー
ビ

ス
対

象
外

地
域

を
解

消
し

、
都

民
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
。

都
廃

棄
物

管
理

局
短

期
廃

棄
物

収
集

率

3.
家

庭
ご

み

の
分

別
・

減
量

化
の

た
め

の
モ

デ
ル

事
業

の
実

施

家
庭

に
お

け
る

排
出

段
階

で
の

分
別

・
減

量
化

を
進

め
る

た
め

、
モ

デ
ル

地
区

に
お

い
て

家
庭

ご
み

の
適

切
な

分
別

と
生

ご
み

の
コ

ン
ポ

ス
ト

化
を

普
及

さ
せ

る
。

同
上

短
期

資
源

化
率

G
H

G
削

減
量

地
域

ご
と

に
、

市
場

か
ら

発
生

す
る

生
ご

み
や

街
路

樹
等

の
剪

定
し

た
枝

葉
な

ど
を

対
象

と
し

た
コ

ン
ポ

ス
ト

セ
ン

タ
ー

を
設

置
す

る
。

併
せ

て
、

家
庭

で
作

成
し

た
コ

ン
ポ

ス
ト

に
つ

い
て

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
付

加
し

て
回

収
す

る
た

め
の

拠
点

と
す

る
。

短
期

モ
デ

ル
地

区
を

徐
々

に
拡

大
さ

せ
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

全
域

の
分

別
・

減
量

化
を

推
進

し
、

上
記

の
廃

棄
物

管
理

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

コ
ン

セ
プ

ト
づ

く
り

に
取

り
組

む
。

中
長

期
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61

廃
棄

物
分

野
・
具

体
的

施
策

（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

4.
｢
ご

み
銀

行
｣の

創
設

家
庭

等
か

ら
発

生
す

る
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
、

缶
、

ビ
ン

、
金

属
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

等
の

有
価

物
に

つ
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
レ

ベ
ル

で
分

別
・
回

収
を

促
進

す
る

た
め

、
｢ご

み
銀

行
｣を

創
設

す
る

。

同
上

民
間

事
業

者
短

期
資

源
化

率

5.
中

間
処

理

と
し

て
の

廃
棄

物
発

電
の

導
入

増
え

続
け

る
都

市
ご

み
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
埋

立
処

分
だ

け
で

は
限

界
が

あ
り

、
中

間
処

理
に

よ
る

減
容

化
を

進
め

る
た

め
、

廃
棄

物
発

電
事

業
を

導
入

す
る

。
ス

ト
ー

カ
ー

炉
に

よ
る

焼
却

処
理

と
発

生
す

る
蒸

気
に

よ
る

発
電

、
あ

る
い

は
生

ご
み

だ
け

を
分

別
し

て
発

生
す

る
メ

タ
ン

ガ
ス

を
活

用
し

て
発

電
す

る
方

法
が

あ
り

、
地

域
特

性
に

よ
っ

て
、

よ
り

適
し

た
施

設
の

導
入

を
検

討
す

る
。

6.
最

終
処

分

場
の

適
正

管
理

現
行

の
ダ

ン
コ

ー
ル

(D
an

gk
or

)最
終

処
分

場
に

つ
い

て

滲
出

水
な

ど
に

よ
る

環
境

汚
染

を
防

ぐ
た

め
に

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

常
に

実
施

し
、

適
正

な
管

理
を

行
う

。
ま

た
、

次
期

処
分

場
の

建
設

に
あ

た
っ

て
は

、
衛

生
埋

立
(S

an
ita

ry
La

nd
fil

l)に
切

り
替

え
、

環
境

負
荷

の
低

減
を

図
る

。

都
廃

棄
物

管
理

局
中

長
期

処
分

量
G

H
G

削
減

量

62

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

7.
電

気
電

子
廃

棄
物

(E
-

w
as

te
)の

リ
サ

イ
ク

ル
電

気
電

子
廃

棄
物

(E
-w

as
te

)の
法

的
整

備
を

国
に

働
き

か
け

、
こ

れ
ま

で
の

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
セ

ク
タ

ー
か

ら
国

の
許

可
を

得
た

事
業

者
が

E
-w

as
te

の
適

正
処

理

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
を

実
施

す
る

。

都
廃

棄
物

管
理

局
中

長
期

資
源

化
率

リ
サ

イ
ク

ル
率

8.
産

業
廃

棄
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

産
業

廃
棄

物
を

活
用

し
て

セ
メ

ン
ト

工
場

へ
の

原
燃

料
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
建

設
廃

材
に

よ
る

路
盤

材
や

汚
泥

に
よ

る
燃

料
な

ど
を

生
産

し
、

静
脈

産
業

の
振

興
を

図
る

。

都
廃

棄
物

管
理

局

民
間

事
業

者

中
長

期
資

源
化

率

リ
サ

イ
ク

ル
率

9.
有

害
廃

棄
物

の
適

正

処
理

水
銀

を
含

む
蛍

光
管

な
ど

の
有

害
廃

棄
物

を
適

正
処

理
す

る
た

め
、

有
害

廃
棄

物
を

処
理

で
き

る
事

業
者

の
育

成
を

図
る

。

環
境

省
都

廃
棄

物
管

理
局

短
期

処
理

量

廃
棄

物
分

野
・
具

体
的

施
策

（
案

）
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廃
棄

物
分

野
・
具

体
的

施
策

（
案

）

・
北

九
州

市
皇

后
崎

ご
み

焼
却

・
発

電
工

場
・
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
ス

ラ
バ

ヤ
市

で
の

家
庭

ご
み

コ
ン

ポ
ス

ト
化

の
取

組
み

ht
tp
:/
/w

w
w
.k
ita

q‐
ec
ot
ow

n.
co
m
/

・
北

九
州

市
エ

コ
タ

ウ
ン

セ
ン

タ
ー

棟
（
啓

発
活

動
拠

点
）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

10
.分

別
・
３

Ｒ
の

た
め

の
啓

発
活

動
・
人

材
育

成
分

別
・
３

Ｒ
の

た
め

の
啓

発
活

動
を

推
進

す
る

た
め

、
小

学
校

等
に

お
け

る
環

境
教

育
の

実
践

と
、

そ
の

た
め

の
教

員
育

成
を

図
る

。
ま

た
、

民
間

事
業

者
、

N
G

O
、

N
PO

な
ど

と
連

携
し

て
地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

レ
ベ

ル
で

の
環

境
教

育
を

推
進

す
る

。

都
廃

棄
物

管
理

局
N

G
O

N
P

O

短
期

研
修

実
施

回
数

研
修

者
数

発
生

源

都
市

ゴ
ミ

有
価

物

収
集

運
搬

最
終

処
分

有
機

系
廃

棄
物

D
an

gk
or

最
終

処
分

場

2,
00

0t
/d

ay

有
価

物

リ
サ

イ
ク

ル
（
ご

み
銀

行
：
可

能
性

検
討

）
家

庭
用

コ
ン

ポ
ス

ト
・
コ

ン
ポ

ス
ト

セ
ン

タ
ー


ﾌ
ｫ
ｰ

ﾏ
ﾙ

･ｾ
ｸ
ﾀ
ｰ

C
IN

T
R

I社
1
)

都
と

収
運

・
清

掃
役

務
提

供
契

約
(4

9
年

間
=
2
0
0
2
-
2
0
5
0
年

)
2
)

収
運

費
用

$
1
-
$
2
5
/
月

/
軒


ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ

ﾏ
ﾙ

･ｾ
ｸ
ﾀ
ｰ

S
e
lf
-
H

e
lp

 G
ro

u
p等

活
動

支
援

本
事

業
は

、
モ

デ
ル

地
区

に
お

い
て

、
行

政
の

指
導

の
下

、
住

民
及

び
住

民
団

体
が

協
力

し
、

廃
棄

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
及

び
減

量
化

を
推

進
す

る
も

の
で

あ
る

。
そ

の
後

、
モ

デ
ル

地
区

を
順

次
都

内
へ

拡
張

し
て

い
く
。

１
．

モ
デ

ル
地

区
に

お
い

て
、

都
市

廃
棄

物
の

適
切

な
分

別
に

よ
る

家
庭

ご
み

の
コ

ン
ポ

ス
ト

化
を

普
及

す
る

。
２

．
家

庭
で

生
成

し
た

コ
ン

ポ
ス

ト
の

流
通

も
目

的
と

し
、

市
場

な
ど

の
定

量
的

に
発

生
す

る
生

ご
み

を
対

象
に

コ
ン

ポ
ス

ト
セ

ン
タ

ー
を

建
設

す
る

。
３

．
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

対
し

て
、

家
庭

等
か

ら
発

生
す

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
、

缶
、

ビ
ン

、
金

属
等

の
有

価
物

の
分

別
・
回

収
を

促
進

す
る

た
め

の
「
ご

み
銀

行
」
を

建
設

す
る

。

環
境

関
連

団
体

●
CO

M
PE
D 
(C
am

bo
di
an

 E
du

ca
tio

n 
&
 W

as
te
 M

an
ag
em

en
t O

rg
an
iza

tio
n)

●
CS
AR

O
 (C

om
m
un

ity
 S
an
ita

tio
n 
&
 R
ec
yc
lin
g 
O
rg
an
iza

tio
n)
 

廃
棄

物
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

都
市

廃
棄

物
の

減
量

化
・
リ

サ
イ

ク
ル

（
ス

テ
ッ

プ
１

）

64
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最
終

処
分

場
(稼

働
中

)

ｺ
ﾞﾐ

推
定

埋
蔵

量
3
.0

-
3
.5

百
万

ﾄﾝ
)

埋
立

ｺ
ﾞﾐ


天

日
乾

燥


篩
選

別
R

D
F

(補
助

燃
料

)

生
鮮

ｺ
ﾞﾐ

(域
内

発
生

量
2
,0

0
0
t/

日
)


ﾌ
ﾟﾉ

ﾝ
ﾍ

ﾟﾝ
都


ｶ
ﾝ
ﾀ
ﾞﾙ

州
5
0
0
t

外
部

S
H

最
終

処
分

場

ﾒ
ﾀ
ﾝ
ｶ
ﾞｽ

焼
却

灰
売

電
(4

6,
83

1M
W
h)

EG
AT

 送
電

網
(排

出
係

数
=0
.6
65
1

(t
CO

2/
M
W
h)
)

新
日

鐵
住

金
ｴ
ﾝ
ｼ
ﾞﾆ

ｱ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ(
株

)製
･ｽ

ﾄｰ
ｶ
ｰ

炉

事
業

概
要

G
H

G
削

減
量

3
1
,0

9
9t

C
O

2

事
業

ｻ
ｲ
ﾄ

(ﾀ
ﾞﾝ

ｶ
ｵ

処
分

場
=
3
0
h
a)

所
在

地
:

Kh
an

 D
an

ka
o,

Ph
no

m
 P

en
h,

C
am

bo
di
a

・
廃

棄
物

発
生

量
は
20
09

年
の

処
分

場
開

設
当

時
の
80
0t

か
ら

ほ
ぼ
2.
5倍

に
増

加
し

て
お

り
、

こ
の

傾
向

は
今

後

も
継

続
す

る
と

予
測

さ
れ

て
お

り
、

廃
棄

物
発

生
量

の
削

減
並

び
に

処
分

場
へ

の
搬

入
量

削
減

が
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

・
そ

の
た

め
、

中
間

処
理

と
し

て
の

廃
棄

物
発

電
事

業
（
第

一
弾

と
し

て
50
0t

炉
の

導
入

）
に

も
焦

点
を

あ
て

、
統

合

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

廃
棄

物
管

理
の

適
正

化
を

図
る

。

廃
棄

物
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

都
市

廃
棄

物
に

お
け

る
廃

棄
物

発
電

導
入

（
ス

テ
ッ

プ
２

）

65

分
野

別
課

題
・
具

体
的

施
策

＜
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

＞

66

67

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
・
課

題

【
停

電
の

発
生

】
・
都

内
の

停
電

頻
度

は
少

な
く
な

っ
た

が
、

地
域

に
よ

っ
て

は
依

然
停

電
が

頻
発

し
て

い
る

。
・
P

P
S
E
Z
で

は
停

電
は

減
っ

た
も

の
の

、
月

1
回

、
1
0
分

間
程

度
は

発
生

し
、

工
場

に
よ

っ
て

は
支

障
が

出
て

い
る

。
入

居
企

業
は

停
電

の
全

面
的

解
消

を
強

く
要

望
し

て
い

る
。

・
P

P
S
E
Z
以

外
の

日
系

企
業

が
操

業
し

て
い

る
地

域
で

は
、

停
電

が
頻

発
し

て
い

る
。

【
電

圧
の

不
安

定
】

・
供

給
能

力
不

足
が

原
因

の
停

電
、

不
安

定
な

電
圧

の
影

響
で

工
場

の
機

器
に

支
障

が
出

て
い

る
。

【
高

額
な

電
気

代
】

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
に

進
出

す
る

企
業

の
多

く
が

、
電

気
代

が
高

い
こ

と
を

問
題

視
し

て
い

る
。

【
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
】

・
政

府
は

多
様

な
電

源
を

確
保

す
る

た
め

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

を
計

画
し

て
い

る
が

、
取

組
み

は
こ

れ
か

ら
で

あ
る

。

N
ot

ic
e：

Ba
sic

 m
on

th
ly
 ch

ar
ge
s a

re
 n
ot
 in
cl
ud

ed
.

S
ou

rc
e：

JE
TR

O
，

25
th
Co

m
pa
ris
on

 o
f i
nv
es
tm

en
t‐
re
la
te
d 
co
st
s i
n 
th
e 
As
ia
‐O
ce
an
ia
 m

aj
or
 c
iti
es
 a
nd

 re
gi
on

s

◇
最

大
電

力
発

生
時

の
電

源
構

成

◇
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
に

お
け

る
供

給
電

力
量

の
推

移

◇
ED

C
所

管
の

発
電

可
能

量

（
デ

ー
タ

：
M
O
M
E提

供
）

（
デ

ー
タ

：
M
O
M
E提

供
）

68

ベ
ト

ナ
ム

系
か

ら
の

電
力

(T
ak
eo

系
を

含
む
)

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
・
課

題
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エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
八

幡
東

田
地

区
に

お
け

る
協

働
に

よ
る

環
境

ま
ち

づ
く
り

協
働

に
よ

る
環

境
共

生
ま

ち
づ

く
り

“
八

幡
東

田
地

区
”

広
大

な
工

場
跡

地
を

再
開

発
し

、
高

度
な

都
市

基
盤

と
環

境
共

生
を

両
立

さ
せ

た
次

世
代

の
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
産

地
消

「
街

に
は

電
力

」
「工

場
へ

は
蒸

気
」
の

コ
ラ

ボ
供

給

東
田

コ
ジ

ェ
ネ

（
3
3,

0
00

kw
）

ク
リ

ー
ン

燃
料

（
天

然
ガ

ス
）
に

よ
る

低
炭

素
発

電
。

地
区

内
の

基
幹

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

し
て

コ
ジ

ェ
ネ

発
電

の
電

力
を

供
給

。

工
場

か
ら

発
生

す
る

水
素

を
燃

料
と

し
て

供
給

北
九

州
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
製

鐵
所

か
ら

副
次

的
に

発
生

す
る

水
素

を
水

素
自

動
車

に
燃

料
と

し
て

供
給

す
る

次
世

代
エ

ネ
ル

ギ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

。
地

区
全

体
で

水
素

を
有

効
利

用
す

る
北

九
州

水
素

タ
ウ

ン
事

業
も

進
行

中
。

太
陽

光
発

電
の

積
極

導
入

環
境

共
生

住
宅

リ
ビ

オ
東

田
ヴ

ィ
ル

コ
ー

ト
（
約

17
0k

w
）

い
の

ち
の

た
び

博
物

館
（
約

16
0k

w
）

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

や
高

断
熱

・
高

気
密

化
な

ど
を

行
い

、
一

般
マ

ン
シ

ョ
ン

と
比

較
し

て
30

％
を

超
え

る
C

O
2

削
減

を
実

現
。

住
民

が
主

役
の

ま
ち

づ
く
り

環
境

が
繋

ぐ
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
地

区
内

の
立

地
企

業
や

地
域

住
民

に
よ

る
「
東

田
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
」
を

組
織

し
、

積
極

的
な

環
境

活
動

を
展

開
。

エ
コ

ド
ラ

ブ

教
室

住
民

等
に

よ

る
植

樹
活

動

誰
も

が
楽

し
く
学

べ
る

場

環
境

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

多
く
の

市
民

か
ら

親
し

ま
れ

、
北

九
州

市
の

公
害

克
服

の
歴

史
の

紹
介

や
身

近
な

エ
コ

ラ
イ

フ
な

ど
を

学
ぶ

環
境

学
習

施
設

。
省

エ
ネ

型
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
提

案
を

行
う

21
世

紀
環

境
共

生
型

モ
デ

ル
住

宅
（
エ

コ
ハ

ウ
ス

）
も

併
設

。

グ
リ

ー
ン

IT
で

高
い

省
エ

ネ
を

実
現

ア
ジ

ア
ン

・フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

国
内

最
大

級
の

環
境

対
応

型
・

次
世

代
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

。
独

自
の

空
調

最
適

化
技

術
で

高
集

積
サ

ー
バ

ー
の

最
適

運
用

と
高

い
省

エ
ネ

効
果

を
実

現
。

低
炭

素
型

の
交

通
シ

ス
テ

ム

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
サ

イ
ク

ル
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
「
所

有
か

ら
共

有
」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

東
田

立
地

企
業

や
環

境
共

生
住

宅
の

居
住

者
を

対
象

に
N

P
O

が
自

動
車

や
自

転
車

の
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
を

展
開

中
。

環
境

共
生

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

協
働

の

東
田

エ
コ

ク
ラ

ブ
八

幡
東

田
グ

リ
ー

ン
ビ

レ
ッ

ジ
構

想
の

推
進

拠
点

と
し

て
開

設
。

環
境

配
慮

型
の

建
物

で
、

民
設

民
営

の
公

民
館

（
ま

ち
づ

く
り

サ
ロ

ン
）
を

N
P

O
が

運
営

。

ま
ち

全
体

が
環

境
ス

テ
ー

ジ

建
設

中
の

東
田

第
一

高
炉

（1
90

0年
）

八
幡

製
鐵

所
の

本
事

務
所

と
工

場
群

（
19

12
年

）

社
長

公
認

堂
々

ご
み

拾
い

69

街
区

ま
る

ご
と

の
省

エ
ネ

シ
ス

テ
ム

導
入

タ
ウ

ン
メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
１

０
％

街
区

地
域

エ
ネ

ル
ギ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

構
築

地
域

社
会

が
参

加
す

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の

実
現

デ
マ

ン
ド

レ
ス

ポ
ン

ス
に

対
応

し
た

Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

、
Ｈ

Ｅ
Ｍ

Ｓ
の

導
入

地
域

節
電

所

次
世

代
交

通
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

地
域

社
会

づ
く
り

総
合

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

使
い

こ
な

す
社

会
５

０
％

Ｃ
Ｏ

2
削

減

太
陽

光
発

電

小
型

風
力

発
電

E
V

、
pH

V
用

充
電

器

重
点

緑
化

地
域

５
０

社
、

２
３

０
世

帯
に

ス
マ

ー
ト

メ
ー

タ
ー

を
導

入

地
域

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

基
盤

と
な

る

・発
電

状
況

に
応

じ
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

最
適

分
配

・地
域

全
体

の
最

適
化

を
図

る
需

要
側

か
ら

の
コ

ン

ト
ロ

ー
ル

の
適

正
化

・エ
ネ

ル
ギ

ー
、

Ｃ
Ｏ

2の
見

え
る

化

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
北

九
州

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

創
造

事
業

の
構

成

70

デ
マ

ン
ド

サ
イ

ド
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
・プ

ラ
イ

シ
ン

グ
・
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
果

た
す

役
割

・
姿

】

・
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

地
域

内
需

要
に

応
じ

た
最

大
活

用
・
地

域
全

体
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
の

最
小

化
・
不

安
定

な
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
電

力
の

基
幹

電
力

の
影

響
の

極
小

化

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

ピ
ー

ク
カ

ッ
ト

、
ピ

ー
ク

シ
フ

ト
に

よ
る

負
荷

平
準

化

・需
要

家
の

動
機

付

け
と

な
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
付

与
の

機

能
を

包
含

し
た

「地

域
節

電
所

」を
整

備

ス
マ

ー
ト

メ
ー

タ
ー

の
大

量
導

入

北
九

州
水

素
タ

ウ
ン

副
生

水
素

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

に
よ

り
水

素
を

供
給

（
燃

料
電

池
等

で
利

用
）

地
域

内
で

、
1
,0

0
0
kW

の
太

陽
光

発
電

を
整

備

【
果

た
す

役
割

・
姿

】
・
ま

ち
の

設
計

の
中

で
、

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
計

画
的

に
導

入
・
工

場
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
民

生
利

用

バ
イ

ナ
リ

ー
発

電
工

場
の

低
温

廃
熱

を
活

用
し

た
バ

イ
ナ

リ
ー

発
電

の
実

証
事

業

・
E
Ｖ

等
の

大
量

導
入

、
自

転
車

利
用

の
促

進
、

Ｆ
Ｃ

利
用

の
小

型
移

動
体

等
の

活
用

に
加

え
、

公
共

交
通

機
関

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
と

連
携

な
ど

総
合

的
モ

ビ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

を
構

築

総
合

エ
ネ

ル
ギ

ー
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

【
果

た
す

役
割

・
姿

】

お
で

か
け

交
通

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

・
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
の

整
備

・
病

院
と

連
携

し
た

オ
ン

デ
マ

ン
ド

型
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
な

ど
高

齢
者

に
配

慮
し

た
交

通
シ

ス
テ

ム

ス
マ

ー
ト

ハ
ウ

ス
（
２

０
戸

）
、

ス
マ

ー
ト

ス
ト

ア
（
４

ヶ
所

）
、

ス
マ

ー
ト

ス
ク

ー
ル

（
４

校
）
、

次
世

代
Ｓ

Ｓ
（
１

ヶ
所

）
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ス

ピ
タ

ル
（
１

ヶ
所

）
な

ど

ス
マ

ー
ト

オ
フ

ィ
ス

（
５

ヶ
所

）
ス

マ
ー

ト
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

（
１

ヶ
所

）
ス

マ
ー

ト
フ

ァ
ク

ト
リ

ー
（
１

０
ヶ

所
）

【
果

た
す

役
割

・
姿

】
・
個

別
施

設
の

効
率

的
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

と
、

ま
ち

全
体

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
最

適
化

を
両

立
・
工

場
、

ビ
ル

等
の

違
い

を
超

え
た

ま
ち

と
し

て
の

ス
マ

ー
ト

メ
ー

タ
ー

の
標

準
化

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
街

区
ま

る
ご

と
省

エ
ネ

シ
ス

テ
ム

の
導

入

71

ス
マ

ー
ト

オ
フ

ィ
ス

（
５

ヶ
所

）
ス

マ
ー

ト
ハ

ウ
ス

（
２

０
戸

）
ス

マ
ー

ト
ス

ト
ア

（
４

ヶ
所

）
ス

マ
ー

ト
ス

ク
ー

ル
（
４

校
）

次
世

代
Ｓ

Ｓ
１

ヶ
所

（
Ｅ

Ｖ
等

用
急

速
充

電
器

、
太

陽
光

発
電

、
水

素
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
も

併
設

）

ス
マ

ー
ト

フ
ァ

ク
ト

リ
ー

（
１

０
ヶ

所
）

ス
マ

ー
ト

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
（
１

ヶ
所

）

セ
ン

タ
ー

と
双

方
向

で
通

信
、

制
御

を
可

能
と

す
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
と

、
そ

れ
に

対
応

し
た

Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

、
Ｂ

Ｅ
Ｍ

Ｓ
を

集
中

導
入

ス
マ

ー
ト

街
灯

（
３

０
ヶ

所
）

ス
マ

ー
ト

ホ
ス

ピ
タ

ル
（
１

箇
所

）

ス
マ

ー
ト

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（
３

ヶ
所

）

地
域

節
電

所

双
方

向
で

通
信

・
制

御

平
成
24
年
度
夏
季
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

を
適
⽤
し
、
概
ね
20
％
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
を
確
認

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
⼤
学
等
か
ら
、
学
術
的
に
精
度
の

⾼
い
貴
重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
と
⾼
く
評
価

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

CO
2削

減

28
％
減

50
％
減

CO2排出量原単位（kg-CO2/㎡年）

CO2排出量原単位（kg-CO2/戸・年）

ピ
ー
ク
時
間
帯
の
節
電
効
果

（
速

報
値

）

（
％

）

⼀
般
街
区

⼀
般
街
区

東
⽥
地
区

東
⽥
地
区

H
24
度

夏
H
24
度

冬
H
25
度

夏

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
こ

れ
ま

で
の

実
証

結
果

72
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北
九
州
市
立
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
（
例
）

E
S
C

O
事

業
は

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
改

善
に

必
要

な
、

技
術

､設
備

､人
材

､資
金

な
ど

す
べ

て
を

包
括

的
に

E
S
C

O
事

業
者

が
提

供
す

る
も

の
。

工
事
終
了

後
の

13
年
間
に
つ
い
て
、
設
備
更
新
前
と
比
べ
、
原
油
換
算
で
年
間

13
8ｋ

ℓ（
C

O
2:約

36
0ト

ン
）

の
削
減
の
見
込
み
。
熱
水
費
年
間
削
減
保
証
額
と
し
て
、
約

90
0万

円
／
年
間
を
、

ES
C

O
事
業
者
が
保
証

省 エ ネ 効 果

改
修

工
事

実
施

（
平

成
1
6
～

1
7
年

度
）

サ
ー

ビ
ス

期
間

平
成

1
8
年

度
～

3
0
年

度
)

〔
実

施
内

容
〕

・
変

圧
器

の
高

効
率

化
・

照
明

の
イ

ン
バ

ー
タ

化
・

反
射

板
利

用
に

よ
る

蛍
光

灯
本

数
の

削
減

・
窓

面
へ

の
日

射
調

整
フ

ィ
ル

ム
を

貼
付

な
ど

市
内
事
業
者
の

E
S

C
O
事

業
例

新
日

鐵
八

幡
記

念
病

院

〔
実

施
内

容
〕

ボ
イ

ラ
ー

の
高

効
率

化
灯

油
焚

き
炉

筒
煙

管
⇒

天
然

ガ
ス

焚
き

高
効

率
小

型
貫

流
ボ

イ
ラ

ー
に

更
新

省
エ
ネ
効
果
（
費
用
削
減
等
）

を
E

S
C

O
事
業
者
が
保
証

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

73

■
ES
CO

 (E
ne

rg
y 
Se
rv
ic
e 
Co

m
pa

ni
es
)

●
事

業
内

容

（
１

）
洪

水
防

止
：

川
の

拡
幅

、
川

底
の

掘
削

（
２

）
橋

の
整

備
：

自
然

を
テ

ー
マ

に
し

た
１

０
橋

（
テ

ー
マ

：
海

、
火

、
木

、
石

、
水

鳥
、

太
陽

な
ど

）
（
①

川
の

拡
幅

で
橋

の
長

さ
が

不
足

、
②

交
通

渋
滞

の
解

消
、

③
橋

の
老

朽
化

）

（
３

）
親

し
め

る
水

辺
づ

く
り

：
水

環
境

館
、

滝
、

洲
浜

ひ
ろ

ば
、

河
畔

プ
ロ

ム
ナ

ー
ド

な
ど

（
４

）
に

ぎ
わ

い
の

ま
ち

づ
く
り

：
お

城
通

り
、

小
倉

城
庭

園
、

松
本

清
張

記
念

館
、

総
合

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
小

倉
北

区
役

所
庁

舎
、

紫
川

馬
借

地
区

再
開

発
、

室
町

一
丁

目
地

区
再

開
発

な
ど

●
事

業
期

間
平

成
２

～
１

７
年

度

〔
紫

川
１

０
橋

〕

〔
州

浜
ひ

ろ
ば

〕

〔
紫

川
馬

借
地

区
再

開
発

〕

〔
洪

水
（
昭

和
２

８
年

）
〕

〔
川

岸
（
昭

和
４

０
年

頃
）
〕

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
紫

川
マ

イ
タ

ウ
ン

・
マ

イ
リ

バ
ー

事
業

74

項
目

主
な

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

対
策

未
利

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

利
用

促
進

河
川

水
利

用
ヒ

ー
ト

ポ
ン

プ
＊

（
リ

バ
ー

ウ
ォ

ー
ク

）
地

域
冷

暖
房

（
浅

野
熱

供
給

セ
ン

タ
ー

）

建
築

物
に

お
け

る
緑

化
等

の
推

進
屋

上
緑

化
（
リ

バ
ー

ウ
ォ

ー
ク

等
）

公
共

空
間

の
緑

化
の

推
進

勝
山

公
園

整
備

事
業

水
の

活
用

に
よ

る
対

策
の

推
進

下
水

再
生

水
を

利
用

し
た

「
打

ち
水

大
作

戦
」
の

実
施

水
と

緑
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

の
推

進
マ

イ
タ

ウ
ン

・
マ

イ
リ

バ
ー

事
業

花
と

緑
の

並
木

通
り

整
備

事
業

都
市

計
画

制
度

の
活

用
の

促
進

小
倉

都
心

部
透

水
性

舗
装

の
採

用

紫
川

周
辺

全
景

リ
バ

ー
ウ

ォ
ー

ク
北

九
州

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

75

■
小

倉
都

心
部

で
の

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

対
策

リ
バ

ー
ウ

ォ
ー

ク
北

九
州

の
熱

供
給

設
備

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
果

－
１

３
．

１
％

リ
バ

ー
ウ

ォ
ー

ク
北

九
州

の
熱

供
給

設
備

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

効
果

－
１

３
．

１
％

屋
上

緑
化

に
よ

る
周

辺
環

境
と

の
調

和

安
定

し
た

河
川

水
温

度
の

利
用

に
よ

る
空

調
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
低

減

自
然

の
素

材
の

利
用

駐
車

場
の

自
然

換
気

に
よ

る
動

力
の

低
減

雨
水

利
用

に
よ

る
上

水
利

用
量

の
低

減
断

熱
性

能
の

確
保

建
築

材
料

の
耐

久
性

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
環

境
共

生
型

都
市

再
開

発
（
リ

バ
ー

ウ
ォ

ー
ク

北
九

州
）

76
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77

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

1
.オ

フ
ィ

ス
・
商

業
施

設
を

対
象

に
し

た
省

エ
ネ

事
業

お
よ

び

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入

事
業

省
エ

ネ
診

断
を

実
施

し
、

省
エ

ネ
設

備

の
導

入
を

含
め

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
効

率
化

を
図

る
。

ま
た

、
太

陽
光

発

電
等

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

導
入

す
る

。

民
間

企
業

短
期

エ
ネ

ル
ギ

ー

削
減

量

G
H

G
削

減
量

2
.公

共
施

設
を

対
象

に
し

た
省

エ
ネ

事
業

お
よ

び
再

生
可

能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
事

業

浄
水

場
、

学
校

等
を

対
象

に
上

記
事

業
を

行
う

。
水

道
公

社

都
・
学

校
短

期
同

上

3
.工

場
を

対
象

と
し

た
排

熱
回

収
発

電
事

業

セ
メ

ン
ト

工
場

等
を

対
象

と
し

た
排

熱

回
収

発
電

事
業

。
民

間
企

業
短

期
同

上

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
具

体
的

施
策

78

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

4
.メ

ガ
ソ

ー
ラ

ー
発

電
事

業
恵

ま
れ

た
太

陽
光

条
件

を
活

か
し

た

メ
ガ

ソ
ー

ラ
ー

、
太

陽
熱

利
用

事
業

民
間

企
業

中
長

期
同

上

5
.再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
固

定
価

格
買

取
制

度
の

導
入

太
陽

光
発

電
、

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
等

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
普

及
、

電
力

供
給

の
多

様
化

を
図

る
た

め
に

固
定

価
格

買
取

制
度

を
導

入
す

る
。

E
D

C

(カ
ン

ボ
ジ

ア

電
力

公
社

)

中
長

期
制

度
創

設

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
具

体
的

施
策

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
（
水

道
公

社
水

道
施

設
へ

の
導

入
例

）

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
（
イ

オ
ン

モ
ー

ル
駐

輪
場

屋
根

面
設

置
例

）

セ
メ

ン
ト

工
場

廃
熱

回
収

発
電

設
備

の
例

So
ur
ce
: h
tt
p:
//
w
w
w
.e
ne

ch
o.
m
et
i.g
o.
jp
/a
bo

ut
/w

hi
te
pa
pe

r/
20
16
ht
m
l/1

‐1
‐4
.h
tm

l

高
効

率
冷

凍
機

の
例

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(1
)

大
型

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
へ

の
大

規
模

太
陽

光
発

電
と

高
効

率
チ

ラ
ー

の
導

入

～
イ

オ
ン

モ
ー

ル
カ

ン
ボ

ジ
ア
2号

店
～

事
業

の
概

要

■
イ

オ
ン

モ
ー

ル
カ

ン
ボ

ジ
ア

が
建

設
を

計
画

す
る

イ
オ

ン
モ

ー
ル

プ
ノ

ン
ペ

ン
2号

店
PP

C（
仮

称
、
20
18

年
夏

オ
ー

プ
ン

予
定

）
に

お
い

て
、

「
太

陽
光

発
電

」
お

よ
び

「
高

効
率

チ
ラ

ー
」
の

導
入

す
る

。

■
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
（
太

陽
光

発
電

）
と

省
エ

ネ
（
高

効
率

チ
ラ

ー
）
を

通
じ

て
、

グ
リ

ッ
ド

電
力

を
生

成
す

る
段

階
で

の
化

石
燃

料
の

燃
焼

か
ら

生
じ

る
CO

2排
出

を
削

減
す

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果


太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

：
CO

2排
出

削
減

量
：
94

8.
7[
tC
O
2/
ye
ar
]

高
効

率
チ

ラ
ー

：
CO

2削
減

量
：
61

5.
6 
[t
CO

2/
ye
ar
]

資
金

調
達

方
法


JC
M

設
備

補
助

の
活

用
：
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

：
補

助
率
40
%

、
高

効
率

チ
ラ

ー
：
補

助
率
50

%

太
陽

光
発

電
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

の
省
CO

2へ
の

貢
献

・
情

報
発

信
を

目
指

す

電
力

量
削

減
高

効
率

チ
ラ

ー
の

採
用

C
op

yr
ig

ht
 ©

 2
01

5 
N

TT
 D

AT
A 

IN
S

TI
TU

TE
 O

F 
M

A
N

A
G

E
M

E
N

T 
C

O
N

S
U

LT
IN

G
, I

nc
.
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エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(1
)

大
型

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
へ

の
大

規
模

太
陽

光
発

電
と

高
効

率
チ

ラ
ー

の
導

入

代
表

事
業

者
イ

オ
ン

モ
ー

ル
（
株

）

共
同

事
業

者
AE

O
N
M
AL
L 

(C
AM

BO
DI
A)
CO

., 
LT
D.

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
協

定

カ
ン

ボ
ジ

ア
王

国
共

同
事

業
推

進
の

た
め

の
国

際
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

EP
Cコ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

新
菱

冷
熱

工
業

（
株

）
（
予

定
）

M
RV

・
PD

D等
サ

ポ
ー

ト
（
株

）
N
TT

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
経

営
研

究
所

（
予

定
）


補

助
事

業
全

体
の

統
括

（
設

備
の

調
達

・
設

置
・
試

運
転

・
経

理
管

理
等

）


G
H

G
排

出
削

減
量

の
M

RV
等


補

助
事

業
の

実
施

（
設

備
の

購
入

・
運

転
等

）


G
H

G
排

出
削

減
量

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等


据

え
付

け
関

連
工

事
等


M

RV
方

法
論

の
作

成


PD
D

の
作

成
等

太
陽

光
パ

ネ
ル

ベ
ン

ダ
ー

京
セ

ラ
(株

)（
予

定
）

高
効

率
チ

ラ
ー

ベ
ン

ダ
ー

日
立

ジ
ョ

ン
ソ

ン
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ズ

空
調
(株

)（
予

定
）


高

効
率

チ
ラ

ー
の

設
計

・
製

作
・
輸

送
・
据

え
付

け
・
試

運
転

指
導

C
op

yr
ig

ht
 ©

 2
01

5 
N

TT
 D

AT
A 

IN
S

TI
TU

TE
 O

F 
M

A
N

A
G

E
M

E
N

T 
C

O
N

S
U

LT
IN

G
, I

nc
.


太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

の
設

計
・
調

達
・
試

運
転

指
導

等

80
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エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(2
)

大
型

病
院

を
対

象
と

し
た

省
エ

ネ
対

策
等

を
通

じ
た

低
炭

素
化

の
推

進
の

導
入

想
定

さ
れ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(K
hm

er
 S
ov
ie
t F

rie
nd

sh
ip
 H
os
pi
ta
l)

事
業

の
概

要
(想

定
)


エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
の

大
き

な
施

設
に

数
え

ら
れ

る
「
Kh

m
er
 S
ov
ie
t F

rie
nd

sh
ip
 

Ho
sp
ita

l」
を

対
象

と
想

定
し

て
、
JC
M

補
助

事
業

の
実

現
可

能
性

を
調

査
中

。


病
院

の
屋

根
ス

ペ
ー

ス
（
約
1,
80

0m
2 ）

に
、

太
陽

光
パ

ネ
ル

の
設

置
す

る
こ

と
を

想
定

。

期
待

さ
れ

る
効

果
(想

定
)

お
お

ま
か

な
試

算
を

し
た

結
果

は
以

下
の

と
お

り
：


年

間
発

電
量

：
お

よ
そ
25
0,
00
0
kW

h/
ye
ar


年

間
電

気
代

削
減

額
：
お

よ
そ
47
,5
00

U
SD


年

間
CO

2排
出

削
減

量
：

お
よ

そ
16
0
tC
O
2/

年

資
金

調
達

方
法
(想

定
)


お

お
ま

か
な

試
算

を
し

た
想

定
初

期
投

資
額

：
30
0,
00
0
U
SD


イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
の
30

～
40

％
程

度
を
JC
M

設
備

補
助

事
業

で
調

達
す

る
こ

と
を

想
定

す
る

。


事
業

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
結

果
、

自
己

資
金

で
調

達
は

困
難

と
の

こ
と

。


初
期

投
資

負
担

の
検

討
と

し
て

、
現

地
銀

行
と

、
ES
CO

や
リ

ー
ス

事
業

の
検

討
を

開
始

し
た

。


事
業

者
は

、
発

電
に

よ
っ

て
削

減
し

た
電

気
代

に
見

合
っ

た
額

の
リ

ー
ス

料
を

、
月

々
返

済
す

る
こ

と
を

想
定

。
C

op
yr

ig
ht

 ©
 2

01
5 

N
TT

 D
AT

A 
IN

S
TI

TU
TE

 O
F 

M
A

N
A

G
E

M
E

N
T 

C
O

N
S

U
LT

IN
G

, I
nc

.

＊
本

結
果

は
、

あ
く
ま

で
想

定
で

あ
る

。

事
業

化
に

は
、

メ
ー

カ
ー

、
施

工
会

社
等

を
含

め
た

詳
細

検
討

が
必

要
。

81

エ
ネ

ル
ギ

ー
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(3
)

セ
メ

ン
ト

工
場

へ
の

廃
熱

回
収

発
電

シ
ス

テ
ム

の
導

入

想
定

さ
れ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(C
HI
P 
M
O
N
G 
IN
SE
E 
CE

M
EN

T)
事

業
の

概
要
(想

定
)


CO

2排
出

削
減

効
果

の
大

き
い

セ
メ

ン
ト

工
場

に
お

け
る

廃
熱

回
収

発
電

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

想
定

し
て

、
JC
M

補
助

事
業

の
実

現
可

能
性

を
調

査
中

。

CH

IP
M
O
N
G 
IN
SE
E 
CE

M
EN

Tは
、
Ch

ip
 

M
on

g
Gr
ou

p 
(C
M
G)

：
60
%
 、
Si
am

 C
ity

 
Ce

m
en

t C
om

pa
ny

(S
CC

C)
：
40
%
 の

合
弁

会
社

で
あ

る
。


20
17

年
第
4四

半
期

に
生

産
開

始
予

定
。


20
18

年
中

頃
に

廃
熱

回
収

発
電

シ
ス

テ
ム

の
入

札
開

始
予

定
。


20
20

年
初

～
中

旬
に

廃
熱

回
収

発
電

シ
ス

テ
ム

の
試

運
転

開
始

を
想

定
。

期
待

さ
れ

る
効

果
(想

定
)


約
8M

W
の

規
模

の
廃

熱
回

収
発

電
シ

ス
テ

ム
を

想
定


CO

2排
出

削
減

量
：
30
,0
00

 [t
CO

2/
ye
ar
]

C
op

yr
ig

ht
 ©

 2
01

5 
N

TT
 D

AT
A 

IN
S

TI
TU

TE
 O

F 
M

A
N

A
G

E
M

E
N

T 
C

O
N

S
U

LT
IN

G
, I

nc
.

Go
og
le
 M

ap
: C

em
en
t P

la
nt
 in

 K
am

po
t(

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

か
ら
12

5k
m
)

資
金

調
達

方
法


設

備
導

入
を

行
う

事
業

者
の

自
己

資
金

で
調

達
。


初

期
投

資
額

の
最

大
50

％
を
JC
M

設
備

補
助

事
業

で
調

達
す

る
こ

と
を

想
定

す
る

。

82

分
野

別
課

題
・
具

体
的

施
策

＜
交

通
分

野
＞

83
84

交
通

分
野

・
課

題

【
公

共
交

通
】

・
都

と
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f

P
u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

)は
3
路

線
の

公
共

バ
ス

を
運

行
し

て
い

る
が

、
都

民
は

車
や

バ
イ

ク
あ

る
い

は
ル

モ
ー

モ
ト

な
ど

に
頼

ら
ざ

る
を

得
ず

、
モ

ビ
リ

テ
ィ

ー
は

低
い

(特
に

女
性

や
高

齢
者

な
ど

の
交

通
弱

者
)。

・
都

東
側

の
メ

コ
ン

川
に

は
、

フ
ェ

リ
ー

輸
送

が
多

く
存

在
し

て
お

り
、

桟
橋

へ
の

ア
ク

セ
ス

は
主

に
オ

ー
ト

バ
イ

が
使

わ
れ

て
い

る
。

今
後

は
、

効
率

的
で

信
頼

で
き

る
乗

換
え

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
現

在
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
国

際
空

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
は

、
乗

用
車

、
パ

ラ
ト

ラ
ン

ジ
ッ

ト
な

ど
の

小
容

量
の

車
両

で
対

応
し

て
い

る
。

将
来

の
輸

送
需

要
(観

光
客

増
)の

急
速

な
増

加
に

対
応

す
る

こ
と

を
考

え
、

大
容

量
の

公
共

交
通

の
導

入
が

望
ま

し
い

。

Fi
g.
 S
ha
re

of
Ph

no
m
 P
en

h 
In
te
rn
at
io
na
l A

irp
or
t A

cc
es
s M

od
es

So
ur
ce
: P
PU

TM
P 
Pr
oj
ec
t T
ea
m
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85

交
通

分
野

・
課

題

【
道

路
整

備
】

・
交

通
需

要
の

増
大

に
対

し
て

、
道

路
整

備
ス

ペ
ー

ス
が

限
ら

れ
て

い
る

た
め

、
都

市
中

心
部

の
主

要
道

路
の

渋
滞

は
悪

化
し

て
い

る
。

・
都

市
部

で
は

、
河

川
や

既
成

市
街

地
の

た
め

不
連

続
と

な
っ

て
い

る
幹

線
道

路
が

あ
る

。
・
郊

外
の

道
路

密
度

は
低

く
(都

市
部

:1
2.

2
km

/
km

2
、

郊
外

部
:

1
.6

km
/
km

2
)、

既
存

の
準

幹
線

道
路

の
ほ

と
ん

ど
が

舗
装

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
雨

季
に

こ
れ

ら
の

道
路

を
安

全
に

走
行

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
ま

た
、

そ
の

幅
員

は
車

両
が

安
全

に
相

互
通

行
す

る
に

は
余

り
に

も
狭

い
。

Fi
g.
 C
ha
ng
e
in
Tr
av
el
Sp
ee
d
be

tw
ee
n
20
01
&
20
12

Fi
g.
 C
ur
re
nt

Tr
af
fic

Co
nd

iti
on

s
in
th
e 
Ci
ty
 C
en
te
r

Fi
g.
 V
eh

ic
le
 re

gi
st
ra
tio

n 
nu

m
be

r i
n 
Ca
m
bo

di
a

So
ur
ce
: J
ET
RO

,C
am

bo
di
a 
Ba

sic
 k
no

w
le
dg
e 
of
 e
co
no

m
y

De
pa
rt
m
en
to

fP
ub

lic
W
or
ks

an
d
Tr
an
sp
or
t

86

交
通

分
野

・
課

題

【
交

通
管

理
】

・
「

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

都
市

交
通

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
等

に
よ

り
多

く
の

主
要

交
差

点
の

問
題

は
改

善
さ

れ
た

も
の
の
、
依
然
問
題
の
あ
る
交
差
点
（
Ch

am
ka
r
M
or
n、

N
ea
ng

Ko
ng

He
an
g、

Ch
ro
uy

Ch
an
gv
ar
）
が
存

在
す
る
。

・
都

内
全

て
の

信
号

は
隣

接
す

る
信

号
と

連
結

せ
ず

独
立

し
て

い
る

た
め

非
効

率
と

な
っ

て
い

る
。

・
交

通
ル

ー
ル

を
守

ら
な

い
運

転
手

が
多

い
。

・
中

心
業

務
地

区
で

は
バ

イ
ク

が
約

1
2
,0

0
0
台

、
自

動
車

が
約

6
,0

0
0
台

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

不
足

し
て

い
る

。

・
違

法
駐

車
、

カ
フ

ェ
テ

ラ
ス

、
商

品
の

陳
列

等
に

よ
り

歩
道

環
境

が
劣

悪
で

あ
り

、
多

く
の

歩
行

者
は

車
道

を
歩

か
ざ

る
を

得
な

い
。

・
ス

ピ
ー

ド
超

過
、

飲
酒

運
転

な
ど

の
悪

質
な

運
転

者
に

起
因

す
る

交
通

渋
滞

が
多

い
。

Pr
op

os
ed

 Im
pr
ov
em

en
t M

ea
su
re
 a
t C

hr
ou

y 
Ch

an
gv
ar
 R
ou

nd
ab
ou

t 
(U
nd

er
gr
ou

nd
 P
as
sa
ge
w
ay
) 

Fi
g.
Si
de

w
al
k

Pa
rk
in
g

87

交
通

分
野

・
課

題

【
物

流
】

・
道

路
維

持
管

理
が

不
十

分
な

た
め

、
ト

ラ
ッ

ク
輸

送
ル

ー
ト

上
の

路
面

が
破

損
し

、
輸

送
速

度
、

安
全

性
が

低
下

し
て

い
る

。

・
物

流
等

施
設

の
立

地
地

区
が

市
街

化
し

て
い

る
た

め
一

般
交

通
と

混
在

し
、

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
と

安
全

性
を

低
下

さ
せ

て
い

る
。

・
ト

ラ
ッ

ク
輸

送
ル

ー
ト

上
に

狭
小

幅
員

道
路

が
存

在
す

る
た

め
、

大
型

ト
ラ

ッ
ク

は
低

速
で

走
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
荷

捌
き

ス
ペ

ー
ス

が
不

足
し

て
い

る
た

め
、

交
通

流
の

妨
げ

や
、

ト
ラ

ッ
ク

が
作

る
死

角
に

よ
る

安
全

性
低

下
を

招
く
、

路
上

で
の

荷
捌

き
を

実
施

せ
ざ

る
を

得
な

い
。

Fi
g.
Ba

dl
y
Da

m
ag
ed

Tr
uc
ki
ng

Ro
ut
e
(V
en

g
Sr
en

g
Ro

ad
)

88

交
通

分
野

・
課

題

【
環

境
社

会
配

慮
な

ど
】

・
活

発
な

都
市

開
発

に
よ

り
、

G
H

G
を

吸
収

す
る

公
園

・
緑

地
が

減
少

す
る

一
方

で
、

自
動

車
交

通
量

の
増

加
に

よ
り

増
え

る
G

H
G

排
出

量
の

削
減

が
課

題
で

あ
る

。

・
車

両
交

通
量

は
年

々
増

加
し

、
大

気
や

振
動

が
悪

化
し

て
い

る
。

ま
た

、
都

内
に

は
多

く
の

工
場

が
林

立
し

、
工

場
や

出
入

り
す

る
車

両
か

ら
の

大
気

汚
染

物
質

排
出

が
懸

念
さ

れ
る

。

・
上

水
道

整
備

は
郊

外
部

に
は

道
路

不
在

に
よ

り
上

水
供

給
が

滞
っ

て
い

る
個

所
が

あ
る

。
給

配
水

管
の

整
備

は
道

路
開

発
が

密
接

に
関

係
す

る
た

め
、

道
路

計
画

と
十

分
な

調
整

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

・
廃

棄
物

回
収

の
料

金
徴

収
で

き
な

い
地

区
で

は
、

十
分

に
廃

棄
物

回
収

が
実

施
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

歩
道

や
排

水
溝

へ
の

不
法

投
棄

が
散

見
さ

れ
る

。
不

法
投

棄
に

つ
い

て
も

、
道

路
環

境
整

備
と

一
体

的
に

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
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89

交
通

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
交

通
分

野
の

低
炭

素
化

ノ
ー

マ
イ

カ
ー

得
々

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

電
気

自
動

車

公
共

交
通

利
用

促
進

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

ふ
ん

わ
り

ア
ク

セ
ル

：
約

9,
86

0円
お

得
（
C

O
2:1

94
kg

削
減

）
加

減
速

の
少

な
い

運
転

：
約

3,
46

0円
お

得
（
C

O
2:6

8k
g削

減
）

早
め

の
ア

ク
セ

ル
オ

フ
：

約
2,

13
0円

お
得

（
C

O
2:4

2k
g削

減
）

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

約
2,

04
0円

得
（
C

O
2:4

0k
g削

減
）

ち
ょ

こ
の

り
交

通
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
エ

コ
サ

イ
ク

ル

誰
で

も
で

き
ま

す
、

お
得

で
安

全
な

運
転

公
共

交
通

は
便

利
で

C
O

2
削

減
に

な
り

ま
す

。

90

■
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
に

よ
る

効
果 資

料
：
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
セ

ン
タ

ー

テ
ィ

ア
ナ

、
ヴ

ィ
ッ

ツ
平

均
（
コ

ン
テ

ス
ト

車
平

均
）

減
速

時
削

減
2
.1

％

巡
航

時
削

減
3
.4

％
削

減
量

2
5
.7

％

発
進

時
削

減

9
.7

％

停
止

時
削

減
1
0
.5

％
発

進
時

2
4
.5

%

停
止

時
4
.9

%

減
速

時

5
.2

%

巡
航

時
3
9
.7

%

燃
料

消
費

率
：7

3.
5c

c/
km

（1
3.

6k
m

/L
）

燃
費

の
向

上
・

経
費

削
減

（
経

済
効

果
）

・
C

O
2の

削
減

（
環

境
効

果
）

交
通

事
故

の
低

減

交
通

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介 エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

十
箇

条

１
ア

イ
ド

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ

２
経

済
速

度
で

走
る

。

３
タ

イ
ヤ

の
空

気
圧

を
適

正
に

す
る

。

４
無

駄
な

荷
物

は
積

ま
な

い
。

５
無

駄
な

空
ぶ

か
し

を
や

め
る

。

６
急

発
進

、
急

加
速

、
急

ブ
レ

ー
キ

を
や

め
、

適
切

な
車

間
距

離
を

と
る

。

７
マ

ニ
ュ

ア
ル

車
は

早
め

に
シ

フ
ト

ア
ッ

プ
。

８
渋

滞
を

ま
ね

く
違

法
駐

車
を

し
な

い
。

９
エ

ア
コ

ン
の

使
用

を
控

え
め

に
す

る
。

1
0

マ
イ

カ
ー

の
利

用
者

は
相

乗
り

に
努

め
る

。
ま

た
、

公
共

交
通

機
関

が
利

用
可

能
な

場
合

に
は

、
で

き
る

だ
け

公
共

交
通

機
関

を
利

用
す

る
。

91

■
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

（
国

内
初

の
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル

）
「
沿

線
都

市
開

発
を

も
た

ら
し

た
公

共
交

通
指

向
型

開
発

（
TO

D
）
の

成
功

例
」

～
O

EC
D

レ
ポ

ー
ト

～

公
共

交
通

の
利

便
性

を
高

め
、

市
域

内
の

自
動

車
交

通
量

を
削

減
＝

自
動

車
排

気
ガ

ス
の

削
減

公
共

交
通

指
向

型
開

発
（
Ｔ

Ｏ
Ｄ

）
は

、
公

共
交

通
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

最
適

化
で

き
る

よ
う

に
設

計
さ

れ
た

居
住

地
区

と
商

業
地

区
の

複
合

的
土

地
利

用
と

し
て

定
義

さ
れ

、
し

ば
し

ば
公

共
交

通
利

用
を

促
す

特
徴

を
有

し
て

い
る

。
よ

く
計

画
さ

れ
た

Ｔ
Ｏ

Ｄ
は

、
そ

の
開

発
の

中
心

と
な

る
鉄

道
や

バ
ス

の
駅

を
単

な
る

交
通

の
結

節
点

で
は

な
く
、

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

に
よ

っ
て

人
々

の
開

発
区

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
高

め
る

活
動

拠
点

と
し

て
捉

え
て

い
る

。
こ

の
活

動
拠

点
を

中
心

に
、

鉄
道

、
地

下
鉄

に
よ

る
長

距
離

移
動

、
歩

道
、

自
転

車
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

近
距

離
移

動
が

可
能

と
な

る
。


移

動
時

間
の

短
縮

：
小

倉
南

区
徳

力
・
志

井
地

区
か

ら
小

倉
都

心
部

ま
で

の
所

要
時

間
を
30

分
程

度
短

縮


自

動
車

交
通

量
削

減
・
渋

滞
緩

和
：
整

備
後

、
沿

線
国

道
32
2

号
線

の
自

動
車

交
通

量
が

１
日

当
た

り
1万

５
千

台
減

少


沿

線
開

発
促

進
：
沿

線
地

区
に

お
け

る
住

宅
・
商

業
施

設
の

立
地

促
進

、
人

口
増

加
、

従
業

人
口

・
商

品
販

売
額

の
伸

び

交
通

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
公

共
交

通
の

利
用

促
進

と
沿

線
開

発

Ｊ
Ｒ

小
倉

駅
へ

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
乗

り
入

れ
終

点
・
企

救
丘

停
留

場
の

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド

モ
ノ

レ
ー

ル
の

定
期

券
等

の
利

用
者

が
駐

車
料

金
の

割
引

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

モ
ノ

レ
ー

ル
建

設
に

合
わ

せ
て

道
路

整
備

交
通

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

92
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交
通

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

1.
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

導

入
と

交
通

結

節
点

の
開

発

1)
バ

ス
交

通
整

備

・
短

期
的

な
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

基
幹

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
し

て
バ

ス
交

通
を

位
置

づ
け

、
路

線
網

の
充

実
を

図
る

。

D
P

W
T

都
・
都

市
開

発
局

短
期

公
共

交
通

利
用

率

公
共

交
通

利
用

者
数

2)
軌

道
系

シ
ス

テ
ム

整
備

・
長

期
的

に
は

軌
道

系
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
を

整
備

し
、

軌
道

系
の

駅
ま

で
の

フ
ィ

ー
ダ

ー
と

し
て

バ
ス

路
線

の
再

編
を

図
る

。

中
長

期

3)
交

通
結

節
点

開
発

・
公

共
交

通
主

導
型

都
市

開
発

(T
O

D
)な

ど
、

交
通

結

節
点

を
中

心
と

し
た

都
市

開
発

に
よ

る
良

好
な

市
街

地
の

形
成

を
図

る
。

・
交

通
結

節
点

に
お

い
て

駐
車

場
、

駐
輪

場
等

を
整

備
し

、
公

共
交

通
機

関
と

、
自

動
車

、
パ

ラ
ト

ラ
ン

ジ
ッ

ト
、

自
転

車
等

と
乗

換
え

を
ス

ム
ー

ズ
に

す
る

。

中
長

期

公
共

事
業

運
輸

局
：
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f
P

u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

)

具
体

的
施

策
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

総
合

交
通

計
画

に
準

じ
て

い
る

。
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交
通

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

2.
鉄

道
や

水

運
な

ど
の

既
存

公
共

交
通

の
有

効
利

用

1)
中

央
駅

と
P

P
S

E
Z駅

間
を

結
ぶ

鉄
道

路
線

の
整

備
、

中
央

駅

の
駅

前
開

発
・
将

来
2万

人
の

就
業

人
口

が
見

込
ま

れ
て

い
る

P
P

S
E

Zに
新

駅
を

設
置

し
、

中
央

駅
と

P
P

S
E

Z駅
間

の
コ

ミ
ュ

ー
タ

ー
鉄

道
の

再
利

用
を

促
進

す
る

。

D
P

W
T

都
・
都

市

開
発

局

中
長

期

公
共

交
通

利
用

率

公
共

交
通

利
用

者
数

2)
水

上
輸

送
を

活
用

し
た

地
域

の
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

・
メ

コ
ン

川
と

ト
ン

レ
サ

ッ
プ

川
に

分
断

さ
れ

た
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
と

そ
の

周
辺

地
区

と
の

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
、

低
コ

ス
ト

で
環

境
に

も
や

さ
し

い
水

上
輸

送
の

整
備

を
促

進
す

る
。

3.
道

路
整

備
都

市
の

骨
格

の
形

成
と

メ
コ

ン
地

域
内

都
市

間
の

ス
ム

ー
ズ

な
連

携
を

図
る

た
め

、
道

路
整

備
を

進
め

る
。

1)
都

市
間

道
路

の
整

備
：
国

道
(N

R
1～

N
R

6)
の

改
良

・
拡

幅
2)

都
市

内
道

路
の

整
備

：
都

市
中

心
部

の
幹

線
道

路
の

拡
幅

、
環

状
道

路
(R

R
-Ⅲ

、
R

R
-Ⅳ

)の
整

備
、

・
放

射
線

道
路

の
整

備
3)

都
心

部
の

道
路

空
間

の
有

効
利

用
(フ

ラ
イ

オ
ー

バ
ー

の
建

設
な

ど
)

4)
郊

外
部

の
道

路
整

備

D
P

W
T

短
期

道
路

整
備

率

公
共

事
業

運
輸

局
：
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f
P

u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

)

具
体

的
施

策
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

総
合

交
通

計
画

に
準

じ
て

い
る

。
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交
通

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

4.
交

通
管

理
施

設
の

導
入

1)
交

通
管

制
シ

ス
テ

ム
の

整
備

・
交

通
管

制
セ

ン
タ

ー
か

ら
、

都
内

の
交

差
点

に
お

け
る

信
号

機
を

最
適

制
御

し
、

交
通

渋
滞

の
緩

和
を

図
る

。
2)

細
街

路
に

お
け

る
一

方
通

行
化

（
円

滑
な

通
行

の
確

保
)

・
細

街
路

で
の

交
通

混
雑

を
緩

和
し

、
交

通
事

故
を

減
少

す
る

た
め

、
一

方
通

行
化

を
進

め
る

。

D
P

W
T

JI
C

A
短

期
(2

01
5～

)

主
要

道
路

に
お

け
る

旅
行

速
度

5.
快

適
な

歩

行
者

空
間

の
整

備

・
駐

車
場

の
整

備
と

不
法

駐
車

の
制

限
を

進
め

、
歩

行
者

が
安

心
し

て
歩

け
る

空
間

を
創

出
す

る
。

同
上

短
期

歩
道

に
お

け
る

不
法

駐
車

台
数

6.
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
ハ

ー
ド

施
策

だ
け

で
な

く
、

免
許

更
新

時
の

運
転

者
教

育
の

徹
底

や
交

通
マ

ナ
ー

の
P

R
な

ど
の

ソ
フ

ト
施

策
を

実
施

し
、

都
民

自
ら

が
渋

滞
や

環
境

・
健

康
問

題
に

配
慮

し
つ

つ
、

過
度

に
自

動
車

に
頼

る
状

態
か

ら
公

共
交

通
機

関
や

自
転

車
な

ど
を

賢
く
使

う
方

向
へ

と
転

換
し

て
い

く
こ

と
を

促
す

。

都
・
警

察
短

期
運

転
者

教
育

の
実

施
回

数

具
体

的
施

策
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

総
合

交
通

計
画

に
準

じ
て

い
る

。

公
共

事
業

運
輸

局
：
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f
P

u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

)
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交
通

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

7.
物

流
の

効
率

化
1)

物
流

施
設

の
適

正
配

置

・
交

通
渋

滞
を

緩
和

し
、

物
流

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、

地
域

間
物

流
施

設
は

郊
外

の
交

通
の

要
衝

に
、

都
市

内
物

流
施

設
は

市
街

地
外

縁
に

集
約

す
る

。
・
駐

車
に

十
分

な
路

肩
が

あ
る

道
路

で
は

、
路

面
へ

の
マ

ー
キ

ン
グ

や
ロ

ー
ド

コ
ー

ン
な

ど
に

よ
り

荷
捌

き
ト

ラ
ッ

ク
用

の
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

。
2)

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
効

率
化

・
物

流
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
貨

物
輸

送
の

ト
ラ

ッ
ク

と
生

活
交

通
を

分
離

す
る

と
と

も
に

、
物

流
ル

ー
ト

と
な

る
道

路
の

整
備

(片
側

2車
線

以
上

)を
進

め
る

。

D
P

W
T

都
・
都

市
開

発
局

中
長

期

輸
送

・
配

送
時

間
物

流
コ

ス
ト

具
体

的
施

策
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

総
合

交
通

計
画

に
準

じ
て

い
る

。

公
共

事
業

運
輸

局
：
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f
P

u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
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o
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)
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0

交
通

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

8.
大

気
汚

染

や
振

動
へ

の
対

策
及

び
C

O
2

排

出
量

の
軽

減

・
車

検
制

度
の

遵
守

徹
底

D
P

W
T

短
期

車
検

実
施

率

・
都

市
公

園
や

緑
地

、
街

路
樹

の
整

備
を

行
い

、
車

両
か

ら
排

出
さ

れ
る

C
O

2吸
収

を
進

め
る

。
D

P
W

T
都

・
都

市
開

発
局

中
長

期
緑

地
面

積

・
汚

染
状

況
や

環
境

基
準

の
適

合
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
交

通
量

・
速

度
規

制
等

の
判

断
基

準
に

活
用

す
る

た
め

、
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
・
車

両
に

よ
る

大
気

汚
染

や
騒

音
に

対
応

す
る

た
め

、
低

公
害

車
の

普
及

や
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
の

奨
励

に
取

り
組

む
。

環
境

省
短

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

地
点

数
・

実
施

頻
度

9.
上

水
道

整

備
計

画
・
廃

棄
物

収
集

計
画

と
一

体
と

な
っ

た
道

路
計

画

・
上

水
道

整
備

計
画

、
廃

棄
物

収
集

計
画

、
道

路
整

備
計

画
の

調
整

を
十

分
に

行
い

、
上

水
道

の
普

及
と

廃
棄

物
回

収
を

促
進

す
る

。

D
P

W
T

水
道

公
社

都
・
廃

棄
物

管
理

局

短
期

郊
外

部
に

お
け

る
上

水
道

普
及

率

具
体

的
施

策
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

総
合

交
通

計
画

に
準

じ
て

い
る

。

公
共

事
業

運
輸

局
：
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f
P

u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

)
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10
1

交
通

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

10
.適

正
な

都
市

交
通

関
連

組
織

の
設

置

・
D

P
W

T一
機

関
が

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
交

通
課

題
の

全
体

に
対

応
す

る
こ

と
は

難
し

た
め

、
都

レ
ベ

ル
の

新
し

い
機

関
と

し
て

、
P

P
U

TA
（
Ph

no
m

 P
en

h 
U

rb
an

 
Tr

an
sp

or
t A

ut
ho

rit
y）

を
設

立
す

る
。

＜
PP

U
TA

の
機

能
と

責
任

＞

・
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

で
策

定
さ

れ
た

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
交

通
に

係
る

各
関

係
機

関
の

調
整

・
都

市
内

交
通

に
係

る
整

備
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

監
理

・
交

通
モ

ー
ド

政
策

の
設

計
・
交

通
に

係
る

整
備

計
画

の
具

現
化

等

都
短

期
―

具
体

的
施

策
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

総
合

交
通

計
画

に
準

じ
て

い
る

。

公
共

事
業

運
輸

局
：
D

P
W

T
(D

e
pa

rt
m

e
n
t

o
f
P

u
bl

ic
W

o
rk

s
an

d
T
ra

n
sp

o
rt

)

10
2

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

技
術

の
概

要

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
内

に
は

、
一

般
市

民
、

観
光

客
の

交
通

機
関

と
し

て
、

ガ
ソ

リ
ン

・
ル

モ
ー

モ
ト

が
走

行
し

て
い

る
(都

内
に
1～

2万
台

程
度
)。

・
大

気
汚

染
の

原
因

と
な

っ
て

い
る

ガ
ソ

リ
ン

・
ル

モ
ー

モ
ト

を
電

動
三

輪
に

代
替

し
、

CO
２
の

削
減

を
図

る
。

併
せ

て
、

電
動

三
輪

の
電

源
と

し
て

ソ
ー

ラ
ー

充
電

ス
タ

ン
ド

の
検

討
も

行
う

。

事
業

費

1
)電

動
三

輪
1
0
0
台

2
,2

0
0
U

S
D

/
台

×
1
0
0
台

＝
約

2
2
0
,0

0
0
U

S
D

（
約

2
2
,0

0
0
千

円
）

2
)交

換
用

バ
ッ

テ
リ

ー
1
0
0
台

分
1
0
0
台

分
：

1
,0

0
0
U

S
D

/
台

×
1
0
0
台

＝
約

1
0
0
,0

0
0
U

S
D

（
約

1
0
,0

0
0
千

円
）

3
)ソ

ー
ラ

ー
充

電
ス

タ
ン

ド
(7

0
kW

)：
都

内
5
箇

所
3
0
0
,0

0
0
U

S
D

×
5
箇

所
＝

約
1
,5

0
0
,0

0
0
U

S
D

(約
1
5
0
,0

0
0
千

円
)

合
計

：
約

1
,8

3
0
,0

0
0
U

S
D

 (
約

1
8
3
,0

0
0
千

円
)

C
O

2
削

減
効

果
(想

定
)※

1
)ソ

ー
ラ

ー
充

電
ス

タ
ン

ド
を

導
入

し
な

い
場

合
(系

統
電

力
よ

り
充

電
)

0
.2

2
3
tC

O
2
/
台

/
年

×
1
0
0
台

×
5
年

＝
1
1
1
.5

tC
O

2

2
)ソ

ー
ラ

ー
充

電
ス

タ
ン

ド
を

導
入

す
る

場
合

0
.8

5
4
tC

O
2
/
台

/
年

×
1
0
0
台

×
5
年

＝
4
2
7
tC

O
2

※
稼

動
年

数
：
運

送
事

業
用

・
乗

合
自

動
車

：
5年

※
年

間
1
1
,9

9
9
km

(≒
4
0
km

/
da

y×
3
0
0
日

)

1
.事

業
の

概
要

10
3

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

Yo
u 

ge
t p

ro
fit

s 
w

ith
 a

 fa
re

 o
f 2

 d
ol

la
rs

*
・
Ec
o
ca
ra

tt
ra
ct
to
ur
ist
s

・
In
ex
pe

ns
iv
e 
el
ec
tr
ic
 tr
ic
yc
le
 w
ith

 Ja
pa
ne

se
 q
ua
lit
y 

・
Re

du
ct
io
n 
of
 in
iti
al
 c
os
t b

ur
de

n 
w
ith

 su
bs
id
y 
fr
om

 
Ja
pa
ne

se
 g
ov
er
nm

en
t (
JC
M
 P
ro
je
ct
)

* W
he

n 
yo
u 
op

er
at
e 
six

 ti
m
es
 w
ith

 a
 fa
re
 o
f 2

 d
ol
la
rs
 a
 d
ay

* W
e 
do

 n
ot
 c
on

sid
er
 m

an
ag
em

en
t o

f s
ol
ar
 c
ha
rg
in
g 
st
at
io
ns
.

10
4

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

Y
ea

r
0

1
2

3
4

5
1.

 In
co

m
e(

U
S

D
)

0.
0

3,
60

0.
0

3,
60

0.
0

3,
60

0.
0

3,
60

0.
0

3,
60

0.
0

Fa
re

 in
co

m
e(

30
0U

SD
/m

on
th

×1
2m

on
th

s＝
36

00
US

D)
3,

60
0.

0
3,

60
0.

0
3,

60
0.

0
3,

60
0.

0
3,

60
0.

0
※

 2
US

D/
tim

e×
6 

tim
es

×2
5d

ay
s＝

30
0U

SD

2.
 E

xp
en

se
s(

U
S

D
)

1,
54

0.
0

2,
43

6.
6

3,
43

6.
6

2,
43

6.
6

3,
43

6.
6

2,
43

6.
6

El
ec

tri
c 

tri
cy

cl
e(

Ta
rif

f i
s 

in
cl

ud
ed

)　
JC

M
 S

ub
si

dy
 (3

0%
)

1,
54

0.
0

Ba
tte

ry
 re

pl
ac

em
en

t c
os

t
1,

00
0.

0
1,

00
0.

0
Fu

el
 c

os
t (

el
ec

tri
ci

ty
 c

ha
rg

e)
19

6.
6

19
6.

6
19

6.
6

19
6.

6
19

6.
6

M
ai

nt
en

an
ce

 c
os

t
24

0.
0

24
0.

0
24

0.
0

24
0.

0
24

0.
0

O
th

er
 o

pe
ra

tin
g 

ex
pe

ns
es

 (P
er

so
nn

el
 e

xp
en

se
s 

et
c.

)
2,

00
0.

0
2,

00
0.

0
2,

00
0.

0
2,

00
0.

0
2,

00
0.

0

3.
 P

ro
fit

 b
ef

or
e 

de
pr

ec
ia

tio
n(

U
S

D
)

-1
,5

40
.0

 
1,

16
3.

4
16

3.
4

1,
16

3.
4

16
3.

4
1,

16
3.

4

4．
D

ep
re

ci
at

io
n(

U
S

D
)

0.
0

30
8.

0
30

8.
0

30
8.

0
30

8.
0

30
8.

0
Ja

pa
ne

se
 s

ta
tu

to
ry

 d
ur

ab
le

 y
ea

rs
 o

f e
le

ct
ric

 tr
ic

yc
le

 
30

8.
0

30
8.

0
30

8.
0

30
8.

0
30

8.
0

5.
　

P
ro

fit
 a

ft
er

 d
ep

re
ci

at
io

n(
U

S
D

)
-1

,5
40

.0
 

85
5.

4
-1

44
.6

 
85

5.
4

-1
44

.6
 

85
5.

4

6.
 T

ax
(U

S
D

)
0.

0
17

1.
1

-2
8.

9 
17

1.
1

-2
8.

9 
17

1.
1

Co
rp

or
at

io
n 

Ta
x(

20
%

)
17

1.
1

-2
8.

9 
17

1.
1

-2
8.

9 
17

1.
1

7.
 P

ro
fit

 o
f 

th
e 

cu
rr

en
t 

te
rm

(U
S

D
)

-1
,5

40
.0

 
68

4.
3

-1
15

.7
 

68
4.

3
-1

15
.7

 
68

4.
3

8.
 C

as
h 

flo
w

(U
S

D
)

-1
,5

40
.0

 
99

2.
3

19
2.

3
99

2.
3

19
2.

3
99

2.
3

-1
,5

40
.0

 
-5

47
.7

 
-3

55
.4

 
63

7.
0

82
9.

3
1,

82
1.

6

IR
R

・
R

ec
ov

er
y 

pe
rio

d 
of

 in
iti

al
 in

ve
st

m
en

t
IR

R（
5y

ea
rs

）
34

%
Re

co
ve

ry
 p

er
io

d 
of

 in
iti

al
 in

ve
st

m
en

t
3年

Ca
sh
 fl
ow

 w
ill
 b
e 
po

sit
iv
e 
in
 3
 y
ea
rs
 

(R
ec
ov
er
y 
of
 in
iti
al
 in
ve
st
m
en
t w

ill
 e
nd

 
in
 3
ye
ar
s)

(1
1,
99

9k
m
=4
0k
m
/d
ay

×
30

0d
ay
)
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5

2
.事

業
実

施
体

制

コ ン ソ ー シ ア ム 協 定

＜
国

際
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

＞

◆
補

助
事

業
の

実
施

（
設

備
の

購
入

・
運

転
等

）
◆

G
H

G
削

減
量

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等タ

ク
シ

ー
業

者
(プ

ノ
ン

ペ
ン
)

◆
補

助
事

業
全

体
の

統
括

（
設

備
の

調
達

・
設

置
・

試
運

転
・
経

理
管

理
等

）

代
表

事
業

者
(日

本
電

動
三

輪
メ

ー
カ

ー
)

北
九

州
市

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

(対
象

都
市

)
環

境
省

JC
M

設
備

補
助

CO
2ク

レ
ジ

ッ
ト

の
移

転
都

市
間

連
携

に
基

づ
く
支

援
都

市
間

連
携

に
基

づ
く
支

援
(充

電
ス

タ
ン

ド
の

場
所

提
供

等
)

連
携

・
代

表
事

業
者

(日
本

企
業

)と
販

売
代

理
店

(プ
ノ

ン
ペ

ン
)で

国
際

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

し
、

事
業

を
行

う
こ

と
を

想
定

す
る

。

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

写
真

電
動

三
輪

(テ
ラ

モ
ー

タ
ー

ズ
社

製
)

10
6

3
.現

地
調

査
結

果
(テ

ラ
モ

ー
タ

ー
ズ

、
販

売
代

理
店

、
ル

モ
ー

モ
ト

協
会

)

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

(1
)電

動
三

輪
・
コ

ス
ト

・
仕

様
(T

e
rr

a
M

o
to

rs
Y
6
)

項
目

内
容

価
格

2
,2

0
0
U

S
D

(車
体

：
1
,2

0
0
U

S
D

、
バ

ッ
テ

リ
ー

：
1
,0

0
0
U

S
D

)

バ
ッ

テ
リ

ー
鉛

蓄
電

池
を

5
つ

搭
載

(電
圧

6
0
V

、
容

量
1
4
0
A

h
)

＊
1
.5

年
に

1
回

程
度

交
換

走
行

距
離

1
回

の
充

電
で

1
0
0
km

程
度

走
行

す
る

こ
と

が
可

能
(充

電
時

間
：
8
～

1
2
時

間
)

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

1
,0

0
0
U

S
D

/
年

程
度

(維
持

管
理

費
2
4
0
U

S
D

/
年

＋
電

気
代

2
0
0
U

S
D

/
年

＋
バ

ッ
テ

リ
ー

交
換

1
,0

0
0
U

S
D

/
2
年

＊
4
日

に
3
回

の
充

電
、

4
0
km

/
da

y程
度

走
行

を
想

定
)

仕
様

全
長

:2
,9

5
0
m

m
 , 

全
幅

:1
,0

9
0
m

m
, 全

高
:1

,8
0
0
m

m
,車

両
重

量
:2

7
8
kg

最
大

走
行

距
離

:1
0
0
km

, 定
格

出
力

:1
kw

,
最

高
速

度
:4

0
km

/
h
, 実

用
登

板
力

:1
0
°

(2
)現

地
の

ガ
ソ

リ
ン

・
ル

モ
ー

モ
ト

・
コ

ス
ト

(ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
)

項
目

内
容

価
格

1
,0

0
0
～

1
,8

0
0
U

S
D

(か
ご

：
6
0
0
～

8
0
0
U

S
D

、
バ

イ
ク

：
3
0
0
～

1
,0

0
0
U

S
D

)

走
行

距
離

5
0
km

～
7
5
km

/
da

y(
1
0
0
km

走
行

す
る

ド
ラ

イ
バ

ー
も

い
る

)

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

ガ
ソ

リ
ン

代
、

メ
ン

テ
代

等
を

含
め

て
1
,8

0
0
U

S
D

/
年

程
度

(収
入

は
3
0
0
U

S
D

/
月

程
度

で
あ

る
た

め
、

儲
け

は
1
5
0
U

S
D

/
月

)

そ
の

他
・
充

電
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

整
備

す
る

こ
と

が
重

要
・
電

動
三

輪
の

走
行

距
離

を
含

め
た

性
能

や
安

全
性

を
示

す
こ

と
が

重
要

10
7

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

4
．

試
乗

調
査

10
8

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

5
. 
ソ

ー
ラ

ー
充

電
ス

タ
ン

ド
の

概
要

(充
電

台
数

：
2
0
台

/
日

)
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9

O
ly

m
pi

c 
M

ar
ke

t

O
ru

ss
ey

M
ar

ke
t

Th
e 

C
en

tra
l M

ar
ke

t

O
ld

 M
ar

ke
t

0
1

2k
m

R
ai

lw
ay

 s
ta

tio
n

PP
W

SA
  7

77
KV

A 
(P

hu
m

Pr
ek

W
at

er
 T

re
at

m
en

t P
la

nt
) 

C
hu

ro
y

C
ha

nw
a

W
TP

C
ha

m
ka

m
or

n
W

TP
N

iro
th

W
TP

6
. 
ソ

ー
ラ

ー
充

電
ス

タ
ン

ド
の

候
補

地
の

調
査

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

(P
V 

ha
s 

in
st

al
le

d)

11
0

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

So
ur
ce

：
ht
tp
:/
/w

w
w
.b
em

ac
‐b
ee
t.c
om

/e
n/
tr
ic
yc
le
/,

ht
tp
:/
/w

w
w
.b
em

ac
‐u
zu
sh
io
.c
om

/a
ct
iv
iti
es
/e
v.h

tm
l

7
. 
電

動
三

輪
自

動
車

の
導

入
事

例
(1

)(
フ

ィ
リ

ピ
ン

)

フ
ィ

リ
ピ

ン
で

は
、

現
在

3
5
0
万

台
以

上
の

三
輪

タ
ク

シ
ー

(ト
ラ

イ
シ

ク
ル

)が
走

行
し

て
お

り
、

排
ガ

ス
に

よ
る

大
気

汚
染

が
深

刻
化

し
て

い
る

。
フ

ィ
リ

ピ
ン

政
府

は
、

電
動

三
輪

自
動

車
(E

-
T
ri
ke

s)
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

生
活

環
境

の
改

善
と

ド
ラ

イ
バ

ー
の

所
得

向
上

を
目

指
し

て
い

る
。

日
本

の
渦

潮
電

機
は

、
2
0
1
6
年

1
月

、
A

D
B

（
ア

ジ
ア

開
発

銀
行

）
お

よ
び

D
O

E
（
フ

ィ
リ

ピ
ン

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

省
）
の

E
-
T
ri
ke

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

3
,0

0
0
台

の
受

注
を

獲
得

し
た

。
→

電
動

三
輪

自
動

車
は

、
ガ

ソ
リ

ン
車

と
比

較
す

る
と

高
価

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

民
間

企
業

の
力

だ
け

で
は

普
及

が
難

し
い

場
合

が
あ

る
。

行
政

の
強

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

っ
て

、
環

境
負

荷
の

大
き

い
自

動
車

を
規

制
し

、
電

動
自

動
車

な
ど

の
低

公
害

車
へ

変
え

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

11
1

J
C

M
案

件
化

調
査

（
交

通
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

)
電

動
三

輪
の

導
入

日
本

の
テ

ラ
モ

ー
タ

ー
ズ

社
は

、
2
0
1
5
年

に
バ

ン
グ

ラ
デ

ィ
シ

ュ
に

お
い

て
、

現
地

ト
ッ

プ
バ

イ
ク

メ
ー

カ
ー

と
合

弁
事

業
を

設
立

し
、

電
動

三
輪

の
製

造
・
販

売
を

開
始

し
た

。
比

較
的

安
価

な
価

格
設

定
と

性
能

の
良

さ
で

現
地

の
ニ

ー
ズ

と
合

致
し

、
順

調
に

販
売

打
数

を
伸

ば
し

て
お

り
、

累
計

1
0
,4

5
0
台

(販
売

開
始

か
ら

1
7
ヶ

月
間

)が
販

売
さ

れ
て

い
る

。

＜
バ

ン
グ

ラ
デ

ィ
シ

ュ
の

現
状

＞
・
人
⼝

増
加

と
と

も
に

増
え

続
け

る
ガ

ソ
リ

ン
バ

イ
ク

、
CN

G三
輪

車
が

大
気

汚
染

の
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
現

地
で

は
多

く
の

中
国

製
の

電
動

三
輪

車
が

普
及

し
て

い
る

が
、

故
障

し
や

す
い

。
ま

た
、

天
然

ガ
ス

の
価

格
が

上
昇

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
品

質
の

高
い

電
動

三
輪

自
動

車
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

7
. 
電

動
三

輪
自

動
車

の
導

入
事

例
(2

)(
バ

ン
グ

ラ
デ

ィ
シ

ュ
)

So
ur
ce
:h
tt
p:
//
w
w
w
.te

rr
a‐
m
ot
or
s.
co
m
/jp

/i/
ne

w
s/
20

15
/

分
野

別
課

題
・
具

体
的

施
策

＜
上

下
水

・
雨

水
排

水
分

野
＞

11
2
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11
3

上
水

分
野

・
課

題

【
上

水
道

普
及

率
・
無

収
水

率
】

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

大
部

分
は

、
プ

ノ
ン

ペ
ン

水
道

公
社

に
よ

り
給

水
が

行
わ

れ
て

い
る

。
水

道
公

社
が

所
管

す
る

エ
リ

ア
の

上
水

道
の

普
及

率
は

、
約

8
5
％

に
達

し
て

い
る

(2
0
1
6
年

5
月

現
在

)。
・
ま

た
、

水
道

水
質

は
、

W
H

O
の

基
準

を
満

た
し

、
水

栓
か

ら
直

接
飲

料
可

能
で

あ
り

、
無

収
水

率
、

料
金

徴
収

率
は

、
他

の
A

S
E
A

N
諸

国
の

都
市

と
比

較
し

て
、

突
出

し
て

優
れ

た
数

値
を

達
成

し
て

い
る

(無
収

水
率

：
5
.9

4
%
、

料
金

徴
収

率
：
9
9
.9

%
（
と

も
に

2
0
0
9
年

）
)。

【
郊

外
部

に
お

け
る

民
営

水
道

セ
ク

タ
ー

の
現

状
】

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
に

お
け

る
農

村
等

の
郊

外
部

で
は

、
民

営
の

水
道

セ
ク

タ
ー

が
給

水
を

行
っ

て
い

る
。

・
し

か
し

、
民

営
の

水
道

セ
ク

タ
ー

に
は

、
計

測
機

器
が

無
い

た
め

に
、

漏
水

、
出

水
不

良
、

無
駄

な
電

力
消

費
が

発
生

し
て

い
る

。
適

切
な

運
用

、
維

持
管

理
に

必
要

な
計

測
機

器
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

【
需

要
量

の
増

大
】

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
水

道
公

社
は

、
４

つ
の

浄
水

場
を

所
有

し
、

上
水

処
理

能
力

の
合

計
は

4
3
0
,0

0
0
m

3
/
da

y
で

あ
る

(2
0
1
3
年

9
月

現
在

)。
2
0
2
5
年

に
は

、
需

要
量

は
約

7
1
0
,0

0
0
m

3
/
da

y
ま

で
増

加
す

る
こ

と
が

推
計

さ
れ

て
い

る
。

需
要

量
の

増
大

に
伴

う
水

源
の

確
保

と
、

水
質

保
全

が
求

め
ら

れ
る

。

【
上

水
道

設
備

の
省

エ
ネ

化
・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
】

・
上

水
道

設
備

の
省

エ
ネ

化
や

、
太

陽
光

発
電

等
の

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

を
進

め
、

G
H

G
を

削
減

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
写

真
：
太

陽
光

発
電
(水

道
公

社
)

11
4

下
水

・
雨

水
排

水
分

野
・
課

題

【
生

活
系

汚
水

】

・
汚

水
は

、
都

市
下

水
路

を
経

て
湿

地
や

安

定
化

池
方

式
の

処
理

施
設

(欧
州

共
同

体

支
援

)等
に

放
流

。
人

口
増

加
、

都
市

化
に

伴
い

汚
水

量
が

増
加

し
、

水
質

環
境

が
著

し
く
低

下
し

て
い

る
。

・
下

水
道

や
汚

水
処

理
場

を
整

備
し

、
公

衆

衛
生

の
改

善
、

環
境

保
全

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
産

業
排

水
】

・
P

P
S
E
Z

以
外

の
多

く
の

工
場

で
排

水
処

理

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
も

の
と

推
察

さ

れ
る

。

・
排

水
基

準
遵

守
の

た
め

の
行

政
指

導
や

罰

則
の

適
用

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

・
ほ

と
ん

ど
の

病
院

で
は

、
排

出
さ

れ
る

汚
水

に
医

療
系

の
液

体
廃

棄
物

が
混

在
し

、
無

処
理

で
地

先
の

水
路

等
の

排
水

さ
れ

、
公

衆
衛

生
上

極
め

て
問

題
で

あ
る

。

◇
安

定
化

池
へ

の
汚

水
排

水
状

況
(T

um
pu

n)
◇

違
法

に
廃

棄
さ

れ
る

汚
泥

（
出

典
：
TA

KE
U
CH

I e
t a

l. 
, J
ou

rn
al
 o
f W

at
er
 a
nd

 E
nv
iro

nm
en

t T
ec
hn

ol
og
y,
 V
ol
.3
, N

o.
1,
 2
00
5）

◇
都

市
下

水
路

の
水

質
状

況
(B

O
D

)

BOD5(mg/L) SS (mg/L)

◇
都

市
下

水
路

の
水

質
状

況
(S

S
)

都
市
下
水 都

市
下
水

◇
都

市
下

水
路

水
質

調
査

地
点

位
置

図

I I
H

Tu
m

pu
n

P
um

p 
st

at
io

n

Tr
ab

ek
P

um
p 

st
at

io
n

(
元

資
料

:
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
下

水
・

排
水

改
善

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

,
2
01
6年

6月
,
JI
CA
)

N
0

N
am

e
Be

ds
M
an
ag
e

①
Ka
nt
ha

Bo
ph

a
Ch

ild
re
n 
Ho

sp
ita

l
1,
03

2
U
nd

er
 M

O
H

②
Ca
lm

et
Ho

sp
ita

l
53

0
U
nd

er
 M

O
H

③
Ca
m
bo

di
an

‐S
ov
ie
t F
rie

nd
sh
ip
 H
os
pi
ta
l

46
5

U
nd

er
 M

O
H

④
Pr
ea
h
Ko

ss
am

ak
Ho

sp
ita

l
25
0

U
nd

er
 M

O
H

⑤
N
at
io
na
l P
ed

ia
tr
ic
 H
os
pi
ca
l

15
0

U
nd

er
 M

O
H

⑥
N
at
io
na
l M

at
er
na
l a
nd

 C
hi
ld
 H
ea
lth

 C
en

te
r

14
5

U
nd

er
 M

O
H

⑦
An

g
Du

on
g 
Ho

sp
ita

l
80

U
nd

er
 M

O
H

⑧
Pr
ea
h
Ke

tM
ea
le
a
Ho

sp
ita

l
1,
00

0
U
nd

er
 M

O
H

9
Au

ro
ra
 P
ol
y 
Cl
in
ic

18
Pr
iv
at
e

10
Ro

ya
l P
hn

om
 P
en

h 
Ho

sp
ita

l
58
0

Pr
iv
at
e

11
Ch

o 
Ra

y 
Ph

no
m
 P
en

h 
Ho

sp
ita

l
50
0

Pr
iv
at
e

12
Se
n 
So
k
In
te
rn
at
io
na
l U

ni
ve
rs
ity

 H
os
pi
ta
l

25
0

Pr
iv
at
e

⑬
N
at
io
na
l C
en

te
r f
or
 T
ub

er
cu
lo
sis

 a
nd

 Le
pr
os
y 

(C
EN

AT
)

40
0

U
nd

er
 M

O
H

⑭
Ph

no
m
 P
en

h 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

14
2

U
nd

er
 M

HD

⑮
Ca
m
bo

di
a‐
Ch

in
es
 F
rie

nd
sh
ip
 S
en

 S
ok

Re
fe
rr
al
 

Ho
sp
ita

l
60

U
nd

er
 M

HD

⑯
M
ea
nc
he

y 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

42
U
nd

er
 M

HD

⑰
Po

rc
he

nt
on

g 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

35
U
nd

er
 M

HD

⑱
Ch

am
ka
r D

ou
ng

He
al
th
 C
en

tr
e

25
U
nd

er
 M

HD

⑲
Sa
m
da
ch

O
v
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

19
U
nd

er
 M

HD

⑳
Pr
ae
k
Pn

ov
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

13
U
nd

er
 M

HD

11
5

下
水

・
雨

水
排

水
分

野
・
課

題

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
主

要
病

院
一

覧
表

(
元
資
料
:
保
健
省
プ
ノ
ン
ペ
ン
局
資
料
に
加
筆
)

：
私

立
病

院
（
汚

水
処

理
O
ff‐
Si
te

エ
リ

ア
内

）

：
公

立
病

院
（
汚

水
処

理
O
ff‐
Si
te

エ
リ

ア
内

）

：
公

立
病

院
（
汚

水
処

理
O
n 
&
 O
ff‐
Si
te

エ
リ

ア
内

）

：
私

立
病

院
（
汚

水
処

理
O
n 
&
 O
ff‐
Si
te

エ
リ

ア
内

）

：
公

立
病

院
（
汚

水
処

理
O
n‐
Si
te

エ
リ

ア
内

）

：
私

立
病

院
（
汚

水
処

理
O
n‐
Si
te

エ
リ

ア
内

）

◇
ク

メ
ー

ル
-ソ

ビ
エ

ト
友

好
病

院
汚

水
槽

（
老

朽
化

進
行

）
◇

同
病

院
の

汚
水

排
水

ポ
ン

プ
室

設
備

故
障

で
仮

説
ポ

ン
プ

で
排

水

凡
例

11
6

下
水

・
雨

水
排

水
分

野
・
課

題
汚

水
処

理
O
ff‐
Si
te

エ
リ

ア
（
拡

大
）

Ch
eu

ng
 A
ek

処
理

区
汚

水
処

理
O
ff 
Si
te

エ
リ

ア

汚
水

処
理
O
n‐
Si
te

エ
リ

ア

Ta
m
ok

処
理

区
汚

水
処

理
O
n 
&
 O
ff 
Si
te

エ
リ

ア

◇
病

院
の

位
置

と
汚

水
処

理
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
お

け
る

処
理

区
と

の
関

係
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11
7

下
水

・
雨

水
排

水
分

野
・
課

題

【
雨

水
排

水
】

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
は

、
低

平
地

で
あ

る
た

め
、

雨
水

が
溜

ま
り

や
す

く
、

排
水

し
づ

ら
い

特
性

を
有

し
て

い
る

。

・
内

戦
と

清
掃

機
材

の
老

朽
化

に
よ

り
、

排
水

管
路

の
閉

塞
が

進
行

し
排

水
機

能
が

低
下

し
て

い
る

。

・
さ

ら
に

は
、

都
市

化
の

進
展

に
伴

う
不

浸
透

面
積

の
増

加
や

湿
地

・
湖

沼
面

積
の

減
少

等
に

よ
り

流
出

量
が

増
加

し
、

雨
季

に
20

回
程

度
発

生
す

る
日

雨
量
20
m
m

程
度

の
降

雨
で

も
、

都
内

各
所

で
浸

水
が

発
生

し
て

い
る

。

◇
シ

ャ
ル

ル
ド

ゴ
ー

ル
通

の
浸

水
状

況

（
20

10
年

4月
）

◇
63

番
通

り
35

2番
通

り
の

交
差

点
に

お
け

る
浸

水
状

況
（

20
09

年
9月

）
◇

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

内
の

湿
地

・
湖

沼
面

積
の

比
較

(
資
料
:
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
下
水
・
排
水
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

,
2
0
1
6
年
6
月
,
J
I
C
A
)

■
20

03
年

■
20

15
年

11
8

下
水

・
雨

水
排

水
分

野
・
課

題

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
洪

水
防

御
・

排
水

改
善

計
画

・
フ

ェ
ー

ズ
Ⅰ

～
Ⅲ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
位

置
図

（
出

典
：
JIC

A 
Re

po
rt

，
20
11

）

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
内

水
氾

濫
図

(
元
資
料
:
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
下
水
・
排
水
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

,2
0
1
6
年
6
月
,
J
I
C
A
)

遠
賀

川
河

口
堰

【
北

九
州

市
の

水
道

水
源

】

生
活

雑
排

水
の

影
響

を
受

け
て

い
る

河
川

の
最

下
流

で
水

道
の

原
水

を
取

水

遠
賀

川
原

水
対

策
と

し
て

新
た

な
浄

水
処

理
技

術
を

11
年

間
で

独
自

開
発

（
U

-B
C

F）
特

許
第

38
31

05
5号

（
H

9出
願

、
H

18
登

録
）

【
主

力
浄

水
場

に
U

-B
C

Fを
整

備
】

本
城

浄
水

場
（
H

12
&

H
22

）
10

6,
50

0m
3/

日
穴

生
浄

水
場

（
H

15
年

）
17

1,
00

0m
3/

日

【
特

徴
】

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

＝
3.

6円
／

m
3

コ
ン

パ
ク

ト
性

＝
建

設
費

が
経

済
的

北
九

州
市

が
国

内
特

許
を

有
す

る
上

向
流

式
生

物
接

触
ろ

過
（
U

pw
ar

d
B

io
lo

gi
ca

l C
on

ta
ct

 F
ilt

ra
tio

n 
: U

-B
C

F）

本
城

浄
水

場

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

■
遠

賀
川

原
水

の
浄

水
ノ

ウ
ハ

ウ
（
U

-
B

C
F
）

11
9

〇
通

常
の

高
度

処
理

と
比

べ
・
建

設
コ

ス
ト

１
／

２
・
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ス

ト
１

／
２

０

ベ
ト

ナ
ム

・
ハ

イ
フ

ォ
ン

市
小

規
模

浄
水

場
か

ら

主
力

浄
水

場
へ

の
U

-
B

C
F
導

入
（
無

償
資

金
協

力
活

用
）

ベ
ト

ナ
ム

国
内

・
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

へ
拡

大
主

力
浄

水
場

（
ア

ン
ズ

オ
ン

浄
水

場
）

■
U

-
B

C
F

主
力

浄
水

場
へ

の
導

入

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

12
0
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【
経

緯
】

・
１

９
６

３
年

２
月

北
九

州
市

誕
生

⇒
本

格
的

に
整

備
着

手

・
１

９
６

３
年

７
月

皇
后

崎
浄

化
セ

ン
タ

ー
運

転
開

始

・
１

９
７

７
年

３
月

下
水

道
普

及
率

５
０

％
達

成

・
１

９
８

２
年

１
月

管
渠

布
設

延
長

２
，

０
０

０
km

達
成

・
２

０
０

５
年

３
月

管
渠

布
設

延
長

４
，

０
０

０
km

達
成

・
２

０
０

６
年

３
月

下
水

道
普

及
率

９
９

．
８

％
達

成
（
汚

水
整

備
概

成
）

【
主

な
下

水
道

施
設

】

・
浄

化
セ

ン
タ

ー
５

箇
所

（
処

理
能

力
６

２
１

，
０

０
０

ｍ
３
/日

）
・
ポ

ン
プ

場
３

６
箇

所
・
管

渠
４

，
３

６
１

km
汚

水
３

，
１

９
７

km

雨
水

３
２

１
km

合
流

８
４

３
km

約
4
0
年

間
で

、
6
,0

0
0
億

円
を

超
え

る

建
設

事
業

費
を

投
資

【
処

理
区

域
面

積
】

・
１

６
，

１
９

１
h
a

（
う

ち
合

流
区

域
面

積
：
３

，
４

２
２

h
a）

新
町

浄
化

セ
ン

タ
ー

日
明

浄
化

セ
ン

タ
ー

北
湊

浄
化

セ
ン

タ
ー

曽
根

浄
化

セ
ン

タ
ー

皇
后

崎
浄

化
セ

ン
タ

ー

■
北

九
州

市
の

下
水

道
概

要

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

12
1

◆
約

４
０

年
を

か
け

て
、

行
政

と
市

民
が

一
体

と
な

っ
て

下
水

道
整

備
を

推
進

・
行

政
：
下

水
処

理
場

や
管

渠
の

整
備

・
市

民
：
水

洗
化

（
下

水
道

へ
の

接
続

）
の

徹
底

下
水

道
の

普
及

と
と

も
に

、

紫
川

の
水

質
が

飛
躍

的
に

改
善

戻
っ

て
き

た
清

流
に

棲
む

魚
：
ア

ユ

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

1964

1967

1970

1973

1976

1979

1982

1985

1988

1991

1994

1997

2000

2003

2006

2009

F
is

c
al

 Y
e
ar

BOD（mg/l）

01
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

Sewerage saturation（%）

A
ve

ra
ge

 B
O

D
 (

m
g/

l)
（
K

at
su

ya
m

a 
B

ri
dg

e
）

A
ve

ra
ge

 B
O

D
 (

m
g/

l)
（
T

an
ga

 B
ri

dg
e
）

S
e
w

e
ra

ge
 s

at
u
ra

ti
o
n
 l
e
ve

l（
%
）

■
下

水
道

整
備

の
効

果

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
北

九
州

市
に

お
け

る
取

組
の

紹
介

12
2

12
3

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
具

体
的

施
策

（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

1
.民

営
水

道
セ

ク
タ

ー
に

お
け

る
計

測
機

器
の

導
入

(郊
外

部
)

・
民

営
の

水
道

セ
ク

タ
ー

に
、

計
測

機
器

を
導

入
し

、
漏

水
と

出
水

不
良

の
解

消
、

消
費

電
力

の
削

減
を

図
る

。
民

営
水

道
セ

ク
タ

ー
短

期
エ

ネ
ル

ギ
ー

削
減

量
G

H
G

削
減

量

2
.水

源
の

確
保

・
水

質
保

全
・
将

来
、

需
要

量
が

大
き

く
増

加
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

て
い

る
た

め
、

水
源

の
確

保
を

行
う

。
・
併

せ
て

、
水

源
の

水
質

保
全

を
行

う
。

水
道

公
社

民
営

水
道

セ
ク

タ
ー

環
境

省
中

長
期

水
源

の
水

量
お

よ
び

水
質

3
.上

水
道

設
備

の
省

エ
ネ

化
・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
・
ポ

ン
プ

等
の

上
水

道
設

備
の

省
エ

ネ
化

や
、

太
陽

光
発

電
等

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
に

よ
っ

て
、

G
H

G
の

削
減

を
進

め
る

。

水
道

公
社

短
期

エ
ネ

ル
ギ

ー
削

減
量

G
H

G
削

減
量

【
上

水
道

】

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
（
水

道
公

社
既

存
設

備
）

ht
tp
:/
/w

w
w
.e
‐m

ec
ha
tr
on

ic
s.
co
m
/d
ow

nl
oa
d/
da
ta
s/
ca
ta
lo
g/

ka
‐p
92

0‐
1/
ka
‐p
92
0‐
1d

_7
_0
.p
df

高
効

率
イ

ン
バ

ー
タ

ー
制

御
モ

ー
タ

ー
の

例
ht
tp
:/
/w

w
w
.a
ic
hi
to
ke
i.c
o.
jp
/p
ro
du

ct
s/
02
_w

at
er
/0
5

_e
le
m
ag
_s
y/

精
度

の
優

れ
た

電
磁

流
量

計
の

例

12
4

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
具

体
的

施
策

（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

4
..現

在
と

り
ま

と
め

中
の

汚
水

処
理

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

も
と

づ
く

汚
水

収
集

の
た

め
の

下
水

道
の

面
整

備
と

下
水

処
理

場
の

早
期

建
設

現
在

実
施

中
の

汚
水

処
理

に
関

す
る

J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

積
極

的
推

進
交

通
事

業
運

輸
局

都
・
都

市
開

発
局

中
長

期
下

水
道

普
及

率

5
..行

政
指

導
の

強
化

、
罰

則
規

定
の

明
確

化
と

適
正

な
運

用

工
場

、
事

業
者

へ
定

期
的

な
立

ち
入

り

調
査

を
行

い
、

排
水

の
環

境
基

準
遵

守
に

努
め

る
と

と
も

に
、

指
導

を
守

ら
ず

違
反

を
続

け
る

企
業

を
厳

罰
に

処
す

る
。

環
境

省
短

期
排

水
調

査
回

数
排

水
水

質
河

川
水

質

6
..早

急
な

雨
水

排
水

施
設

の
整

備
・

改
善

現
在

実
施

中
の

下
水

道
に

関
す

る
J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

積
極

的
推

進
交

通
事

業
運

輸
局

都
・
都

市
開

発
局

中
長

期
下

水
道

普
及

率

7.
分

散
型

汚
水

処
理

シ
ス

テ
ム

整
備

事
業

病
院

や
工

場
な

ど
速

や
か

に
汚

水
処

理
の

対
策

が
必

要
や

施
設

や
、

農
村

部
等

、
下

水
道

の
普

及
が

遅
れ

る
地

域
に

対
し

、
分

散
型

汚
水

処
理

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
。

交
通

事
業

運
輸

局
都

・
都

市
開

発
局

中
長

期
下

水
道

普
及

率

【
下

水
道

・
雨

水
排

水
】

省
エ

ネ
に

配
慮

し
た

終
末

処
理

場
の

整
備

例

出
典

：
北

九
州

市
ht
tp
:/
/jo

ka
so
.k
ub

ot
a.
co
.jp

/e
n/
pr
od

uc
t/
k_
hc
_t
.h
tm

l

分
散

型
汚

水
処

理
施

設
シ

ス
テ

ム
例

（
浄

化
槽

）
工

業
団

地
排

水
処

理
施

設
の

整
備

例
（
PP

SE
Z)
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北
九

州
市

上
下

水
道

局

1
.
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

現
状

2
.
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
概

要

◇
急

激
な

都
市

化
に

伴
い

、
水

環
境

問
題

・
浸

水
問

題
が

顕
在

化
⇒

既
存

施
設

の
能

力
を

最
大

限
に

活
用

し
な

が
ら

、
浸

水
被

害
の

軽
減

に
資

す
る

施
設

維
持

管
理

や
市

民
意

識
の

向
上

に
寄

与
す

る
啓

発
活

動
が

必
要

◇
目

標
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
「
下

水
道

の
持

続
的

発
展

」
及

び
「
浸

水
被

害
軽

減
」
に

向
け

た
、

市
民

意
識

の
向

上
と

下
水

・
排

水
施

設
の

適
切

か
つ

効
率

的
な

維
持

管
理

を
目

指
す

◇
期

間
２

０
１

６
年

～
２

０
１

９
年

（
予

定
）

◇
活

動
内

容
市

民
啓

発
活

動
・
環

境
学

習
、

現
地

技
術

指
導

、
研

修
員

受
入

、
セ

ミ
ナ

ー
開

催
＜

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

＞


啓
発

活
動

や
浸

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

な
ど

に
よ

る
市

民
意

識
の

向
上


下

水
・
排

水
設

備
の

維
持

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
の

作
成

と
運

用
＜

実
施

ス
キ

ー
ム

＞

北
九

州
市

海
外

水
ビ

ジ
ネ

ス
推

進
協

議
会

会
員

企
業

等

<
官

民
連

携
>

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

公
共

事
業

運
輸

省

現
地

技
術

支
援

研
修

員
受

入

日
本

の
排

水
施

設
の

管
理

運
転

技
術

を
移

転
（
排

水
ポ

ン
プ

施
設

な
ど

）

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

公
共

事
業

運
輸

局

D
P

W
T

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(1
)J

IC
A

草
の

根
技

術
協

力
事

業
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
下

水
・
排

水
施

設
管

理
能

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

12
5

事
業

内
容

20
16

20
17

20
18

20
19

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

研
修

員
受

入
れ

訪
問

協
議

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び

セ
ミ

ナ
ー

●
5
名

・
2
2
日

間

●
5
名

・
2
2
日

間

■ ・
課

題
整

理
、

モ
デ

ル
地

区
選

定
・
浸

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

■
■

・
下

水
排

水
設

備
維

持
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

素
案

作
成

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

最
終

案
作

成
・
運

用
体

制
の

確
立

・
最

終
と

り
ま

と
め

作
成

▲ ・
啓

発
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

▲
・
セ

ミ
ナ

ー
（
成

果
発

表
会

)開
催

・
啓

発
活

動
計

画
案

作
成

・
セ

ミ
ナ

ー
準

備

■
■

■
■

■
■

■
■

■

▲ ・
啓

発
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(1
) 

J
IC

A
草

の
根

技
術

協
力

事
業

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

下
水

・
排

水
施

設
管

理
能

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

3
. 
事

業
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
2
0
1
7
.1

～
2
0
1
9
.1

2
）

12
6

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

の
民

営
水

道
セ

ク
タ

ー
（
約

1
5
0
社

）
の

多
く
は

、
安

全
で

安
定

的
な

水
供

給
に

課
題

を
抱

え
て

い
る

。
㈱

ユ
ニ

・
エ

レ
ッ

ク
ス

が
実

施
し

た
Ｆ

Ｓ
調

査
に

よ
る

と
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
国

の
民

営
水

道
セ

ク
タ

ー
に

イ
ン

バ
ー

タ
・

ポ
ン

プ
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

高
い

電
力

削
減

効
果

が
見

込
ま

れ
て

い
る

。
同

社
で

は
、

2
0
1
6
年

度
に

実
証

実
験

（
Pr
ey
 K
ub

W
at
er
 S
up

pl
y 

社
）
を

行
い

、
そ

の
成

果
を

踏
ま

え
、

民
営

水

道
セ

ク
タ

ー
に

対
し

て
、

イ
ン

バ
ー

タ
設

備
等

の
普

及
を

進
め

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

①
イ

ン
バ

ー
タ

等
の

省
エ

ネ
設

備
の

導
入

②
適

切
な

流
量

管
理

に
基

づ
く
運

転
方

法
の

確
立

③
安

定
し

た
水

供
給

が
可

能
と

な
る

実
証

試
験

系
統

図

浄
水

施
設

N
o１

導
水

N
o２

導
水

着 水 井

沈 澱 池

ろ 過 池

浄 水 池

配
水

塔
系

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ加

圧
系

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ加

圧
系

受
電 W

h

P P P PP P

イ
ン

バ
ー

タ

イ
ン

バ
ー

タ

水
圧

系

水
圧

系

M
(A

)

M
(B
)

M
(C

)

配
水

塔

W
h

W
h

流
量

流
量

1
5
0
A

1
0
0
A

W
h

流
量

M
(A

)
既

設
_水

道
ﾒ
ｰ

ﾀ
ｰ

仮
設

_電
力

量
計

仮
設

_流
量

計

P
ポ

ン
プ

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(2
)

民
営

水
道

セ
ク

タ
ー

に
適

し
た

省
エ

ネ
シ

ス
テ

ム
の

導
入

1.
事

業
概

要

12
7

北
九

州
市

環
境

局
ア

ジ
ア

低
炭

素
化

セ
ン

タ
ー

㈱
ユ

ニ
・
エ

レ
ッ

ク
ス

安
川

電
機

（
イ

ン
バ

ー
タ

）

市
内

取
引

先
（
各

種
）

K
W

S
（
デ

ー
タ

解
析

）
日

本

カ
ン

ボ
ジ

ア

㈱
ユ

ニ
・
エ

レ
ッ

ク
ス

カ
ン

ボ
ジ

ア
支

店

工
事

業
者

管
轄

省
庁

M
IH

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

C
W

A

調
整

民
営

水
道

セ
ク

タ
ー

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(2
)

民
営

水
道

セ
ク

タ
ー

に
適

し
た

省
エ

ネ
シ

ス
テ

ム
の

導
入

2.
事

業
実

施
体

制

1
2
8
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1
2
9

1.
事

業
概

要

・
病

院
排

水
が

滅
菌

も
さ

れ
ず

に
排

水
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
鑑

み
、

J
IC

A
の

汚
水

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

O
ff
-
S
it
e
で

汚
水

処
理

（
下

水
処

理
場

を
建

設
）
が

行
わ

れ
る

C
h
e
u
n
g 

A
e
k処

理
区

内
に

位
置

す
る

病
院

は
対

象
外

と
し

、
そ

れ
以

外
の

病
院

を
対

象
に

各
種

の
浄

化
機

器
を

パ
ッ

ケ
ー

ジ
化

し
た

浄
化

槽
を

導
入

し
、

適
切

に
病

院
排

水
を

処
理

す
る

。
・
T
am

o
k処

理
区

で
は

、
現

計
画

で
は

O
n
 &

 O
ff
-
S
it
e
併

用
で

の
汚

水
処

理
が

検
討

さ
れ

た
が

、
結

論
的

に
は

、
O

n
-
S
it
e
が

前
提

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
こ

の
エ

リ
ア

に
位

置
す

る
病

院
も

対
象

と
し

た
。

病
院

の
数

は
7
ヶ

所
、

全
体

の
ベ

ッ
ド

数
は

約
9
4
0
床

で
あ

る
。

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(3
)

病
院

排
水

処
理

事
業

S
en

S
ok

国
際

大
学

病
院

対
象

の
病

院
と

ベ
ッ

ド
数

N
0

N
am

e
Be

ds
M
an
ag
er

11
Ch

o 
Ra
y 
Ph

no
m
 P
en

h 
Ho

sp
ita

l
50
0

Pr
iv
at
e

12
Se
n 
So
k
In
te
rn
at
io
na
l U

ni
ve
rs
ity

 
Ho

sp
ita

l
25
0

Pr
iv
at
e

⑮
Ca
m
bo

di
a‐
Ch

in
es
e 
Fr
ie
nd

sh
ip
 

Se
n 
So
k
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

60
M
HD

⑯
M
ea
nc
he

y 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

42
M
HD

⑰
Po

rc
he

nt
on

g 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

35
M
HD

⑱
Ch

am
ka
r D

ou
ng

He
al
th
 C
en
tr
e

25
M
HD

⑲
Sa
m
da
ch

O
v
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

19
M
HD

⑳
Pr
ae
k
Pn

ov
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

13
M
HD

合
計

93
6

C
ho

 R
ay

プ
ノ

ン
ペ

ン
病

院
カ

ン
ボ

ジ
ア

中
国

友
好

S
en

S
ok

都
立

病
院

P
or

ch
en

to
ng

都
立

病
院

1
3
0

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(3
)

病
院

排
水

処
理

事
業

■
C

ro
ss

-s
ec

tio
n 

pe
rs

pe
ct

iv
e

■
Fl

ow
sh

ee
tの

一
例

（
大

型
用

の
場

合
）

・
Q

=5
0m

3 /d
ay

・
Q

=8
0m

3 /d
ay

処
理

水
B

O
D

20
m

g/
L以

下

◇
Q

=1
0～

30
m

3 /d
ay

（
小

中
型

用
）

◇
Q

=2
0m

3 /d
ay

～
（
大

型
用

）

・
病

院
排

水
の

例
・
工

場
排

水
の

例

1
3
1

上
下

水
・
雨

水
排

水
分

野
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

(3
)

病
院

排
水

処
理

事
業

2.
事

業
ス

キ
ー

ム
（
案

）

◇
各

病
院

に
お

け
る

概
略

の
浄

化
槽

規
模

・
対

象
と

す
る

病
院

の
処

理
水

量
、

浄
化

槽
の

規
模

を
推

定
す

る
と

、
左

表
の

と
お

り
で

あ
る

。

・
浄

化
槽

は
、

パ
ッ

ケ
ー

ジ
と

な
っ

て
い

る
た

め
設

置
が

容
易

で
あ

る
。

・
大

型
浄

化
槽

は
1回

/週
の

頻
度

で
汚

泥
の

引
抜

き
を

行
う

。
中

型
で

は
1回

/2
週

の
頻

度
で

あ
る

。
・
槽

の
保

守
点

検
は

1回
/2

週
の

頻
度

で
行

う

必
要

が
あ

り
、

浄
化

槽
を

安
定

し
て

運
用

す
る

た
め

に
は

適
切

に
保

守
・
点

検
が

で
き

る
人

材
の

育
成

が
必

要
で

あ
る

。

N
o

病
院

名
タ

イ
プ

処
理

水
量

(m
3 /
da
y)

必
要

電
気

容
量

（
kW

)
年

間
消

費
電

力
（
kW

h/
年

）

11
Ch

o 
Ra
y 
Ph

no
m
 P
en

h 
Ho

sp
ita

l
大

型
50
0

22
10
6,
80
0

12
Se
n 
So
k
In
te
rn
at
io
na
l U

ni
ve
rs
ity

 
Ho

sp
ita

l
大

型
25
0

14
54
,5
40

⑮
Ca
m
bo

di
a‐
Ch

in
es
e 
Fr
ie
nd

sh
ip
 

Se
n 
So
k
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

中
型

60
4.
5

20
,6
60

⑯
M
ea
nc
he

y 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

中
型

42
3.
8

20
,4
40

⑰
Po

rc
he

nt
on

g 
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

中
型

35
2.
5

12
,2
60

⑱
Ch

am
ka
r D

ou
ng

He
al
th
 C
en

tr
e

中
型

25
2.
0

12
,1
50

⑲
Sa
m
da
ch

O
v
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

中
型

19
1.
6

12
,1
00

⑳
Pr
ae
k
Pn

ov
Re

fe
rr
al
 H
os
pi
ta
l

中
型

13
1.
6

8,
92
0

3.
事

業
実

施
体

制
（
案

）

・
問

題
の

緊
急

度
が

高
い

こ
と

か
ら

、
短

期
間

で
事

業
化

で
き

る
ス

キ
ー

ム
の

適
用

が
重

要
で

あ
る

。
・
現

時
点

で
は

事
業

ス
キ

ー
ム

が
確

定
で

き
て

い
な

い
が

、
日

本
国

外
務

省
の

無
償

資
金

協
力

、
A

D
B

等
の

支
援

を
検

討
中

で
あ

る
。

・
浄

化
槽

の
整

備
と

あ
わ

せ
、

施
設

を
適

切
に

運
用

す
る

た
め

の
人

材
育

成
が

必
須

で
あ

る
。

■
日

本
側

事
業

者
・
浄

化
槽

メ
ー

カ
ー

・
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

日
本

政
府

、
AD

B等

■
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
側

・
保

健
省

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
・
病

院

■
北

九
州

市

資
金

支
援

浄
化

槽
整

備
・
保

守

（
研

修
受

入
等

）

姉
妹

都
市

と
し

て
の

相
互

協
力

・
設

置
費

用
（
全

体
）
＝

約
4.

4億
円

・
維

持
管

理
費

（
全

体
）
＝

約
4,

50
0万

円
※

※
日

本
で

の
条

件
で

試
算

分
野

別
課

題
・
具

体
的

施
策

＜
環

境
保

全
分

野
＞

13
2
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13
3

環
境

保
全

分
野

・
課

題

【
大

気
汚

染
】

・
自

動
車

、
バ

イ
ク

の
普

及
・
増

大
に

加
え

、
適

切
に

車

検
が

実
施

さ
れ

て
い

な
い

た
め

排
気

ガ
ス

由
来

の
大

気
汚

染
が

進
行

し
て

い
る

。
現

時
点

で
は

工
場

由
来

の
汚

染
は

進
行

し
て

い
な

い
。

・
既

往
調

査
結

果
で

は
環

境
基

準
値

を
満

足
し

て
い

る

が
、

適
切

な
観

測
が

で
き

て
い

る
か

は
疑

問
が

あ
る

。

・
大

気
の

観
測

地
点

は
1
箇

所
だ

け
で

あ
り

、
実

態
の

把
握

が
で

き
な

い
(環

境
省

が
所

掌
)。

【
騒

音
・
振

動
】

・
騒

音
は

環
境

基
準

が
設

定
さ

れ
て

い
る

が
、

定
期

的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

実
施

さ
れ

て
い

な
い

。

・
郊

外
の

中
心

部
よ

り
も

交
通

量
の

多
い

地
点

で
は

、

騒
音

の
環

境
基

準
は

未
達

成
で

あ
る

(J
IC

A
調

査
結

果
)。

・
振

動
は

環
境

基
準

が
定

め
ら

れ
て

お
ら

ず
、

実
態

も

不
明

で
あ

る
。

◇
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
ス

タ
ジ

ア
ム

近
傍

交
差

点
に

お
け

る
大

気
質

モ
ニ

タ
ー

結
果

（
20

14
年

）

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
内

に
お

け
る

騒
音

・
振

動
観

測
地

点
位

置
図

13
4

◇
P

oi
nt

7に
お

け
る

等
価

騒
音

レ
ベ

ル
の

時
間

的
変

動

環
境

保
全

分
野

・
課

題

【
水

質
汚

濁
】

・
上

水
の

水
源

と
な

っ
て

い
る

メ
コ

ン
河

、
ト

ン
レ

サ
ッ

プ

川
の

水
質

は
、

概
ね

良
好

で
あ

る
。

・
一

方
、

市
街

地
中

心
部

の
小

河
川

・
水

路
は

、
家

庭

等
か

ら
の

汚
水

が
無

処
理

の
ま

ま
流

入
し

、
著

し
く
汚

濁
が

進
ん

で
い

る
。

た
だ

し
、

各
水

域
で

の
定

期
的

な

水
質

調
査

は
未

実
施

の
た

め
詳

細
は

不
明

。

・
ま

た
、

池
沼

・
湿

地
も

見
た

目
で

は
汚

濁
し

て
い

る
が

、

調
査

結
果

が
な

い
た

め
実

態
は

不
明

。

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
内

河
川

地
点

に
お

け
る

水
質

調
査

結
果

の
一

例

（
デ
ー
タ
提
供
：
環
境
省
環
境
保
護
総
局
）

13
5

環
境

保
全

分
野

・
課

題

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
内

主
要

水
域

お
よ

び
排

水
の

水
質

調
査

結
果

の
一

例
（

20
15

年
11

月
～

20
16

年
1月

の
計

6回
の

平
均

値
）

■
B

O
D

5
■

TS
S

N
o.

Ca
te
go
ry

M
on

ito
rin

g
Po

in
t

分
析

項
目

Re
m
ar
ks

1
Ri
ve
r

Sa
p
Ri
ve
r(
Ph

no
m
Pe
nh

Po
rt
)

pH
,D
O
,B
O
D 5
,

CO
D C

r,C
O
D M

n,T
SS
,T
‐N
,T
‐

P,
To

ta
l

Co
lif
or
m

川
岸

か
ら

表
面

水
を

採
水

2
M
ek
on

g
Ri
ve
r(
Ki
en

Sv
ay
)

3
Ba

ss
ac

Ri
ve
r(
Th
ak
hm

ao
)

4
La
ke
/

sw
am

p

Ta
m
ok

La
ke

(D
isc

ha
rg
e

Po
in
t)

湖
水

が
川

に
流

入
す

る
地

点
の

表
面

水
を

採
水

5
Ch

eu
ng

Ae
k
La
ke

(D
isc

ha
rg
e
Po

in
t)

6
Sm

al
l

Ch
an
ne

l

Ko
p
Sl
ov

Pu
m
pi
ng

St
at
io
n

pH
,D
O
,B
O
D 5
,

CO
D C

r,T
SS
,T
‐

N
,T
‐P
,T
ot
al

Co
lif
or
m

小
水

路
は

水
路

の
中

央
で

表
面

水
を

採
水

。
工

場
と

商
業

施
設

は
DO

E/
PP

CC
と

共
同

で
選

定

7
Sv
ay

Pa
k
Sl
ui
ce
w
ay

8
Tr
ab
ek

Pu
m
pi
ng

St
ai
on

9
Tu
m
pu

n
Pu

m
pi
ng

St
at
io
n

N
o.

Ca
te
go
ry

M
on

ito
rin

g
Po

in
t

分
析

項
目

Re
m
ar
ks

10
Sm

al
l

Ch
an
ne

l
Pr
ek

Th
no

tR
iv
er

(T
ha
kh
m
ao

Br
id
ge
)

pH
,D
O
,B
O

D 5
,C
O
D C

r,T
SS
,T
‐N
,T
‐

P,
To

ta
l

Co
lif
or
m

＜
処

理
施

設
＞

11

Fa
ct
or
y

M
en

Sa
ru
n
(N
oo

dl
e

Fa
ct
or
y)

腐
敗

槽

12
SK
D
(L
iq
uo

r)
消

化
タ

ン
ク
+ラ

グ
ー

ン

活
性

汚
泥

法
+薬

品
処

理
13

SL
(G
ar
m
en

ta
nd

W
as
hi
ng
)

14
Co

m
m
er
ci
al

Fa
ci
lit
ie
s

Ph
no

m
Pe
nh

To
w
er

(O
ffi
ce

Bu
ild
in
g)

活
性

汚
泥

法

15
In
te
rc
on

tin
en

ta
lH

ot
el

腐
敗

槽
+曝

気
装

置
16

Ce
nt
ra
lM

ar
ke
t

腐
敗

槽

（
デ
ー
タ
提
供
：

JI
C

A
調
査
結
果
）

13
6

環
境

保
全

分
野

・
課

題

【
生

態
系

】

・
フ

ィ
リ

ピ
ン

ペ
リ

カ
ン

や
ア

ジ
ア

ヘ
ビ

ウ
な

ど

の
貴

重
な

鳥
類

が
生

息
す

る
重

要
な

湿

地
が

存
在

。

・
生

態
系

は
体

系
的

に
調

査
が

行
わ

れ
ず

、

実
態

不
明

で
あ

る
が

、
都

内
の

区
毎

に
生

態
系

や
文

化
的

な
観

点
か

ら
保

護
す

べ
き

エ
リ

ア
を

明
ら

か
に

す
る

よ
う

指
示

が
あ

っ

た
(2

0
1
5
年

9
月

)。

【
そ

の
他

】

・
環

境
保

全
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
な

し
。

技
術

、

人
材

及
び

資
金

不
足

に
よ

り
計

画
策

定

に
着

手
で

き
な

い
。

◇
安

定
化

池
へ

の
汚

水
排

水
状

況

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
内

の
重

要
湿

地

◇
都

市
内

水
路

の
汚

染
状

況

◇
湿

地
汚

染
状

況
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洞
海

湾
の

浚
渫

浚
渫

底
質

:
総

水
銀

濃
度

が
30

m
g/

L
以

上
の

底
質

（
35

万
m

3
）

環
境

監
視

（
海

域
、

河
川

）
C

O
D

、
B

O
D

な
ど

様
々

な
項

目
に

つ
い

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

海
域

：
p
H

、
C

O
D

、
全

窒
素

、
全

燐
、

溶
存

酸
素

、
浮

遊
物

質
量

、
透

明
度

、
大

腸
菌

群
数

等
河

川
：

p
H

、
B

O
D

、
電

気
伝

導
度

、
溶

存
酸

素
、

浮
遊

物
質

量
、

透
視

度
、

大
腸

菌
群

数
等

総
事

業
費

：
18

億
円

（
負

担
割

合
）

・
事

業
者

71
%

 、
公

共
（
国

1/
2・

県
1/

4・
市

1/
4）

29
%

13
7

環
境

保
全

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
洞

海
湾

の
浄

化

0510152025303540

19
68

19
72

19
76

19
80

19
84

19
88

19
92

19
96

20
00

20
04

20
08

年

COD (mg/l)

Ｄ
２

Ｄ
３

Ｄ
６

Ｄ
７


洞

海
湾

の
水

質
は

、
様

々
な

対
策

の
結

果
、

水
質

が
改

善
し

て
い

る
。


現

在
で

は
湾

内
で

多
く
の

魚
介

類
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

洞
海

湾
は

、
鉄

鋼
や

化
学

工
場

等
か

ら
の

排
水

に
よ

り
ひ

ど
く
汚

染
さ

れ
て

い
た

。
生

物
が

全
く
住

め
な

い
状

況
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
“
死

の
海

”
と

呼
ば

れ
た

。
13
8

■
洞

海
湾

水
質

の
経

年
変

化
（
CO

D）

環
境

保
全

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

大
気

汚
染

防
止

法
に

基
づ

く
立

入
検

査

大
規

模
施

設
※

１
中

規
模

施
設

※
２

小
規

模
施

設
※

３
合

計

１
２

０
２

２
１

１
２

３
０

１
５

７
１

(1
)大

・
中

規
模

施
設

・
・
・
全

対
象

（
市

内
全

排
出

ガ
ス

量
の

約
９

割
）

(2
)小

規
模

施
設

・
・
・
燃

原
料

使
用

量
に

係
る

調
査

に
お

い
て

未
回

答
の

工
場

・
事

業
場

ば
い

煙
発

生
施

設
の

設
置

状
況

【
20

10
.3

.3
1現

在
】

※
１

大
規

模
施

設
・
・
・
排

出
ガ

ス
量

4万
m

3 N
/h

 以
上

※
２

中
規

模
施

設
・
・
・
排

出
ガ

ス
量

1万
m

3 N
/h

 以
上

～
4万

m
3 N

/h
 未

満
※

３
小

規
模

施
設

・
・
・
排

出
ガ

ス
量

1万
m

3 N
/h

 未
満

【
選

定
基

準
】毎

年
度

、
立

入
計

画
を

策
定

大
気

汚
染

常
時

監
視

測
定

網

企
業

は
公

害
防

止
機

器
や

省
エ

ネ
型

生
産

工
程

を
整

備

公
害

監
視

セ
ン

タ
ー

13
9

環
境

保
全

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
大

気
汚

染
対

策

0.
0

0.
4

0.
8

1.
2

1.
6

2.
0

2.
4

2.
8

3.
2

0.
00
0

0.
01
0

0.
02
0

0.
03
0

0.
04
0

0.
05
0

0.
06
0

0.
07
0

0.
08
0

19
67

19
69

19
71

19
73

19
75

19
77

19
79

19
81

19
83

19
85

19
87

19
89

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09C
O

 ［
ｐ
ｐ
ｍ

］

S
O

２
，

N
O

２
，

O
ｘ

［
ｐ
ｐ
ｍ

］

S
P
M

 ［
ｍ

ｇ
/
ｍ

３
］

年
度

二
酸

化
い

お
う

（
Ｓ

Ｏ
２

）

二
酸

化
窒

素
（
Ｎ

Ｏ
２

）

浮
遊

粒
子

状
物

質
（
Ｓ

Ｐ
Ｍ

）

光
化

学
オ

キ
シ

ダ
ン

ト
（
Ｏ

ｘ
）

一
酸

化
炭

素
（
Ｃ

Ｏ
）

14
0

環
境

保
全

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
大

気
汚

染
況

の
推

移
（
一

般
環

境
大

気
測

定
局

の
年

平
均

値
）
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14
1

環
境

保
全

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

1
.大

気
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ

ス
テ

ム
の

整
備

そ
れ

に
も

と
づ

く
実

態
把

握

・
大

気
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

整
備

事
業

（
騒

音
含

む
）

環
境

省
短

期

環
境

基
準

達
成

率

G
H

G
削

減
量

2
.振

動
に

関
す

る
環

境
基

準

の
設

定

・
土

地
用

途
別

の
振

動
環

境
基

準
の

検
討

・

設
定

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

整
備

環
境

省
中

長
期

環
境

基
準

達
成

率

3
.排

気
ガ

ス
由

来
の

大
気

汚

染
改

善
の

た
め

の
法

制
度

の
充

実

・
車

検
制

度
の

見
直

し
・
確

実
な

履
行

・
排

ガ
ス

規
制

値
の

見
直

し
・
充

実
、

規
制

値
遵

守
・
罰

則
規

定
強

化

環
境

省
短

期

車
検

受
検

率

排
ガ

ス
基

準

達
成

率

4
.計

画
的

な
水

質
汚

濁
改

善

に
資

す
る

環
境

基
準

適
用

方
法

の
見

直
し

・
基

準
値

の
細

分
化

、
水

域
の

利
用

形
態

に
応

じ
た

類
型

指
定

を
実

現
す

る
た

め

の
法

改
正

環
境

省
中

長
期

環
境

基
準

達
成

率

大
気

質
観

測
車

（
移

動
局

）
の

例

出
典

：
堀

場
製

作
所

出
典

：
堀

場
製

作
所

振
動

測
定

器
の

例
（
固

定
局

）

ht
tp
:/
/s
vm

ea
s.
rio

n.
co
.jp

/d
ow

nl
oa
d/
ca
ta
lo
g/
VM

‐5
5#
VM

‐5
5

車
検

で
の

排
ガ

ス
測

定
状

況
の

一
例

ht
tp
s:
//
w
w
w
.d
o‐
bl
og
.jp

/r
ise

up
/a
rt
ic
le
/2
9/

14
2

環
境

保
全

分
野

具
体

的
施

策
（
案

）

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

5
.下

水
処

理
場

の
整

備
現

在
実

施
中

の
汚

水
処

理
に

関
す

る
J
IC

A
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

積
極

的
推

進
公

共
事

業
運

輸
省

都
都

市
開

発
局

中
長

期
汚

水
処

理
率

G
H

G
削

減
量

6
.水

質
汚

濁
実

態
把

握
の

た
め

の
定

期
的

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施

・
都

内
水

域
の

汚
濁

実
態

把
握

の
た

め
の

水
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

の
策

定
・
実

施

環
境

省
都

環
境

関
連

局
短

期
環

境
基

準
達

成
率

7
.貴

重
な

生
態

系
の

保
全

・
生

態
系

保
全

計
画

の
策

定
環

境
省

中
長

期
湿

地
面

積
緑

地
面

積
8
.プ

ノ
ン

ペ
ン

都
版

グ
リ

ー
ン

成
長

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
策

定

北
九

州
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
気

候
変

動
戦

略
行

動
計

画
の

策
定

支
援

都
都

市
開

発
局

短
期

計
画

策
定

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
プ

ノ
ン

タ
マ

ウ
野

生
生

物
保

護
セ

ン
タ

ー
で

の
植

林
活

動
状

況
（
公

益
財

団
法

人
イ

オ
ン

環
境

財
団

）

ht
tp
s:
//
w
w
w
.a
eo

n.
in
fo
/e
f/
sp
/g
re
en

in
g_
ac
tiv

iti
es
/o
th
er
_c
ou

nt
rie

s/
ph

no
m
_p

en
h_

ca
m
bo

di
a/

水
域

環
境

基
準

点
一

般
地

点

河
川

27
5

湖
沼

1
0

海
域

7
11

合
計

35
16

北
九

州
市

に
お

け
る

水
質

観
測

状
況

の
例

（
20

14
）

14
3

1.
事

業
概

要

・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
の

大
気

・
騒

音
の

実
態

把
握

の
た

め
、

大
気

・
騒

音
の

自
動

観
測

装
置

を
導

入
す

る
(固

定
局

3
基

、
移

動
局

1
基

程
度

)。
あ

わ
せ

て
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
工

科
大

学
(C

IT
)の

観
測

局
と

情
報

共
有

で
き

る
よ

う
に

し
、

大
気

汚
染

に
関

す
る

研
究

、
専

門
家

の
養

成
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。
・
ま

た
、

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
専

門
員

を
育

成
す

る
た

め
、

北
九

州
市

で
研

修
を

行
う

。
・
本

事
業

の
資

金
に

つ
い

て
は

、
O

D
A

の
無

償
資

金
協

力
の

活
用

を
検

討
す

る
。

環
境

保
全

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
大

気
質

・
騒

音
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業

＜
観

測
項

目
＞

二
酸

化
硫

黄
：
SO

2、
一

酸
化

炭
素
:C
O

、
窒

素
酸

化
物
:N
O
x

、
オ

ゾ
ン

:O
3

浮
遊

粒
状

物
質
:T
SP

、
PM

2.
5、

騒
音

＜
概

略
シ

ス
テ

ム
構

成
＞

自
動

監
視

局

気
象

台
観

測

（
将

来
追

加
局

）

常
時

監
視

シ
ス

テ
ム

中
央

監
視

局

協
力

工
場

等

デ
ー

タ
収

集

常
時

協
力

要
請

デ
ー

タ
提

供

デ
ー

タ
提

供
中

央
省

庁
(将

来
)

家
庭

・
事

業
所

公
的

機
関

・
学

校
等

情 報 処 理 ・ 蓄 積
公

共
表

示
施

設

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

テ
レ

ビ
・
ラ

ジ
オ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

電
話

な
ど

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

専
用

回
線

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト

専
用

回
線

既
存
CI
T観

測
局

常
時

デ
ー

タ
の

情
報

共
有

参
考

：
北

九
州

市
で

の
大

気
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
状

況

●
：
一

般
環

境
大

気
測

定
局
(1
4局

）
▲

：
自

動
車

排
出

ガ
ス

測
定

局
(5

局
）

■
：
気

象
観

測
所

（
2局

）
◎

：
公

害
監

視
セ

ン
タ

ー
（
1局

）

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

Ya
ha
ta
ni
sh
i

W
ar
d

●

▲

▲

▲

▲

■

■

▲

●
Ya
ha
ta
hi
ga
sh
i

W
ar
d

Ko
ku
ra
ki
ta

W
ar
d

Ko
ku
ra
m
in
am

i
W
ar
d

W
ak
am

at
su

W
ar
d

To
ba
ta

W
ar
d

M
oj
i

W
ar
d

◎

Ki
ta
ky
us
hu

 C
ity

●
：
一

般
環

境
大

気
測

定
局

対
象

項
目

・
二

酸
化

硫
黄

（
SO

2)
・
二

酸
化

窒
素

（
N
O
2)

・
一

酸
化

炭
素

（
CO

)
・
浮

遊
粒

子
状

物
質

（
SP
M
)

・
光

化
学

オ
キ

シ
ダ

ン
ト

（
O
x)

・
微

小
粒

子
状

物
質

（
PM

2.
5）

▲
：
自

動
車

排
出

ガ
ス

測
定

局
対

象
項

目

・
二

酸
化

窒
素

（
N
O
2)

・
一

酸
化

炭
素

（
CO

)
・
浮

遊
粒

子
状

物
質

（
SP
M
)

・
微

小
粒

子
状

物
質

（
PM

2.
5）

※
：
そ

の
他

、
ベ

ン
ゼ

ン
、

ト
リ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
、

テ

ト
ラ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
及

び
ジ

ク
ロ

ロ
メ

タ
ン

の
有

害
大

気
汚

染
物

質
お

よ
び

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
も
4

局
で

測
定

し
て

い
る

。

大
気

測
定

結
果

の
一

例
（
N
O
2：

平
均

値
）

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

一
般

環
境

大
気

測
定

局
(N
O
2)

一
般

環
境

大
気

測
定

局
(N
O
)

自
動

車
排

出
ガ

ス
測

定
局
(N
O
2)

自
動

車
排

出
ガ

ス
測

定
局
(N
O
)

14
4

環
境

保
全

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
大

気
質

・
騒

音
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業
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14
5

◇
資

料
提

供
：
堀

場
製

作
所

（
同

社
で

は
、

M
O

N
R

E
に

10
局

納
品

済
み

で
あ

り
、

堀
場

仕
様

が
結

果
的

に
ベ

ト
ナ

ム
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

に
な

っ
て

い
る

模
様

）

◆
固

定
局

の
機

器
構

成
の

一
例

◇
内

部
の

状
況

◇
測

定
機

器
構

成
例

◇
固

定
局

外
観

の
例

サ
ン

プ
ル

採
取

部
の

変
更

に
よ

り
TS

P測
定

に
対

応
可

能

環
境

保
全

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
大

気
質

・
騒

音
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業

14
6

◆
移

動
局

の
概

要
・
移

動
局

は
、

2t
程

度
の

車
に

観
測

機
器

を
設

置
し

、
任

意
の

地
点

で
大

気
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
も

の
で

あ
る

。

・
予

算
等

の
都

合
で

固
定

局
を

都
内

全
域

に
設

置
す

る
こ

と
が

困
難

で
あ

る
こ

と
を

想
定

し
、

移
動

局
を

導
入

し
て

、
都

内
の

大
気

汚
染

・
騒

音
の

実
態

把
握

に
努

め
る

。

◇
移

動
局

の
例

◇
移

動
局

の
測

定
機

器
構

成
例

◇
資

料
提

供
：
堀

場
製

作
所

環
境

保
全

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
大

気
質

・
騒

音
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業

14
7

◇
資

料
提

供
：
堀

場
製

作
所

◇
移

動
局

の
例

◇
移

動
局

の
概

要
寸

法

◇
対

象
項

目
：
固

定
局

と
同

様
（
任

意
に

設
定

可
能

）

◇
車

両
仕

様
の

例

・
車

種
：
2t

車
・
全

長
：
5~

5.
5m

・
全

幅
：
1.

8~
2.

0m
・
全

高
：
2.

8~
3.

2m
・
総

排
気

量
：
約

2,
70

0㏄
（
ガ

ソ
リ

ン
車

）

・
総

重
量

：
約

5t
on

（
単

位
：
m

m
）

環
境

保
全

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
大

気
質

・
騒

音
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業

◆
移

動
局

の
概

要
2.

効
果

等
◇

施
設

整
備

・
大

気
汚

染
・
騒

音
の

実
態

把
握

（
環

境
基

準
の

達
成

状
況

）
、

測
定

デ
ー

タ
の

蓄
積

・
対

策
を

実
施

し
た

場
合

の
効

果
確

認

・
異

常
時

に
お

け
る

都
民

等
へ

の
情

報
伝

達

・
移

動
局

の
場

合
、

任
意

の
地

点
に

お
け

る
観

測
が

可
能

な
ど

◇
人

材
育

成

・
機

材
の

維
持

管
理

技
術

、
測

定
デ

ー
タ

の
活

用
方

法
の

習
得

・
カ

ン
ボ

ジ
ア

工
科

大
(C
IT
)と

の
共

同
に

よ
る

大
気

・
騒

音
環

境
に

関
す

る
研

究
へ

の
支

援
、

専
門

家
の

育
成

3.
実

施
体

制
等

◇
カ

ン
ボ

ジ
ア

・
環

境
省
(M

O
E)

，
CI
T

・
自

動
観

測
装

置
・
中

央
監

視
局

の
設

置

・
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

公
表

用
電

光
掲

示
板

設
置

・
施

設
運

用
・
対

策
立

案

・
CI
Tと

の
共

同
専

門
家

育
成

体
制

の
確

立

◇
日

本
側

(北
九

州
市

・
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

・
メ

ー
カ

ー
)

・
観

測
方

法
の

検
討

・
シ

ス
テ

ム
設

計
、

設
備

の
供

与

（
北

九
州

市
、

メ
ー

カ
ー

）
・
施

設
運

用
・
活

用
方

法
習

得
、

専
門

家
育

成

4.
資

金
調

達
・
O
DA

の
無

償
資

金
協

力
の

活
用

を
検

討
す

る
。

・
人

材
育

成
に

は
、

草
の

根
技

術
協

力
事

業
を

活
用

・
総

事
業

費
：
約
1.
6m

ill
io
n 
U
SD

 (人
材

育
成

に
係

る
費

用
を

除
く
)

+固
定

局
(3

局
)お

よ
び

中
央

監
視

局
：
約
1.
2 
m
ill
io
n 
U
SD

+移
動

局
(１

局
)：

約
0.
4 
m
ill
io
n 
U
SD

14
8

環
境

保
全

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
大

気
質

・
騒

音
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業

O
DA

無
償

資
金
(日

本
政

府
と

カ
ン

ボ
ジ

ア
政

府
の

合
意
)
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分
野

別
課

題
・
具

体
的

施
策

＜
グ

リ
ー

ン
生

産
分

野
＞

14
9

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

課
題

【
工

業
分

野
】

・
カ

ン
ボ

ジ
ア

に
お

け
る

第
二

次
産

業
(製

造
業

)は
、

G
D

P
比

率
が

2
7
.1

％
、

従
業

者
比

率
が

2
4
.3

％
と

、
他

の
ア

セ
ア

ン
諸

国
に

比
べ

て
も

ウ
エ

イ
ト

は
大

き
く
な

い
。

そ
の

製
造

業
も

縫
製

品
と

靴
で

６
割

以
上

の
生

産
額

を
占

め
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

産
業

の
多

様
化

と
高

付
加

価
値

化
、

貿
易

促
進

に
よ

る
産

業
構

造
の

転
換

を
目

指
し

た
産

業
人

材
の

育
成

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

・
2
0
1
5
年

8
月

に
は

「
カ

ン
ボ

ジ
ア

産
業

開
発

政
策

」
(2

0
1
5
－

2
0
2
5
)が

発
表

さ
れ

た
が

、
そ

の
主

な
ビ

ジ
ョ

ン
は

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

産
業

を
労

働
集

約
型

か
ら

技
術

駆
動

型
に

変
革

・
進

化
さ

せ
て

い
く
こ

と
で

あ
る

。
こ

れ
を

実
現

す
る

た
め

の
具

体
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
は

、
製

造
業

と
農

業
品

加
工

業
の

開
発

を
促

進
す

る
こ

と
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

国
際

的
・
地

域
的

生
産

チ
ェ

ー
ン

へ
の

統
合

、
産

業
地

帯
の

開
発

、
経

済
特

区
の

運
営

手
続

き
の

効
率

化
、

新
た

な
工

業
団

地
・
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

の
開

発
等

を
進

め
る

こ
と

を
目

指
す

。
ま

た
、

優
先

産
業

と
し

て
は

、
①

高
付

加
価

値
で

ク
リ

エ
ー

テ
ィ

ブ
、

高
競

争
力

の
製

品
を

製
造

す
る

新
産

業
、

②
中

小
企

業
、

③
農

産
品

加
工

業
、

④
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

関
連

す
る

サ
ポ

ー
テ

ィ
ン

グ
産

業
、

⑤
国

際
的

生
産

ラ
イ

ン
に

資
す

る
産

業
な

ど
で

あ
る

。

15
0

◇
産
業
別

G
D

P構
成
の
変
化

20
06

年
20

12
年

出
所

：
Eu

ro
 N

ew
s.

co
m

◇
縫
製
工
場
で
の
訪
宅
事
故
の
例

15
1

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

課
題

ht
tp
:/
/w

w
w
.s
an
ke
ib
iz.
jp
/m

ac
ro
/n
ew

s/
14

11
26
/m

cb
14
11
26
05
00
00
7‐
n1

.h
tm

◇
労
働
者
の
移
動
の
一
例

◇
工
場
内
で
の
作
業
状
況
例
（
縫
製
工
場
）

ht
tp
:/
/w

w
w
.fu

ku
ok
a‐
ca
m
bo

di
a.
jp
/

oh
ts
ub

o_
bl
og
/2
01

0/
01
/p
os
t_
4.
ph

p

・
骨

太
な

経
済

発
展

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、

ま
ず

は
外

国
直

接
投

資
を

産
業

構
造

転
換

の
牽

引
力

と
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
は

経
済

特
区

や
工

業
団

地
に

お
け

る
投

資
環

境
を

整
備

し
、

優
良

企
業

を
誘

致
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

過
程

で
、

地
場

の
中

小
企

業
や

人
材

の
育

成
、

さ
ら

に
は

技
術

力
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・
ま

た
、

生
産

活
動

に
あ

た
っ

て
は

労
働

者
の

作
業

環
境

・
安

全
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
原

料
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
有

効
に

活
用

し
、

排
気

ガ
ス

、
廃

棄
物

、
排

水
等

に
よ

る
環

境
へ

の
影

響
を

極
力

抑
え

た
環

境
配

慮
型

の
生

産
活

動
に

転
換

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

15
2

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

課
題

【
農

業
分

野
】

・
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
主

要
農

産
物

で
あ

る
米

の
生

産
は

、
着

実
に

増
加

し
て

い
る

が
、

周
辺

国
と

比
較

す
る

と
そ

の
収

量
は

低
い

。
・
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
農

地
で

は
、

生
産

性
が

低
く
、

そ
の

た
め

近
年

で
は

化
学

肥
料

の
使

用
量

が
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
一

方
、

こ
の

肥
料

増
加

に
伴

い
、

反
対

に
地

力
が

低
下

す
る

と
い

っ
た

ジ
レ

ン
マ

も
生

じ
て

い
る

。
ま

た
、

農
薬

の
誤

使
用

、
過

剰
使

用
等

に
よ

る
健

康
被

害
、

食
の

安
全

等
の

問
題

が
発

生
し

て
い

る
。

・
農

民
に

と
っ

て
化

学
肥

料
や

農
薬

は
極

め
て

高
額

で
あ

り
、

生
産

費
の

相
当

部
分

を
占

め
る

。
経

済
的

な
面

か
ら

も
減

農
薬

、
減

化
学

肥
料

を
実

現
で

き
る

有
機

農
業

技
術

の
普

及
が

望
ま

れ
る

。
・
首

都
プ

ノ
ン

ペ
ン

の
郊

外
及

び
周

辺
地

域
で

も
農

業
が

盛
ん

で
あ

り
、

有
機

野
菜

・
果

実
の

栽
培

に
よ

り
農

産
品

の
高

付
加

価
値

化
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
農

業
生

産
だ

け
で

な
く

、
そ

れ
を

食
品

加
工

す
る

こ
と

で
付

加
価

値
を

高
め

る
戦

略
も

求
め

ら
れ

る
。

（
t/h

a)

収
量

（
t/h

a)
右

軸

生
産

量
( t

 )
左

軸

栽
培

面
積

( h
a 

)左
軸

◇
米

の
収

量
の

周
辺

国
と

の
比

較
◇

カ
ン

ボ
ジ

ア
に

お
け

る
米

の
生

産
量

等

（
t/h

a)
Vi
et
na
m

M
ya
nm

ar

Th
ai
la
nd

Ca
m
bo

di
a

◇
化

学
肥

料
の

輸
入

量
（

全
国

）

（
出

典
：

カ
ン
ボ
ジ

ア
ニ
ュ

ー
ビ
ジ

ョ
ン

20
12

）
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15
3

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

課
題

◇
農

薬
小

売
店

へ
の

聞
き

取
り

調
査

の
状

況

(出
典

：
カ

ン
ボ

ジ
ア

王
国
農

業
資
材

(化
学

肥
料
お

よ
び
農

薬
)品

質
管

理
能

力
向

上
計

画
終

了
時

評
価

調
査

報
告
書

、
20

12
年

、
JI

C
A)

◇
農

家
に

お
け

る
生

産
費

の
内

訳

(出
典

：
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
籾
殻

く
ん
炭

普
及
の

た
め
の

O
D

A案
件
化

調
査

フ
ァ
イ

ナ
ル
・

レ
ポ
ー

ト
20

14
年

，
関

西
産
業

㈱
他
）

(出
典

：
カ

ン
ボ

ジ
ア

王
国
農

業
機
械

化
に
よ

る
収
量

拡
大
と

農
家
の

自
立
支

援
事

業
準

備
調
査

（
BO

Pビ
ジ

ネ
ス
連

携
促
進

）
報
告

書
、

20
15

年
、

JI
C

A)

◇
王

立
農

業
大

学
に

お
け

る
実

習
状

況

【
観

光
分

野
】

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

G
D

P
に

対
す

る
観

光
業

の
比

率
は

2
0
％

を
占

め
て

お
り

、
2
0
1
4
年

は
4
5
0
万

人
の

外
国

観
光

客
が

カ
ン

ボ
ジ

ア
を

訪
問

し
て

お
り

、
主

力
産

業
の

一
つ

と
な

っ
て

い
る

。
ア

ン
コ

ー
ル

ワ
ッ

ト
遺

跡
を

有
す

る
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

が
中

心
で

あ
る

が
、

首
都

プ
ノ

ン
ペ

ン
で

も
多

く
の

外
国

観
光

客
を

見
か

け
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
料

理
だ

け
で

な
く
、

様
々

な
国

の
料

理
が

楽
し

め
る

環
境

が
整

っ
て

お
り

、
観

光
産

業
を

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
主

力
産

業
に

発
展

さ
せ

る
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
は

あ
る

。
今

後
は

、
郊

外
地

域
を

活
か

し
て

、
環

境
や

食
育

に
主

眼
を

置
い

た
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
普

及
な

ど
も

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

副
産

品

生
産

品
設

計
原

材
料

用
水

エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど

資
源

投
入

製
品

等

・
製

品
設

計
の

改
善

・
原

材
料

等
の

変
更 ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
(C

P
) 

生
産

生
産

処
理

・
生

産
工

程
の

改
善

（
省

エ
ネ

･省
資

源
対

策
）

・
副

産
品

、
未

利
用

エ
ネ

ル
ギ

ー
等

の
活

用

・
排

煙
脱

硫
装

置

・
電

気
集

じ
ん

機

・
廃

水
処

理
施

設

廃
棄

物
、

廃
水

排
ガ

ス
、

排
熱

処
理

施
設

販 売 排 出

公
害

克
服

の
過

程
で

特
筆

す
べ

き
こ

と
は

、
多

く
の

企
業

が
終

末
処

理
施

設
、

い
わ

ゆ
る

エ
ン

ド
・
オ

ブ
・
パ

イ
プ

と
し

て
の

公
害

防
止

対
策

か
ら

一
歩

踏
み

込
ん

で
、

生
産

プ
ロ

セ
ス

の
見

直
し

に
よ

る
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
に

ま
で

取
り

組
ん

だ
こ

と
で

あ
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
原

・
燃

料
を

無
駄

な
く
使

っ
て

生
産

効
率

を
高

め
、

同
時

に
汚

染
物

質
を

削
減

す
る

こ
と

に
成

功
し

た
。

終
末

処
理

施
設

は
追

加
的

な
費

用
が

必
要

で
あ

る
が

、
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
は

企
業

の
コ

ス
ト

削
減

（
収

益
向

上
）
と

汚
染

物
・
廃

棄
物

の
削

減
を

両
立

さ
せ

る
w

in
-w

in
の

ア
プ

ロ
ー

チ
で

あ
る

。

終
末

処
理

（
E
O

P
)

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
と

終
末

処
理

15
4

市
内

の
鉄

鋼
業

の
実

例
で

す
が

、
1
9
7
0
年

か
ら

1
9
9
0
年

ま
で

の
間

、
S
O

X
排

出
量

に
つ

い
て

2
7
,5

7
5
ｔ

か
ら

6
0
7
ｔ

ま
で

削
減

。
削

減
分

の
7
5
％

が
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
の

効
果

に
よ

る
も

の
で

、
残

り
2
5
％

が
終

末
処

理
対

策
に

よ
る

も
の

。

各
産

業
分

野
で

は
1
9
7
0
年

代
初

頭
か

ら
約

2
0
年

間
で

半
分

近
い

省
エ

ネ
を

達
成

■
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
（
Ｃ

Ｐ
）
の

展
開

【
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
の

コ
ン

セ
プ

ト
】

・
経

済
利

益
と

環
境

保
全

の
両

立

低
公

害
型

生
産

技
術

・
総

合
的

評
価

と
改

善

原
材

料
利

用

生
産

プ
ロ

セ
ス

維
持

管
理

人
材

育
成

（
職

場
活

動
)

15
5

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
概

要

市
内

の
産

業
・
技

術
分

野
の

取
組

み
の

中
か

ら
環

境
負

荷
の

低
減

に
つ

な
が

る
製

品
（
エ

コ
プ

ロ
ダ

ク
ツ

）
や

サ
ー

ビ
ス

（
エ

コ
サ

ー
ビ

ス
)を

「
エ

コ
プ

レ
ミ

ア
ム

」
と

し
て

選
定

し
、

そ
の

拡
大

・
浸

透
を

図
る

こ
と

を
通

じ
て

、
市

内
産

業
界

全
体

の
環

境
配

慮
活

動
を

促
進

す
る

。
※

エ
コ

プ
レ

ミ
ア

ム
：
「
環

境
負

荷
が

低
い

」
と

い
う

付
加

価
値

を
持

っ
た

商
品

や
技

術
、

産
業

活
動

こ
れ

ま
で

の
成

果
（
平

成
1
6
～

2
8
年

度
)

■
選

定
件

数
：

エ
コ

プ
ロ

ダ
ク

ツ
１

６
３

件
（
分

野
：
生

活
、

機
械

プ
ラ

ン
ト

、
土

木
・
建

築
等

）

エ
コ

サ
ー

ビ
ス

４
０

件
（
分

野
：
消

費
者

向
け

、
事

業
所

向
け

）

■
Ｐ

Ｒ
方

法
：

エ
コ

タ
ウ

ン
セ

ン
タ

ー
で

の
紹

介
、

エ
コ

テ
ク

ノ
展

、
エ

コ
プ

ロ
ダ

ク
ツ

展
に

出
展

、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

、
冊

子
等

作
成

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

15
6

■
北

九
州

エ
コ

プ
レ

ミ
ア

ム
産

業
創

造
事

業
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グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

分
野

北
九

州
市

に
お

け
る

取
組

の
紹

介

■
北

九
州

エ
コ

プ
レ

ミ
ア

ム
【
サ

ー
ビ

ス
・
製

品
】

6
風

力
・
太

陽
光

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

街
灯

7
自

己
発

電
機

能
付

き
節

水
型

自
動

水
栓

8
長

寿
命

か
つ

高
効

率
で

省
エ

ネ
が

図
れ

る
セ

ラ

ミ
ッ

ク
ス

製
メ

タ
ル

ハ
ラ

イ
ド

ラ
ン

プ
用

発
光

管

9
照

明
に

関
す

る
電

力
消

費
を

大
幅

に
削

減
で

き
る

省
エ

ネ
型

高
天

井
Ｈ

ＩＤ
照

明
シ

ス
テ

ム

７1
全

メ
ー

カ
ー

に
対

応
し

た
家

電
等

の
修

理
・
保

守
サ

ー
ビ

ス

2
日

本
初

の
太

陽
光

発
電

付
き

賃
貸

型
エ

コ
マ

ン
シ

ョ
ン

( 平
成

１
７

年
度

「
新

エ
ネ

大
賞

」
経

済
産

業
大

臣
賞

受
賞

)

3
印

刷
機

の
イ

ン
ク

詰
め

替
え

サ
ー

ビ
ス

4
地

域
密

着
型

食
品

廃
棄

物
循

環
シ

ス
テ

ム

5
省

エ
ネ

に
繋

が
る

電
熱

機
器

の
熱

解
析

事
業

サ
ー

ビ
ス

２

15
7

15
8

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

1
.
産

業
の

多
様

化
と

高
付

加
価

値
化

の
推

進
・

産
業

の
多

様
化

と
高

付
加

価
値

化
に

向
け

、
縫

製
業

に
限

ら
ず

、
外

国
資

本
を

誘
致

し
て

、
自

動
車

、
電

子
、

精
密

機
械

な
ど

多
様

な
製

造
業

を
育

成
し

、
産

業
構

造
の

転
換

を
図

る
。

・
海

外
の

優
良

企
業

を
誘

致
す

る
た

め
、

経
済

特
区

や
工

業
団

地
に

お
け

る
投

資
環

境
を

整
備

す
る

。
・

産
業

構
造

の
転

換
に

対
応

す
る

た
め

、
多

様
な

工
業

人
材

を
育

成
す

る
職

業
訓

練
校

等
の

開
設

・
運

営
を

図
る

。

民
間

企
業

短
期

製
造

業
就

職
率

2
.ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
の

推
進

・
軽

工
業

か
ら

加
工

組
立

産
業

へ
の

シ
フ

ト
に

あ
た

っ
て

、
生

産
設

備
を

導
入

す
る

際
に

は
、

初
期

段
階

か
ら

省
エ

ネ
・

省
資

源
型

の
も

の
を

導
入

す
る

な
ど

、
ク

リ
ー

ナ
ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ

ン
に

努
め

、
環

境
に

配
慮

し
た

生
産

活
動

を
推

進
す

る
。

・
工

場
の

屋
根

等
を

利
用

し
て

太
陽

光
発

電
を

行
う

な
ど

、
環

境
に

や
さ

し
い

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

で
き

る
だ

け
活

用
す

る
。

事
業

者
短

期

エ
ネ

ル
ギ

ー

削
減

量

G
H

G
削

減
量

3
.中

小
企

業
の

育
成

・
中

小
企

業
の

技
術

力
・
生

産
管

理
能

力
の

向
上

や
裾

野
産

業
の

育
成

を
図

り
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
自

律
的

な
産

業
発

展
を

促
進

す
る

。

・
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

な
ど

の
起

業
家

を
支

援
す

る
仕

組

み
を

構
築

す
る

。

事
業

者
中

長
期

エ
ネ

ル
ギ

ー

削
減

量

G
H

G
削

減
量

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

・
具

体
的

施
策

（
案

）

15
9

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

4.
環

境
に

配
慮

し
た

商
品

の

販
売

・
日

常
生

活
の

買
い

物
や

料
理

等
で

無
駄

な
ご

み
を

発
生

さ
せ

な
い

た
め

、
過

剰
包

装
や

レ
ジ

袋
の

利
用

を
で

き
る

だ
け

減
ら

す
。

1
)大

型
店

舗
、

小
売

店
で

の
過

剰
包

装
の

禁
止

2
）
ガ

ラ
ス

容
器

・
ビ

ン
な

ど
の

リ
サ

イ
ク

ル
可

能
な

入
れ

物
の

積
極

的
活

用
3
）
食

品
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
容

器
の

店
舗

で
の

回
収

4
）
レ

ジ
袋

の
禁

止
、

マ
イ

バ
ッ

ク
（
買

い
物

か
ご

）
の

推
奨

事
業

者
都

民
短

期
エ

ネ
ル

ギ
ー

削
減

量
G

H
G

削
減

量

5.
グ

リ
ー

ン
農

業
の

展
開

・
コ

ン
ポ

ス
ト

な
ど

の
有

機
肥

料
を

使
用

し
て

化
学

肥
料

を
削

減
し

、
農

薬
の

使
用

量
を

大
幅

に
削

減
し

た
米

・
野

菜
・
果

実
づ

く
り

を
推

進
し

、
ブ

ラ
ン

ド
化

を
図

る
。

・
農

産
品

の
生

産
(一

次
産

業
)に

加
え

、
加

工
(二

次
産

業
)や

流
通

・
販

売
(三

次
産

業
)の

参
入

に
よ

り

付
加

価
値

を
高

め
る

な
ど

、
六

次
産

業
を

推
進

す
る

。

農
業

従
事

者
農

水
省

N
P

O
短

期
エ

ネ
ル

ギ
ー

削
減

量
G

H
G

削
減

量

6.
農

業
・
畜

産
業

か
ら

排
出

さ
れ

る
バ

イ
オ

マ
ス

の
有

効
活

用

・
カ

ン
ボ

ジ
ア

農
業

の
最

大
生

産
品

目
で

あ
る

米
の

籾
殻

を
活

用
し

た
発

電
事

業
を

促
進

す
る

。
・
農

業
地

域
の

資
源

循
環

を
進

め
る

た
め

、
家

畜
の

糞
尿

や
生

ご
み

を
活

用
し

た
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

を
行

う
と

と
も

に
、

発
生

す
る

液
肥

を
使

っ
て

有
機

農
業

を
促

進
す

る
。

農
業

従
事

者
農

水
省

民
間

家
企

業
短

期
エ

ネ
ル

ギ
ー

削
減

量
G

H
G

削
減

量

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

・
具

体
的

施
策

（
案

）

16
0

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

・
具

体
的

施
策

（
案

）

So
ur
ce
: N

ED
O
,h
tt
p:
//
w
w
w
.n
ed

o.
go
.jp

/h
yo
uk
ab
u/

ar
tic
le
s/
20

13
02
ch
ug
ai
/in

de
x.
ht
m
l

自
動

車
技

術
研

修
状

況
（
北

九
州

市
）

So
ur
ce
:h
tt
p:
//
ca
r‐
el
.k
sr
p.
or
.jp

/t
ra
in
in
g/
in
de

x.
ht
m
l

バ
イ

オ
マ

ス
ガ

ス
化

発
電

カ
ン

ボ
ジ

ア
で

の
有

機
野

菜
栽

培
状

況

So
ur
ce
: h
tt
p:
//
iv
yi
vy
.o
rg
/a
ct
/c
am

bo
di
a/

事
業

分
類

事
業

内
容

事
業

実
施

主
体

実
施

時
期

評
価

指
標

7.
 グ

リ
ー

ン
ツ

ー

リ
ズ

ム
の

普
及

・
主

要
産

業
で

あ
る

観
光

業
の

振
興

の
た

め
、

環
境

や
食

育
に

主
眼

を
置

い
た

グ
リ

ー
ン

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

普
及

を
促

進
す

る
。

農
業

従
事

者
農

水
省

民
間

企
業

短
期

事
業

数

参
加

者
数
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1

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
農

業
系

バ
イ

オ
マ

ス
を

活
用

し
た

発
電

設
備

導
入

技
術

の
概

要

・
精

米
工

場
に

、
籾

殻
を

活
用

し
た

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
設

備
を

導
入

し
、

既
存

の
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

の
化

石
燃

料
(軽

油
)の

消
費

量
を

削
減

す
る

こ
と

で
C

O
2
排

出
量

を
削

減
す

る
。

・
発

電
方

式
に

つ
い

て
は

、
1
)籾

殻
を

直
接

燃
焼

に
よ

り
蒸

気
を

つ
く
り

、
タ

ー
ビ

ン
を

回
転

さ
せ

る
こ

と
に

よ
っ

て
発

電
す

る
直

接
燃

焼
方

式
を

採
用

す
る

。

発
電

容
量

総
事

業
費

1
)発

電
容

量
：
2
.0

M
W

(発
電

端
出

力
：
2
.4

M
W

、
所

内
率

1
5
.0

%
)

2
)総

事
業

費
：
1
0
.0

m
ill

io
n
U

S
D

程
度

C
O

2
削

減
効

果

年
間

C
O

2
排

出
削

減
量

：
4
,4

4
1
tC

O
2

法
定

耐
用

年
数

期
間

中
の

C
O

2
排

出
削

減
量

：
4
,4

4
1
×

1
0
年

※
＝

4
4
,4

1
0
tC

O
2

※
法

定
耐

用
年

数
：
1
0
年

(精
穀

設
備

)
＜

前
提

条
件

＞
・
年

間
3
3
6
日

稼
動

費
用

対
効

果
エ

ネ
ル

ギ
ー

起
源

C
O

2
排

出
削

減
に

関
わ

る
補

助
金

額
の

費
用

対
効

果
補

助
金

5
m

ill
io

n
U

S
D

/
4
4
,4

1
0
tC

O
2
 ＝

1
1
2
U

S
D

/
tC

O
2

1
.事

業
の

概
要

16
2

D
ir
e
c
t

C
o
m

bu
st

io
n

S
ys

te
m

R
ic

e
H

us
k

Tu
rb

in
e

G
en

er
at

or

Tu
rb

in
e

Bo
ile

r

St
ea

m
Fu

el
U

nl
oa

di
ng

D
ea

er
at

or

C
on

de
ns

at
e

Ta
nk

St
ea

m
C

on
de

ns
er Fe

ed
 W

at
er

Fo
rc

ed
D

ra
ft 

Fa
n

St
ac

k 
 

In
du

ce
d

D
ra

ft 
Fa

n 
Fl

ue
-g

as
Tr

ea
tm

en
t

・
D

ire
ct

 c
om

bu
st

io
n 

is
 a

 
sy

st
em

 in
 w

hi
ch

 ri
ce

 
hu

sk
s 

ar
e 

bu
rn

ed
 

di
re

ct
ly

 to
 m

ak
e 

th
e 

st
ea

m
 w

hi
ch

 w
ill

 ro
ta

te
 

th
e 

tu
rb

in
e 

to
 g

en
er

at
e

【
O

ut
lin

e 
of

 te
ch

no
lo

gy
】

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
農

業
系

バ
イ

オ
マ

ス
を

活
用

し
た

発
電

設
備

導
入
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Be
fo
re

(D
ie
se
lP
ow

er
 G
en

er
at
io
n)

Af
te
r

(R
ic
e
Hu

sk
 P
ow

er
 G
en

er
at
io
n)

Hi
gh

 S
ea
so
n

(S
ep

.‐J
an
. 1
40
da
ys
) 

75
6,
00

0U
SD

(9
,0
00
L/
da
y×

14
0d

ay
s×

0.
6U

SD
/L
)

12
6,
00

0U
SD

(1
00
L/
ho

ur
×
15
ho

ur
/d
ay

×
14
0d

ay
×
0.
6U

SD
/L
)

Lo
w
 S
ea
so
n

(F
eb

.‐A
ug
. 1
96
da
ys
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58
8,
00

0U
SD

(5
,0
00
L/
da
y×

19
6d

ay
s×

0.
6U

SD
/L
)

97
,6
08

U
SD

(1
00
L/
ho

ur
×
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3h

ou
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da
y×

19
6d

ay
×
0.
6U

SD
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To
ta
l
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00

0U
SD
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SD

■
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e
n
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fi
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o
f
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c
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g
fu

e
l
c
o
n
su

m
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■
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ー
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バ
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グ
リ

ー
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生
産

分
野

パ
イ

ロ
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ト
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農

業
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バ
イ

オ
マ
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活
用

し
た

発
電

設
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導
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16
5

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
（
1
）

農
業

系
バ

イ
オ

マ
ス

を
活

用
し

た
発

電
設

備
導

入

2
.事

業
実

施
体

制

コ ン ソ ー シ ア ム 協 定

＜
国

際
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

＞

Ｅ Ｐ Ｃ 契 約

◆
補

助
事

業
の

実
施

（
設

備
の

購
入

・
運

転
等

）
◆

G
H

G
削

減
量

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等共

同
事

業
者

(精
米

会
社
)

◆
補

助
事

業
全

体
の

統
括

（
設

備
の

調
達

・
設

置
・

試
運

転
・
経

理
管

理
等

）

代
表

事
業

者

◆
設

計
・
製

作
・
輸

送
・

据
付

け
・
試

運
転

指
導

◆
据

付
け

関
連

工
事

等

EP
C企

業

◆
運

用
・
保

守

O
&
M

企
業

北
九

州
市

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

(対
象

都
市

)
環

境
省

JC
M

設
備

補
助

CO
2ク

レ
ジ

ッ
ト

の
移

転
都

市
間

連
携

に
基

づ
く
支

援

都
市

間
連

携
に

基
づ

く
支

援

連
携

融
資

機
関

又
は

投
資

機
関

融
資

・
投

資

※
So
ur
ce
: N

ED
O

，
ht
tp
:/
/w

w
w
.n
ed

o.
go
.jp

/h
yo
uk
ab
u/
ar
tic
le
s/
20
13
02
ch
ug
ai
/in

de
x.
ht
m
l

バ
イ

オ
マ

ス
ガ

ス
化

発
電

※

O&M 契 約

・
代

表
事

業
者

(日
本

企
業

)と
カ

ン
ボ

ジ
ア

企
業

と
で

国
際

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
を

形
成

す
る

。
・
日

本
の

環
境

省
J
C

M
設

備
補

助
事

業
を

活
用

す
る

（
補

助
金

：
初

期
設

備
導

入
費

の
最

大
5
0
%
)。

16
6

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
（
2
）

グ
リ

ー
ン

農
業

の
展

開

1
.事

業
の

概
要

◇
本

事
業

は
、

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

郊
外

の
農

業
地

域
に

モ
デ

ル
地

区
を

設
定

し
、

廃
棄

物
分

野
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

製
造

さ
れ

る
コ

ン
ポ

ス
ト

（
有

機
肥

料
）
を

活
用

し
た

有
機

野
菜

の
栽

培
を

行
う

。
◇

あ
わ

せ
て

、
も

み
殻

を
炭

化
し

た
「
く
ん

炭
」
を

用
い

た
土

壌
改

良
を

行
い

、
生

産
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
に

よ
り

農
家

の
増

収
、

安
全

・
安

心
な

野
菜

を
提

供
す

る
。

家
庭

等
の

生
ご

み
か

ら
の

コ
ン

ポ
ス

ト

籾
殻

を
炭

化
し

た
※

土
壌

改
良

剤
（
く
ん

炭
）

プ
ノ

ン
ペ

ン
近

郊
お

モ
デ

ル
農

地
に

お
け

る
有

機
野

菜
の

栽
培

Ex
)・

葉
物

野
菜

・
豆

類
・
ゴ

マ
・
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
等

有
機

肥
料

土
壌

改
良

剤

有
機

農
業

の
技

術
指

導

高
級

ホ
テ

ル
、

レ
ス

ト
ラ

ン
イ

オ
ン

等
へ

の
販

売

農
家

の
収

入
増

Q
O
Lの

改
善

高
単

価
で

の
販

売

労
働

意
欲

の
向

上

◇
グ

リ
ー

ン
農

業
事

業
の

全
体

概
要

（
案

）

生
ゴ

ミ
か

ら
で

き
た

コ
ン

ポ
ス

ト
（
有

機
肥

料
）

籾
殻

く
ん

炭
：
顕

微
鏡

写
真

（
右

）
※

（
多

孔
質

で
保

水
性

・
透

水
性

・
通

気
性

・
肥

持
ち

に
優

れ
る

）

く
ん

炭
を

用
い

た
農

作
物

の
生

育
試

験
状

況
※

（
左

：
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
、

右
：
大

豆
と

も
に

左
側

が
く
ん

炭
あ

り
）

※
カ

ン
ボ

ジ
ア

国
籾

殻
く
ん

炭
普

及
の

た
め

の
O
DA

案
件

化
調

査
、
20
14

年
、

関
西

産
業

（
㈱

）
他

Q
O
L：
Q
ua
lit
y
of

Li
fe

16
7

グ
リ

ー
ン

生
産

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
（
2
）

グ
リ

ー
ン

農
業

の
展

開

2
.事

業
効

果
◇

生
ご

み
由

来
の

コ
ン

ポ
ス

ト
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
ご

み
の

最
終

処
分

量
の

削
減

、
資

源
化

が
実

現
で

き
る

。
◇

く
ん

炭
に

よ
る

土
壌

改
良

も
含

め
、

モ
デ

ル
地

区
に

け
る

有
機

農
業

の
実

現
に

よ
り

、
収

穫
量

が
増

え
る

一
方

で
、

減
化

学
肥

料
、

減
農

薬
が

図
れ

、
農

民
の

労
働

環
境

の
改

善
が

図
れ

る
。

◇
安

全
で

お
い

し
い

新
鮮

な
農

作
物

を
、

消
費

者
（
高

級
ホ

テ
ル

、
レ

ス
ト

ラ
ン

、
イ

オ
ン

モ
ー

ル
等

）
へ

提
供

で
き

る
。

◇
単

価
の

高
い

農
作

物
を

販
売

す
る

こ
と

に
よ

る
農

家
の

収
入

増
加

、
Q

O
L
の

改
善

、
労

働
意

欲
の

増
進

が
実

現
。

◇
モ

デ
ル

地
区

の
成

果
を

他
地

区
へ

と
拡

大
・
展

開
し

、
グ

リ
ー

ン
農

業
の

普
及

が
図

れ
る

。

3
.事

業
ス

キ
ー

ム
（
案

）
お

よ
び

実
施

体
制

（
案

）

◇
日

本
側

事
業

共
同

体
・
有

機
農

業
指

導
専

門
家

・
く
ん

炭
製

造
事

業
者

ex
)関

西
産

業
㈱

・
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

ex
)日

建
設

計
シ

ビ
ル

JIC
A

技
術

協
力

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

◇
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
側

・
農

水
省

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

局
・
プ

ノ
ン

ペ
ン

都
区

役
所

・
農

協
・
大

学
・
モ

デ
ル

地
区

協
力

農
家

な
ど

モ
デ

ル
地

区

農
作

物
栽

培

北
九

州
市

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

コ
ン

ポ
ス

ト
製

造
事

業
者

指
導

連
携

協
力

改
善

改
善

指
導

指
導

改
善

指
導

支
援

資
金

提
供

連
携

協
力

支
援

◇
事

業
実

施
体

制
（
案

）

普
及

・
拡

大

◇
事

業
ス

キ
ー

ム
は

、
J
IC

A
の

技
術

協
力

事
業

あ
る

い
は

草
の

根
事

業
な

ど
を

想
定

す
る

。
◇

事
業

期
間

は
、

2
～

3
年

間
程

度
、

で
き

れ
ば

2
0
1
7
年

か
ら

の
開

始
を

目
指

す
。

◇
事

業
実

施
体

制
（
案

）
は

、
下

図
を

想
定

す
る

。

戦
略

・
施

策
の

検
証

方
法

16
8
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PD
CA

サ
イ

ク
ル

(1
/
2
)

16
9

・
目

標
を

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

通
り

に
達

成
す

る
た

め
に

は
、

施
策

が
計

画
通

り
の

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
か

を
常

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
問

題
点

が
あ

る
場

合
は

改
善

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
検

証
方

法
と

し
て

、
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
の

導
入

を
提

案
す

る
。

こ
の

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

は
、

計
画

(P
la

n
)→

実
行

(D
o
)→

評
価

(C
h
e
c
k)

→
処

置
(A

c
ti
o
n
)と

い
う

4
段

階
の

活
動

を
繰

り
返

し
行

な
う

こ
と

で
、

継
続

的
に

プ
ロ

セ
ス

を
改

善
し

て
い

く
手

法
で

あ
る

。

ス
パ

イ
ラ

ル
ア

ッ
プ

A

C
D

P

実
施

し
た

内
容

を
点

検
・
分

析
す

る

A

P C

D
Ac
t：

処
置

Ch
ec
k：

評
価

Do
：
実

施

Pl
an

：
計

画

PD
C

A
サ

イ
ク

ル

何
を

ど
の

よ
う

に
改

善
し

て
い

く
か

計
画

を
立

て
る

計
画

に
沿

っ
て

実
行

す
る

改
善

内
容

を
次

の
計

画
に

反
映

さ
せ

る
計 画 の 継 続 的 な 改 善

P

17
0

項
目

実
施

事
項

留
意

点

Pl
an

（
計

画
）

◇
事

業
の

具
体

的
計

画
立

案
(例

)都
市

部
の

ご
み

分
別

・
資

源
化

◇
進

捗
を

確
認

で
き

る
評

価
指

標
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

方
法

の
確

定
(例

)・
資

源
化

率
・
施

設
稼

働
効

率
・
GH

G削
減

量

・
事

業
者

に
対

す
る

、
ご

み
発

生
量

、
資

源
化

量
の

報
告

義
務

付
け
(毎

月
)

・
現

時
点

で
の

リ
ス

ク
、

過
去

の
事

例
の

内
容

、
今

後
の

展
望

等
を

予
測

し
計

画
に

反
映

・
計

画
立

案
の

目
的

は
、

問
題

点
を

見
つ

け
、

改
善

す
る

方
法

を
確

立
す

る
こ

と
に

あ
る

。

Do （
実

行
）

・
事

業
の

実
施

・
評

価
指

標
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
記

録
・
評

価
指

標
の

記
録

は
絶

対

Ch
ec
k

（
評

価
）

・
事

業
の

達
成

状
況

の
確

認
・
事

業
の

問
題

点
の

抽
出

（
例

）
事

業
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

、
目

標
を

満
足

し
て

い
な

い
。
→

原
因

解
明

→
改

善
策

検
討

・
評

価
指

標
等

に
よ

り
問

題
を

客
観

的
に

分
析

す
る

こ
と

が
必

要

Ac
tio

n
（
処

置
）

・
改

善
策

の
具

体
化

・
改

善
策

の
効

果
を

確
認

す
る

た
め

の
ポ

イ
ン

ト
の

明
確

化
・
次

の
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
へ

の
反

映

・
客

観
的

分
析

と
次

計
画

へ
の

的
確

な
反

映
が

重
要

PD
CA

サ
イ

ク
ル

(2
/
2
)

発
注

・
資

金
調

達
方

法

17
1

17
2

発
注

・
資

金
調

達
方

法

■
民

間
の

資
金

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

方
法

■
行

政
の

政
策

に
よ

り
民

間
企

業
の

自
主

的
な

取
組

み
を

促
す

方
法

行
政

等
が

、
民

間
の

資
金

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

初
期

費
用

の
負

担
を

減
ら

し
て

、
イ

ン
フ

ラ
施

設
の

整
備

や
既

存
施

設
の

省
エ

ネ
を

行
う

方
法

と
し

て
、

P
P

P
・
P

F
Iや

E
S
C

O
事

業
な

ど
が

あ
る

。

行
政

は
、

企
業

に
対

し
て

環
境

基
準

を
遵

守
す

る
よ

う
定

期
的

に
指

導
す

る
こ

と
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
併

せ
て

、
環

境
課

徴
金

等
の

経
済

的
手

段
を

導
入

し
て

、
企

業
に

対
し

汚
染

物
質

の
排

出
削

減
へ

の
経

済
的

動
機

を
持

た
せ

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
環

境
課

徴
金

と
と

も
に

観
光

税
を

導
入

し
て

、
公

害
防

止
施

設
を

導
入

す
る

企
業

を
対

象
と

し
た

補
助

金
、

低
金

利
融

資
の

た
め

の
財

源
を

確
保

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

は
、

環
境

ラ
ベ

ル
制

度
や

既
存

認
証

制
度

（
IS

O
1
4
0
0
1
等

）
を

活
用

し
て

、
行

政
・
公

共
機

関
が

環
境

に
配

慮
し

た
活

動
を

行
っ

て
い

る
企

業
の

製
品

や
サ

ー
ビ

ス
を

調
達

す
る

仕
組

み
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

企
業

の
自

主
的

な
取

組
み

を
促

す
こ

と
が

可
能

と
な

る
。
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1
7
3

PP
P・

PF
I (

1/
3)

 

・
公

民
が

連
携

し
て

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

行
う

ス
キ

ー
ム

を
P

P
P（

Pu
bl

ic
・
Pr

iv
at

e・
P

ar
tn

er
sh

ip
：
公

民
連

携
）
と

呼
び

、
P

FI
（
P

riv
at

e
Fi

na
nc

e
In

iti
at

iv
e）

は
、

P
P

P
の

代
表

的
な

手
法

の
一

つ
で

あ
る

。

・
P

FI
と

は
、

公
共

施
工

等
の

設
計

、
建

設
、

維
持

管
理

及
び

運
営

に
、

民
間

の
資

金
と

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
公

共

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

民
間

主
導

で
行

う
こ

と
で

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

図
る

と
い

う
考

え
方

で
あ

る
。

(1
)概

要

(2
)効

果
・
コ

ス
ト

の
削

減
、

質
の

高
い

公
共

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

期
待

さ
れ

る
。

・
官

民
の

適
切

な
役

割
分

担
に

基
づ

く
新

た
な

官
民

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

が
形

成
さ

れ
る

。
・
民

間
の

事
業

機
会

を
創

出
す

る
こ

と
を

通
じ

、
経

済
の

活
性

化
が

期
待

さ
れ

る
。

事
例

1
：
北

九
州

市
/
老

朽
化

し
た

思
永

中
学

校
（
プ

ー
ル

・
屋

内
運

動
場

・
道

場
）
の

改
築

・
維

持
管

理
業

務
事

例
2
：
北

九
州

市
/
図

書
館

、
ホ

ー
ル

の
整

備
、

管
理

運
営

お
よ

び
・
広

場
・
緑

地
の

整
備

So
ur
ce

：
ht
tp
:/
/w

w
w
8.
ca
o.
go
.jp

/p
fi/
14

10
10

_1
00

_i
kk
at
su
.p
df

1
7
4

(3
)P

FI
の

一
般

的
な

ス
キ

ー
ム

公
共

施
設

等
の

管
理

者
等

（
事

業
実

施
主

体
）

金
融

機
関

選
定

事
業

者

（
S
P

C
)

利
用

者

建
設

会
社

維
持

管
理

会
社

運
営

会
社

S
P

C
構

成
企

業

P
F
I事

業
契

約

請
負

契
約

委
託

契
約

委
託

契
約

サ
ー

ビ
ス

提
供

融
資

契
約

直
接

協
定

PP
P・

PF
I (

2/
3)

 

発
注

者
黒

部
市

（
富

山
県

）
施

設
概

観

施
設

概
要

施
設

規
模

：
2,

05
0㎡

ﾊ
ﾞｲ

ｵ
ﾏ
ｽ

ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ

ﾞｰ
利

活
用

施
設

（
混

合
槽

、
消

化
槽

、
発

電
設

備
、

ボ
イ

ラ
ー

等
）
、

足
湯

出
典

：
黒

部
市

Ｈ
Ｐ

事
業

内
容

下
水

道
汚

泥
等

や
コ

ー
ヒ

ー
粕

か
ら

発
生

す
る

バ
イ

オ
ガ

ス
利

用
に

よ
る

、
汚

泥
乾

燥
施

設
及

び
場

内
電

力
利

用
の

た
め

の
発

電
施

設
等

の
整

備
、

維
持

管
理

事
業

期
間

17
年

（
維

持
管

理
運

営
期

間
15

年
）

Ｖ
Ｆ

Ｍ
約

4.
1％

（
特

定
事

業
選

定
時

）

契
約

金
額

約
36

億
円

実
施

方
針

公
表

平
成

20
年

1月
31

日

特
徴

・
下

水
汚

泥
等

と
地

域
バ

イ
オ

マ
ス

（
コ

ー
ヒ

ー
粕

）
を

活
用

し
た

メ
タ

ン
発

酵
施

設
。

・
年

間
約

10
0万

㎥
生

成
さ

れ
る

バ
イ

オ
ガ

ス
を

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
し

、
汚

泥
の

乾
燥

燃
料

化
や

発
電

を
行

っ
て

い
る

。
・
下

水
汚

泥
由

来
の

乾
燥

物
は

、
肥

料
登

録
さ

れ
販

売
。

ま
た

、
発

電
所

等
の

燃
料

と
し

て
の

活
用

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。
・
発

電
し

た
電

力
は

施
設

の
電

力
と

し
て

利
用

し
、

使
用

電
力

50
～

80
％

を
賄

っ
て

い
る

。
・
地

域
貢

献
を

目
的

に
、

施
設

ア
メ

ニ
テ

ィ
ー

と
し

て
バ

イ
オ

ガ
ス

を
利

用
し

た
足

湯
を

設
置

。
・
下

水
道

汚
泥

等
濃

縮
汚

泥
量

：
25

,8
10

㎥
／

年
・
地

域
バ

イ
オ

マ
ス

受
入

量
：

2,
80

0㎥
／

年
1
7
5

ア
ク

ア
パ

ー
ク

汚
泥

乾
燥

設
備

棟

発
電

機
消

化
槽

ガ
ス

タ
ン

ク

黒
部

市
下

水
道

バ
イ

オ
マ

ス
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
活

用
施

設
整

備
運

営
事

業

So
ur
ce
 : 
 h
tt
p:
//
w
w
w
.c
ity
.k
ur
ob

e.
to
ya
m
a.
jp
/e
ve
nt
‐to

pi
cs
/s
vT
op

iD
tl.
as
px
?p
re
v‐
1&

se
rv
no

=1
12
4

PP
P・

PF
I (

3/
3)

 
E
S
C

O
事

業

・
E
S
C

O
事

業
で

は
、

全
て

の
費

用
（
建

設
費

、
金

利
、

E
S
C

O
事

業
者

の
経

費
）
を

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

改
修

で
実

現
す

る
光

熱
水

費
の

削
減

分
で

賄
う

こ
と

を
基

本
と

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

E
S
C

O
事

業
の

実
施

に
よ

り
顧

客
(自

治
体

、
工

場
オ

ー
ナ

ー
等

)が
損

失
を

被
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

事
業

採
算

性
が

重
視

さ
れ

、
顧

客
の

新
た

な
財

政
支

出
を

必
要

と
し

な
い

。
さ

ら
に

、
契

約
期

間
終

了
後

の
光

熱
水

費
の

削
減

分
は

全
て

顧
客

の
利

益
に

な
る

。
・
E
S
C

O
事

業
者

に
よ

る
資

金
調

達
を

活
用

す
る

場
合

は
、

事
業

開
始

初
年

度
か

ら
、

従
来

の
光

熱
水

費
支

出
以

上
の

経
費

負
担

が
発

生
す

る
こ

と
が

な
く
、

同
時

に
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
推

進
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
を

実
現

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

ま
た

は
光

熱
水

費
支

出

顧
客

の
利

益

金
利

返 済 分
初

期
投

資

ES
CO

事
業

者
の

経
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

ま
た

は
光

熱
水

費
支

出

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

ま
た

は
光

熱
水

費
支

出

顧
客

の
利

益

E
S
C

O
事

業
実

施
前

E
S
C

O
事

業
期

間
中

契
約

期
間

終
了

後

省エネ効果(コスト削減)
So
ur
ce
:h
tt
ps
:/
/w

w
w
.e
nv
.g
o.
jp
/c
ou

nc
il/
35

ha
iry

o‐
ke
iy
ak
u/
y3
52

‐0
1/
re
f0
6‐
2.
pd

f
1
7
6
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17
7

環
境

課
徴

金
(1

/
2
)

・
環

境
汚

染
物

質
の

排
出

量
や

質
に

応
じ

て
、

企
業

に
対

し
金

銭
的

負
担

を
課

す
も

の
で

、
企

業
に

排
出

削
減

の
経

済
的

動
機

を
持

た
せ

よ
う

と
す

る
も

の
で

あ
る

。

・
工

場
排

水
の

場
合

に
は

、
水

量
が

大
き

い
ほ

ど
、

水
質

が
悪

い
ほ

ど
、

工
場

は
多

く
の

課
徴

金
を

支
払

う
こ

と
と

な
る

。

・
集

め
ら

れ
た

課
徴

金
は

、
公

害
防

止
施

設
の

導
入

の
た

め
の

補
助

金
、

低
利

融
資

に
使

用
す

る
。

(1
)概

要

(2
)事

例

国
税

・
課

徴
金

日
本

下
水

道
料

金
、

森
林

・
水

源
涵

養
税
(と

も
に

地
方

自
治

体
)な

ど

中
国

排
出

課
徴

金
、

自
動

車
燃

料
税

韓
国

水
質

総
量

超
過

負
担

金
、

大
気

総
量

超
過

負
担

金
、

交
通

環
境

税
等

ベ
ト

ナ
ム

環
境

税

17
8

環
境

課
徴

金
(2

/
2
)

課
税

対
象

物
課

税
額

(V
N

D
/
単

位
)

1
．

化
石

燃
料

(L
)

1
.1

車
両

用
ガ

ソ
リ

ン
(L

)
1
,0

0
0
－

6
,0

0
0

1
.2

航
空

燃
料

(L
)

1
,0

0
0
－

6
,0

0
0

1
.3

軽
油

(L
)

5
0
0
－

2
,0

0
0

1
.4

灯
油

(L
)

3
0
0
－

2
,0

0
0

1
.5

調
理

用
燃

料
油

(L
)

3
0
0
－

2
,0

0
0

1
.6

潤
滑

油
(L

)
3
0
0
－

2
,0

0
0

1
.7

石
炭

(k
g)

6
－

3
0

1
.8

天
然

ガ
ス

・
石

炭
ガ

ス
(m

3
)

3
5
－

1
0
0

2
．

H
C

F
C

溶
液

(k
g)

1
,0

0
0
－

3
,0

0
0

3
．

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
(k

g)
5
0
0
－

2
,0

0
0

4
．

農
薬

(k
g)

 
5
0
0
－

5
,0

0
0

5
．

漂
白

洗
浄

剤
(k

g)
4
0
0
－

2
,0

0
0

6
．

無
機

酸
溶

質
(L

)
6
0
0
－

3
,0

0
0

7
．

工
業

用
塗

料
(k

g)
5
0
0
－

2
,0

0
0

表
ベ

ト
ナ

ム
・
環

境
税

法
に

お
け

る
課

税
対

象
物

と
課

税
額
(一

例
)

観
光

税

17
9

徴
収

納
税

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

環
境

保
全

基
金

民
間

・
行

政
の

環
境

保
全

対
策

市
民

へ
の

啓
発

活
動

出
資

助
成

プ
ノ

ン
ペ

ン
都

の
観

光
は

、
自

然
環

境
の

保
全

が
重

要
な

要
素

で
あ

る
。

主
に

外
国

か
ら

の
観

光
客

や
ビ

ジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン
を

対
象

と
し

た
観

光
税

を
導

入
し

、
都

全
体

に
環

境
保

全
事

業
に

活
用

す
る

。

D
re

sd
en

 (G
er

m
an

y)
・
観

光
税

1.
8U

S
D

(p
er

 p
er

so
n 

pe
r s

ta
y)

C
ap

ri(
Ita

lia
)・

入
島

税
2.

1U
S

D
(p

er
 p

er
so

n 
pe

r s
ta

y)

ホ
テ

ル

観
光

客

18
0

・
環

境
ラ

ベ
ル

と
は

、
環

境
負

荷
の

少
な

い
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

に
付

与
さ

れ
る

も
の

で
、

環
境

に
対

す
る

関
心

が
高

ま
る

中
、

消
費

者
が

環
境

負
荷

の
少

な
い

製
品

を
選

ぶ
と

き
の

手
助

け
に

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
環

境
ラ

ベ
ル

に
は

様
々

な
種

類
が

あ
る

が
、

環
境

ラ
ベ

ル
取

得
に

よ
っ

て
企

業
の

ビ
ジ

ネ
ス

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

の
が

、
IS

O
1
4
0
2
4
に

規
定

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

で
あ

る
。

こ
の

タ
イ

プ
は

、
第

三
者

機
関

が
、

所
定

の
環

境
ラ

ベ
ル

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
審

査
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

環
境

ラ
ベ

ル
認

定
の

有
無

が
決

定
さ

れ
る

仕
組

み
と

な
っ

て
い

る
。

・
環

境
ラ

ベ
ル

は
、

企
業

ア
ピ

ー
ル

だ
け

で
な

く
、

取
引

、
資

金
調

達
、

人
材

採
用

を
有

利
に

進
め

る
こ

と
を

可
能

と
さ

せ
る

も
の

で
あ

る
。

・
環

境
ラ

ベ
ル

は
、

欧
米

、
ア

ジ
ア

諸
国

で
導

入
が

進
み

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
で

は
、

J
IC

A
の

支
援

に
よ

り
制

度
が

導
入

さ
れ

て
い

る
。

(1
)環

境
ラ

ベ
ル

制
度

Bl
ue

An
ge
l(G

er
m
an
y)

N
or
di
c
Sw

an
(N
or
th
er
n 
Eu
ro
pe

)
Ec
o 
m
ar
k 
(Ja

pa
n)

環
境

ラ
ベ

ル
制

度
の

導
入

・
既

存
認

証
制

度
の

活
用

参考‐139



18
1

環
境

ラ
ベ

ル
制

度
の

導
入

・
既

存
認

証
制

度
の

活
用

(2
)既

存
の

公
的

認
証

制
度

・
環

境
に

配
慮

し
た

活
動

に
対

す
る

公
的

な
認

証
制

度
と

し
て

は
、

IS
O

1
4
0
0
1
や

E
M

A
S
(T

h
e
 E

U
 E

c
o
-

M
an

ag
e
m

e
n
t 

an
d 

A
u
di

t 
S
c
h
e
m

e
 )

な
ど

の
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
認

証
が

あ
る

。
・
と

も
に

、
事

業
者

の
自

主
的

な
環

境
管

理
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

、
客

観
的

な
立

場
か

ら
チ

ェ
ッ

ク
が

行
わ

れ
る

国
際

規
格

で
あ

る
。

(3
)環

境
ラ

ベ
ル

・
公

的
認

証
の

取
得

企
業

に
対

す
る

優
遇

政
策

・
行

政
は

、
環

境
ラ

ベ
ル

、
公

的
認

証
の

取
得

企
業

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
優

先
的

に
調

達
す

る
(グ

リ
ー

ン
公

共
調

達
(G

P
P

：
G

re
e
n
 P

u
bl

ic
P

ro
c
u
re

m
e
n
t)

。
さ

ら
に

、
国

内
外

で
企

業
紹

介
を

行
い

、
企

業
の

収
益

向
上

を
支

援
す

る
。

・
グ

リ
ー

ン
公

共
調

達
に

つ
い

て
は

、
ア

ジ
ア

で
は

、
日

本
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

、
タ

イ
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
、

ベ
ト

ナ
ム

、
マ

レ
ー

シ
ア

、
中

国
、

韓
国

等
に

お
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。

製
品

・
サ

ー
ビ

ス

グ
リ

ー
ン

な
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
拡

大

持
続

可
能

な
社

会
へ

So
ur
ce
:h
tt
p:
//
gp
n.
jp
/a
bo

ut
/in

de
x.
ht
m
l

環
境

ラ
ベ

ル
IS
O
14

00
1企

業
行

政

グ
リ

ー
ン

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
購

入
企

業
努

力
の

評
価

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

18
2

8
．

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

18
3

2
．

事
業

の
概

要
(4

/
4
)

(2
)現

地
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

回
数

時
期

討
議

内
容

（
案

）
参

加
者

第
1回

20
16

年

5月
12

日

＜
イ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

会
議

＞

・
計

画
策

定
の

進
め

方
、

要
望

事
項

確
認

・
資

料
・
デ

ー
タ

提
供

依
頼

・
都

の
関

係
部

局

・
中

央
政

府
関

係
者

・
他

の
関

連
事

業
者

第
2回

20
16

年

9月
26

日

＜
中

間
報

告
会
1＞

・
計

画
の

骨
子

（
案

）
提

示
、

意
見

交
換

・
各

分
野

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

提
案

・
同

上

第
3回

20
16

年

12
月
15

日

＜
中

間
報

告
会
2＞

・
計

画
（
案

）
の

提
示

、
意

見
交

換

・
各

分
野

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
案

）
説

明
、

意
見

交
換

・
同

上

・
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者

第
4回

20
17

年

2月
14

日

＜
成

果
報

告
会

＞

・
前

回
意

見
を

踏
ま

え
た

最
終

計
画

の
説

明

・
次

年
度

以
降

、
JC
M

事
業

実
施

に
向

け
た

協
議

等

・
同

上

18
4
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e 

th
e 

lif
e 

of
 c

iti
ze

ns
, i

nf
ra

st
ru

ct
ur

e 
de

ve
lo

pm
en

t i
s 

ur
ge

nt
ly

 n
ee

de
d.

•
S

up
pl

yi
ng

 p
ow

er
 fa

ce
s 

th
e 

ch
al

le
ng

es
 o

f p
ow

er
 o

ut
ag

es
, v

ol
ta

ge
 in

st
ab

ili
ty

, e
tc

. I
n 

ad
di

tio
n,

 b
ec

au
se

 e
le

ct
ric

ity
 p

ric
es

 a
re

 h
ig

h,
 th

e 
im

pa
ct

 e
xt

en
ds

 to
 th

e 
en

tra
nc

e 
of

 
co

un
tri

es
 fr

om
 a

br
oa

d 
an

d 
ec

on
om

ic
 a

ct
iv

iti
es

 o
f c

om
pa

ni
es

. T
he

 d
ev

el
op

m
en

t o
f 

di
ve

rs
e 

po
w

er
 s

ou
rc

es
 in

cl
ud

in
g 

re
ne

w
ab

le
 e

ne
rg

y 
su

ch
 a

s 
so

la
r p

ow
er

, b
io

m
as

s 
po

w
er

 g
en

er
at

io
n,

 e
tc

. i
s 

ne
ce

ss
ar

y.
•

In
 a

dd
iti

on
, s

in
ce

 P
hn

om
 P

en
h 

is
 in

 a
 lo

w
-ly

in
g 

co
as

ta
l a

re
a 

an
d 

is
 th

us
 s

us
ce

pt
ib

le
 

to
 th

e 
ef

fe
ct

s 
of

 ri
si

ng
 w

at
er

 le
ve

ls
, i

t i
s 

de
si

ra
bl

e 
to

 a
ct

iv
el

y 
in

tro
du

ce
 re

ne
w

ab
le

 
en

er
gy

 a
nd

 s
up

pr
es

s 
em

is
si

on
s 

of
 g

re
en

ho
us

e 
ga

se
s.

•
It 

is
 n

ec
es

sa
ry

 to
 s

up
pr

es
s 

th
e 

en
er

gy
 d

em
an

ds
, w

at
er

 d
em

an
ds

, a
nd

 g
re

en
ho

us
e 

ga
s 

em
is

si
on

s 
th

at
 a

re
 e

xp
ec

te
d 

to
 a

cc
om

pa
ny

 fu
tu

re
 ra

pi
d 

ec
on

om
ic

 d
ev

el
op

m
en

t 
an

d 
po

pu
la

tio
n 

in
cr

ea
se

s.
•

A
s 

ca
n 

be
 s

ee
n 

fro
m

 th
e 

ex
am

pl
e 

of
 K

ita
 K

yu
sh

u 
w

hi
ch

 h
as

 e
xp

er
ie

nc
ed

 g
re

en
 

gr
ow

th
, i

t i
s 

po
ss

ib
le

 to
 c

ar
ry

 o
ut

 e
nv

iro
nm

en
ta

l i
m

pr
ov

em
en

ts
 w

hi
le

 u
nd

er
go

in
g 

ec
on

om
ic

 e
xp

an
si

on
, a

nd
 in

 o
rd

er
 to

 o
ve

rc
om

e 
se

ve
re

 p
ol

lu
tio

n,
 s

us
ta

in
ab

le
 

de
ve

lo
pm

en
t w

ith
 h

ar
m

on
y 

be
tw

ee
n 

th
e 

ec
on

om
y 

an
d 

th
e 

en
vi

ro
nm

en
t i

s 
ne

ce
ss

ar
y. 23
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C
ur

re
nt

 s
ta

tu
s 

an
d 

ta
sk

s
(2

)A
dm

in
is

tra
tio

n
・

Pa
rt 

of
 th

e 
or

ga
ni

za
tio

n 
of

 th
e 

ce
nt

ra
l g

ov
er

nm
en

t i
s 

in
co

rp
or

at
ed

 in
to

 th
e 

Ph
no

m
 

Pe
nh

 a
dm

in
is

tra
tio

n 
st

ru
ct

ur
e,

 s
o 

th
e 

ch
ai

n 
of

 c
om

m
an

d 
ha

s 
be

co
m

e 
m

or
e 

co
m

pl
ex

 
an

d 
in

 o
ne

 a
sp

ec
t s

pe
ed

y 
ad

m
in

is
tra

tio
n 

op
er

at
io

ns
 h

av
e 

be
co

m
e 

di
ffi

cu
lt.

・
Fo

r s
ol

vi
ng

 p
ro

bl
em

s 
in

 th
e 

ca
pi

ta
l a

re
a,

 in
 a

dd
iti

on
 to

 a
 to

p-
do

w
n 

ap
pr

oa
ch

, a
 

bo
tto

m
-u

p 
ap

pr
oa

ch
 b

as
ed

 o
n 

pr
op

os
al

s 
fro

m
 th

e 
le

ve
l o

f t
he

 p
er

so
n 

in
 c

ha
rg

e 
is

 a
ls

o 
im

po
rta

nt
, a

nd
 n

ur
tu

rin
g 

of
 p

er
so

nn
el

 w
ho

 c
an

 o
ffe

r s
pe

ci
fic

 s
ol

ut
io

ns
 is

 n
ec

es
sa

ry
.

(3
)C

om
pa

ny
・

Al
th

ou
gh

 it
 is

 c
ur

re
nt

ly
 in

 th
e 

de
ve

lo
pm

en
t s

ta
ge

 fo
cu

si
ng

 o
n 

lig
ht

 in
du

st
ry

, i
n 

th
e 

fu
tu

re
, n

ur
tu

rin
g 

of
 lo

ca
l i

nd
us

tri
es

 to
 in

cr
ea

se
 th

e 
in

du
st

ria
l l

ev
el

 a
nd

 a
ttr

ac
tin

g 
ov

er
se

as
 c

om
pa

ni
es

 fo
r t

he
 in

tro
du

ct
io

n 
of

 te
ch

no
lo

gy
 a

nd
 k

no
w

ho
w

 is
 re

qu
ire

d.
・

In
 p

ar
tic

ul
ar

, w
he

n 
ev

ol
vi

ng
 fr

om
 li

gh
t i

nd
us

try
 to

 h
ea

vy
 in

du
st

ry
, p

ol
lu

tio
n 

pr
ev

en
tio

n 
m

ea
su

re
s 

an
d 

cl
ea

n 
pr

od
uc

tio
n 

ef
fo

rts
 a

re
 n

ec
es

sa
ry

 s
o 

th
at

 a
ir,

 w
at

er
, s

oi
l, 

et
c.

 d
o 

no
t b

ec
om

e 
co

nt
am

in
at

ed
.

(4
)C

iti
ze

ns
・

W
ith

 th
e 

pr
ob

le
m

 o
f w

as
te

 b
ec

om
in

g 
se

rio
us

, r
ai

si
ng

 th
e 

en
vi

ro
nm

en
ta

l 
co

ns
ci

ou
sn

es
s 

le
ve

l o
f c

iti
ze

ns
, p

ro
m

ot
io

n 
of

 g
ar

ba
ge

 s
or

tin
g 

an
d 

re
cy

cl
in

g,
 a

nd
 

pr
ev

en
tio

n 
of

 il
le

ga
l d

um
pi

ng
 is

 n
ec

es
sa

ry
.

・
Ai

r p
ol

lu
tio

n 
an

d 
in

cr
ea

se
s 

in
 C

O
2 

ar
e 

pr
og

re
ss

in
g 

be
ca

us
e 

of
 to

 tr
af

fic
 c

on
ge

st
io

n 
du

e 
to

 a
ut

om
ob

ile
s 

an
d 

ga
so

lin
e 

m
ot

or
cy

cl
es

, a
nd

 a
 s

hi
ft 

to
 p

ub
lic

 tr
an

sp
or

ta
tio

n 
us

e 
is

 re
qu

ire
d.
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V
is

io
n

o
f

th
e

P
la

n

Th
e 

ca
pi

ta
l c

ity
 o

f P
hn

om
 P

en
h 

w
ill 

re
al

iz
e 

su
st

ai
na

bl
e 

de
ve

lo
pm

en
t b

y 
ha

nd
lin

g 
cl

im
at

e 
ch

an
ge

 w
is

el
y 

an
d 

be
co

m
in

g 
a 

m
od

el
 fo

r a
n 

A
si

an
 e

nv
iro

nm
en

ta
l c

ap
ita

l c
ity

.

Th
e 

re
sp

ec
tiv

e 
gr

ow
th

s 
of

 e
nv

iro
nm

en
t, 

ec
on

om
y,

 s
oc

ie
ty

, a
nd

 c
ul

tu
re

 a
re

 im
po

rta
nt

 
el

em
en

ts
 fo

r a
ch

ie
vi

ng
 e

nv
iro

nm
en

t c
ap

ita
l P

hn
om

 P
en

h,
 a

nd
 w

hi
le

 c
re

at
in

g 
ha

rm
on

y 
an

d 
ba

la
nc

e 
be

tw
ee

n 
th

e 
el

em
en

ts
, i

t i
s 

al
so

 im
po

rta
nt

 th
at

 th
ey

 h
av

e 
su

st
ai

na
bi

lit
y.

 In
 

ad
di

tio
n,

 d
ev

el
op

m
en

t o
f h

um
an

 re
so

ur
ce

s 
to

 s
up

po
rt 

th
is

 g
ro

up
 w

ill 
be

 p
la

nn
ed

.

S
oc

ie
ty

E
nv

iro
nm

en
t

E
co

no
m

y
H

um
an

 
re

so
ur

ce
sC

ul
tu

re

B
as

ic
po

lic
y（

1
/
3
）

■
W

as
te

 fi
el

d:
 R

el
ia

bl
e 

w
as

te
 c

ol
le

ct
io

n/
pr

op
er

 tr
ea

tm
en

t a
nd

 c
on

st
ru

ct
io

n 
of

 a
 re

so
ur

ce
 c

yc
le

 s
oc

ie
ty

 a
nd

 e
co

no
m

y
▸
W
as
te
 w
ill
 b
e 
re
lia
bl
y 
co
lle
ct
ed

 a
nd

 p
ro
pe

rly
 tr
ea
te
d.
 In

 a
dd

iti
on

, a
 c
yc
lic
 so

ci
et
al
 a
nd

 
ec
on

om
ic
 sy

st
em

 in
 w
hi
ch
 w
as
te
 is
 re

us
ed

 a
s r
es
ou

rc
es
 w
ill
 b
e 
co
ns
tr
uc
te
d,
 a
nd

 
de

ve
lo
pm

en
t o

f r
ec
yc
lin
g 
bu

sin
es
s i
s p

la
nn

ed
.

▸
Th
e 
oc
cu
rr
en

ce
 o
f e

nv
iro

nm
en

ta
l p
ro
bl
em

s d
ue

 to
 w
as
te
 w
ill
 b
e 
th
or
ou

gh
ly
 p
re
ve
nt
ed

 
an
d 
su
pp

re
ss
ed

. L
ife
st
yl
es
 a
nd

 in
du

st
ria

l s
tr
uc
tu
re
s/
pr
od

uc
tio

n 
ac
tiv

iti
es
 w
hi
ch
 g
en

er
at
e 

sm
al
l a
m
ou

nt
s o

f w
as
te
 w
ill
 b
e 
ac
hi
ev
ed

, a
nd

 G
HG

 fr
om

 w
as
te
 w
ill
 b
e 
re
du

ce
d.

■E
ne

rg
y 

fie
ld

: E
ffi

ci
en

t u
se

 o
f e

ne
rg

y 
an

d 
ac

tiv
e 

ut
iliz

at
io

n 
of

 re
ne

w
ab

le
 

en
er

gy
▸
Th
e 
cu
rr
en

tly
 u
ns
ta
bl
e 
po

w
er
 su

pp
ly
 w
ill
 b
e 
co
rr
ec
te
d,
 e
ffi
ci
en

t e
ne

rg
y 
ut
ili
za
tio

n 
an
d 

en
er
gy
 c
on

se
rv
at
io
n 
w
ill
 b
e 
ac
tiv
el
y 
pr
om

ot
ed

, a
nd

 G
HG

 w
hi
ch
 a
re
 fo

re
ca
st
 to

 in
cr
ea
se
 

in
 th

e 
fu
tu
re
 w
ill
 b
e 
re
du

ce
d.

▸
Re

ne
w
ab
le
 e
ne

rg
y 
su
ch
 a
s s
ol
ar
 e
ne

rg
y 
us
in
g 
th
e 
su
nl
ig
ht
 w
ith

 w
hi
ch
 P
hn

om
 P
en

h 
is 

bl
es
se
d,
 b
io
m
as
s,
 e
tc
. w

ill
 b
e 
ac
tiv
el
y 
pr
om

ot
ed

 a
nd

 a
t t
he

 sa
m
e 
tim

e 
a 
fr
am

ew
or
k 
th
at
 

ca
n 
ac
hi
ev
e 
bo

th
 e
nv
iro

nm
en

ta
l a
nd

 e
co
no

m
ic
 g
oa
ls 
su
ch
 a
s s
ol
ar
 p
ow

er
 g
en

er
at
io
n 

bu
sin

es
s w

ill
 b
e 
co
ns
tr
uc
te
d.
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B
as

ic
po

lic
y（

2
/
3
）

■T
ra

ns
po

rta
tio

n 
fie

ld
: H

ig
h-

co
nv

en
ie

nc
e,

 lo
w

-c
ar

bo
n 

pu
bl

ic
 tr

an
sp

or
ta

tio
n 

sy
st

em
▸
In
 o
rd
er
 to

 im
pr
ov
e 
tr
af
fic
 c
on

ge
st
io
n 
an
d 
ai
r p

ol
lu
tio

n 
w
hi
ch
 h
as
 b
ec
om

e 
a 
m
aj
or
 

pr
ob

le
m
 fr
om

 so
ci
et
al
, e
co
no

m
ic
, a
nd

 e
nv
iro

nm
en

ta
l a
sp
ec
ts
, a
 h
ig
hl
y 
co
nv
en

ie
nt
 p
ub

lic
 

tr
an
sp
or
ta
tio

n 
sy
st
em

 u
sin

g 
lo
w
‐p
ol
lu
tio

n 
ve
hi
cl
es
 w
ill
 b
e 
de

ve
lo
pe

d.
 

▸
To
ge
th
er
 w
ith

 th
e 
de

ve
lo
pm

en
t o

f h
ar
dw

ar
e 
su
ch
 a
s r
oa
dw

ay
s,
 si
gn
al
 sy

st
em

s,
 e
tc
., 
th
e 

so
ft
w
ar
e 
sid

e 
su
ch
 a
s a

 v
eh

ic
le
 in
sp
ec
tio

n 
sy
st
em

, e
xh
au
st
 g
as
 re

st
ric
tio

ns
, e
tc
. w

ill
 b
e 

en
ha
nc
ed

, a
nd

 th
es
e 
w
ill
 b
e 
re
lia
bl
y 
im

pl
em

en
te
d 
to
 re

lie
ve
 tr
af
fic
 c
on

ge
st
io
n.

■
W

at
er

w
or

ks
/s

ew
er

ag
e 

an
d 

ra
in

w
at

er
 d

ra
in

ag
e:

 E
xp

an
si

on
 o

f d
rin

ka
bl

e 
w

at
er

w
or

ks
 a

re
a 

an
d 

th
or

ou
gh

 tr
ea

tm
en

t o
f s

ew
ag

e 
an

d 
ra

in
w

at
er

▸
To
ge
th
er
 w
ith

 e
xp
an
di
ng

 th
e 
ar
ea

 w
he

re
 w
at
er
w
or
ks
 w
at
er
 c
an

 b
e 
dr
un

k 
di
re
ct
ly,
 

se
w
ag
e 
fr
om

 h
ou

se
ho

ld
s a

nd
 o
ffi
ce
s w

ill
 b
e 
pr
op

er
ly
 tr
ea
te
d 
to
 re

ge
ne

ra
te
 a
nd

 c
re
at
e 
a 

go
od

 w
at
er
sid

e 
en
vi
ro
nm

en
t f
re
e 
fr
om

 w
at
er
 p
ol
lu
tio

n.
▸
Fl
oo

di
ng

 o
f a
re
as
 w
hi
ch
 a
re
 st
ill
 su

bj
ec
t t
o 
fr
eq

ue
nt
 fl
oo

di
ng

 w
ill
 b
e 
el
im

in
at
ed

 so
 th

at
 

ci
tiz
en

s c
an

 li
ve
 sa

fe
ly.
 In

 a
dd

iti
on

, i
n 
or
de

r t
o 
m
ai
nt
ai
n 
fu
nc
tio

ns
 a
s t
he

 c
ap
ita

l, 
in
fra

st
ru
ct
ur
e 
de

ve
lo
pm

en
t s
uc
h 
as
 ra

in
w
at
er
 d
ra
in
ag
e 
fa
ci
lit
ie
s,
 e
tc
. w

ill
 b
e 
pr
om

ot
ed

 
so
 th

at
 th

e 
flo

od
 d
am

ag
e 
ris
ks
 d
ue

 to
 th

e 
in
cr
ea
sin

g 
fr
eq

ue
nc
y 
of
 h
ea
vy
 ra

in
s b

ec
au
se
 o
f 

cl
im

at
e 
ch
an
ge
 c
an

 b
e 
re
du

ce
d.
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B
as
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o
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3
/
3
）

■
En

vi
ro

nm
en

ta
l c

on
se

rv
at

io
n:

 M
ai

nt
en

an
ce

 o
f a

n 
en

vi
ro

nm
en

t l
ev

el
 

su
ita

bl
e 

fo
r a

n 
en

vi
ro

nm
en

ta
l c

ap
ita

l c
ity

 a
nd

 c
oe

xi
st

en
ce

 w
ith

 th
e 

na
tu

ra
l e

nv
iro

nm
en

t
▸
Pl
an
ni
ng

 a
nd

 c
om

pr
eh

en
siv

e 
im

pl
em

en
ta
tio

n 
of
 m

ea
su
re
s t
o 
re
du

ce
 th

e 
ne

ga
tiv
e 

im
pa
ct
 o
f e

nv
iro

nm
en

ta
l p
ro
bl
em

s (
w
as
te
, s
ew

er
ag
e,
 e
xh
au
st
 g
as
, n
oi
se
, e
tc
.) 
du

e 
to
 

so
ci
oe

co
no

m
ic
 a
ct
iv
iti
es
 a
nd

 m
ai
nt
ai
n 
an
d 
im

pr
ov
e 
th
e 
en
vi
ro
nm

en
ta
l l
ev
el
 su

ita
bl
e 
fo
r 

th
e 
en
vi
ro
nm

en
ta
l c
ap
ita

l t
ha
t P

hn
om

 P
en

h 
is 
ai
m
in
g 
fo
r.

▸
Ex
pa
ns
io
n 
of
 m

ea
su
re
s t
o 
pr
es
er
ve
 th

e 
na
tu
ra
l e
nv
iro

nm
en

ts
 o
f t
he

 c
ap
ita

l, 
su
ch
 a
s 

fo
re
st
s,
 g
re
en

 sp
ac
es
, a
nd

 w
et
la
nd

s,
 e
ns
ur
e 
bi
od

iv
er
sit
y 
fo
r i
nh

er
en
t c
oe
xi
st
en

ce
 w
ith

 
th
e 
na
tu
ra
l e
nv
iro

nm
en

t, 
an
d 
fo
st
er
 a
 se

ns
e 
of
 v
al
ue

s f
or
 th

e 
Ca
m
bo

di
an

 c
ul
tu
re
 w
hi
ch
 

ha
s b

ee
n 
ca
re
fu
lly
 h
an
de

d 
do

w
n.

■G
re

en
 p

ro
du

ct
io

n:
 C

on
st

ru
ct

io
n 

of
 lo

w
-c

ar
bo

n,
 e

nv
iro

nm
en

ta
lly

 fr
ie

nd
ly

 
in

du
st

ria
l s

tru
ct

ur
es

▸
Ac
tiv
el
y 
pr
om

ot
e 
en
vi
ro
nm

en
ta
lly
 fr
ie
nd

ly
 p
ro
du

ct
io
n 
ac
tiv

iti
es
 su
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di
ng

 tr
en

ds
 in

 re
le

va
nt

 s
ta

te
-o

f-t
he

-a
rt

 te
ch

no
lo

gi
es

 a
nd

 th
ei

r a
pp

lic
at

io
ns

In
 o
rd
er
 to

 im
pr
ov
e 
an
d 
re
so
lv
e 
th
e 
pr
ob

le
m
s a

nd
 is
su
es
 fa
ce
d 
by
 e
ac
h 
se
ct
or
, t
he

 n
ew

 d
ep

ar
tm

en
t 

sh
al
l g
at
he

r i
nf
or
m
at
io
n,
 a
pp

lic
at
io
n 
ex
am

pl
es
, e
tc
. o
f r
el
ev
an
t s
ta
te
‐o
f‐t
he

‐a
rt
 te

ch
no

lo
gi
es
 a
nd

 
w
or
k 
to
 u
nd

er
st
an
d 
th
ei
r t
re
nd

s.
 F
ur
th
er
m
or
e,
 it
 sh

al
l i
nv
es
tig

at
e 
ap
pl
ic
ab
le
 te

ch
no

lo
gi
es
 a
nd

 
pr
ov
id
e 
in
fo
rm

at
io
n 
to
 re

la
te
d 
or
ga
ni
za
tio

ns
 in

 a
 ti
m
el
y 
m
an
ne

r .

5.
 P

ro
vi

di
ng

 a
nd

 s
ha

rin
g 

of
 in

fo
rm

at
io

n

In
 o
rd
er
 to

 c
ar
ry
 o
ut
 th

is 
pl
an

 m
or
e 
ef
fe
ct
iv
el
y 
an
d 
ef
fic
ie
nt
ly,
 th

e 
co
nt
en
t o

f t
hi
s p

la
n 
an
d 
its
 p
ro
gr
es
s 

st
at
us
 sh

al
l b
e 
m
ad
e 
av
ai
la
bl
e 
to
 b
us
in
es
se
s,
 c
iti
ze
ns
, N

GO
s,
 N
PO

s,
 e
tc
. b
y 
ut
ili
zin

g 
va
rio

us
 m

ed
ia
 su

ch
 

as
 T
V,
 th

e 
in
te
rn
et
, e
tc
. w

ith
 th

e 
ai
m
 o
f p

ro
vi
di
ng

 a
nd

 sh
ar
in
g 
of
 in
fo
rm

at
io
n.
 T
he

 m
ai
n 
r e
sp
on

sib
ili
ty
 

fo
r t
hi
s i
ss
ue

 sh
al
l r
es
t w

ith
 th

e 
Pu

bl
ic
 R
el
at
io
ns
 a
nd

 In
te
rn
at
io
na
l A

ffa
irs
 D
ep

ar
tm

en
t, 
w
hi
ch
 sh

al
l w

or
k 

in
 c
oo

pe
ra
tio

n 
w
ith

 th
e 
ne

w
 d
ep

ar
tm

en
t.

(1
)
Th
e 
go
ve
rn
m
en

t s
ha
ll 
pr
om

ot
e 
th
e 
de

ve
lo
pm

en
t o

f i
nf
ra
st
ru
ct
ur
e 
su
ch
 a
s w

as
te
 

m
an
ag
em

en
t, 
se
w
er
ag
e,
 ro

ad
s,
 e
tc
. w

hi
ch
 fo

rm
 th

e 
ba
ck
bo

ne
 o
f u

rb
an

 d
ev
el
op

m
en

t, 
sh
al
l i
m
pl
em

en
t s
pe

ci
fic
 m

ea
su
re
s i
n 
ea
ch
 se

ct
or
 b
as
ed

 o
n 
th
is 
pl
an

 in
 a
 p
la
nn

ed
 a
nd

 
co
ns
ist
en
t m

an
ne

r, 
w
ith

 th
e 
ai
m
 o
f a
ch
ie
vi
ng

 su
st
ai
na
bl
e 
de

ve
lo
pm

en
t f
or
 th

e 
re
al
iza

tio
n 
of
 a
n 
en
vi
ro
nm

en
ta
l c
ap
ita

l.

(2
)
Th
e 
go
ve
rn
m
en

t s
ha
ll 
fu
lly
 e
xp
la
in
 to

 b
us
in
es
se
s a

nd
 c
iti
ze
ns
 th

e 
im

po
rt
an
ce
 o
f 

en
vi
ro
nm

en
ta
l c
on

sc
io
us
ne

ss
, s
ha
ll 
m
ak
e 
kn
ow

n 
th
e 
co
nt
en
t, 
ef
fe
ct
s,
 a
nd

 p
ro
gr
es
s 

st
at
us
 o
f t
he

 m
ea
su
re
s p

os
iti
on

ed
 fo

r i
m
pl
em

en
ta
tio

n 
un

de
r t
hi
s p

la
n,
 a
nd

 sh
al
l 

en
co
ur
ag
e 
th
e 
ac
tiv
e 
pa
rt
ic
ip
at
io
n 
an
d 
co
op

er
at
io
n 
of
 b
us
in
es
se
s,
 c
iti
ze
ns
, e
tc
.

(3
)
Fu
rt
he

rm
or
e,
 th

e 
go
ve
rn
m
en

t s
ha
ll 
su
pp

or
t t
he

 e
nv
iro

nm
en

ta
l p
ro
te
ct
io
n 
ac
tiv

iti
es
 

(fo
r e

xa
m
pl
e,
 c
le
an
up

 a
ct
iv
iti
es
 in

 th
e 
ca
pi
ta
l, 
et
c.
) a

nd
 e
nv
iro

nm
en

ta
l l
ea
rn
in
g 
of
 

bu
sin

es
se
s a

nd
 c
iti
ze
ns
 th

ro
ug
h 
pr
ov
isi
on

 o
f p

la
ce
s,
 o
pp

or
tu
ni
tie

s,
 fu

nd
s,
 e
tc
. 

(4
)
Th
e 
en
vi
ro
nm

en
ta
l i
m
pr
ov
em

en
t e

ffe
ct
s o

f m
ea
su
re
s w

hi
ch
 a
re
 re

le
va
nt
 fo

r 
bu

sin
es
se
s a

nd
 c
iti
ze
ns
 sh

al
l b
e 
pu

bl
ic
ize

d 
to
 b
us
in
es
se
s a

nd
 c
iti
ze
ns
 u
sin

g 
ex
am

pl
es
 

of
 a
ct
ua
l i
ni
tia

tiv
e 
re
su
lts
 to

 p
ro
m
ot
e 
th
ei
r u

nd
er
st
an
di
ng

 in
 a
n 
ef
fo
rt
 to

 c
re
at
e 
an

 
en
vi
ro
nm

en
t f
or
 o
bt
ai
ni
ng

 fu
rt
he

r c
oo

pe
ra
tio

n.
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1.
G

ov
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nm
en

t
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R
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es
 o

f e
ac

h 
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in
ci

pa
l

2.
B

us
in

es
se

s
(1
)
Fo
r b

us
in
es
se
s,
 it
 is
 n
ec
es
sa
ry
 th

at
 th

ey
 p
ro
pe

rly
 u
nd

er
st
an
d 
th
at
 th

ei
r c
on

su
m
pt
io
n 

of
 la
rg
e 
am

ou
nt
s o

f e
ne

rg
y 
an
d 
di
sc
ha
rg
e 
of
 w
as
te
, e
xh
au
st
 g
as
es
, w

as
te
w
at
er
, e
tc
. i
n 

th
ei
r p

ro
du

ct
io
n 
ac
tiv

iti
es
 le
ad
s t
o 
de

te
rio

ra
tio

n 
of
 th

e 
liv
in
g 
en
vi
ro
nm

en
t o

f c
iti
ze
ns
 

an
d 
th
e 
na
tu
ra
l e
nv
iro

nm
en

t.

(2
)
Th
er
ef
or
e,
 b
us
in
es
se
s s

ha
ll 
no

t j
us
t p

ur
su
e 
ec
on

om
ic
 b
en

ef
its
 a
nd

 e
ffi
ci
en

cy
 in

 th
ei
r 

pr
od

uc
tio

n 
ac
tiv

iti
es
 b
ut
 sh

al
l a
lso

 re
vi
ew

 th
ei
r p

ro
du

ct
io
n 
pr
oc
es
se
s i
n 
ac
co
rd
an
ce
 

w
ith

 la
w
s a

nd
 re

gu
la
tio

ns
, a
nd

 sh
al
l c
on

ve
rt
 to

 p
ro
du

ct
io
n 
pr
oc
es
se
s t
ha
t m

in
im

ize
 

en
vi
ro
nm

en
ta
l l
oa
ds
 a
s m

uc
h 
as
 p
os
sib

le
.

(3
)
Th
e 
en
vi
ro
nm

en
ta
l c
on

sc
io
us
ne

ss
 o
f b

us
in
es
se
s s

ha
ll 
in
 th

e 
en

d 
in
cr
ea
se
 th

e 
va
lu
e 
of
 

pr
od

uc
ts
 a
nd

 th
e 
tr
us
t o

f s
oc
ie
ty
 to

w
ar
d 
bu

sin
es
se
s,
 a
nd

 le
ad

 to
 th

e 
su
st
ai
na
bl
e 

de
ve
lo
pm

en
t o

f b
us
in
es
se
s t
he

m
se
lv
es
.
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3.
 C

iti
ze

ns
(1
)F
or
 c
iti
ze
ns
, i
t i
s f
irs
t n

ec
es
sa
ry
 th

at
 th

ey
 fu

lly
 

un
de

rs
ta
nd

 th
at
 th

ei
r o

w
n 
da
ily
 a
ct
iv
iti
es
 a
nd

 
be

ha
vi
or
 h
av
e 
ef
fe
ct
s o

n 
th
ei
r o

w
n 
liv
in
g 

en
vi
ro
nm

en
t a

nd
 th

e 
na
tu
ra
l e
nv
iro

nm
en

t, 
in
 

ot
he

r w
or
ds
, t
ha
t e

ac
h 
in
di
vi
du

al
 c
iti
ze
n 
is 
pa
rt
 

of
 th

e 
ca
us
e.

(2
)W

ith
 th

is 
aw

ar
en

es
s,
 th

ey
 sh

al
l p
ra
ct
ic
e 

ac
tiv

iti
es
 w
hi
ch
 w
ill
 le
ad

 to
 im

pr
ov
em

en
ts
 in

 
pu

bl
ic
 h
ea
lth

 a
nd

 li
vi
ng

 e
nv
iro

nm
en

t (
Ec
o 
Li
fe
) 

as
 c
iti
ze
ns
 o
f a

n 
en
vi
ro
nm

en
ta
l c
ap
ita

l, 
w
ith

 
th
ei
r r
es
po

ns
ib
ili
ty
 to

 p
as
s d

ow
n 
a 
go
od

 
en
vi
ro
nm

en
t t
o 
fu
tu
re
 g
en

er
at
io
ns
.

(3
)F
ur
th
er
m
or
e,
 c
iti
ze
ns
 sh

al
l b
ea
r t
he

ir 
fa
ir 
sh
ar
e 

of
 c
os
ts
 (p

ro
ce
ss
in
g 
co
st
s,
 e
tc
.) 
re
la
te
d 
to
 w
as
te
 

di
sp
os
al
, r
ai
nw

at
er
/h
ou

se
ho

ld
 w
as
te
w
at
er
 

tr
ea
tm

en
t, 
et
c.
 p
er
fo
rm

ed
 b
y 
pu

bl
ic
 fa
ci
lit
ie
s.

■
Ec
o 
Li
fe

1)
W
as
te
 re

du
ct
io
n,
 re

us
e,
 a
nd

 
re
cy
cl
in
g 
(P
ro
m
ot
io
n 
of
 w
as
te
 3
R)

2)
U
til
iza

tio
n 
of
 e
co
lo
gi
ca
l p
ro
du

ct
s 

an
d 
en

er
gy
‐c
on

se
rv
in
g 
ap
pl
ia
nc
es
.

3)
Pr
ac
tic
e 
of
 e
ne

rg
y‐
co
ns
er
vi
ng

 
ac
tiv

iti
es
 (s
av
in
g 
po

w
er
, e
tc
.)

4)
U
til
iza

tio
n 
of
 p
ub

lic
 tr
an
sp
or
ta
tio

n 
fa
ci
lit
ie
s s
uc
h 
as
 b
us
es
, e
tc
.

5)
Pa
rt
ic
ip
at
io
n 
in
 e
nv
iro

nm
en
ta
l 

le
ar
ni
ng

 a
ct
iv
iti
es

6)
U
rb
an

 c
le
an
up

 a
ct
iv
iti
es

7)
Pa
rt
ic
ip
at
io
n 
in
 v
ol
un

te
er
 a
ct
iv
iti
es
 

su
ch
 a
s e

nv
iro

nm
en
ta
l a
w
ar
en

es
s,
 

et
c.

8)
Im

pr
ov
in
g 
m
an
ne

rs
, e
t c
.
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4.
 O

th
er

s 
(to

ur
is

ts
, e

tc
.)

(1
)
Re

ce
nt
ly,
 th

e 
nu

m
be

r o
f d

om
es
tic

 a
nd

 in
te
rn
at
io
na
l t
ou

ris
ts
 a
nd

 b
us
in
es
s v

isi
to
rs
 to

 
Ph

no
m
 P
en

h 
ha
s b

ee
n 
in
cr
ea
sin

g,
 a
nd

 e
co
no

m
ic
 a
ct
iv
iti
es
 a
re
 in
te
ns
ify
in
g.
 O
n 
th
e 

ot
he

r h
an
d,
 th

e 
en
vi
ro
nm

en
ta
l l
oa
ds
 fr
om

 th
es
e 
ac
tiv

iti
es
 h
av
e 
al
so
 b
ee
n 
in
cr
ea
sin

g,
 

an
d 
it 
is 
ne

ce
ss
ar
y 
to
 re

du
ce
 th

ei
r e

ffe
ct
s a

s m
uc
h 
as
 p
os
sib

le
.

(2
)
In
 o
rd
er
 to

 p
re
se
rv
e 
th
e 
liv
in
g 
en
vi
ro
nm

en
t, 
na
tu
ra
l e
nv
iro

nm
en

t, 
an
d 
to
ur
ism

 
re
so
ur
ce
s o

f P
hn

om
 P
en

h,
 it
 is
 n
ec
es
sa
ry
 to

 a
lso

 a
sk
 v
isi
to
rs
 to

 b
ea
r s
om

e 
co
st
s i
n 
th
e 

fo
rm

 o
f f
ac
ili
tie

s f
ee
s o

r t
ou

ris
t t
ax
es
 w
hi
ch
 w
ill
 b
e 
us
ed

 a
s f
in
an
ci
al
 re

so
ur
ce
s 

de
vo
te
d 
to
 in
fra

st
ru
ct
ur
e 
de

ve
lo
pm

en
t, 
et
c.
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Sp
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s 
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C
o
m

po
si

ti
o
n
 o

f 
sp

e
c
if
ic

 m
e
as

u
re

s

Fi
el
d

Sp
ec
ifi
c 
m
ea
su
re

W
as
te

1.
 R
ed

uc
tio

n 
of
 fi
na
l d
isp

os
al
 v
ol
um

es
; 2
. A

dm
in
ist
ra
tiv
e 
gu
id
an
ce
 to

 b
us
in
es
se
s;
 3
. 

Im
pl
em

en
ta
tio

n 
of
 p
ilo
t p

ro
je
ct
 fo

r w
as
te
 so

rt
in
g/
re
cy
cl
in
g;
 4
. E
st
ab
lis
hm

en
t o

f "
Ga

rb
ag
e 

ba
nk
" f
or
 re

cy
cl
in
g;
 5
. I
nt
ro
du

ct
io
n 
of
 m

an
ife
st
 sy

st
em

 (i
nd

us
tr
ia
l w

as
te
); 
6.
 D
ev
el
op

m
en
t o

f 
Ec
o‐
To
w
n 
pr
oj
ec
ts
 (i
nd

us
tr
ia
l w

as
te
); 
7.
 Im

pl
em

en
ta
tio

n 
of
 m

od
el
 p
ro
je
ct
 fo

r p
ro
pe

r 
tr
ea
tm

en
t o

f h
az
ar
do

us
 w
as
te
 +
 n
ur
tu
rin

g 
of
 h
um

an
 re

so
ur
ce
s t
o 
sp
re
ad

 p
ro
pe

r t
re
at
m
en
t 

(g
ov
er
nm

en
t s
id
e)
; 8
. E
nh

an
ce
m
en
t o

f l
eg
al
 sy

st
em

 re
ga
rd
in
g 
ha
za
rd
ou

s w
as
te
; 9
. 

Im
pl
em

en
ta
tio

n 
of
 re

ge
ne

ra
tio

n 
pr
oj
ec
t a

t l
an
df
ill
 si
te
s s

uc
h 
as
 la
nd

fil
l i
nc
in
er
at
io
n 
 d
isp

os
al
 

fa
ci
lit
ie
s,
 e
tc
.; 
10

. A
w
ar
en

es
s‐
ra
isi
ng

 a
ct
iv
iti
es
 a
nd

 h
um

an
 re

so
ur
ce
 d
ev
el
op

m
en
t

En
er
gy

1.
 E
ne

rg
y 
co
ns
er
va
tio

n 
pr
oj
ec
ts
 a
nd

 p
ro
je
ct
s f
o r
 in
tr
od

uc
tio

n 
of
 re

ne
w
ab
le
 e
ne

rg
y 
ta
rg
et
in
g 

of
fic
es
 a
nd

 c
om

m
er
ci
al
 fa
ci
lit
ie
s;
 2
. E
ne

rg
y 
co
ns
er
va
tio

n 
pr
oj
ec
ts
 a
nd

 p
ro
je
ct
s f
or
 

in
tr
od

uc
tio

n 
of
 re

ne
w
ab
le
 e
ne

rg
y 
ta
rg
et
in
g 
pu

bl
ic
 fa
ci
lit
ie
s;
 3
. W

as
te
 h
ea
t r
ec
ov
er
y 
po

w
er
 

ge
ne

ra
tio

n 
pr
oj
ec
ts
 ta

rg
et
in
g 
fa
ct
or
ie
s;
 4
. M

eg
a 
so
la
r p

ow
er
 g
en

er
at
io
n 
pr
oj
ec
ts
; 5
. 

In
tr
od

uc
tio

n 
of
 fi
xe
d‐
pr
ic
e 
pu

rc
ha
sin

g 
sy
st
em

 fo
r r
en

ew
ab
le
 e
ne

rg
y

Tr
an
sp
or
ta
tio

n

1.
 In
tr
od

uc
tio

n 
of
 p
ub

lic
 tr
an
sp
or
t s
ys
te
m
s a

nd
 d
ev
el
op

m
en
t o

f t
ra
ns
po

rt
at
io
n 
hu

bs
; 2
. 

Ef
fe
ct
iv
e 
us
e 
of
 e
xi
st
in
g 
pu

bl
ic
 tr
an
sp
or
ta
tio

n,
 su

ch
 a
s r
ai
lw
ay
s a

nd
 w
at
er
 tr
an
sp
or
ta
tio

n;
 3
. 

Ro
ad

 d
ev
el
op

m
en
t; 
4.
 In
tr
od

uc
tio

n 
of
 tr
af
fic
 m

an
ag
em

en
t f
ac
ili
tie

s;
 5
. P
ar
ki
ng

 lo
t 

de
ve
lo
pm

en
t; 
6.
 D
ev
el
op

m
en
t o

f c
om

fo
rt
ab
le
 p
ed

es
tr
ia
n 
sp
ac
e;
 7
. D

riv
er
 e
du

ca
tio

n 
an
d 

tr
af
fic
 re

gu
la
tio

n 
en
fo
rc
em

en
t; 
8.
 M

ob
ili
ty
 m

an
ag
em

en
t; 
9.
 In
cr
ea
sin

g 
ef
fic
ie
nc
y 
of
 lo
gi
st
ic
s;
 

10
. M

ea
su
re
s a

ga
in
st
 a
ir 
po

llu
tio

n 
an
d 
vi
br
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リサイクル適性の表示：印刷用の紙へリサイクルできます。 
この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断の基 

準にしたがい、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料[Ａランク]のみを用いて作製し 
ています。 
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